
2017年度



１．目次について
①シラバスページの検索方法
　　　ページ端にあるインデックスで自分の入学年度に該当する目次ページを探してください。
　　　目次の科目は、授業科目表（学則別表）と同じ順序で掲載しています。

※入学年度によっては授業科目表とシラバスの順序が一致していない場合があります。ご注意ください。

②履修できない科目
　　　「履修不可」の欄に所属学部・学科名が記されている場合は、該当者はその科目を履修することができません。

〈略称説明〉
外：　外国語学部 養 ：　国際教養学部 経：　経済学部 法：　法学部
独：　ドイツ語学科 済：　経済学科 律：　法律学科
英：　英語学科 営：　経営学科 国：　国際関係法学科
仏：　フランス語学科 環：　国際環境経済学科 総：　総合政策学科
交：　交流文化学科 全：言語文化学科以外の全学部学科 免：　2013年度以降入学の教職課程登録者

２．シラバスページの見方（右図参照）

①適用学生
13年度以降 ：2013年度以降入学者対象科目
12年度以前：2007年度～2012年度入学者対象科目 ⑨

※2006年度以前の入学者は全て履修できません。

②入学年度に対応した科目名
入学年度に対応した科目名が記載されています。

③授業の目的や講義全体の説明、学生への要望

④学期の授業計画
各回ごとの講義のテーマ、内容を記載しています。 ⑨

授業計画回数と実際の回数は必ずしも一致しません。

⑤到達目標

⑥事前・事後学修の内容

⑦授業で使用するテキスト、参考文献

⑧評価方法について

⑨原則としてページ上段は春学期科目、下段は秋学期科目です。

３．注意事項
①履修条件

担当教員が履修者に対して、その他の科目の履修や単位の修得などを条件としている科目があります。

必ず「講義目的、講義概要」の欄(上図③の部分)および『授業時間割表』を確認してください。

②定員
定員を設けている科目があります。各科目の定員は、『授業時間割表』を参照してください。

【シラバスの見方】

シラバスは、科目の担当教員が学期ごとの授業計画、講義概要、評価方法などを学生に周知する
ことにより、受講する際の指針とし、授業の理解を深めることを目的に作成されたものです。

シラバスをよく読んで、計画的な履修登録をしてください。
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国際教養学部言語文化学科授業科目（2013年度以降入学者用）

「学科基盤科目」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 基礎演習 各担当教員 木4 2 1 全 1
秋 言語文化論 二宮　哲 月4 2 1 全 1
春 哲学Ⅰ 林　永強 金4 2 1 全 2
春 哲学Ⅱ 林　永強 金3 2 4 全 3
秋 哲学Ⅱ 林　永強 金3 2 4 全 3

「外国語科目基盤科目」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 英語Ⅰ（IE) 各担当教員 1 1 全 4
春 英語Ⅰ（S) 各担当教員 1 1 全 5
春 英語Ⅰ（W) 各担当教員 1 1 全 6
秋 英語Ⅱ（IE) 各担当教員 1 1 全 4
秋 英語Ⅱ（S) 各担当教員 1 1 全 5
秋 英語Ⅱ（W） 各担当教員 1 1 全 6
春 英語Ⅲ（IE) 各担当教員 1 2 全 7
春 英語Ⅲ（W） 各担当教員 1 2 全 8
秋 英語Ⅳ（IE) 各担当教員 1 2 全 7
秋 英語Ⅳ（W） 各担当教員 1 2 全 8
春 スペイン語Ⅰ（総合1） 各担当教員 1 1 全 10
春 スペイン語Ⅰ（総合2） 各担当教員 1 1 全 11
春 スペイン語Ⅰ（入門） 各担当教員 1 1 全 12
春 スペイン語Ⅰ（会話） 各担当教員 1 1 全 13
秋 スペイン語Ⅱ（総合1） 各担当教員 1 1 全 10
秋 スペイン語Ⅱ（総合2） 各担当教員 1 1 全 11
秋 スペイン語Ⅱ（基礎表現） 各担当教員 1 1 全 12
秋 スペイン語Ⅱ（会話） 各担当教員 1 1 全 13
春 スペイン語Ⅲ（総合） 各担当教員 1 2 全 14
春 スペイン語Ⅲ（講読） 各担当教員 1 2 全 15
春 スペイン語Ⅲ（会話1） 各担当教員 1 2 全 16
春 スペイン語Ⅲ（会話2） 各担当教員 1 2 全 17
秋 スペイン語Ⅳ（総合） 各担当教員 1 2 全 14
秋 スペイン語Ⅳ（講読） 各担当教員 1 2 全 15
秋 スペイン語Ⅳ（会話1） 各担当教員 1 2 全 16
秋 スペイン語Ⅳ（会話2） 各担当教員 1 2 全 17
春 中国語Ⅰ（総合1） 各担当教員 1 1 全 18
春 中国語Ⅰ（総合2） 各担当教員 1 1 全 19
春 中国語Ⅰ（入門） 各担当教員 1 1 全 20
春 中国語Ⅰ（会話） 各担当教員 1 1 全 21
秋 中国語Ⅱ（総合1） 各担当教員 1 1 全 18
秋 中国語Ⅱ（総合2） 各担当教員 1 1 全 19
秋 中国語Ⅱ（基礎表現） 各担当教員 1 1 全 20
秋 中国語Ⅱ（会話） 各担当教員 1 1 全 21
春 中国語Ⅲ（総合） 各担当教員 1 2 全 22
春 中国語Ⅲ（講読） 各担当教員 1 2 全 23
春 中国語Ⅲ（会話1） 各担当教員 1 2 全 24
春 中国語Ⅲ（会話2） 各担当教員 1 2 全 25
秋 中国語Ⅳ（総合） 各担当教員 1 2 全 22
秋 中国語Ⅳ（講読） 各担当教員 1 2 全 23
秋 中国語Ⅳ（会話1） 各担当教員 1 2 全 24
秋 中国語Ⅳ（会話2） 各担当教員 1 2 全 25
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開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 韓国語Ⅰ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
春 韓国語Ⅰ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
春 韓国語Ⅲ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
春 韓国語Ⅲ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33

「外国語科目進展科目」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 火3 2 3 全 34
春 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 金1 2 3 全 35
春 英語上級 Ｍ．ハルデイン 火3 2 3 全 36
春 英語上級 Ｍ．ハルデイン 金1 2 3 全 37
春 英語上級 Ｊ．ハンクス 火3 2 3 全 38
春 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 火3 2 3 全 39
春 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 金1 2 3 全 40
春 英語上級 Ｂ．ゲンチ 火3 2 3 全 41
春 英語上級 Ｂ．ゲンチ 金1 2 3 全 42
春 英語上級 関戸　冬彦 金1 2 3 全 43
春 英語上級 山本　英政 月3 2 3 全 44
秋 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 火3 2 3 全 34
秋 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 金1 2 3 全 35
秋 英語上級 Ｍ．ハルデイン 火3 2 3 全 36
秋 英語上級 Ｍ．ハルデイン 金1 2 3 全 37
秋 英語上級 Ｊ．ハンクス 火3 2 3 全 38
秋 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 火3 2 3 全 39
秋 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 金1 2 3 全 40
秋 英語上級 Ｂ．ゲンチ 火3 2 3 全 41
秋 英語上級 Ｂ．ゲンチ 金1 2 3 全 42
秋 英語上級 関戸　冬彦 金1 2 3 全 43
秋 英語上級 山本　英政 月3 2 3 全 44
春 英語上級(再履修) 関戸　冬彦 金2 2 3 全 45
秋 英語上級(再履修) 山本　英政 水2 2 3 全 45
春 英語演習Ⅰ Ｂ．ゲンチ 火3 2 2 全 46
春 英語演習Ⅰ 木村　正美 水3 2 2 全 47
春 英語演習Ⅰ 小島　章子 木3 2 2 全 48
春 英語演習Ⅰ 小瀬　百合子 水4 2 2 全 49
秋 英語演習Ⅰ Ｂ．ゲンチ 火3 2 2 全 46
秋 英語演習Ⅰ 木村　正美 水3 2 2 全 47
秋 英語演習Ⅰ 小島　章子 木3 2 2 全 48
秋 英語演習Ⅰ 小瀬　百合子 水4 2 2 全 49
春 英語演習Ⅱ Ｓ．Ｋ．エリス 木4 2 3 全 50
春 英語演習Ⅱ Ｂ．ゲンチ 火1 2 3 全 51
春 英語演習Ⅱ 渡部　富栄 火4 2 3 全 52
春 英語演習Ⅱ 奥平　文子 木4 2 3 全 53
春 英語演習Ⅱ 関戸　冬彦 木3 2 3 全 54
秋 英語演習Ⅱ Ｓ．Ｋ．エリス 木4 2 3 全 50
秋 英語演習Ⅱ Ｂ．ゲンチ 火1 2 3 全 51
秋 英語演習Ⅱ 渡部　富栄 火4 2 3 全 52
秋 英語演習Ⅱ 奥平　文子 木4 2 3 全 53
秋 英語演習Ⅱ 関戸　冬彦 木3 2 3 全 54
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開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 韓国語Ⅰ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
春 韓国語Ⅰ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
春 韓国語Ⅲ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
春 韓国語Ⅲ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33

「外国語科目進展科目」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 火3 2 3 全 34
春 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 金1 2 3 全 35
春 英語上級 Ｍ．ハルデイン 火3 2 3 全 36
春 英語上級 Ｍ．ハルデイン 金1 2 3 全 37
春 英語上級 Ｊ．ハンクス 火3 2 3 全 38
春 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 火3 2 3 全 39
春 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 金1 2 3 全 40
春 英語上級 Ｂ．ゲンチ 火3 2 3 全 41
春 英語上級 Ｂ．ゲンチ 金1 2 3 全 42
春 英語上級 関戸　冬彦 金1 2 3 全 43
春 英語上級 山本　英政 月3 2 3 全 44
秋 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 火3 2 3 全 34
秋 英語上級 Ｋ．Ａ．クラウン 金1 2 3 全 35
秋 英語上級 Ｍ．ハルデイン 火3 2 3 全 36
秋 英語上級 Ｍ．ハルデイン 金1 2 3 全 37
秋 英語上級 Ｊ．ハンクス 火3 2 3 全 38
秋 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 火3 2 3 全 39
秋 英語上級 Ｊ．Ｇ．ショールツ 金1 2 3 全 40
秋 英語上級 Ｂ．ゲンチ 火3 2 3 全 41
秋 英語上級 Ｂ．ゲンチ 金1 2 3 全 42
秋 英語上級 関戸　冬彦 金1 2 3 全 43
秋 英語上級 山本　英政 月3 2 3 全 44
春 英語上級(再履修) 関戸　冬彦 金2 2 3 全 45
秋 英語上級(再履修) 山本　英政 水2 2 3 全 45
春 英語演習Ⅰ Ｂ．ゲンチ 火3 2 2 全 46
春 英語演習Ⅰ 木村　正美 水3 2 2 全 47
春 英語演習Ⅰ 小島　章子 木3 2 2 全 48
春 英語演習Ⅰ 小瀬　百合子 水4 2 2 全 49
秋 英語演習Ⅰ Ｂ．ゲンチ 火3 2 2 全 46
秋 英語演習Ⅰ 木村　正美 水3 2 2 全 47
秋 英語演習Ⅰ 小島　章子 木3 2 2 全 48
秋 英語演習Ⅰ 小瀬　百合子 水4 2 2 全 49
春 英語演習Ⅱ Ｓ．Ｋ．エリス 木4 2 3 全 50
春 英語演習Ⅱ Ｂ．ゲンチ 火1 2 3 全 51
春 英語演習Ⅱ 渡部　富栄 火4 2 3 全 52
春 英語演習Ⅱ 奥平　文子 木4 2 3 全 53
春 英語演習Ⅱ 関戸　冬彦 木3 2 3 全 54
秋 英語演習Ⅱ Ｓ．Ｋ．エリス 木4 2 3 全 50
秋 英語演習Ⅱ Ｂ．ゲンチ 火1 2 3 全 51
秋 英語演習Ⅱ 渡部　富栄 火4 2 3 全 52
秋 英語演習Ⅱ 奥平　文子 木4 2 3 全 53
秋 英語演習Ⅱ 関戸　冬彦 木3 2 3 全 54

開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 翻訳通訳論・英語 渡部　富栄 火2 2 3 55
秋 翻訳通訳実習・英語 渡部　富栄 火2 2 3 55
春 スペイン語上級 各担当教員 2 3 全 56
秋 スペイン語上級(再履修) 各担当教員 2 3 全 56
春 スペイン語演習 Ｐ．ラゴ 金2 2 3 全※1 57
春 スペイン語演習 Ｊ．マルティネス 火1 2 3 全※1 58
春 スペイン語演習 Ｎ．ウエチ 木1 2 3 全※1 59
秋 スペイン語演習 Ｐ．ラゴ 金2 2 3 全※1 57
秋 スペイン語演習 Ｊ．マルティネス 火1 2 3 全※1 58
秋 スペイン語演習 Ｎ．ウエチ 木1 2 3 全※1 59
秋 スペイン語演習 浦部　浩之 月4 2 3 全※1 60
秋 スペイン語演習 Ｍ．サンチェス 水3 2 3 全※1 61
秋 スペイン語演習 Ｊ．Ｉ．ドメネク・アロンソ 水3 2 3 全※1 62
秋 スペイン語演習 二宮　哲 金3 2 3 全※1 63
春 翻訳通訳論・スペイン語 柴田　バネッサ 火3 2 3 64
秋 翻訳通訳実習・スペイン語 柴田　バネッサ 火3 2 3 64
春 中国語上級 各担当教員 2 3 全 65
秋 中国語上級(再履修) 各担当教員 2 3 全 65
春 中国語演習 劉　岸麗 木3 2 3 全※1 66
春 中国語演習 虞　織文 金1 2 3 全※1 67
春 中国語演習 蔡　暁軍 金5 2 3 全※1 68
春 中国語演習 武信　彰 月2 2 3 全※1 69
秋 中国語演習 劉　岸麗 木3 2 3 全※1 66
秋 中国語演習 虞　織文 金1 2 3 全※1 67
秋 中国語演習 蔡　暁軍 金5 2 3 全※1 68
秋 中国語演習 永田　小絵 木4 2 3 全※1 69
秋 中国語演習 吉田　桂子 金3 2 3 全※1 70
秋 中国語演習 吉田　桂子 金2 2 3 全※1 71
春 翻訳通訳論・中国語 永田　小絵 火2 2 3 72
秋 翻訳通訳実習・中国語 永田　小絵 火2 2 3 72
春 韓国語上級 各担当教員 2 3 全 73
秋 韓国語上級(再履修) 各担当教員 2 3 全 73
春 韓国語演習 中川　正臣 木3 2 3 全※1 74
秋 韓国語演習 中川　正臣 木3 2 3 全※1 74
秋 韓国語演習 白　寅英 金2 2 3 全※1 75
秋 韓国語演習 沈　民珪 木1 2 3 全※1 76
春 翻訳通訳論・韓国語 中川　正臣 木2 2 3 77
秋 翻訳通訳実習・韓国語 中川　正臣 木2 2 3 77

※1:交流文化学科は除く
「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 スペイン研究概論 二宮　哲 月5 2 1 全 79
春 ラテンアメリカ研究概論 佐藤　勘治 月4 2 1 全 80
春 スペインの言語と歴史・文化 二宮　哲 月4 2 2 81
秋 スペイン語研究 二宮　哲 月2 2 2 79
秋 スペイン語圏の文学 中井　博康 月3 2 2 80
春 ラテンアメリカの歴史と文化 佐藤　勘治 木4 2 2 84
春 ラテンアメリカの政治と社会 浦部　浩之 木2 2 2 82
春 ラテンアメリカの経済と社会 今井　圭子 月3 2 2 83
秋 ラテンアメリカ近現代史 佐藤　勘治 木4 2 2 81
秋 ラテンアメリカの国際関係 浦部　浩之 木2 2 2 82
春 ブラジル研究 Ｅ．ウラノ 火2 2 2 全 85
秋 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（ラテンアメリカ経済発展論） 今井　圭子 月3 2 2 83
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究a） Ｐ．ラゴ 月3 2 2 86
秋 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究b） Ｐ．ラゴ 月3 2 2 86
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン・ラテンアメリカの芸術文化） 倉田　量介 火3 2 2 全 87
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン・ラテンアメリカの社会文化） 井垣　昌 木3 2 2 88

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（カリブ海域研究） 2017年度不開講 2 2 全
スペイン・ラテンアメリカ特殊研究(専門講読） 2017年度不開講 2 2
スペイン・ラテンアメリカ特殊研究(英西語学演習） 2017年度不開講 2 2
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「中国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 中国研究概論 松岡　格 火4 2 1 89
秋 中国言語文化論 武信　彰 月4 2 2 92
秋 中国社会論 松岡　格 火4 2 2 89

中国地域論 2017年度不開講 2 2
春 現代中国論Ⅰ 松岡　格 金4 2 2 法 90
秋 現代中国論Ⅱ 松岡　格 金4 2 2 法 90
春 中国史Ⅰ 張　士陽 木4 2 2 全 91
秋 中国史Ⅱ 張　士陽 木4 2 2 全 91
春 中国特殊研究（日中比較文化研究ａ） 大澤　昇 水3 2 2 93
秋 中国特殊研究（日中比較文化研究ｂ） 大澤　昇 水3 2 2 93
春 中国特殊研究（中国文学研究ａ） 近藤　光雄 木3 2 2 94
秋 中国特殊研究（中国文学研究ｂ） 近藤　光雄 木3 2 2 94
春 中国特殊研究（日中交流史） 武信　彰 月4 2 2 92
春 中国特殊研究（専門講読） 松岡　格 水2 2 2 95

「韓国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 韓国研究概論 小宮　秀陵 水2 2 1 全 96
春 韓国社会論Ⅰ 羅　一等 月2 2 2 全 97
秋 韓国社会論Ⅱ 柳　蓮淑 月4 2 2 全 97

韓国経済論 2017年度不開講 2 2 全
春 韓国史 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
秋 日韓比較文化論 金　煕淑 火4 2 2 全 96

日韓比較教育論 2017年度不開講 2 2 全
秋 日韓交流史 金　煕淑 月3 2 2 全 100
秋 韓国研究情報収集法 金　煕淑 月4 2 2 全 99
春 韓国特殊研究（韓国政治論） 呉　吉煥 金4 2 2 全 100
春 韓国特殊研究（韓国前近代史） 小宮　秀陵 火4 2 2 全 101
秋 韓国特殊研究（韓国の宗教） 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
秋 韓国特殊研究（韓国の言語文化） 金　秀晶 水3 2 2 全 102
春 韓国特殊研究（韓国文学史） 沈　元燮 水3 2 2 全 102
春 韓国特殊研究（韓国小説の世界） 沈　元燮 水4 2 2 103
秋 韓国特殊研究（韓国詩の世界） 沈　元燮 水4 2 2 103
秋 韓国特殊研究（専門講読） 小宮　秀陵 水2 2 3 101
秋 韓国特殊研究（日韓比較地域史論） 小宮　秀陵 木2 2 2 104

「日本研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位

数

開始

学年

履修

不可
ページ

春 日本研究概論Ⅰ 城崎　陽子 火4 2 1 全 105
秋 日本研究概論Ⅱ 生田　守 木4 2 1 全 105
春 日本文学論・古代Ⅰ 福沢　健 月5 2 1 全 106
秋 日本文学論・古代Ⅱ 福沢　健 月5 2 1 全 106
春 日本文学論・中世Ⅰ 城崎　陽子 火3 2 1 全 107
秋 日本文学論・中世Ⅱ 飯島　一彦 水1 2 1 全 107
春 日本文学論・近現代Ⅰ 佐藤　毅 木1 2 1 全 108
秋 日本文学論・近現代Ⅱ 佐藤　毅 木1 2 1 全 108
春 民俗学 林　英一 木1 2 1 全 110

日本史Ⅰ 2017年度不開講 2 1 全
日本史Ⅱ 2017年度不開講 2 1 全

春 日本思想史Ⅰ 芹口　真結子 木2 2 2 全 109
秋 日本思想史Ⅱ 矢森　小映子 木2 2 2 全 109
春 日本特殊研究（日本文学作品研究a） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
春 日本特殊研究（日本文学作品研究b） 飯島　一彦 金2 2 2 全 112
春 日本特殊研究（日本文学作品研究c） 城﨑　陽子 水4 2 2 全 113
秋 日本特殊研究（日本文学作品研究d） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
秋 日本特殊研究（日本文学作品研究e） 城﨑　陽子 火3 2 2 全 113
秋 日本特殊研究（日本文化研究a） 飯島　一彦 木5 2 2 全 112
秋 日本特殊研究（日本文化研究b） 城﨑　陽子 水4 2 2 全 114
秋 日本特殊研究（日本文化研究c） 林　英一 木1 2 2 全 110
秋 日本特殊研究（日本文化研究d） 飯島　一彦 金2 2 2 全 115
春 日本特殊研究（日本史研究a） 丸浜　昭 水1 2 2 全 116
秋 日本特殊研究（日本史研究b） 丸浜　昭 水1 2 2 全 116
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「中国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 中国研究概論 松岡　格 火4 2 1 89
秋 中国言語文化論 武信　彰 月4 2 2 92
秋 中国社会論 松岡　格 火4 2 2 89

中国地域論 2017年度不開講 2 2
春 現代中国論Ⅰ 松岡　格 金4 2 2 法 90
秋 現代中国論Ⅱ 松岡　格 金4 2 2 法 90
春 中国史Ⅰ 張　士陽 木4 2 2 全 91
秋 中国史Ⅱ 張　士陽 木4 2 2 全 91
春 中国特殊研究（日中比較文化研究ａ） 大澤　昇 水3 2 2 93
秋 中国特殊研究（日中比較文化研究ｂ） 大澤　昇 水3 2 2 93
春 中国特殊研究（中国文学研究ａ） 近藤　光雄 木3 2 2 94
秋 中国特殊研究（中国文学研究ｂ） 近藤　光雄 木3 2 2 94
春 中国特殊研究（日中交流史） 武信　彰 月4 2 2 92
春 中国特殊研究（専門講読） 松岡　格 水2 2 2 95

「韓国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 韓国研究概論 小宮　秀陵 水2 2 1 全 96
春 韓国社会論Ⅰ 羅　一等 月2 2 2 全 97
秋 韓国社会論Ⅱ 柳　蓮淑 月4 2 2 全 97

韓国経済論 2017年度不開講 2 2 全
春 韓国史 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
秋 日韓比較文化論 金　煕淑 火4 2 2 全 96

日韓比較教育論 2017年度不開講 2 2 全
秋 日韓交流史 金　煕淑 月3 2 2 全 100
秋 韓国研究情報収集法 金　煕淑 月4 2 2 全 99
春 韓国特殊研究（韓国政治論） 呉　吉煥 金4 2 2 全 100
春 韓国特殊研究（韓国前近代史） 小宮　秀陵 火4 2 2 全 101
秋 韓国特殊研究（韓国の宗教） 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
秋 韓国特殊研究（韓国の言語文化） 金　秀晶 水3 2 2 全 102
春 韓国特殊研究（韓国文学史） 沈　元燮 水3 2 2 全 102
春 韓国特殊研究（韓国小説の世界） 沈　元燮 水4 2 2 103
秋 韓国特殊研究（韓国詩の世界） 沈　元燮 水4 2 2 103
秋 韓国特殊研究（専門講読） 小宮　秀陵 水2 2 3 101
秋 韓国特殊研究（日韓比較地域史論） 小宮　秀陵 木2 2 2 104

「日本研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位

数

開始

学年

履修

不可
ページ

春 日本研究概論Ⅰ 城崎　陽子 火4 2 1 全 105
秋 日本研究概論Ⅱ 生田　守 木4 2 1 全 105
春 日本文学論・古代Ⅰ 福沢　健 月5 2 1 全 106
秋 日本文学論・古代Ⅱ 福沢　健 月5 2 1 全 106
春 日本文学論・中世Ⅰ 城崎　陽子 火3 2 1 全 107
秋 日本文学論・中世Ⅱ 飯島　一彦 水1 2 1 全 107
春 日本文学論・近現代Ⅰ 佐藤　毅 木1 2 1 全 108
秋 日本文学論・近現代Ⅱ 佐藤　毅 木1 2 1 全 108
春 民俗学 林　英一 木1 2 1 全 110

日本史Ⅰ 2017年度不開講 2 1 全
日本史Ⅱ 2017年度不開講 2 1 全

春 日本思想史Ⅰ 芹口　真結子 木2 2 2 全 109
秋 日本思想史Ⅱ 矢森　小映子 木2 2 2 全 109
春 日本特殊研究（日本文学作品研究a） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
春 日本特殊研究（日本文学作品研究b） 飯島　一彦 金2 2 2 全 112
春 日本特殊研究（日本文学作品研究c） 城﨑　陽子 水4 2 2 全 113
秋 日本特殊研究（日本文学作品研究d） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
秋 日本特殊研究（日本文学作品研究e） 城﨑　陽子 火3 2 2 全 113
秋 日本特殊研究（日本文化研究a） 飯島　一彦 木5 2 2 全 112
秋 日本特殊研究（日本文化研究b） 城﨑　陽子 水4 2 2 全 114
秋 日本特殊研究（日本文化研究c） 林　英一 木1 2 2 全 110
秋 日本特殊研究（日本文化研究d） 飯島　一彦 金2 2 2 全 115
春 日本特殊研究（日本史研究a） 丸浜　昭 水1 2 2 全 116
秋 日本特殊研究（日本史研究b） 丸浜　昭 水1 2 2 全 116

「言語教育研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

秋 言語学概論 安間　一雄 火3 2 1 全 117
春 英語学概論 野々宮　鮎美 火3 2 1 全 117
春 日本語教育概論 石塚　京子 月3 2 1 全 119
春 応用言語学Ⅰ 臼井　芳子 水1 2 2 全 120
秋 応用言語学Ⅱ 臼井　芳子 水1 2 2 全 120
春 英語圏の文学Ⅰ 大熊　昭信 金2 2 1 全 121
秋 英語圏の文学Ⅱ 大熊　昭信 金2 2 1 全 121
春 英語圏の文学・文化・批評Ⅰ 上野　直子 木4 2 2 全 122
秋 英語圏の文学・文化・批評Ⅱ 原　成吉 火4 2 2 全 122
秋 英語圏の文学・文化・批評Ⅱ 児嶋　一男 月2 2 2 全 123
春 国際語としての英語 臼井　芳子 火3 2 2 124
春 日本語教授法Ⅰa 野原　ゆかり 火2 2 3 125
秋 日本語教授法Ⅰb 野原　ゆかり 火2 2 3 125
春 日本語教授法Ⅱ 野原　ゆかり 水2 2 4 126
春 日本語音声学 磯村　一弘 水5 2 2 127
春 日本語文法論Ⅰ 浅山　佳郎 月3 2 1 全※2 128
秋 日本語文法論Ⅱ 浅山　佳郎 月3 2 1 全※2 128
秋 日本語コミュニケーション論 城﨑　陽子 火4 2 1 全 127
春 英語教育特殊研究（専門講読a） 関戸　冬彦 木1 2 2 129
秋 英語教育特殊研究（専門講読b） 関戸　冬彦 木1 2 2 129
秋 英語教育特殊研究（授業分析と実践a） 臼井　芳子 火3 2 3 124

英語教育特殊研究（授業分析と実践b） 2017年度不開講 2 3
春 英語教育特殊研究（早期外国語教育） 居村　啓子 月4 2 3 130

英語教育特殊研究（英西語学演習） 2017年度不開講 2 2
春/秋 日本語教育特殊研究（教育実習） 各担当教員 その他 2 4 134
春 日本語教育特殊研究（教育教材論） 倉田　芳弥 月4 2 2 131
春 日本語教育特殊研究（意味論） 浅山　佳郎 木3 2 2 全 132
秋 日本語教育特殊研究（談話論） 浅山　佳郎 木3 2 2 全 132
春 日本語教育特殊研究（専門講読） 田川　麻央 水4 2 2 133
秋 日本語教育特殊研究（年少者日本語教育） 宇津木　奈美子 火3 2 2 131
秋 日本語教育特殊研究（日本語教育のための社会言語学） 野原　ゆかり 水2 2 2 133

※2:14年度以降入学者は除く
「グローバル社会研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 異文化間コミュニケーションⅠ 岡村　圭子 木3 2 1 135
秋 異文化間コミュニケーションⅡ 山本　英政 月2 2 1 全 135
春 多文化共生研究Ⅰ 佐藤　唯行 火3 2 2 136
秋 多文化共生研究Ⅱ 佐藤　唯行 火3 2 2 136
秋 比較文化論 岡村　圭子 木3 2 2 138
春 大衆文化論 木本　玲一 火5 2 2 全 137
春 ローカル・メディア論 岡村　圭子 火3 2 2 全 138
春 英語圏の文化 山本　英政 木2 2 2 全 139
秋 英語圏事情 山本　英政 木2 2 2 全 139
春 国際関係論 佐藤　俊輔 月3 2 1 全 140
春 国際協力論 浦部　浩之 水3 2 1 141
秋 南北問題 浦部　浩之 水3 2 1 141
秋 ＮＧＯ論 清水　俊弘 水2 2 1 全 140
春 国際政治論Ⅰ 岡垣　知子 水1 2 2 全 142
秋 国際政治論Ⅱ 岡垣　知子 水1 2 2 全 142
春 国際経済論Ⅰ 益山　光央 火2 2 2 全 143
秋 国際経済論Ⅱ 益山　光央 火2 2 2 全 143
春 日本政治外交史Ⅰ 福永　文夫 金2 2 2 全 144
秋 日本政治外交史Ⅱ 福永　文夫 金2 2 2 全 144
春 国際機構と法Ⅰ 鈴木　淳一 月1 2 3 全 145
秋 国際機構と法Ⅱ 鈴木　淳一 月3 2 3 全 145
春 地域研究論 浦部　浩之 月4 2 2 146
秋 グローバル社会特殊研究（滞日外国人研究） 田房　由起子 土2 2 2 法 147
春 グローバル社会特殊研究（在外日本人研究） 山本　英政 水2 2 2 全 147
秋 グローバル社会特殊研究（アメリカ合衆国のラティーノ社会） 佐藤　勘治 月4 2 2 149
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開始
学年
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不可

ページ

春 グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合a） 高安　健一 金1 2 2 全 148
秋 グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合b） 高安　健一 金1 2 2 全 148
春 グローバル社会特殊研究（東南アジアの開発と社会） 江藤　双恵 火1 2 2 全 149
春 グローバル社会特殊研究（地球環境と法a） 井上　秀典 月4 2 3 全 150
秋 グローバル社会特殊研究（地球環境と法b） 井上　秀典 月4 2 3 全 150

グローバル社会特殊研究（ポストコロニアル研究） 2017年度不開講 2 2 全

「人間発達科学研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 教育学概論Ⅰ(教職論) 萩原　真美 火4 2 1 全 151
春 教育学概論Ⅰ(教職論) 桑原　憲一 月3 2 1 全 151
秋 教育学概論Ⅰ(教職論) 桑原　憲一 月4 2 1 全 151
春 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火4 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 川村　肇 木3 2 1 全 152
春 心理学概論Ⅰ(こころの世界) 田口　雅徳 木2 2 1 全 153
秋 心理学概論Ⅱ(心理検査法と自己理解) 田口　雅徳 木4 2 2 全 153
春 スポーツ・レクリエーション概論 和田　智 金4 2 1 全 154
春 スポーツ科学概論 依田　珠江 水3 2 1 全 155

教育の歴史Ⅰ 2017年度不開講 2 2 全
教育の歴史Ⅱ 2017年度不開講 2 2 全

春 比較教育制度論 桑原　憲一 月4 2 2 全 156
春 比較教育制度論 小島　優生 木4 2 2 全 156
秋 比較教育制度論 小島　優生 木4 2 2 全 156
春 教育課程論 安井　一郎 水2 2 2 全 157
春 教育課程論 桑原　憲一 火4 2 2 全 157
秋 教育課程論 桑原　憲一 火5 2 2 全 157
春 教育心理学 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
秋 教育心理学 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
春 教育心理学 利根川　明子 金4 2 1 全 158
秋 教育心理学 利根川　明子 金4 2 1 全 158
春 カウンセリング論 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
秋 パーソナリティ理論 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
春 学校カウンセリング 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 学校カウンセリング 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 学校カウンセリング 鈴木　乙史 木4 2 2 全 160
春 人間発達科学特殊研究（子ども論a） 小島　優生 水2 2 2 全 161

人間発達科学特殊研究（子ども論b） 2017年度不開講 2 2 全
人間発達科学特殊研究（教師と語る） 2017年度不開講 2 2 全

春 人間発達科学特殊研究（認知科学） 田口　雅徳 水2 2 2 全 162
秋 人間発達科学特殊研究（認知科学） 田口　雅徳 木2 2 2 全 162
春 人間発達科学特殊研究（社会心理学a） 樋口　匡貴 金2 2 2 外 163
秋 人間発達科学特殊研究（社会心理学b） 樋口　匡貴 金2 2 2 外 163
秋 人間発達科学特殊研究（スポーツ指導実習） 松原　裕 水3 2 2 全 165
春 人間発達科学特殊研究（リーダーシップ論） 和田　智 金2 2 2 全 164
春 人間発達科学特殊研究（スポーツマネージメント） 川北　準人 月3 2 2 全 166
秋 人間発達科学特殊研究（ボランティア論） 未定 未定 2 2 全 164
春 人間発達科学特殊研究（スポーツパフォーマンス分析） 依田　珠江 木2 2 2 全 165

「総合科学研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 社会学Ⅰ 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
秋 社会学Ⅱ 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
春 文化人類学Ⅰ 松岡　格 金1 2 1 全 168
秋 文化人類学Ⅱ 松岡　格 金2 2 1 全 168
春 倫理学Ⅰ 林　永強 木3 2 1 全 169
秋 倫理学Ⅱ 林　永強 木3 2 1 全 169
春 文化史入門 古川　堅治 木2 2 1 全 170
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単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合a） 高安　健一 金1 2 2 全 148
秋 グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合b） 高安　健一 金1 2 2 全 148
春 グローバル社会特殊研究（東南アジアの開発と社会） 江藤　双恵 火1 2 2 全 149
春 グローバル社会特殊研究（地球環境と法a） 井上　秀典 月4 2 3 全 150
秋 グローバル社会特殊研究（地球環境と法b） 井上　秀典 月4 2 3 全 150

グローバル社会特殊研究（ポストコロニアル研究） 2017年度不開講 2 2 全

「人間発達科学研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 教育学概論Ⅰ(教職論) 萩原　真美 火4 2 1 全 151
春 教育学概論Ⅰ(教職論) 桑原　憲一 月3 2 1 全 151
秋 教育学概論Ⅰ(教職論) 桑原　憲一 月4 2 1 全 151
春 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 萩原　真美 火4 2 1 全 152
秋 教育学概論Ⅱ(教育の原理) 川村　肇 木3 2 1 全 152
春 心理学概論Ⅰ(こころの世界) 田口　雅徳 木2 2 1 全 153
秋 心理学概論Ⅱ(心理検査法と自己理解) 田口　雅徳 木4 2 2 全 153
春 スポーツ・レクリエーション概論 和田　智 金4 2 1 全 154
春 スポーツ科学概論 依田　珠江 水3 2 1 全 155

教育の歴史Ⅰ 2017年度不開講 2 2 全
教育の歴史Ⅱ 2017年度不開講 2 2 全

春 比較教育制度論 桑原　憲一 月4 2 2 全 156
春 比較教育制度論 小島　優生 木4 2 2 全 156
秋 比較教育制度論 小島　優生 木4 2 2 全 156
春 教育課程論 安井　一郎 水2 2 2 全 157
春 教育課程論 桑原　憲一 火4 2 2 全 157
秋 教育課程論 桑原　憲一 火5 2 2 全 157
春 教育心理学 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
秋 教育心理学 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
春 教育心理学 利根川　明子 金4 2 1 全 158
秋 教育心理学 利根川　明子 金4 2 1 全 158
春 カウンセリング論 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
秋 パーソナリティ理論 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
春 学校カウンセリング 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 学校カウンセリング 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 学校カウンセリング 鈴木　乙史 木4 2 2 全 160
春 人間発達科学特殊研究（子ども論a） 小島　優生 水2 2 2 全 161

人間発達科学特殊研究（子ども論b） 2017年度不開講 2 2 全
人間発達科学特殊研究（教師と語る） 2017年度不開講 2 2 全

春 人間発達科学特殊研究（認知科学） 田口　雅徳 水2 2 2 全 162
秋 人間発達科学特殊研究（認知科学） 田口　雅徳 木2 2 2 全 162
春 人間発達科学特殊研究（社会心理学a） 樋口　匡貴 金2 2 2 外 163
秋 人間発達科学特殊研究（社会心理学b） 樋口　匡貴 金2 2 2 外 163
秋 人間発達科学特殊研究（スポーツ指導実習） 松原　裕 水3 2 2 全 165
春 人間発達科学特殊研究（リーダーシップ論） 和田　智 金2 2 2 全 164
春 人間発達科学特殊研究（スポーツマネージメント） 川北　準人 月3 2 2 全 166
秋 人間発達科学特殊研究（ボランティア論） 未定 未定 2 2 全 164
春 人間発達科学特殊研究（スポーツパフォーマンス分析） 依田　珠江 木2 2 2 全 165

「総合科学研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 社会学Ⅰ 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
秋 社会学Ⅱ 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
春 文化人類学Ⅰ 松岡　格 金1 2 1 全 168
秋 文化人類学Ⅱ 松岡　格 金2 2 1 全 168
春 倫理学Ⅰ 林　永強 木3 2 1 全 169
秋 倫理学Ⅱ 林　永強 木3 2 1 全 169
春 文化史入門 古川　堅治 木2 2 1 全 170

開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 東洋思想史Ⅰ 犬塚　悠 水2 2 1 全 171
秋 東洋思想史Ⅱ 犬塚　悠 水2 2 1 全 171
春 文明史研究Ⅰ 高橋　裕子 月2 2 1 全 172
秋 文明史研究Ⅱ 高橋　裕子 月2 2 1 全 172

比較宗教史 2017年度不開講 2 1 全
春 科学史Ⅰ 野澤　聡 月2 2 1 全 173
秋 科学史Ⅱ 野澤　聡 月2 2 1 全 173
春 科学技術基礎論Ⅰ 野澤　聡 金4 2 1 全 174
秋 科学技術基礎論Ⅱ 野澤　聡 金4 2 1 全 174
春 数学Ⅰ 東　孝博 月2 2 1 全 175
秋 数学Ⅱ 東　孝博 月2 2 1 全 175
春 物理学Ⅰ 東　孝博 月4 2 1 全 176
秋 物理学Ⅱ 東　孝博 月4 2 1 全 176
春 天文学Ⅰ 内田　俊郎 木4 2 1 全 177
秋 天文学Ⅱ 内田　俊郎 木4 2 1 全 177
春 生物学Ⅰ 飯泉　恭一 月3 2 1 全 178
秋 生物学Ⅱ 飯泉　恭一 月3 2 1 全 178
春 生理学Ⅰ 依田　珠江 木4 2 1 全 179
秋 生理学Ⅱ 依田　珠江 木4 2 1 全 179
春 地球環境論Ⅰ 大竹　伸郎 月4 2 1 全 180
秋 地球環境論Ⅱ 大竹　伸郎 月4 2 1 全 180
春 コンピュータと言語 呉　浩東 月2 2 1 全 181
春 情報科学各論Ⅰ 松山　恵美子 月2 2 1 全 182
秋 情報科学各論Ⅰ 松山　恵美子 月2 2 1 全 182
春 情報科学各論Ⅰ 金子　憲一 木3 2 1 全 182
秋 情報科学各論Ⅰ 田中　雅英 火4 2 1 全 182
春 情報科学各論Ⅱ 金子　憲一 木4 2 1 全 183
秋 情報科学各論Ⅱ 金子　憲一 木4 2 1 全 183
秋 情報科学各論Ⅱ 金子　憲一 月3 2 1 全 183
秋 情報科学各論Ⅱ 田中　雅英 火3 2 1 全 183
春 データ構造とアルゴリズム論 黄　海湘 水3 2 2 全 184
秋 データベース論 黄　海湘 金1 2 2 181
春 社会調査法 田端　章明 木2 2 2 全 185
秋 統計と調査法 安間　一雄 金1 2 2 全 184
秋 総合科学特殊研究（世界の宗教と文化－一神教と多神教） 古川　堅治 木2 2 2 170
秋 総合科学特殊研究（思想と文化） 林　永強 金4 2 2 192
春 総合科学特殊研究（地中海世界の宗教と文化a） 高橋　裕子 月4 2 2 186
秋 総合科学特殊研究（地中海世界の宗教と文化b） 高橋　裕子 月4 2 2 186
春 総合科学特殊研究（アラブ文化・芸術a） 師岡　カリーマ　エルサムニー 月2 2 2 全 187
秋 総合科学特殊研究（アラブ文化・芸術b） 師岡　カリーマ　エルサムニー 月2 2 2 全 187

総合科学特殊研究（科学技術と社会a） 2017年度不開講 2 1 全
秋 総合科学特殊研究（科学技術と社会b） 野澤　聡 水1 2 1 全 193
春 総合科学特殊研究（宇宙論a） 東　孝博 火1 2 1 全 188
秋 総合科学特殊研究（宇宙論b） 東　孝博 火1 2 1 全 188
春 総合科学特殊研究（自然観察a） 飯泉　恭一 月2 2 2 全 189
秋 総合科学特殊研究（自然観察b） 飯泉　恭一 月2 2 2 全 189

総合科学特殊研究（観察と実験生物学a） 2017年度不開講 2 2 全
総合科学特殊研究（観察と実験生物学b） 2017年度不開講 2 2 全
総合科学特殊研究（生理学実習） 2017年度不開講 2 2 全

春 総合科学特殊研究（サイエンスライティングa） 東　孝博 木4 2 2 全 190
秋 総合科学特殊研究（サイエンスライティングb） 東　孝博 木4 2 2 全 190
春 総合科学特殊研究（情報検索演習） 黄　海湘 金1 2 2 全 191

総合科学特殊研究（自然言語処理a） 2017年度不開講 2 2
春 総合科学特殊研究（自然言語処理b） 呉　浩東 木1 2 2 192
春 総合科学特殊研究（プログラミング論a） 呉　浩東 月4 2 2 193

総合科学特殊研究（プログラミング論b） 2017年度不開講 2 2
春 総合科学特殊研究（マルチメディア論） 田中　雅英 火4 2 2 全 194

総合科学特殊研究（コンピュータ構造論） 2017年度不開講 2 2 全
春 総合科学特殊研究（科学の方法と実験a） 内田　正夫 木4 2 2 全 195
秋 総合科学特殊研究（科学の方法と実験b） 内田　正夫 木4 2 2 全 195

総合科学特殊研究（コーパス言語学） 2017年度不開講 2 2 全
秋 総合科学特殊研究（からだの機能を測る） 依田　珠江 水3 2 2 194
秋 総合科学特殊研究（文化について調べて書くb） 松岡　格 水2 2 2 198
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開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 総合科学特殊研究（暮らしの中の民法入門） 新井　剛 木3 2 1 196
秋 総合科学特殊研究（続・暮らしの中の民法入門） 新井　剛 木3 2 1 196
秋 総合科学特殊研究（不動産取引と法） 新井　剛 木4 2 2 全 185
春 総合科学特殊研究（日本の司法(1)） 齋藤　哲 木3 2 2 全 197
秋 総合科学特殊研究（日本の司法(2)） 齋藤　哲 木3 2 2 全 197
秋 総合科学特殊研究（市民生活と法） 齋藤　哲 木4 2 2 全 191

「演習・卒業研究等」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春/秋 卒業研究 各担当教員 2 4 全 199

全学総合科目
「スポーツ・レクリエーション部門」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 スポーツ・レクリエーション(学生交流支援プログラム) 各担当教員 1 1 全 200

Ⅰ－ 8

国
際
教
養
学
部
目
次 

13
年
度
以
降
入
学
者
用



開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数
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不可

ページ

春 総合科学特殊研究（暮らしの中の民法入門） 新井　剛 木3 2 1 196
秋 総合科学特殊研究（続・暮らしの中の民法入門） 新井　剛 木3 2 1 196
秋 総合科学特殊研究（不動産取引と法） 新井　剛 木4 2 2 全 185
春 総合科学特殊研究（日本の司法(1)） 齋藤　哲 木3 2 2 全 197
秋 総合科学特殊研究（日本の司法(2)） 齋藤　哲 木3 2 2 全 197
秋 総合科学特殊研究（市民生活と法） 齋藤　哲 木4 2 2 全 191

「演習・卒業研究等」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春/秋 卒業研究 各担当教員 2 4 全 199

全学総合科目
「スポーツ・レクリエーション部門」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 スポーツ・レクリエーション(学生交流支援プログラム) 各担当教員 1 1 全 200

国際教養学部言語文化学科授業科目（2012年度以前入学者用）

「学科基礎」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

基礎演習a 2017年度不開講 2 1 全
基礎演習b 2017年度不開講 2 1 全

秋 言語文化論 二宮　哲 月4 2 1 全 1
春 哲学Ⅰ 林　永強 金4 2 1 全 2

現代世界論 2017年度不開講 2 1 全
春 哲学Ⅱ 林　永強 金3 2 4 全 3
秋 哲学Ⅱ 林　永強 金3 2 4 全 3

「外国語」部門
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

英語Ⅰ（IE) 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅰ（S) 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅰ（W) 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅱ（IE) 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅱ（S) 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅱ（W） 2017年度不開講※ 1 1 全
英語Ⅲ（IE) 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅲ（S) 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅲ（W） 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅳ（IE) 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅳ（S) 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅳ（W） 2017年度不開講※ 1 2 全
英語Ⅴ（AE) 2017年度不開講※ 1 3 全
英語Ⅵ（AE) 2017年度不開講※ 1 3 全

春 英語Ⅴ（AE)再履修 臼井　芳子 1 3 全 9
秋 英語Ⅴ（AE)再履修 臼井　芳子 1 3 全 9
春 英語Ⅵ（AE)再履修 臼井　芳子 1 3 全 9
秋 英語Ⅵ（AE)再履修 臼井　芳子 1 3 全 9
春 スペイン語Ⅰ（総合1） 各担当教員 1 1 全 10
春 スペイン語Ⅰ（総合2） 各担当教員 1 1 全 11
春 スペイン語Ⅰ（入門） 各担当教員 1 1 全 12
春 スペイン語Ⅰ（会話） 各担当教員 1 1 全 13
秋 スペイン語Ⅱ（総合1） 各担当教員 1 1 全 10
秋 スペイン語Ⅱ（総合2） 各担当教員 1 1 全 11
秋 スペイン語Ⅱ（基礎表現） 各担当教員 1 1 全 12
秋 スペイン語Ⅱ（会話） 各担当教員 1 1 全 13
春 スペイン語Ⅲ（総合） 各担当教員 1 2 全 14
春 スペイン語Ⅲ（講読） 各担当教員 1 2 全 15
春 スペイン語Ⅲ（会話1） 各担当教員 1 2 全 16
春 スペイン語Ⅲ（会話2） 各担当教員 1 2 全 17
秋 スペイン語Ⅳ（総合） 各担当教員 1 2 全 14
秋 スペイン語Ⅳ（講読） 各担当教員 1 2 全 15
秋 スペイン語Ⅳ（会話1） 各担当教員 1 2 全 16
秋 スペイン語Ⅳ（会話2） 各担当教員 1 2 全 17

スペイン語Ⅴ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
スペイン語Ⅴ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全
スペイン語Ⅵ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
スペイン語Ⅵ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全

目　　次

必須教養科目群

国
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 中国語Ⅰ（総合1） 各担当教員 1 1 全 18
春 中国語Ⅰ（総合2） 各担当教員 1 1 全 19
春 中国語Ⅰ（入門） 各担当教員 1 1 全 20
春 中国語Ⅰ（会話） 各担当教員 1 1 全 21
秋 中国語Ⅱ（総合1） 各担当教員 1 1 全 18
秋 中国語Ⅱ（総合2） 各担当教員 1 1 全 19
秋 中国語Ⅱ（基礎表現） 各担当教員 1 1 全 20
秋 中国語Ⅱ（会話） 各担当教員 1 1 全 21
春 中国語Ⅲ（総合） 各担当教員 1 2 全 22
春 中国語Ⅲ（講読） 各担当教員 1 2 全 23
春 中国語Ⅲ（会話1） 各担当教員 1 2 全 24
春 中国語Ⅲ（会話2） 各担当教員 1 2 全 25
秋 中国語Ⅳ（総合） 各担当教員 1 2 全 22
秋 中国語Ⅳ（講読） 各担当教員 1 2 全 23
秋 中国語Ⅳ（会話1） 各担当教員 1 2 全 24
秋 中国語Ⅳ（会話2） 各担当教員 1 2 全 25

中国語Ⅴ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
中国語Ⅴ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全
中国語Ⅵ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
中国語Ⅵ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全

春 韓国語Ⅰ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
春 韓国語Ⅰ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
春 韓国語Ⅰ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解1） 各担当教員 1 1 全 26
秋 韓国語Ⅱ（文法・読解2） 各担当教員 1 1 全 27
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 1 全 28
秋 韓国語Ⅱ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 1 全 29
春 韓国語Ⅲ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
春 韓国語Ⅲ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
春 韓国語Ⅲ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解1） 各担当教員 1 2 全 30
秋 韓国語Ⅳ（文法・読解2） 各担当教員 1 2 全 31
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション1） 各担当教員 1 2 全 32
秋 韓国語Ⅳ（コミュニケーション2） 各担当教員 1 2 全 33

韓国語Ⅴ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
韓国語Ⅴ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全
韓国語Ⅵ（応用1） 2017年度不開講※ 1 3 全
韓国語Ⅵ（応用2） 2017年度不開講※ 1 3 全

国
際
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部
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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「外国語演習科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 英語演習Ⅰ 中村　香代子 水4 2 3 全 78
秋 英語演習Ⅱ 中村　香代子 水4 2 3 全 78
春 スペイン語演習Ⅰ Ｐ．ラゴ 金2 2 3 全※1 57
春 スペイン語演習Ⅰ Ｊ．マルティネス 火1 2 3 全※1 58
春 スペイン語演習Ⅰ Ｎ．ウエチ 木1 2 3 全※1 59
秋 スペイン語演習Ⅱ Ｐ．ラゴ 金2 2 3 全※1 57
秋 スペイン語演習Ⅱ Ｊ．マルティネス 火1 2 3 全※1 58
秋 スペイン語演習Ⅱ Ｎ．ウエチ 木1 2 3 全※1 59
秋 スペイン語演習Ⅱ 浦部　浩之 月4 2 3 全※1 60
秋 スペイン語演習Ⅱ Ｍ．サンチェス 水3 2 3 全※1 61
秋 スペイン語演習Ⅱ Ｊ．Ｉ．ドメネク・アロンソ 水3 2 3 全※1 62
秋 スペイン語演習Ⅱ 二宮　哲 金3 2 3 全※1 63
春 中国語演習Ⅰ 劉　岸麗 木3 2 3 全※1 66
春 中国語演習Ⅰ 虞　織文 金1 2 3 全※1 67
春 中国語演習Ⅰ 蔡　暁軍 金5 2 3 全※1 68
春 中国語演習Ⅰ 武信　彰 月2 2 3 全※1 69
秋 中国語演習Ⅱ 劉　岸麗 木3 2 3 全※1 66
秋 中国語演習Ⅱ 虞　織文 金1 2 3 全※1 67
秋 中国語演習Ⅱ 蔡　暁軍 金5 2 3 全※1 68
秋 中国語演習Ⅱ 永田　小絵 木4 2 3 全※1 69
秋 中国語演習Ⅱ 吉田　桂子 金3 2 3 全※1 70
秋 中国語演習Ⅱ 吉田　桂子 金2 2 3 全※1 71
春 韓国語演習Ⅰ 中川　正臣 木3 2 3 全※1 74
秋 韓国語演習Ⅱ 中川　正臣 木3 2 3 全※1 74
秋 韓国語演習Ⅱ 白　寅英 金2 2 3 全※1 75
秋 韓国語演習Ⅱ 沈　民珪 木1 2 3 全※1 76

※1：交流文化学科は除く

「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 スペイン・ラテンアメリカ研究入門Ⅰ（スペイン） 二宮　哲 月5 2 1 全 79
春 スペイン・ラテンアメリカ研究入門Ⅱ（ラテンアメリカ） 佐藤　勘治 月4 2 1 全 80
春 スペイン･ラテンアメリカ研究Ⅰ（ラテンアメリカの歴史と社会） 佐藤　勘治 木4 2 2 84
春 スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅱ（ラテンアメリカの政治と社会） 浦部　浩之 木2 2 2 82
春 スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅲ（ラテンアメリカの経済と社会） 今井　圭子 月3 2 2 83
春 スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅳ（スペイン語圏の言語文化） 二宮　哲 月4 2 2 81
秋 スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅰ（ラテンアメリカ近現代史） 佐藤　勘治 木4 2 2 81
秋 スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅱ（ラテンアメリカ国際関係論） 浦部　浩之 木2 2 2 82
秋 スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅲ（ラテンアメリカ経済発展論） 今井　圭子 月3 2 2 83
秋 スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅳ（スペイン語学） 二宮　哲 月2 2 2 79
春 スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅴ（ブラジル研究） Ｅ．ウラノ 火2 2 2 全 85

スペイン・ラテンアメリカ研究情報収集法 2017年度不開講 2 2 全
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅰ（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究a） Ｐ．ラゴ 月3 2 2 86
秋 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅱ（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究b) Ｐ．ラゴ 月3 2 2 86
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅲ（スペイン・ラテンアメリカの芸術文化） 倉田　量介 火3 2 2 全 87
春 スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅳ（スペイン・ラテンアメリカの社会文化） 井垣　昌 木3 2 2 全 88

「中国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 中国研究入門 松岡　格 火4 2 1 89
秋 中国研究Ⅰ（中国社会論） 松岡　格 火4 2 2 89

中国研究Ⅱ（中国の思想・文学） 2017年度不開講 2 2
春 中国研究Ⅲ（中国史a） 張　士陽 木4 2 2 全 91
秋 中国研究Ⅳ（中国史b） 張　士陽 木4 2 2 全 91
春 中国研究各論Ⅰ（現代中国論a） 松岡　格 金4 2 2 法 90
秋 中国研究各論Ⅱ（現代中国論b） 松岡　格 金4 2 2 法 90
春 中国研究各論Ⅲ（日中交流史） 武信　彰 月4 2 2 92

中国研究各論Ⅳ（中国の芸能・芸術） 2017年度不開講 2 2
秋 中国研究各論Ⅴ（言語文化論） 武信　彰 月4 2 2 92
春 中国特殊研究Ⅰ（日中比較文化論a） 大澤　昇 水3 2 2 93
秋 中国特殊研究Ⅱ（日中比較文化論b） 大澤　昇 水3 2 2 93
春 中国特殊研究Ⅲ（中国文学研究古典） 近藤　光雄 木3 2 2 94
秋 中国特殊研究Ⅳ（中国文学研究現代） 近藤　光雄 木3 2 2 94

選択教養科目群
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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「韓国研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 韓国研究入門 小宮　秀陵 水2 2 1 全 96
春 韓国研究Ⅰ（韓国史） 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
秋 韓国研究Ⅱ（韓国社会論） 柳　蓮淑 月4 2 2 全 97
秋 韓国研究Ⅲ（韓国の言語文化） 金　秀晶 水3 2 2 全 102
春 韓国研究各論Ⅰ（韓国社会各論a） 羅　一等 月2 2 2 全 97

韓国研究各論Ⅱ（韓国社会各論b) 2017年度不開講 2 2 全
秋 韓国研究各論Ⅲ（日韓交流史） 金　煕淑 月3 2 2 全 100
春 韓国研究各論Ⅳ（韓国文化各論a） 呉　吉煥 金4 2 2 全 100
秋 韓国研究各論Ⅴ（韓国文化各論b） 佐藤　厚 金3 2 2 全 98
春 韓国研究各論Ⅵ（韓国文化各論c） 小宮　秀陵 火4 2 2 全 101
秋 韓国研究情報収集法 金　煕淑 月4 2 2 全 99
秋 韓国特殊研究Ⅰ（日韓比較文化論a） 金　煕淑 火4 2 2 全 96

韓国特殊研究Ⅱ（日韓比較文化論b） 2017年度不開講 2 2 全
秋 韓国特殊研究Ⅲ（文献読解） 小宮　秀陵 水2 2 2 全 101

「日本研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 日本研究Ⅰ（日本文学古典） 福沢　健 月5 2 1 全 106
秋 日本研究Ⅱ（日本文学現代） 佐藤　毅 木1 2 1 全 108
春 日本研究Ⅲ（日本史a) 丸浜　昭 水1 2 1 全 116
秋 日本研究Ⅳ（日本史b） 丸浜　昭 水1 2 1 全 116

日本研究Ⅴ（日本経済論a） 2017年度不開講 2 1 全
日本研究Ⅵ（日本経済論b) 2017年度不開講 2 1 全

春 日本研究Ⅶ（日本文化論） 城﨑　陽子 火4 2 1 全 105
秋 日本研究各論Ⅰ（民俗芸能） 飯島　一彦 木5 2 2 全 112

日本研究各論Ⅱ（企業経営） 2017年度不開講 2 2 全
秋 日本研究各論Ⅲ（地域文化） 林　英一 木1 2 2 全 110
春 日本研究各論Ⅳ（古典芸能） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
春 日本特殊研究Ⅰ（民俗学） 林　英一 木1 2 2 全 110
春 日本特殊研究Ⅱ（文献読解） 城﨑　陽子 水4 2 2 全 113
秋 日本特殊研究Ⅲ（写本を読む） 城﨑　陽子 水3 2 2 全 111
春 日本特殊研究Ⅳ（碑文を読む） 飯島　一彦 金2 2 2 全 112

「多言語間交流研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

秋 多言語間交流研究Ⅰ（言語学a） 安間　一雄 火3 2 1 全 117
秋 多言語間交流研究Ⅱ（言語学b） 安間　一雄 金2 2 1 全 118
春 多言語間交流研究Ⅲ（英語学a） 野々宮　鮎美 火3 2 1 全 117
春 多言語間交流研究Ⅳ（英語学b） 野々宮　鮎美 火4 2 1 全 118
春 多言語間交流研究Ⅴ（英語圏の文学） 大熊　昭信 金2 2 1 全 121
秋 多言語間交流研究Ⅴ（英語圏の文学） 大熊　昭信 金2 2 1 全 121
春 多言語間交流研究各論Ⅰ（応用言語学） 臼井　芳子 水1 2 2 全 120
秋 多言語間交流研究各論Ⅱ（第二言語習得） 臼井　芳子 水1 2 2 全 120
春 多言語間交流研究各論Ⅲ（英語圏の小説a） 上野　直子 木4 2 2 全 122

多言語間交流研究各論Ⅳ（英語圏の小説b） 2017年度不開講 2 2 全
多言語間交流研究各論Ⅴ（英語圏の詩a） 2017年度不開講 2 2 全

秋 多言語間交流研究各論Ⅵ（英語圏の詩b） 原　成吉 火4 2 2 全 122
多言語間交流研究各論Ⅶ（英語圏の演劇a） 2017年度不開講 2 2 全

秋 多言語間交流研究各論Ⅷ（英語圏の演劇b） 児嶋　一男 月2 2 2 全 123
春 多言語間交流研究各論Ⅸ（国際語としての英語） 臼井　芳子 火3 2 2 全 124

多言語間交流研究各論Ⅹ（多言語環境と英語） 2017年度不開講 2 2 全
春 多言語間交流研究各論ⅩⅠ（英語圏の文化） 山本　英政 木2 2 2 全 139
秋 多言語間交流研究各論ⅩⅡ（英語圏事情） 山本　英政 木2 2 2 全 139
春 多言語間交流特殊研究Ⅰ（翻訳通訳論・英語） 渡部　富栄 火2 2 2 55
春 多言語間交流特殊研究Ⅱ（翻訳通訳論・中国語） 永田　小絵 火2 2 2 72
春 多言語間交流特殊研究Ⅲ（翻訳通訳論・スペイン語） 柴田　バネッサ 火3 2 2 64
秋 多言語間交流特殊研究Ⅳ（翻訳通訳実習・英語） 渡部　富栄 火2 2 2 55
秋 多言語間交流特殊研究Ⅴ（翻訳通訳実習・中国語） 永田　小絵 火2 2 2 72
秋 多言語間交流特殊研究Ⅵ（翻訳通訳実習・スペイン語） 柴田　バネッサ 火3 2 2 64
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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「多文化共生研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 多文化共生研究Ⅰ（文化人類学a） 松岡　格 金1 2 1 全 168
秋 多文化共生研究Ⅱ（文化人類学b） 松岡　格 金2 2 1 全 168
春 多文化共生研究Ⅲ（社会学a） 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
秋 多文化共生研究Ⅳ（社会学b） 岡村　圭子 土1 2 1 全 167
春 多文化共生研究Ⅴ（異文化間コミュニケーションa） 岡村　圭子 木3 2 1 全 135
秋 多文化共生研究Ⅵ（異文化間コミュニケーションb) 山本　英政 月2 2 1 全 135
春 多文化共生研究各論Ⅰ（アメリカの多文化共生a） 佐藤　唯行 火3 2 2 136
秋 多文化共生研究各論Ⅱ（アメリカの多文化共生b） 佐藤　唯行 火3 2 2 136

多文化共生研究各論Ⅲ（異文化社会の認識と世界観a） 2017年度不開講 2 2 全
多文化共生研究各論Ⅳ（異文化社会の認識と世界観b） 2017年度不開講 2 2 全
多文化共生研究各論Ⅴ（比較社会論） 2017年度不開講 2 2 全

秋 多文化共生研究各論Ⅵ（比較文化論） 岡村　圭子 木3 2 2 138
春 多文化共生研究各論Ⅶ（大衆文化論） 木本　玲一 火5 2 2 全 137
春 多文化共生研究各論Ⅷ（地域メディア論） 岡村　圭子 火3 2 2 全 138
秋 多文化共生特殊研究Ⅰ（滞日外国人研究） 田房　由起子 土2 2 2 法 147
秋 多文化共生特殊研究Ⅱ（アメリカ合衆国のラティーノ社会） 佐藤　勘治 月4 2 2 149

多文化共生特殊研究Ⅲ（カリブ海域社会の民族関係） 2017年度不開講 2 2

「国際交流研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 国際交流研究Ⅰ（国際関係論） 佐藤　俊輔 月3 2 1 全 140
春 国際交流研究Ⅱ（国際協力論） 浦部　浩之 水3 2 1 141
春 国際交流研究Ⅲ（国際機構論） 鈴木　淳一 月1 2 1 全 145
秋 国際交流研究Ⅳ（NGO論） 清水　俊弘 水2 2 1 全 140
秋 国際交流研究Ⅴ（南北問題） 浦部　浩之 水3 2 1 141

国際交流研究Ⅵ（情報とメディア） 2017年度不開講 2 1
春 国際交流研究各論Ⅰ（国際政治論a） 岡垣　知子 水1 2 2 全 142
秋 国際交流研究各論Ⅱ（国際政治論b） 岡垣　知子 水1 2 2 全 142
春 国際交流研究各論Ⅲ（国際経済論a） 益山　光央 火2 2 2 全 143
秋 国際交流研究各論Ⅳ（国際経済論b） 益山　光央 火2 2 2 全 143
春 国際交流特殊研究Ⅰ（日本政治外交史a） 福永　文夫 金2 2 2 全 144
秋 国際交流特殊研究Ⅱ（日本政治外交史b） 福永　文夫 金2 2 2 全 144
春 国際交流特殊研究Ⅲ（アジア太平洋地域交流a） 高安　健一 金1 2 2 全 148
秋 国際交流特殊研究Ⅳ（アジア太平洋地域交流b） 高安　健一 金1 2 2 全 148
春 国際交流特殊研究Ⅴ（グローバル・ガバナンスa） 井上　秀典 月4 2 2 全 150
秋 国際交流特殊研究Ⅵ（グローバル・ガバナンスb） 井上　秀典 月4 2 2 全 150

「宗教・文化・歴史研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 宗教・文化・歴史研究Ⅰ（文化史入門） 古川　堅治 木2 2 1 全 170
春 宗教・文化・歴史研究Ⅱ（東洋思想史a） 犬塚　悠 水2 2 1 全 171
秋 宗教・文化・歴史研究Ⅲ（東洋思想史b） 犬塚　悠 水2 2 1 全 171
春 宗教・文化・歴史研究Ⅳ（文明史研究a） 高橋　裕子 月2 2 1 全 172
秋 宗教・文化・歴史研究Ⅴ（文明史研究b) 高橋　裕子 月2 2 1 全 172
春 宗教・文化・歴史研究Ⅵ（倫理学a） 林　永強 木3 2 1 全 169
秋 宗教・文化・歴史研究Ⅶ（倫理学b） 林　永強 木3 2 1 全 169
春 宗教・文化・歴史研究各論Ⅰ（地中海世界の宗教と文化a） 高橋　裕子 月4 2 2 186
秋 宗教・文化・歴史研究各論Ⅱ（地中海世界の宗教と文化b） 高橋　裕子 月4 2 2 186

宗教・文化・歴史研究各論Ⅲ（比較宗教史） 2017年度不開講 2 2 全
春 宗教・文化・歴史研究各論Ⅳ（日本思想史１） 芹口　真結子 木2 2 2 全 109
秋 宗教・文化・歴史研究各論Ⅴ（日本思想史２） 矢森　小映子 木2 2 2 全 109
春 宗教・文化・歴史研究各論Ⅵ（アラブ文化・芸術a） 師岡　カリーマ　エルサムニー 月2 2 2 全 187
秋 宗教・文化・歴史研究各論Ⅶ（アラブ文化・芸術b） 師岡　カリーマ　エルサムニー 月2 2 2 全 187
秋 宗教・文化・歴史特殊研究Ⅰ（世界の宗教と文化－一神教と多神教） 古川　堅治 木2 2 2 170
秋 宗教・文化・歴史特殊研究Ⅱ（思想と文化） 林　永強 金4 2 2 192
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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「日本語教育研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 日本語教育研究Ⅰ（日本語教育概説） 石塚　京子 月3 2 1 全 119
秋 日本語教育研究Ⅱ（日本事情とコミュニケーション教育） 城﨑　陽子 火4 2 1 全 127
春 日本語教育研究各論Ⅰ（日本語教授法１a） 野原　ゆかり 火2 2 2 125
秋 日本語教育研究各論Ⅱ（日本語教授法１b） 野原　ゆかり 火2 2 2 125
春 日本語教育研究各論Ⅲ（日本語音声学） 磯村　一弘 水5 2 2 127
春 日本語教育研究各論Ⅳ（日本語文法形態論） 浅山　佳郎 月3 2 2 全※1 128
秋 日本語教育研究各論Ⅴ（日本語文法統語論） 浅山　佳郎 月3 2 2 全※1 128
秋 日本語教育研究各論Ⅵ（日本語談話論） 浅山　佳郎 木3 2 2 全※2 132
春 日本語教育研究各論Ⅶ（日本語意味論・語用論） 浅山　佳郎 木3 2 2 132

日本語教育特殊研究Ⅰ（対照言語学・誤用分析a） 2017年度不開講 2 2
日本語教育特殊研究Ⅱ（対照言語学・誤用分析b） 2017年度不開講 2 2

春 日本語教育特殊研究Ⅲ（文献読解a） 田川　麻央 水4 2 2 133
日本語教育特殊研究Ⅳ（文献読解b） 2017年度不開講 2 2

春 日本語教育特殊研究Ⅴ（日本語教授法２） 野原　ゆかり 水2 2 4 126
日本語教育特殊研究Ⅴ（日本語教授法２） 2017年度不開講 2 4

春 日本語教育特殊研究Ⅵ（日本語教育教材論） 倉田　芳弥 月4 2 2 全※2 131
春/秋 日本語教育特殊研究Ⅶ（教育実習） 各担当教員 その他 2 4 134

「教育科学研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 萩原　真美 火3 2 1 全 152
秋 教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 萩原　真美 火4 2 1 全 152
秋 教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 川村　肇 木3 2 1 全 152

教育科学研究Ⅱ（教育の歴史1） 2017年度不開講 2 1 全
教育科学研究Ⅲ（教育の歴史２） 2017年度不開講 2 1 全

春 教育科学研究Ⅳ（教職論） 萩原　真美 火4 2 1 全 151
春 教育科学研究Ⅳ（教職論） 桑原　憲一 月3 2 1 全 151
秋 教育科学研究Ⅳ（教職論） 桑原　憲一 月4 2 1 全 151

教育科学研究Ⅳ（教職論） 2017年度不開講 2 1 全
春 教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
秋 教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 田口　雅徳 金1 2 1 全 158
春 教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 利根川　明子 金4 2 1 全 158
秋 教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 利根川　明子 金4 2 1 全 158
春 教育科学研究Ⅵ（こころの世界） 田口　雅徳 木2 2 1 全 153
春 教育科学研究各論Ⅰ（比較教育制度論） 桑原　憲一 月4 2 2 全 156
春 教育科学研究各論Ⅰ（比較教育制度論） 小島　優生 木4 2 2 全 156
秋 教育科学研究各論Ⅰ（比較教育制度論） 小島　優生 木4 2 2 全 156
春 教育科学研究各論Ⅱ（教育課程論） 安井　一郎 水2 2 2 全 157
春 教育科学研究各論Ⅱ（教育課程論） 桑原　憲一 火4 2 2 全 157
秋 教育科学研究各論Ⅱ（教育課程論） 桑原　憲一 火5 2 2 全 157
春 教育科学研究各論Ⅲ（カウンセリング論） 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
秋 教育科学研究各論Ⅳ（パーソナリティ理論） 白砂　佐和子 火4 2 2 全 159
春 教育科学研究各論Ⅴ（学校カウンセリング） 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 教育科学研究各論Ⅴ（学校カウンセリング） 山本　良 金2 2 2 全 160
秋 教育科学研究各論Ⅴ（学校カウンセリング） 鈴木　乙史 木4 2 2 全 160
春 教育科学研究各論Ⅵ（こども論） 小島　優生 水2 2 2 全 161
春 教育科学研究各論Ⅶ（認知科学） 田口　雅徳 水2 2 2 全 162
秋 教育科学研究各論Ⅶ（認知科学） 田口　雅徳 木2 2 2 全 162

教育科学特殊研究Ⅰ（異文化理解教育） 2017年度不開講 2 2 全
教育科学特殊研究Ⅱ（教師と語る） 2017年度不開講 2 2 全

秋 教育科学特殊研究Ⅲ（心理検査法と自己理解） 田口　雅徳 木4 2 2 全 153
春 教育科学特殊研究Ⅳ（スポーツコーチ学a） 依田　珠江 木2 2 2 全 165
秋 教育科学特殊研究Ⅴ（スポーツコーチ学b） 松原　裕 水3 2 2 全 165
春 教育科学特殊研究Ⅵ（リーダーシップ論） 和田　智 金2 2 2 全 164
春 教育科学特殊研究Ⅶ（体育経営スポーツマネージメント） 川北　準人 月3 2 2 全 166
秋 教育科学特殊研究Ⅷ（ボランティア論） 未定 未定 2 2 全 164

※1：07年度入学者は除く、※2：08年度以降入学者は除く
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※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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「自然・環境研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 自然・環境研究Ⅰ（科学史a） 野澤　聡 月2 2 1 全 173
秋 自然・環境研究Ⅱ（科学史b） 野澤　聡 月2 2 1 全 173
春 自然・環境研究Ⅲ（数学a） 東　孝博 月2 2 1 全 175
秋 自然・環境研究Ⅳ（数学b） 東　孝博 月2 2 1 全 175
春 自然・環境研究Ⅴ（宇宙論a） 東　孝博 火1 2 1 全 188
秋 自然・環境研究Ⅵ（宇宙論b） 東　孝博 火1 2 1 全 188
春 自然・環境研究Ⅶ（天文学a） 内田　俊郎 木4 2 1 全 177
秋 自然・環境研究Ⅷ（天文学b） 内田　俊郎 木4 2 1 全 177
春 自然・環境研究各論Ⅰ（地球環境論a） 大竹　伸郎 月4 2 2 全 180
秋 自然・環境研究各論Ⅱ（地球環境論b） 大竹　伸郎 月4 2 2 全 180

自然・環境研究各論Ⅲ（科学技術交流史研究a） 2017年度不開講 2 2 全
自然・環境研究各論Ⅳ（科学技術交流史研究b） 2017年度不開講 2 2 全

春 自然・環境特殊研究Ⅰ（自然観察a） 飯泉　恭一 月2 2 2 全 189
秋 自然・環境特殊研究Ⅱ（自然観察b） 飯泉　恭一 月2 2 2 全 189
春 自然・環境特殊研究Ⅲ（観察と実験生物学a） 内田　正夫 木4 2 2 全 195
秋 自然・環境特殊研究Ⅳ（観察と実験生物学b） 内田　正夫 木4 2 2 全 195

「多言語情報処理研究科目群」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春 多言語情報処理研究Ⅰ（コンピュータと言語） 呉　浩東 月2 2 1 全 181
春 多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション） 松山　恵美子 月2 2 2 全 182
秋 多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション） 松山　恵美子 月2 2 2 全 182
春 多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション） 金子　憲一 木3 2 2 全 182
秋 多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション） 田中　雅英 火4 2 2 全 182
春 多言語情報処理研究各論Ⅱ（情報検索と加工） 黄　海湘 金1 2 2 全 191
春 多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 金子　憲一 木4 2 2 全 183
秋 多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 金子　憲一 木4 2 2 全 183
秋 多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 金子　憲一 月3 2 2 全 183
秋 多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 田中　雅英 火3 2 2 全 183
秋 多言語情報処理研究各論Ⅳ（データベース） 黄　海湘 金1 2 2 181
秋 多言語情報処理研究各論Ⅴ（統計と調査法） 安間　一雄 金1 2 2 全 184

多言語情報処理研究各論Ⅵ（コーパス言語学） 2017年度不開講 2 2
多言語情報処理特殊研究Ⅰ（自然言語処理a） 2017年度不開講 2 2

春 多言語情報処理特殊研究Ⅱ（自然言語処理b） 呉　浩東 木1 2 2 192
春 多言語情報処理特殊研究Ⅲ（プログラミング論a） 呉　浩東 月4 2 2 193

多言語情報処理特殊研究Ⅳ（プログラミング論b） 2017年度不開講 2 2
多言語情報処理特殊研究Ⅴ（コンピュータ構造論） 2017年度不開講 2 2 全

春 多言語情報処理特殊研究Ⅵ（マルチメディア論） 田中　雅英 火4 2 2 全 194

「卒業研究」
開講
区分

開講科目名称 担当者 曜時
単位
数

開始
学年

履修
不可

ページ

春/秋 卒業研究 各担当教員 2 4 全 199

国
際
教
養
学
部
目
次 

12
年
度
以
前
入
学
者
用

国
際
教
養
学
部
目
次 

12
年
度
以
前
入
学
者
用

※必修科目で2017年度不開講科目を再履修する場合は、
教務課 国際教養学部係窓口に相談してください(整理券必要)。
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13 年度以降 基礎演習 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 「基礎演習」の目的は、今後４年間の大学における学び、

とりわけ２年次以降の専門教育（演習）に対応できる力を

準備することにある。 
 そのために、図書館・ＰＣの利活用を含む『読む・書く・

聞く・話す』の基礎力を高めていくことを主な課題とする。

1.  クラス別オリエンテーション 
2. ～14. 

図書館実習（１回） 
 図書館の利用、資料検索の仕方 
観察学習（１回） 
 大学外の施設における学習 
読む・書く・聞く・話すなどの基礎力の養成（10回）

     文章を読む、要約をする、ノートをとる、講義を受

ける、ディスカッション、プレゼンテーション、ＰＣ

スキルなどの学習 
     （各クラスによって学習順序や方法は異なる） 
15. まとめ 

到達目標 論理的思考、授業に臨む姿勢、レポート作成法、コンピュータリテラシーを習得し、大学において基本的

な学習ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各担当教員から指示される。 

テキスト、

参考文献 各担当教員から指示される。その他、指定の課題図書を購入する必要がある。 

評価方法 レポート課題、および授業での発表内容などに基づいて総合的に評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

言語文化論 
言語文化論 担当者 二宮 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的 
 言語文化学科が学科の目的とする国際的な教養としての「言

語」と「文化」が、全体としてどのようなものであるかを認識す

るための授業である。学科が設置している各研究科目群にはおお

まかにどういう分野があり、それぞれの担当教員がどのような演

習を開講しているかを把握し、学生 諸君自身による今後の履修の

ための「設計図」をえがくことを目的とする。 
講義概要  
 講義概要としては、各研究科目群についての概説、2年次以降の

演習担当教員による内容紹介、２年次以降のシミュレーションの3
種類で構成される。第1の概説はこの科目の担当者による、第2は、

毎回学科の専任教員をゲスト にむかえておこなう。第３は出席者

全員で行う。授業中の学生からの質問を、つよく要求する。 
 なお、右記の予定は、各研究科目群担当教員の状況により前後

する場合がある。 

1.  イントロダクション-「言語」と「文化」を学ぶ意味 
2.  国際教養学部のカリキュラムについて 
3.  スペイン・ラテンアメリカ研究科目群 
4.  中国研究科目群 
5.  韓国研究科目群 
6.  日本研究科目群 
7.  言語教育研究科目群 
8.  グローバル社会研究科目群 
9.  人間発達科学研究科目群 
10.  総合科学研究科目群 
11.  演習選択について 
12.  学生による履修シミュレーション１ 
13.  学生による履修シミュレーション２ 
14.  学生による履修シミュレーション３ 
15.  2年生になるに当たって-「学ぶ」ということの意味 

到達目標 国際教養と言語文化の概念を理解し、言語と文化について、自分なりの問題設定ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 『演習の手引き』やシラバスを読み、各研究科目群についての理解を深めておく。 

テキスト、

参考文献 言語文化学科『演習の手引き』。また、適宜プリントを配布。 

評価方法 プレゼンテーションの評価（50%）、レポート（50%） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

哲学Ⅰ

哲学Ⅰ
担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画

この講義では、哲学における形而上学、認識論、また倫 

理学という三つの分野を考察する。哲学は一つの思想的実

験として、思考力、判断力、さらに行動力をも求められる。

そこから現実的世界に向け、人間のあり方や生き方を再吟

味する。 

 授業のやり方としては、講義、発表、さらに討論を通し 

て取り組む。毎回それぞれの分野に関する文献を取り上 

げ、概観的講義で纏めた上で、履修生がグループごとに発 

表し、クラス全員で議論を深めていく。

1. 授業計画の説明とグループ分け

2. 哲学とは何か

3. 形而上学Ⅰ

4. 形而上学Ⅱ

5. 形而上学Ⅲ、発表および議論Ⅰ

6. 形而上学Ⅳ、発表および議論Ⅱ

7. 認識論Ⅰ、発表および議論Ⅲ

8. 認識論Ⅱ、発表および議論Ⅳ

9. 認識論Ⅲ、発表および議論Ⅴ

10. 認識論Ⅳ、発表および議論Ⅵ

11. 倫理学Ⅰ、発表および議論Ⅶ

12. 倫理学Ⅱ、発表および議論Ⅷ

13. 倫理学Ⅲ、発表および議論Ⅸ

14. 倫理学Ⅳ、発表および議論Ⅹ

15. まとめ

到達目標
現代の諸問題について、他者の意見を尊重しつつ、積極的・自主的なディスカッションができるようにす

る。さらに、人間と世界との関係を理性的に理解し、かつ説明できるようにする。

事前・事後

学修の内容
文献を事前に精読し、授業中に積極的に議論する。

テキスト、

参考文献
授業時に適宜指示

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

哲学Ⅱ 
哲学Ⅱ 担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画 
 この講義では、行為と規範、人格と修養、人間と社会、

公と私などの概念および関係を探求しながら、実生活にお

いて直面している諸問題を哲学的に考えていく。自らの思

考により、あらゆる打開策を構築する。 
 授業のやり方としては、講義、発表、また討論を通して

取り組む。講義ごとに関連文献を取り上げ、概観的講義で

纏めた上で、履修生がグループごとに発表し、クラス全員

で議論を深めていく。 
 なお、授業の使用言語は全て英語である。レポートも英

語で書く。 

 

1. 授業計画の説明とグループ分け 
2. 規範倫理学Ⅰ 
3. 規範倫理学Ⅱ 
4. 規範倫理学Ⅲ 
5. 人格実現説Ⅰ、発表および議論Ⅰ 
6. 人格実現説Ⅱ、発表および議論Ⅱ 
7. 人格実現説Ⅲ、発表および議論Ⅲ 
8. 人間学Ⅰ、発表および議論Ⅳ 
9. 人間学Ⅱ、発表および議論Ⅴ 
10. 人間学Ⅲ、発表および議論Ⅵ 
11. 公と私Ⅰ、発表および議論Ⅶ 
12. 公と私Ⅱ、発表および議論Ⅷ 
13. 公と私Ⅲ、発表および議論Ⅸ 
14. 公と私Ⅳ、発表および議論Ⅹ 
15. まとめ 

到達目標 4 年間の大学生活を振り返りながら、「哲学Ⅰ」の学習成果をふまえ、現代世界の諸問題について自主的に

取り組み、その背景を理解し、現代世界の諸問題とその解決策を英語で発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業中に積極的に議論する。 

テキスト、

参考文献 授業時に適宜指示 

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

哲学Ⅱ 
哲学Ⅱ 担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画 
 この講義では、行為と規範、人格と修養、人間と社会、

公と私などの概念および関係を探求しながら、実生活にお

いて直面している諸問題を哲学的に考えていく。自らの思

考により、あらゆる打開策を構築する。 
 
 授業のやり方としては、講義、発表、また討論を通して

取り組む。講義ごとに関連文献を取り上げ、概観的講義で

纏めた上で、履修生がグループごとに発表し、クラス全員

で議論を深めていく。 
 なお、授業の使用言語は全て英語である。レポートも英

語で書く。 

 

1. 授業計画の説明とグループ分け 
2. 規範倫理学Ⅰ 
3. 規範倫理学Ⅱ 
4. 規範倫理学Ⅲ 
5. 人格実現説Ⅰ、発表および議論Ⅰ 
6. 人格実現説Ⅱ、発表および議論Ⅱ 
7. 人格実現説Ⅲ、発表および議論Ⅲ 
8. 人間学Ⅰ、発表および議論Ⅳ 
9. 人間学Ⅱ、発表および議論Ⅴ 
10. 人間学Ⅲ、発表および議論Ⅵ 
11. 公と私Ⅰ、発表および議論Ⅶ 
12. 公と私Ⅱ、発表および議論Ⅷ 
13. 公と私Ⅲ、発表および議論Ⅸ 
14. 公と私Ⅳ、発表および議論Ⅹ 
15. まとめ 

到達目標 4 年間の大学生活を振り返りながら、「哲学Ⅰ」の学習成果をふまえ、現代世界の諸問題について自主的に

取り組み、その背景を理解し、現代世界の諸問題とその解決策を英語で発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業中に積極的に議論する。 

テキスト、

参考文献 従業時に適宜指示 

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 
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13 年度以降 英語Ⅰ（IE） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
多様なテーマに基づく統合的学習を行う。主たる学習活

動はリーディングおよびディスカッションで、テーマに関

連した語彙学習も行う。また、より正確かつ効率的に読め

るよう、様々なリーディングストラテジーを学習する。内

容理解の表現方法としては、口頭・筆記双方でパラフレイ

ズや要約（英語）ができるようになることを目的とする。

テーマの例としては生活や文化など身近な話題を取り上

げ、リーディング素材などを通して問題提起を学習した

後、ディスカッションや調査によってより深く問題探究す

ることを目標とする。このほかに、課外活動として多読学

習を取り入れ、英語読書習慣の形成を図る。 
 
授業の使用言語は英語とする。 

各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、身近な話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題の熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）やライティング課題に

取り組むこと。また、英語読書を日課とすること。 
テキスト、

参考文献 
[Class A] New Directions (CUP), [intermediate high] Pathways 3 (Cengage), [intermediate mid] 
Pathways 2 (Cengage) *各自のクラスレベルをガイダンスおよび DUO 掲示で確認の上購入のこと。 

評価方法 課題 (20%), 多読関連(20%), 語彙テスト (20%), 期末テスト(40%） 
出席: 出席を大前提とし 10 回以上欠席した場合は不合格とする。 

 

13 年度以降 英語Ⅱ（IE） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語 I (IE)に引き続き、多様なテーマに基づく統合的学

習を行う。主たる学習活動はリーディングおよびディスカ

ッションで、テーマに関連した語彙学習も行う。また、よ

り正確かつ効率的に読めるよう、様々なリーディングスト

ラテジーを学習する。内容理解の表現方法としては、口

頭・筆記双方でパラフレイズや要約（英語）ができるよう

になることを目的とする。テーマの例としては生活や文化

など身近な話題を取り上げ、リーディング素材などを通し

て問題提起を学習した後、ディスカッションや調査によっ

てより深く問題探究することを目標とする。このほかに、

課外活動として多読学習を取り入れ、英語読書習慣の形成

を図る。 
 

授業の使用言語は英語とする。 

各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅰ」より普遍性の高い話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題の熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）やライティング課題に

取り組むこと。また、英語読書を日課とすること。 
テキスト、

参考文献 
[Class A] New Directions (CUP), [intermediate high] Pathways 3 (Cengage), [intermediate mid] 
Pathways 2 (Cengage)  *各自のクラスレベルをガイダンスおよび DUO 掲示で確認の上購入のこと。 

評価方法 課題 (20%), 多読関連(20%), 語彙テスト (20%), 期末テスト(40%） 
出席: 出席を大前提とし 10 回以上欠席した場合は不合格とする。 
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13 年度以降 英語Ⅰ（S） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
基礎的な言語表現形式を口頭で使いこなす能力を養う。

ここでは、音声言語の受容・産出効率を高めるために定

型言語形式の使用練習や発音練習をする。また、プレゼン

テーションスキルを学び，身近なテーマに関するプレゼン

テーションの練習をする。受講者は毎回の授業における学

習記録を付けることが求められる。 
授業は英語で行われる．学生も英語で参加することが求

められる。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、身近な話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 
テキストはクラスにより異なる。 
• Present Yourself, Level 2, 2nd ed. (Cambridge UP, 2014; ISBN 978-1107435780)  その他 

評価方法 参加態度・予習・努力等（10%），口頭発表（30%），期末ペアインタビュー（30%），課題到達度（30%）

 

13 年度以降 英語Ⅱ（S） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「英語 I (S)」に示した内容と目標を継承し、さらに発

展的な学習を行う。定型言語形式の使用練習においては、

自発的な発話場面においても、適切に使用できることを目

標とする。また、プレゼンテーションスキルを学び、アカ

デミックなテーマに関するプレゼンテーションの練習を

する。受講者は毎回の授業における学習記録を付けること

が求められる。 
授業は英語で行われる。学生も英語で参加することが求

められる。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 
・与えられたテーマによるプレゼンテーションのコンテス

ト Presentation Championship がクラスを超えた規模

で行われる。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅰ」より普遍性の高い話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 春学期に同じ。 

評価方法 春学期に同じ。 
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13 年度以降 英語Ⅰ（W） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
エッセイライティングの基礎を学ぶ。パラグラフ内の論

理構成の技術をもとに、記述・意見表示・比較対象・原因

- 結果などの内容構成法におけるレポートやリサーチペー

パー作成のための基礎練習を行う。実際のライティング作

業においては最終的作文のみならず途中のプロセスが重

視される。すなわちアイデアの取捨選択・構成や文章の編

集などで、このためにブレーンストーミング，アウトライ

ンプロセシング，資料の利用法といった新しい技法を学

ぶ。このほか随時正書法上の重要事項を学習する。授業の

主要な使用言語は英語とする。また、課外の作文課題は原

則として機械清書をして提出するものとする。受講者は課

題毎の提出物・課題に対する反省などをまとめたポートフ

ォリオを作成することが求められる。 
授業は英語で行われる。学生も英語で参加することが求

められる。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、身近な話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 
テキストはクラスにより異なる。 
• Chin, Koizumi, Reid, Wray, Yamazaki, Academic Writing Skills 1 (Cambridge UP; ISBN 9781107636224) 

評価方法 テーマ毎の課題作文による到達目標の達成度 (50%)，期末作文課題 (20%)，授業参加態度 (20%)，ポー 
トフォリオ (10%) 

 

13 年度以降 英語Ⅱ（W） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
エッセイライティングの基礎を学ぶ。「英語 I (W)」に示した内

容と目標を継承し、さらに発展的な学習を行う。 
パラグラフ内の論理構成の技術をもとに、記述・意見表示・比較

対象・原因- 結果などの内容構成法におけるレポートやリサーチ

ペーパー作成のための基礎練習を行う。実際のライティング作業

においては最終的作文のみならず途中のプロセスが重視される。

すなわちアイデアの取捨選択・構成や文章の編集などで、このた

めにブレーンストーミング，アウトラインプロセシング，資料の

利用法といった新しい技法を学ぶ。このほか随時正書法上の重要

事項を学習する。授業の主要な使用言語は英語とする。また、課

外の作文課題は原則として機械清書をして提出するものとする。

受講者は課題毎の提出物・課題に対する反省などをまとめたポー

トフォリオを作成することが求められる。 
授業は英語で行われる。学生も英語で参加することが求められ

る。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅰ」より普遍性の高い話題に関して自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 春学期に同じ。 

評価方法 春学期に同じ。 
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13 年度以降 英語Ⅲ（IE） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語II(IE)に引き続き、多様なテーマに基づく統合的学

習を行う。主たる学習活動はリーディングおよびディスカ

ッションで、テーマに関連した語彙学習も行う。この授業

では、受講者は読んだ内容を的確に要約し、それを口頭で

も再構築する。また、読んだ内容を建設的に批判し、自ら

の知識・経験と結びつけて問題解決方法を調査し提案する

ことが求められる。最後に、そのユニットで学んだことを

総合的に評価し、自分の意見を文章にまとめる。この他に、

課外活動として引き続き多読学習を行う。 
 
授業の使用言語は英語とする。 

各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅱ」よりも高いレベルで自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題の熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）やライティング課題に

取り組むこと。また、英語読書を日課とし、ビブリオバトルに積極的に参加すること。 
テキスト、

参考文献 [Class A] New Directions (CUP), [Classes B, C, D, E, F, G, H] Oxford EAP Pre-intermediate B1 (OUP)

評価方法 課題 (20%), 多読関連(20%), 語彙テスト (20%), 期末テスト(40%） 
出席: 出席を大前提とし 10 回以上欠席した場合は不合格とする。 

 

13 年度以降 英語Ⅳ（IE） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語Ⅲ(IE)に引き続き、多様なテーマに基づく統合的学

習を行う。主たる学習活動はリーディングおよびディスカ

ッションで、テーマに関連した語彙学習も行う。この授業

では、受講者は読んだ内容を的確に要約し、それを口頭で

も再構築する。また、読んだ内容を建設的に批判し、自ら

の知識・経験と結びつけて問題解決方法を調査し提案する

ことが求められる。最後に、そのユニットで学んだことを

総合的に評価し、自分の意見を文章にまとめる。この他に、

課外活動として引き続き多読学習を行う。 
 
授業の使用言語は英語とする。 

各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅱ」よりも高いレベルで自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題の熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）やライティング課題に

取り組むこと。また、英語読書を日課とし、ビブリオバトルに積極的に参加すること。 
テキスト、

参考文献 [Class A] New Directions (CUP), [Classes B, C, D, E, F, G, H] Oxford EAP Pre-intermediate B1 (OUP)

評価方法 課題 (20%), 多読関連(20%), 語彙テスト (20%), 期末テスト(40%） 
出席: 出席を大前提とし 10 回以上欠席した場合は不合格とする。 
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13 年度以降 英語Ⅲ（W） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
実質的なエッセイライティングを学ぶ。1パラグラフ内の論理構

成の技術をもとに、複数パラグラフによる文章構成法・変化の記

述・原因-結果・説得・分類・対立意見の表現などの内容構成法に

おけるレポートやリサーチペーパー作成のための基礎練習を行

う。実際のライティング作業においては最終的作文のみならず途

中のプロセスが重視される。すなわちアイデアの取捨選択・構成

や文章の編集などで、このためにブレーンストーミング，アウト

ラインプロセシング，資料の利用法といった新しい技法を学ぶ。

このほか随時正書法上の重要事項を学習する。授業の主要な使用

言語は英語とする。また、課外の作文課題は原則として機械清書

をして提出するものとする。受講者は課題毎の提出物・課題に対

する反省などをまとめたポートフォリオを作成することが求めら

れる。 
授業は英語で行われる。学生も英語で参加することが求められ

る。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅱ」よりも高いレベルで自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 
・Basic Steps to Writing Research Papers (Cengage)  
・クラスにより追加教材が使用される。 

評価方法 テーマ毎の課題作文による到達目標の達成度 (50%)，期末作文課題 (20%)，授業参加態度 (20%)，ポー 
トフォリオ (10%) 

 

13 年度以降 英語Ⅳ（W） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「英語 III (W)」に引き続き，実質的なエッセイライティン

グを学ぶ。 1 パラグラフ内の論理構成の技術をもとに、複数

パラグラフによる文章構成法・変化の記述・原因-結果・説得・

分類・対立意見の表現などの内容構成法におけるレポートやリ

サーチペーパー作成のための練習を行うが、いずれもより高度

な内容を含み、より安定したスキルの証明が求められる．教科

書に基づいたフォーマルな課題の練習の他，受講者各自の知

識・関心・経験に関連する課題作文の練習を行う。このほか随

時正書法上の重要事項を学習する。授業の主要な使用言語は英

語とする。また、課外の作文課題は原則として機械清書をして

提出するものとする。受講者は課題毎の提出物・課題に対する

反省などをまとめたポートフォリオを作成することが求めら

れる。 
授業は英語で行われる。学生も英語で参加することが求めら

れる。 

・各担当教員が初回の授業で指示する。 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を総合的に習

得し、「英語Ⅱ」よりも高いレベルで自分の見解をまとめ、アウトプットできるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 春学期に同じ。 

評価方法 春学期に同じ。 
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13 年度以降 英語Ⅴ/Ⅵ (AE) _再履修 Japanese Images in the World 担当者 臼井 芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students:
1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
2) can and are willing to express their opinions in 

a discussion in a convincing way 
3) can narrow down a topic effectively 
4) can write a good thesis statement 
5) can organize ideas in an outline format 
6) can write a research paper on a topic relevant to 

the class theme using sufficient amount of 
reliable sources (minimum 5) with appropriate 
citation 

7) can write an abstract for the completed research 
paper 

8) can make an effective visually aided 
presentation of the research paper 

★Class is taught and participated in English. 

Week 1: Introduction / Reading 1 
Week 2: Reading 1 // opinion paper 1 
Week 3/4: Reading 2 // opinion paper 2 
Week 5: Reading 3/4 
Week 6: research paper topic & bibliography 
Week 7: research paper detailed outline  
Week 8: Reading 5  
Week 9: research paper draft 1 & conferencing 1 
Week 10: Reading 6  
Week 11: research paper draft 2 & peer review 
Week 12: research paper draft 3 & conferencing 2 
Week 13: research paper due // abstract  
Week 14: oral presentation (Group 1) 
Week 15: oral presentation (Group 2) 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題資料を熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）をする。また，ラ

イティング課題は必ず提出すること。 
テキスト、

参考文献 
Basic Steps to Writing Research Papers (Kluge&Taylor, Cengage Learning) ISBN978-4-902902-89-1 お

よび各担当教員指定教材 

評価方法 準備・参加（10%）, 課題 (15%), research paper (55%: outline, drafts, final product), 口頭発表 (20%) 
出席: 出席を大前提とし、11 コマ以上欠席した場合は不合格とする。 

 

13 年度以降 英語Ⅴ/Ⅵ (AE) _再履修 Diversity in Japan 担当者 臼井 芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view of 
becoming independent learners. 

Week 1: Introduction / Reading 1 
Week 2: Reading 1 // opinion paper 1 
Week 3/4: Reading 2 // opinion paper 2 
Week 5: Reading 3/4 
Week 6: research paper topic & bibliography 
Week 7: research paper detailed outline  
Week 8: Reading 5  
Week 9: research paper draft 1 & conferencing 1 
Week 10: Reading 6  
Week 11: research paper draft 2 & peer review 
Week 12: research paper draft 3 & conferencing 2 
Week 13: research paper due // abstract  
Week 14: oral presentation (Group 1) 
Week 15: oral presentation (Group 2) 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 

各回とも予習（課題資料を熟読やディスカッション課題の準備、口頭発表の準備など）をする。また，ラ

イティング課題は必ず提出すること。 
テキスト、

参考文献 
Basic Steps to Writing Research Papers (Kluge&Taylor, Cengage Learning) ISBN978-4-902902-89-1 お

よび各担当教員指定教材 

評価方法 準備・参加（10%）, 課題 (15%), research paper (55%: outline, drafts, final product), 口頭発表 (20%) 
出席: 出席を大前提とし、11 コマ以上欠席した場合は不合格とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅰ（総合 1） 
スペイン語Ⅰ（総合 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰは、スペイン語初習者向け入門の授業であ

る。直説法現在形までの基礎的文法事項をまなび、また簡

単な文を作り、自ら積極的に話し、聞き取る能力の獲得を

目指す。 
（総合）は、スペイン語Ⅰの中心となる授業である。文

法項目をおいながら基礎的な単語を使った短文を学ぶこ

とで、あいさつや自己紹介ができ、習慣、希望・情報、一

日の出来事、予定などを伝え、聞き取ることができる総合

的初級スペイン語の習得を目的とする。 
なお、この授業はスペイン語 Ⅰ（総合2）とのペア授業

である。 
 基本的に採用教科書に沿って右記の文法項目を学習す

るが、学習状況を考慮しつつ、多く時間を割く項目と、そ

うでない項目ができる。 

1  発音・アクセント 
2 発音・アクセント 
3  名詞の性・数、冠詞 
4  名詞の性・数、冠詞 
5  形容詞 
6  ser, estar動詞の使い方 
7  ser, estar動詞の使い方 
8  動詞の活用 --- 直説法現在規則活用 
9  代名詞の用法 
10  動詞の活用 --- 直説法現在規則活用 
11  動詞の活用 --- 直説法現在不規則活用 
12  動詞の活用 --- 直説法現在不規則活用 
13  動詞の活用 --- 再帰動詞 
14  動詞の活用 --- 再帰動詞 
15  今学期の復習 

到達目標 スペイン語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、挨拶、現在形の文をつかった習慣や情報、

希望などを伝達、および聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：柳沼孝一郎 他 著 “Plaza Mayor  I （青い表紙）” 朝日出版社 
また、スペイン語－日本語辞書を用意してもらう。辞書については、最初の授業で説明するので、その後に購入のこと。

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅱ（総合 1） 
スペイン語Ⅱ（総合 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅱ（総合 1）は、スペイン語Ⅰ（総合1, 2）

の継続の授業である。接続法現在形までの基礎的文法事項

をまなび、日常生活に支障のない文を作る能力、簡単な文

の読解力、自ら積極的に話し、聞き取る能力の一層の獲得

を目指す。初級スペイン語文法を終える。 
（総合）は、スペイン語Ⅱの中心となる授業である。文

法項目をおいながら基礎的な単語を使った短文を学ぶこ

とで、動詞のすべての活用とその使い方、および複文を使

った多様な表現について、書き、話し、聞き取ることがで

きる総合的初級スペイン語能力の完成を目的とする。 
なお、この授業はスペイン語Ⅱ（総合2）とのペア授業で

ある。 
 基本的に採用教科書に沿って右記の文法項目を学習す

るが、学習状況を考慮しつつ、多く時間を割く項目と、そ

うでない項目ができる。 

1 春学期の復習 
2 動詞の活用 --- 再帰動詞 
3 再帰動詞と諸用法 
4 動詞の活用 --- 直説法現在完了形・現在進行形 
5 動詞の活用 --- 直説法現在完了形・現在進行形 
6 比較表現 
7 動詞の活用 --- 直説法点過去 
8 動詞の活用 --- 直説法線過去 
9 点過去と線過去の違い 
10 動詞の活用 --- 未来形・過去未来形 
11 動詞の活用 --- 未来形・過去未来形 
12 動詞の活用 --- 接続法現在規則活用 
13 動詞の活用 --- 接続法現在不規則活用 
14 命令表現 
15 今学期の復習 

到達目標 スペイン語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、過去形の使い方と接続法の活用、および日

常生活に支障のない作文、聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 テキスト：柳沼孝一郎 他 著 “Plaza Mayor  I （青い表紙）” 朝日出版社 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅰ（総合 2） 
スペイン語Ⅰ（総合 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰ（総合2）はスペイン語Ⅰ（総合1）とのペ

ア授業である。つまり、受講生は週にスペイン語Ⅰ（総合

1）と同（総合2）のふたつを同時に履修することになる。

スペイン語Ⅰ（総合１）に同じ。 

到達目標 スペイン語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、挨拶、現在形の文をつかった習慣や情報、

希望などを伝達、および聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 スペイン語Ⅰ（総合 1）に同じ。 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅱ（総合 2） 
スペイン語Ⅱ（総合 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰ（総合2）の継続の授業である。 

 スペイン語Ⅱ（総合2）はスペイン語Ⅱ（総合1）とのペ

ア授業である。つまり、受講生は週にスペイン語Ⅱ（総合

1）と同（総合2）のふたつを同時に履修することになる。

スペイン語Ⅱ（総合 1）に同じ。 

到達目標 スペイン語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、過去形の使い方と接続法の活用、および日

常生活に支障のない作文、聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 スペイン語Ⅱ（総合 1）に同じ。 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅰ（入門） 
スペイン語Ⅰ（入門） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰは、スペイン語初習者向け入門の授業であ

る。直説法現在形までの基礎的文法事項をまなび、また簡

単な文を作り、自ら積極的に話し、聞き取る能力の獲得を

目指す。 
 （入門）では、英語以外の言語としてあらたに学ぶこと

になるスペイン語はどのような言語か、どんな地域で使わ

れているのか、学ぶ意味がどこにあるのかなどについて考

え、スペイン語学習の動機付けにする。また、スペイン語

Ⅰ（総合1, 2）の補いとしてスペイン語を学ぶ大学生が知

っておくべき用語・基礎単語、日常会話でよく使われる簡

単な構文をつかって作文・聞き取りの練習をする。 

学習目標となる文法項目は、スペイン語Ⅰ（総合1, 2）
の項目と同じであるが、（入門）ではそれを用いた練習・

運用に重きが置かれる。 
 学習項目に関してはスペイン語Ⅰ（総合1, 2）の「授業

計画」を参照のこと。 

到達目標 スペイン語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、挨拶、現在形の文をつかった習慣や情報、

希望などを伝達、および聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 
担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する）。また、スペイン語－日本語辞書を用意してもらう。

辞書については、最初の授業で説明するので、その後に購入のこと。 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅱ（基礎表現） 
スペイン語Ⅱ（基礎表現） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰ（入門）の継続の授業である。接続法現在

形までの基礎的文法事項をまなび、日常生活に支障のない

文を作る能力、簡単な文の読解力、自ら積極的に話し、聞

き取る能力の一層の獲得を目指す。初級スペイン語文法を

終える。 
 （基礎表現）では、（総合1, 2）の文法項目と語彙を補い

ながら、基礎的構文を使った表現法をまなぶ。また、簡単

な文の読解力の養成を目的とする。 

学習目標となる文法項目は、スペイン語Ⅱ（総合1, 2）
の項目と同じであるが、（基礎表現）ではそれを用いた練

習・運用に重きが置かれる。 
 学習項目に関してはスペイン語Ⅱ（総合1, 2）の「授業

計画」を参照のこと。 

到達目標 スペイン語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、過去形の使い方と接続法の活用、および日

常生活に支障のない作文、聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅰ（会話） 
スペイン語Ⅰ（会話） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰは、スペイン語初習者向け入門の授業であ

る。直説法現在形までの基礎的文法事項をまなび、また簡

単な文を作り、自ら積極的に話し、聞き取る能力の獲得を

目指す。 
 （会話）では、スペイン語Ⅰ（総合1, 2）での文法項目

の進展にあわせて、語彙を補いながら基本的な日常会話が

できるよう練習を行うことを目的にする。（会話）の担当

者は、スペイン語を母語としている。スペイン語で積極的

に意思疎通する姿勢も同時にやしなう。 

学習目標となる文法項目は、スペイン語Ⅰ（総合1, 2）
の項目と同じであるが、（会話）ではそれを用いた練習・

運用に重きが置かれる。 
 学習項目に関してはスペイン語Ⅰ（総合1, 2）の「授業

計画」を参照のこと。 

到達目標 スペイン語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、挨拶、現在形の文をつかった習慣や情報、

希望などを伝達、および聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 
担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する）。また、スペイン語－日本語辞書を用意してもらう。辞

書については、最初の授業で説明するので、その後に購入のこと。 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅱ（会話） 
スペイン語Ⅱ（会話） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅰ（会話）の継続の授業である。 

 接続法現在形までの基礎的文法事項をまなび、日常生活

に支障のない文を作る能力、簡単な文の読解力、自ら積極

的に話し、聞き取る能力の一層の獲得を目指す。初級スペ

イン語文法を終える。 
 （会話）では、スペイン語Ⅱ（総合1, 2）での文法項目

の進展にあわせて、基本的な日常会話ができるようにする

ことを目的にする。（会話）の担当者は、スペイン語を母

語としている。スペイン語で積極的に意思疎通する姿勢も

同時にやしなう。 

学習目標となる文法項目は、スペイン語Ⅱ（総合1, 2）
の項目と同じであるが、（会話）ではそれを用いた練習・

運用に重きが置かれる。 
 学習項目に関してはスペイン語Ⅱ（総合1, 2）の「授業

計画」を参照のこと。 

到達目標 スペイン語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、過去形の使い方と接続法の活用、および日

常生活に支障のない作文、聞きとりができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅲ（総合） 
スペイン語Ⅲ（総合） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
（総合）の授業では、初級文法のうち、1年目で不十分

だった接続法を中心に扱う。また、中級用の教材を用いて、

未来・過去未来、過去完了、関係詞、前置詞などについて

補い、より高度な表現方法を学ぶことで、表現力の増強を

図る。そのため、作文には力を入れる。 
 この授業では特に予習が不可欠である。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、接続法を中心とした表現や、比較的平易な

物語・小説・評論の講読、および基本的な聞きとりと場面設定に合わせた受け答えができるようにする。

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅳ（総合） 
スペイン語Ⅳ（総合） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅲ（総合）の継続の授業である。 

 （総合）の授業では、初級文法のうち、1年目で不十分

だった接続法を中心に扱う。また、中級用の教材を用いて、

未来・過去未来、過去完了、関係詞、前置詞などについて

補い、より高度な表現方法を学ぶことで、表現力の増強を

図る。そのため、作文には力を入れる。 
 この授業では特に予習が不可欠である。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、各種テーマに関する意見発表や、語彙が豊

富な物語・小説・評論を講読できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅲ（講読） 
スペイン語Ⅲ（講読） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
（講読）の授業では、比較的平易な物語・小説・評論な

どを用いて、読解力の養成をおこなう。それとともに（総

合）の授業で学んだ新たな文法項目について講読を通じて

定着させることを目的とする。多様な教材を使い語彙を増

強することも意図する。 
 この授業では特に予習が不可欠である。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、接続法を中心とした表現や、比較的平易な

物語・小説・評論の講読、および基本的な聞きとりと場面設定に合わせた受け答えができるようにする。

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅳ（講読） 
スペイン語Ⅳ（講読） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅲ（講読）の継続の授業である。 

 （講読）の授業では、比較的平易な物語・小説・評論な

どを用いて、読解力の養成をおこなう。それとともに（総

合）の授業で学んだ新たな文法項目について講読を通じて

定着させることを目的とする。多様な教材を使い語彙を増

強することも意図する。 
 この授業では特に予習が不可欠である。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、各種テーマに関する意見発表や、語彙が豊

富な物語・小説・評論を講読できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 
15



 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅲ（会話 1） 
スペイン語Ⅲ（会話 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
（会話1）、（会話2）のいずれかの担当教員が（LL）の授

業を担当し、他方が（会話）の授業を担当する。 
 （会話）の授業では、（総合）の文法事項の進度に合わ

せて、基本的な会話文を使いながら練習するとともに、よ

り高度な聞き取り能力と表現力を身につけることを目的

とする。中級用の教材を用いてその文法項目に沿って口答

練習を中心に授業を進める。 
 （LL）の授業では、総合的オーディオヴィジュアル教材

を用いて、基本文法事項に沿った聞き取り能力を定着さ

せ、また場面設定にあわせた受け答えができるように練習

する。また語彙力の強化も図る。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、接続法を中心とした表現や、比較的平易な

物語・小説・評論の講読、および基本的な聞きとりと場面設定に合わせた受け答えができるようにする。

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅳ（会話 1） 
スペイン語Ⅳ（会話 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅲ（会話1）の継続である。 

 （会話1）、（会話2）のいずれかの担当教員が（LL）の授

業を担当し、他方が（会話）の授業を担当する。 
 （会話）の授業では、（総合）での文法項目に沿った口

答練習をおこない、自らの意見を述べる力、他の意見を聞

き取る力を養成する。中級用の教材を用いて文法項目に沿

って口答練習を中心に授業を進めるとともに、テーマを定

めて意見発表を行う練習およびニュースや映画などの聞

き取り練習をおこなう。 
 （LL）の授業では、総合的オーディオヴィジュアル教材

を用いて、スペイン語Ⅲに引き続いて、聞き取り能力を定

着させ、また場面設定にあわせた受け答えができるように

練習する。また語彙力の強化も図る。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、各種テーマに関する意見発表や、語彙が豊

富な物語・小説・評論を講読できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅲ（会話 2） 
スペイン語Ⅲ（会話 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
（会話1）、（会話2）のいずれかの担当教員が（LL）の授

業を担当し、他方が（会話）の授業を担当する。 
 （会話）の授業では、（総合）の文法事項の進度に合わ

せて、基本的な会話文を使いながら練習するとともに、よ

り高度な聞き取り能力と表現力を身につけることを目的

とする。中級用の教材を用いてその文法項目に沿って口答

練習を中心に授業を進める。 
 （LL）の授業では、総合的オーディオヴィジュアル教材

を用いて、基本文法事項に沿った聞き取り能力を定着さ

せ、また場面設定にあわせた受け答えができるように練習

する。また語彙力の強化も図る。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、接続法を中心とした表現や、比較的平易な

物語・小説・評論の講読、および基本的な聞きとりと場面設定に合わせた受け答えができるようにする。

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語Ⅳ（会話 2） 
スペイン語Ⅳ（会話 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語Ⅲ（会話1）の継続である。 
 （会話1）、（会話2）のいずれかの担当教員が（LL）の授

業を担当し、他方が（会話）の授業を担当する。 
 （会話）の授業では、（総合）での文法項目に沿った口

答練習をおこない、自らの意見を述べる力、他の意見を聞

き取る力を養成する。中級用の教材を用いて文法項目に沿

って口答練習を中心に授業を進めるとともに、テーマを定

めて意見発表を行う練習およびニュースや映画などの聞

き取り練習をおこなう。 
 （LL）の授業では、総合的オーディオヴィジュアル教材

を用いて、スペイン語Ⅲに引き続いて、聞き取り能力を定

着させ、また場面設定にあわせた受け答えができるように

練習する。また語彙力の強化も図る。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、各種テーマに関する意見発表や、語彙が豊

富な物語・小説・評論を講読できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅰ（総合 1） 
中国語Ⅰ（総合 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「学習の基礎となる中国語表音ローマ字（ピンイン）・

簡体字等に慣れるとともに，徹底した発音と聞き取りのト

レーニングを行い，人称代詞・指示代詞・量詞・前置詞等

の虚詞（機能語）を学び，かつ基本的な語順や修飾構造等

の文の構成法を身につけ，中国語がどのような言語である

かを知り，その学習の基盤を作る」中国語Ⅰの学習目標の

下，文法を中心として全般にわたって総合的に基礎力を養

成する。 

1. 発音（基本母音・声調）・ピンイン 
2. 発音（声母）・ピンイン 
3. 発音（韻母）・ピンイン 
4. 基本語順、人称代詞、指示代詞、否定詞“不” 
5. 反復疑問文、疑問詞疑問文、当否疑問文、連体修飾 
6. 形容詞述語文、選択疑問文 
7. 中間試験 
8. 二重目的文、量詞 
9. 連動文、年月日・曜日の言い方 
10. “有／没有”、“几／多少”、方位詞、数詞 
11. “在”、金額の表現 
12. 助動詞、語気助詞“了” 
13. 動態助詞“了”、時量・回数と時点、時間量の言い方 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現・作文、聞き取り・会話ができる

ようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『中国語一年目の教科書 ユニバーサル・ユース』（好文出版） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅱ（総合 1） 
中国語Ⅱ（総合 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「実詞（名詞・動詞・形容詞等）面においても基本語彙

の獲得に務め，その語彙を活用して，簡単な文を作る練習

と相手の話す簡単な中国語を聞き取り理解する練習を行

い，基礎的なトレーニングを積む。アスペクト体系や補語

を用いる表現まで初級段階において習得すべき基本文法

事項を学び，中国語学習の基礎力を養成する」中国語Ⅱの

学習目標の下，文法を中心として全般にわたって総合的に

基礎力を養成する。 

1. 主述述語文、程度補語、離合詞 
2. 進行相、動詞の重ね型 
3. 方向補語、結果補語 
4. 持続相、可能補語 
5. 経験相、将然相、時刻の表現 
6. 存現文 
7. 中間試験 
8. “把”字文、定着表現、到達表現 
9. 比較の表現 
10. 受身文 
11. 様態補語 
12. 使役文、後置修飾 
13. “（是）…的”構文 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本語彙の増強を図ったうえで、各種の表現・

作文、聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『中国語一年目の教科書 ユニバーサル・ユース』（好文出版） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅰ（総合 2） 
中国語Ⅰ（総合 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「学習の基礎となる中国語表音ローマ字（ピンイン）・

簡体字等に慣れるとともに，徹底した発音と聞き取りのト

レーニングを行い，人称代詞・指示代詞・量詞・前置詞等

の虚詞（機能語）を学び，かつ基本的な語順や修飾構造等

の文の構成法を身につけ，中国語がどのような言語である

かを知り，その学習の基盤を作る」中国語Ⅰの学習目標の

下，構文・作文力の基礎を養成する。 

1. 発音（基本母音・声調）・ピンイン 
2. 発音（声母）・ピンイン 
3. 発音（韻母）・ピンイン 
4. 第 1 課 姓名の表現 
5. 第 2 課 判断の表現 
6. 復習 
7. 中間試験 
8. 第 3 課 程度の表現（Ⅰ） 
9. 第 4 課 行為の表現 
10. 第 5 課 時間の表現 
11. 復習 
12. 第 6 課 所有の表現 
13. 第 7 課 存在の表現（Ⅰ） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現・作文、聞き取り・会話ができる

ようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『新表現の達人Ⅰ』[基本ブック] （白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅱ（総合 2） 
中国語Ⅱ（総合 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「実詞（名詞・動詞・形容詞等）面においても基本語彙

の獲得に務め，その語彙を活用して，簡単な文を作る練習

と相手の話す簡単な中国語を聞き取り理解する練習を行

い，基礎的なトレーニングを積む。アスペクト体系や補語

を用いる表現まで初級段階において習得すべき基本文法

事項を学び，中国語学習の基礎力を養成する」中国語Ⅱの

学習目標の下，構文・作文力の基礎を養成する。 

1. 第 8 課 生活習慣の表現 
2. 第 9 課 行為完了の表現 
3. 第 10 課 可能と許可の表現（Ⅰ） 
4. 第 11 課 願望と感情の表現 
5. 第 12 課 条件と選択の表現 
6. 第 13 課 状態の持続と経験の表現 
7. 中間試験 
8. 第 14 課 程度の表現（Ⅱ） 
9. 第 15 課 比較の表現（Ⅰ） 
10. 第 16 課 動作の時間的な量と回数の表現 
11. 復習 
12. 第 17 課 動作の結果の表現（Ⅰ） 
13. 第 18 課 可能の表現（Ⅱ） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本語彙の増強を図ったうえで、各種の表現・

作文、聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『新表現の達人Ⅰ』[基本ブック] （白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅰ（入門） 
中国語Ⅰ（入門） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「学習の基礎となる中国語表音ローマ字（ピンイン）・

簡体字等に慣れるとともに，徹底した発音と聞き取りのト
レーニングを行い，人称代詞・指示代詞・量詞・前置詞等
の虚詞（機能語）を学び，かつ基本的な語順や修飾構造等
の文の構成法を身につけ，中国語がどのような言語である
かを知り，その学習の基盤を作る」中国語Ⅰの学習目標の
下，発音指導を中心に，簡単な挨拶表現・応答表現などを
学ぶ。 

1. 発音（基本母音・声調）・ピンイン 
2. 発音（声母）・ピンイン 
3. 発音（韻母）・ピンイン 
4. 第 1 課 
5. 第 2 課 
6. 第 3 課 
7. 中間試験 
8. 復習 
9. 第 4 課 
10. 第 5 課 
11. 復習 
12. 第 7 課 
13. 第 8 課 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現・作文、聞き取り・会話ができる

ようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『新版例解中国語入門 你问我答〔第２版〕』（白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅱ（基礎表現） 
中国語Ⅱ（基礎表現） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「実詞（名詞・動詞・形容詞等）面においても基本語彙

の獲得に務め，その語彙を活用して，簡単な文を作る練習

と相手の話す簡単な中国語を聞き取り理解する練習を行

い，基礎的なトレーニングを積む。アスペクト体系や補語

を用いる表現まで初級段階において習得すべき基本文法

事項を学び，中国語学習の基礎力を養成する」中国語Ⅱの

学習目標の下，反復練習・暗誦を通し基礎表現を身につけ

させる。 

1. 第 9 課 
2. 第 10 課 
3. 第 11 課 
4. 第 12 課 
5. 第 13 課 
6. 第 14 課 
7. 中間試験 
8. 第 15 課 
9. 第 16 課 
10. 第 17 課 
11. 第 18 課 
12. 第 19 課 
13. 第 20 課 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本語彙の増強を図ったうえで、各種の表現・

作文、聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『新版例解中国語入門 你问我答〔第２版〕』（白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅰ（会話） 
中国語Ⅰ（会話） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「学習の基礎となる中国語表音ローマ字（ピンイン）・

簡体字等に慣れるとともに，徹底した発音と聞き取りのト
レーニングを行い，人称代詞・指示代詞・量詞・前置詞等
の虚詞（機能語）を学び，かつ基本的な語順や修飾構造等
の文の構成法を身につけ，中国語がどのような言語である
かを知り，その学習の基盤を作る」中国語Ⅰの学習目標の
下，中国語を聞き話す楽しさを学ぶ。（積極性を養成する）

 

1. 発音（基本母音・声調）・ピンイン 
2. 発音（声母）・ピンイン 
3. 発音（韻母）・ピンイン 
4. 第 1 課 姓名の表現 
5. 第 2 課 判断の表現 
6. 復習 
7. 中間試験 
8. 第 3 課 程度の表現（Ⅰ） 
9. 第 4 課 行為の表現 
10. 第 5 課 時間の表現 
11. 復習 
12. 第 6 課 所有の表現 
13. 第 7 課 存在の表現（Ⅰ） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現・作文、聞き取り・会話ができる

ようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『表現の達人Ⅰ』[発展ブック] （白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅱ（会話） 
中国語Ⅱ（会話） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「実詞（名詞・動詞・形容詞等）面においても基本語彙

の獲得に務め，その語彙を活用して，簡単な文を作る練習

と相手の話す簡単な中国語を聞き取り理解する練習を行

い，基礎的なトレーニングを積む。アスペクト体系や補語

を用いる表現まで初級段階において習得すべき基本文法

事項を学び，中国語学習の基礎力を養成する」中国語Ⅱの

学習目標の下，中国語を聞き話す楽しさを学ぶ。（積極性

を養成する） 
 

1. 第 8 課 生活習慣の表現 
2. 第 9 課 行為完了の表現 
3. 第 10 課 可能と許可の表現（Ⅰ） 
4. 第 11 課 願望と感情の表現 
5. 第 12 課 条件と選択の表現 
6. 第 13 課 状態の持続と経験の表現 
7. 中間試験 
8. 復習 
9. 第 14 課 程度の表現（Ⅱ） 
10. 第 15 課 比較の表現（Ⅰ） 
11. 第 16 課 動作の時間的な量と回数の表現 
12. 第 17 課 動作の結果の表現（Ⅰ） 
13. 第 18 課 可能の表現（Ⅱ） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本語彙の増強を図ったうえで、各種の表現・

作文、聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『表現の達人Ⅰ』[発展ブック] （白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅲ（総合） 
中国語Ⅲ（総合） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読み読解力の基礎を作るととも

に，単文ではなく一定の長さをもったリスニングとスピー

キングの訓練を行う。また，補語を中心に初級段階では運

用するところまでは習得し得ていない文法事項について

の能力を深め，同時に語彙力を増強し，識字数も増やす」

中国語Ⅲの学習目標の下，作文のための基本文法を整理

し，併せて虚詞（機能語）・文型を学んで，文の組み立て

をしっかりつかませる。 

1. 第 1 課 
2. 第 2 課 
3. 第 3 課 
4. 第 4 課 
5. 第 5 課 
6. 第 6 課 
7. 中間試験 
8. 第 7 課 
9. 第 8 課 
10. 第 9 課 
11. 第 10 課 
12. 第 11 課 
13. 第 12 課 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『作文ルール６６ ― 日中翻訳技法 ― 』（朝日出版社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅳ（総合） 
中国語Ⅳ（総合） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読む練習を通して読解力の基礎

を確かなものとし，一定の長さをもった内容について，リ

スニングとスピーキングの訓練を積み，基礎的運用能力を

養う。また，多く呼応関係からなる文型表現を学び繰り返

し練習し，もって作文力と読解力を向上させる。」中国語

Ⅳの学習目標の下，作文のための基本文法を整理し，併せ

て虚詞（機能語）・文型を学んで，文の組み立てをしっか

りつかませる。 
 

1. 第 13 課 
2. 第 14 課 
3. 第 15 課 
4. 愛 16 課 
5. 第 17 課 
6. 第 18 課 
7. 中間試験 
8. 第 19 課 
9. 第 20 課 
10. 第 21 課 
11. 第 22 課 
12. 第 23 課 
13. 第 24 課 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『作文ルール６６ ― 日中翻訳技法 ― 』（朝日出版社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅲ（講読） 
中国語Ⅲ（講読） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読み読解力の基礎を作るととも

に，単文ではなく一定の長さをもったリスニングとスピー

キングの訓練を行う。また，補語を中心に初級段階では運

用するところまでは習得し得ていない文法事項について

の能力を深め，同時に語彙力を増強し，識字数も増やす」

中国語Ⅲの学習目標の下，一般的な文章を読み読解力の基

礎を養成する。 

1. 第 1 課 
2. 第 2 課 
3. 復習 
4. 第 3 課 
5. 第 4 課 
6. 復習 
7. 中間試験 
8. 第 5 課 
9. 第 6 課 
10. 復習 
11. 第 7 課 
12. 読み物（プリント教材） 
13. 読み物（プリント教材） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 
『系統的に学ぼう 中国語 2 中級読解コース』（白帝社） 
＋（各クラス担当者作成の）プリント教材 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅳ（講読） 
中国語Ⅳ（講読） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読む練習を通して読解力の基礎

を確かなものとし，一定の長さをもった内容について，リ

スニングとスピーキングの訓練を積み，基礎的運用能力を

養う。また，多く呼応関係からなる文型表現を学び繰り返

し練習し，もって作文力と読解力を向上させる」中国語Ⅳ

の学習目標の下，一般的な文章を読み読解力の基礎を養成

する。 

1. 第 8 課 
2. 第 9 課 
3. 復習 
4. 第 10 課 
5. 第 11 課 
6. 復習 
7. 中間試験 
8. 第 12 課 
9. 第 13 課 
10. 復習 
11. 第 14 課 
12. 読み物（プリント教材） 
13. 読み物（プリント教材） 
14. 期末試験 
15. 復習 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 
『系統的に学ぼう 中国語 2 中級読解コース』（白帝社） 
＋（各クラス担当者作成の）プリント教材 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅲ（会話 1） 
中国語Ⅲ（会話 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
練習問題を中心に中国語の基本的な表現を習得するこ

とを目標とします。 
スムーズな会話を成立させるためには、 

１．相手の話した音声を正確にキャッチする 
２．音声を語として理解する 
３．語の意味を捉える 
４．語の並び方（語法）によって文の意味と発言の意図を

理解する 
５．相手の発言を聴きながら自分の応対を考える 
６．聞き終わったあとに自分の考えを音声化して発話する

という一連の作業が必要になります。以上のプロセス

を意識した会話の能力を養います。 
３課進むごとに復習テストを実施します。 

1. ガイダンス・ＰＣによる中国語の入力練習 

2. 第１課 発音の復習 

3. 第２課 新しい単語 

4. 第３課 お名前は？ 

5. 1～３課 復習テスト 解答と解説 

6. 第４課 何時に起きますか？ 

7. 第５課 いつですか？ 

8. 第６課 いくらですか？ 

9. ４～６課復習テスト 解答と解説 

10. 第７課 新しい単語 

11. 第８課 なにがありますか？ 

12. 第９課 どこにありますか？ 

13. 第10課 なにが好きですか？ 

14. ７～10課復習テスト 解答と解説 

15. 学期のまとめと総復習 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前にテキストの新出単語を暗記する。事後に「まとめの会話」を暗記する。 

テキスト、

参考文献 『音で覚える中国語会話特訓』同学社 

評価方法 試験（復習テスト・期末テスト）75％、授業への参加度 25％で評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅳ（会話 1） 
中国語Ⅳ（会話 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
練習問題を中心に中国語の基本的な表現を習得するこ

とを目標とします。 
スムーズな会話を成立させるためには、 

１．相手の話した音声を正確にキャッチする 
２．音声を語として理解する 
３．語の意味を捉える 
４．語の並び方（語法）によって文の意味と発言の意図を

理解する 
５．相手の発言を聴きながら自分の応対を考える 
６．聞き終わったあとに自分の考えを音声化して発話する

という一連の作業が必要になります。以上のプロセス

を意識した会話の能力を養います。 
３課進むごとに復習テストを実施します。 

1. 春学期の復習 

2. 第11課 何時間寝ましたか？ 

3. 第12課 新しい単語 

4. 第13課 誰に買ってあげますか？ 

5. 11～12課 復習テスト 解答と解説 

6. 第14課どこで勉強しますか？ 

7. 第15課 なにが盗まれましたか？ 

8. 第16課 何をしていますか？ 

9. 14～16課 復習テスト 解答と解説 

10. 第17課 新しい単語 

11. 第18課 見たことがありますか？ 

12. 第19課 たばこを吸ってもいいですか？ 

13. 第20課 これより安いですか? 

14. 17～20課 復習テスト 解答と解説 
15. 学期のまとめ、総復習 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前にテキストの新出単語を暗記する。事後に「まとめの会話」を暗記する。 

テキスト、

参考文献 『音で覚える中国語会話特訓』同学社 

評価方法 試験（復習テスト・期末テスト）75％、授業への参加度 25％で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅲ（会話 2） 
中国語Ⅲ（会話 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読み読解力の基礎を作るととも

に，単文ではなく一定の長さをもったリスニングとスピー

キングの訓練を行う。また，補語を中心に初級段階では運

用するところまでは習得し得ていない文法事項について

の能力を深め，同時に語彙力を増強し，識字数も増やす」

中国語Ⅲの学習目標の下，話題をめぐってまとまった内容

を話す練習を行い，会話力に話題の広さと内容の深さを具

わせる。  
 
※ 教科書の話題に沿って会話練習を行う。 
 
 会話練習の中で語彙や表現を補い，日中の習慣の違いも

学ぶ。 

1. 第 1 課  
2. 同上の応用練習 
3. 第 2 課  
4. 同上の応用練習 
5. 第 3 課  
6. 同上の応用練習 
7. 中間試験 
8. 第 4 課  
9. 同上の応用練習 
10. 第 5 課  
11. 同上の応用練習 
12. 第 6 課  
13. 第 7 課  
14. 第 6 課・第 7 課の応用練習 
15. 期末試験 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『〔スリム版〕表現する中国語Ⅱ』（白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語Ⅳ（会話 2） 
中国語Ⅳ（会話 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
「比較的平易な文章を読む練習を通して読解力の基礎

を確かなものとし，一定の長さをもった内容について，リ

スニングとスピーキングの訓練を積み，基礎的運用能力を

養う。また，多く呼応関係からなる文型表現を学び繰り返

し練習し，もって作文力と読解力を向上させる」中国語Ⅳ

の学習目標の下，話題をめぐってまとまった内容を話す練

習を行い，会話力に話題の広さと内容の深さを具わせる。

 
※ 教科書の話題に沿って会話練習を行う。 
 
   
会話練習の中で語彙や表現を補い，日中の習慣の違いも

学ぶ。 

1. 第 8 課  
2. 第 9 課  
3. 第 8 課・第 9 課の応用練習 
4. 第 10 課  
5. 第 11 課  买东西 
6. 第 10 課・第 11 課の応用練習 
7. 中間試験 
8. 第 12 課  
9. 第 13 課 
10. 第 12 課・第 13 課の応用練習 
11. 第 14 課用練習 
12. 第 14 課 
13. 第 15 課 
14. 第 14 課・第 15 課の応用練習 
15. 期末試験 
※ 上記の進行表は，各クラスの授業の進度によってそれぞれ多

少前後することがあります。 

到達目標 中国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、さらなる語彙の増強を図ったうえで、多様な表

現・作文、一般的な文章読解、様々な場面を想定した聞き取り・会話ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 語彙を中心に予習し，学習した例文を暗誦するなどして定着した知識とする。 

テキスト、

参考文献 『〔スリム版〕表現する中国語Ⅱ』（白帝社） 

評価方法 試験（中間試験・期末試験）70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅰ（文法・読解 1） 
韓国語Ⅰ（文法・読解 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は韓国語の基礎的知識を習得することを目標と

し、主に「読み」「書き」に重点を置く。 
ハングルのしくみからはじめて簡単な挨拶、自己紹介、

道をたずねるなど、旅行や日常生活に必要な基本文と共

に、基礎的かつ重要な文法をしっかりと身に付けていく。

1. ハングルのしくみ① 
2. ハングルのしくみ② 
3. ハングルのしくみ③ 
4. あいさつ① 
5. あいさつ② 
6. 名詞文 
7. 存在文 
8. 用言文 
9. 数詞① 
10. 数詞② 
11. 否定形 
12. 尊敬形 
13. 連用形 
14. 해요体 
15. まとめ 

到達目標 韓国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現、聞き取り、日常会話、意思疎通、、

パソコンでのハングル入力ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 生越直樹・チョ・ヒチョル『ことばの架け橋改訂版』白帝社 

評価方法 小テスト、中間テスト、期末テスト 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅱ（文法・読解 1） 
韓国語Ⅱ（文法・読解 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、韓国語Ⅰで学んだ単語、文法などを活用し、

過去形、未来形、変則用言などを学ぶことにより、韓国語

の基礎を完成させることを目的とする。 

1. 基本事項の確認① 
2. 基本事項の確認② 
3. 過去形 
4. 連体形① 
5. 連体形② 
6. 未来意思形 
7. ㄹ語幹 
8. ㄷ変則用言 
9. ㅅ変則用言 
10. ㅂ変則用言 
11. ㅎ変則用言 
12. 르変則用言 
13. 変則用言のまとめ 
14-15. まとめと復習 

到達目標 韓国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、語彙の増強と言語文化的基礎知識の獲得をふま

え、日常生活に必要な作文、簡単な文章読解、会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 生越直樹・チョ・ヒチョル『ことばの架け橋改訂版』白帝社 

評価方法 小テスト、中間テスト、期末テスト 

 
26



 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅰ（文法・読解 2） 
韓国語Ⅰ（文法・読解 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は「韓国語Ⅰ（文法・読解１）」で学んだ文法や

単語を教室内で実際に使用してみることにより、韓国語の

実践力を鍛えることに重点を置く。 
主に「読み・書き」に力を入れていく。 

1. ハングルのしくみ① 
2. ハングルのしくみ② 
3. ハングルのしくみ③ 
4. あいさつ① 
5. あいさつ② 
6. 名詞文 
7. 存在文 
8. 用言文 
9. 数詞① 
10. 数詞② 
11. 否定形 
12. 尊敬形 
13. 連用形 
14. 해요体 

15. 해요体の尊敬形 

到達目標 韓国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現、聞き取り、日常会話、意思疎通、、

パソコンでのハングル入力ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 生越直樹・チョ・ヒチョル『ことばの架け橋 改訂版』白帝社 

評価方法 小テスト、中間テスト、期末テスト 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅱ（文法・読解 2） 
韓国語Ⅱ（文法・読解 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、韓国語Ⅱ（文法・読解１）で学んだ単語、文

法を教室内で使用してみることにより、韓国語の実践力を

鍛えることに重点を置く。 

1. 基本事項の確認① 
2. 基本事項の確認② 
3. 過去形 
4. 連体形① 
5. 連体形② 
6. 未来意思形 
7. ㄹ語幹 
8. ㄷ変則用言 
9. ㅅ変則用言 
10. ㅂ変則用言 
11. ㅎ変則用言 
12. 르変則用言 
13. 変則用言のまとめ 
14-15. まとめと復習 

到達目標 韓国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、語彙の増強と言語文化的基礎知識の獲得をふま

え、日常生活に必要な作文、簡単な文章読解、会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 生越直樹・チョ・ヒチョル『ことばの架け橋 改訂版』白帝社 

評価方法 小テスト、中間テスト、期末テスト 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅰ（コミュニケーション 1） 
韓国語Ⅰ（コミュニケーション 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
韓国語初習者向けの授業。文法・言語文化的基礎知識・

会話の構成をとる。文法の授業では項目をおいながら基礎

的な表現とその聞き取りができる総合的能力の習得を目

的とする。 

1． 母音字（短母音、二重母音など） 
2． 子音字（平音、激音、濃音、鼻音、流音） 
3． バッチム 
4． 第 1 課 基本文型 
5． 第 3 課 自己紹介 
6． 第 5 課 否定文 
7． ハングル keyboard 練習 
8． 第７課 時間の表現（曜日） 
9． 第 9 課 過去時制 
10． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
11． 第 11 課 電話の表現 
12． 第 13 課 注文 
13． 第 15 課 目的表現、指示表現 
14． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
15． まとめ 

到達目標 韓国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現、聞き取り、日常会話、意思疎通、、

パソコンでのハングル入力ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 1』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅱ（コミュニケーション 1） 
韓国語Ⅱ（コミュニケーション 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
韓国語Ⅰに引き続き、文法では、連体形までの基礎的文

法事項をまなび初級文法を終える。初級学習者に不足しが

ちな語彙力の増加、見落としがちな正しい発音への矯正に

も配慮する。韓国語を学ぶ上での言語文化的基礎知識の一

層の獲得を目指す。 

1． 前期の復習 
2． 第 17 課 家族・事実の確認 
3． 第 19 課 誕生日・同時、接続表現 
4． 第 21 課 購入・希望表現・可能表現 
5． 第 23 課 薬局 
6． 第 23 課 推測表現・連体形 
7． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
8． 第 25 課 一日中の出来事 
9． 第 25 課 要請・背景の表現 
10． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
11． 第 27 課 故郷紹介 
12． 第 27 課 進行形・条件 
13． 第 29 課 両替・話題転換 
14． 第 29 課 感嘆表現 
15． まとめ 

到達目標 韓国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、語彙の増強と言語文化的基礎知識の獲得をふま

え、日常生活に必要な作文、簡単な文章読解、会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 1』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅰ（コミュニケーション 2） 
韓国語Ⅰ（コミュニケーション 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
韓国語初習者向けの授業。文法・言語文化的基礎知識・

会話の構成をとる。文法の授業では項目をおいながら基礎

的な表現とその聞き取りができる総合的能力の習得を目

的とする。 

1． 母音字（短母音、二重母音など） 
2． 子音字（平音、激音、濃音、鼻音、流音） 
3． バッチム 
4． 第 2 課 基本文型 
5． 第 4 課 場所表現、敬語 
6． 第 6 課 天気の表現 
7． 第 8 課 位置と数字、요 form) 
8． 第 10 課 不規則動詞変化・漢数字 
9． 中間テスト 
10． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
11． 第 12 課 買い物 
12． 第 14 課 交通手段 
13． 第 16 課 招待不規則活用、時間表現 
14． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
15． まとめ 

到達目標 韓国語基礎レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、基本的な表現、聞き取り、日常会話、意思疎通、、

パソコンでのハングル入力ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 1』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅱ（コミュニケーション 2） 
韓国語Ⅱ（コミュニケーション 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
韓国語Ⅰに引き続き、文法では、連体形までの基礎的文

法事項をまなび初級文法を終える。初級学習者に不足しが

ちな語彙力の増加、見落としがちな正しい発音への矯正に

も配慮する。韓国語を学ぶ上での言語文化的基礎知識の一

層の獲得を目指す。 

1． 前期の復習 
2． 第 18 課 趣味 
3． 第 18 課 理由・提案・義務・お断り表現 
4． 第 20 課 旅行 
5． 第 20 課 連体形 
6． 第 22 課 週末計画 
7． 第 22 課 談話表現・未来時制 
8． 中間テスト 
9． 第 24 課 喫茶店 
10． 第 24 課 お詫びの表現 
11． 第 26 課 喫茶店 
12． 第 26 課 値段の比較・不規則活用 
13． 第 28 課 本屋さん・比較表現 
14． 第 30 課 週末・否定疑問文 
15． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 

到達目標 韓国語初級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、語彙の増強と言語文化的基礎知識の獲得をふま

え、日常生活に必要な作文、簡単な文章読解、会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 1』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅲ（文法・読解 1） 
韓国語Ⅲ（文法・読解 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では韓国語Ⅰ、Ⅱで学んだ内容を復習しつつ、新

しい文法の知識と語彙を増やすことにより、より高度な韓

国語の表現力の習得をめざす。 

1. 前年度の復習 
2. ぞんざいな文末表現① 
3. ぞんざいな文末表現② 
4. 昔話（１） 
5. 未来連体形を使う表現 
6. 昔話（２） 
7. 引用形① 
8. 引用形② 
9. 昔話（３） 
10. 名詞化語尾① 
11. 名詞化語尾② 
12. 受身形 
13. さまざまな慣用句 
14-15. 使役形 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 
『ことばの架け橋中級表現編』生越直樹著 
『昔話で学ぶ韓国語中級リーディング』金京子著 

評価方法 課題提出、中間テスト、期末テスト 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅳ（文法・読解 1） 
韓国語Ⅳ（文法・読解 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、これまで学んだ文法や単語、表現を生かし

より実践的な韓国語能力の習得をめざす。上級へのステッ

プアップとして、語彙、表現を増やしていく。 

1. 春学期の復習 
2. 昔話（５） 
3. 昔話（６） 
4. 昔話（７） 
5. 復習 
6. 昔話（８） 
7. 昔話（９） 
8. 中間テスト 
9. 昔話（１０） 
10. 昔話（１１） 
11. 昔話（１２） 
12. 復習 
13. 昔話（１３） 
14. 昔話（１４） 
15. 昔話（１５） 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 『昔話で学ぶ韓国語中級リーディング』金京子著 

評価方法 課題提出、中間テスト、期末テスト 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅲ（文法・読解 2） 
韓国語Ⅲ（文法・読解 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では韓国語Ⅰ、Ⅱで学んだ内容を復習しつつ、新

しい文法の知識と語彙を増やすことにより、より高度な韓

国語の表現力の習得をめざす。 

1. 前年度の復習 
2. ぞんざいな文末表現 
3. 昔話（１） 
4. 未来連体形を使う表現① 
5. 未来連体形を使う表現② 
6. 昔話（２） 
7. 引用形 
8. 昔話（３） 
9. 名詞化語尾 
10. 昔話（４） 
11. 受身形① 
12. 受身形② 
13. さまざまな慣用句 
14-15. 書き言葉の表現 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 
『ことばの架け橋中級表現編』生越直樹著 
『昔話で学ぶ韓国語中級リーディング』金京子著 

評価方法 課題提出、中間テスト、期末テスト 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅳ（文法・読解 2） 
韓国語Ⅳ（文法・読解 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、これまで学んだ文法や単語、表現を生かし

より実践的な韓国語能力の習得をめざす。上級へのステッ

プアップとして、語彙、表現を増やしていく。 

1. 春学期の復習 
2. 昔話（５） 
3. 昔話（６） 
4. 昔話（７） 
5. 復習 
6. 昔話（８） 
7. 昔話（９） 
8. 中間テスト 
9. 昔話（１０） 
10. 昔話（１１） 
11. 昔話（１２） 
12. 復習 
13. 昔話（１３） 
14. 昔話（１４） 
15. 昔話（１５） 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 『昔話で学ぶ韓国語中級リーディング』金京子著 

評価方法 課題提出、中間テスト、期末テスト 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅲ（コミュニケーション 1） 
韓国語Ⅲ（コミュニケーション 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
文法の補強、講読力の養成、リスニング力の強化、表現

力の増強を目指す。文法では、韓国語Ⅰ、Ⅱで学んだ初級

文法のうち、初級レベルの説明では不十分である文法項目

を中心に扱い理解の深化と定着を図る。 

1. 第 1 課新学期 
2. 第 3 課天気予報 
3. 第 5 課お部屋探し 
4. 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
5. 第 7 課お引っ越し祝い 
6. 第 9 課銀行 
7. 中間テスト 
8. 第 11 課約束 
9. 第 13 課お料理 
10. 第 15 課お引っ越し 
11. 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
12. 第 17 課遊園地 
13. 第 19 課ソンピョン 
14. 第 21 課なぞなぞ 
15. 聞き取り練習・スピーキング練習 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 3』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅳ（コミュニケーション 1） 
韓国語Ⅳ（コミュニケーション 1） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
韓国語Ⅲに引き続き、文法の補強、講読力の養成、リス

ニング力の強化、表現力の増強を目指す。 
1. 復習 
2. 第 23 課テレビの故障中 
3. 第 25 課結婚 
4. 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
5. 第 27 課書堂 
6. 第 29 課演劇 
7. 5 分 speech(前半) 
8. 第 29 課演劇練習 
9. 第 29 課演劇発表会(グループ別) 
10. 聞き取り練習・スピーキング練習・復習  
11. 第 31 課ハングル 
12. 第 33 課韓国の山 
13. 5 分 speech(後半) 
14. 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
15. まとめ 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 3』Moonjin Media，2006 

評価方法 評価方法：期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなど

の実績(40%)も評価対象とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅲ（コミュニケーション 2） 
韓国語Ⅲ（コミュニケーション 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
文法の補強、講読力の養成、リスニング力の強化、表現

力の増強を目指す。文法では、韓国語Ⅰ、Ⅱで学んだ初級

文法のうち、初級レベルの説明では不十分である文法項目

を中心に扱い理解の深化と定着を図る。 

1． 第 2 課終了式 
2． 第 4 課お見舞い 
3． 第 6 課下宿 
4． 第 8 課お住まい 
5． 第 10 課クリーニング屋さん 
6． 聞き取り練習・スピーキング練習・復習 
7． 3 分 speech（前半） 
8． 第 12 案内放送 
9． 第 14 課ブルゴギ 
10． 第 16 課育児 
11． 第 18 課秋夕 
12． 3 分 speech（後半）  
13． 第 20 課口論 
14． 第 22 課写真館 
15． まとめ 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 3』Moonjin Media，2006 

評価方法 期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなどの実績(40%)
も評価対象とする 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語Ⅳ（コミュニケーション 2） 
韓国語Ⅳ（コミュニケーション 2） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
韓国語Ⅲに引き続き、文法の補強、講読力の養成、リス

ニング力の強化、表現力の増強を目指す。 
1． 復習 
2． 第 24 課テレビの修理 
3． 第 26 課友たちの結婚式 
4． 第 28 課宝くじの当たり 
5． 中間テスト 
6． 第 29 課演劇グル―プ別練習 
7． 第 29 課演劇発表会(グループ別) 
8． 第 30 課旅行(1) 
9． 第 30 課旅行(2) 
10． 第 32 課記念日(1) 
11． 第 32 課記念日(2) 
12． 第 34 課韓国の童謡 
13． 第 34 課韓国の詩(1) 
14． 第 34 課韓国の詩(2) 
15． まとめ・復習 

到達目標 韓国語中級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、長文テキストおよび新聞・雑誌記事など実用文

の読解、聴解、様々な場面を想定した会話、意思疎通ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 ソウル大学言語教育院,『韓国語 3』Moonjin Media，2006 

評価方法 期末試験の結果(60%)によって評価するが、平常授業における課題レポート及び小テストなどの実績(40%)
も評価対象とする 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Environmental Issues) _火 3 担当者 Ｋ．Ａ．クラウン 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction to the course 
2. Connecting culture and the environment 
3. Pets and unwanted animals 
4. Research paper: Format and title 
5. Endangered animals 
6. Energy conservation 
7. Review Exam #1 
8. Research Paper: Thesis Statement 
9. Research Paper：Cluster Diagrams 
10. Research Paper: Introduction and Conclusion 
11. Submission of First Draft; Fashion 
12. Population Issues 
13. Review Exam #2 
14. Final Research Paper Submission; Oral Pres。 
15. Oral Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Review previous lesson and preview the next 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
Cultural Issues <> Environmental Issues, Gregory Goodmacher & Asako Kajiura (Nan’Un-Do, 2016) 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(Global Issues) _火 3 担当者 Ｋ．Ａ．クラウン 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction to the Course 
2. Information and misinformation 
3. Research Proposal Submission 
4. Research Paper: Format and Title 
5. Happiness 
6. Research Paper - Thesis Statement  
7. Review Exam #1 
8. Research Paper – Cluster diagrams 
9. Research Paper – Structure of the paper  
10. First Daft Submission; Poverty 
11. Millenium Development Goals 
12. Review Exam #2 
13. Film on environmental action 
14. Final Research Paper Submission; Oral Pres. 
15. Oral Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Review previous lesson and preview the next 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
Confronting the Issues, David Peaty,  Kinseido, 2008 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Environmental Issues) _金 1 担当者 Ｋ．Ａ．クラウン 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction to the course 
2. Connecting culture and the environment 
3. Pets and unwanted animals 
4. Research paper: Format and title 
5. Endangered animals 
6. Energy conservation 
7. Review Exam #1 
8. Research Paper: Thesis Statement 
9. Research Paper：Cluster Diagrams 
10. Research Paper: Introduction and Conclusion 
11. Submission of First Draft; Fashion 
12. Population Issues 
13. Review Exam #2 
14. Final Research Paper Submission; Oral Pres。 
15. Oral Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Review previous lesson and preview the next 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
Cultural Issues <> Environmental Issues, Gregory Goodmacher & Asako Kajiura (Nan’Un-Do, 2016) 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(Global Issues) _金 1 担当者 Ｋ．Ａ．クラウン 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction to the Course 
2. Information and misinformation 
3. Research Proposal Submission 
4. Research Paper: Format and Title 
5. Happiness 
6. Research Paper - Thesis Statement  
7. Review Exam #1 
8. Research Paper – Cluster diagrams 
9. Research Paper – Structure of the paper  
10. First Daft Submission; Poverty 
11. Millenium Development Goals 
12. Review Exam #2 
13. Film on environmental action 
14. Final Research Paper Submission; Oral Pres. 
15. Oral Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Review previous lesson and preview the next 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
Confronting the Issues, David Peaty,  Kinseido, 2008 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Japanese Film)_火 3 担当者 Ｍ．ハルデイン 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction; Topic and Title 
2. 楢山節考 (1958) 
3. はなれ瞽女おりん 
4. ゴジラ 
5. Writing the Introduction and Thesis Statement 
6. 丹下左膳余話 百萬両の壺 
7. 蛍の墓  
8. 鬼婆 
9. Style / Using Citations 
10. 雨月物語 
11. 東京物語 
12. 七人の侍 
13. Writing the Conclusion / Composing a Bibliography
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Students will watch the film and answer two sets of questions, or read the relevant textbook chapter.

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(Japanese Cinema) _火 3 担当者 Ｍ．ハルデイン 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction; Topic and Title 
2. 楢山節考 (1958) 
3. はなれ瞽女おりん 
4. ゴジラ 
5. Writing the Introduction and Thesis Statement 
6. 丹下左膳余話 百萬両の壺 
7. 蛍の墓  
8. 鬼婆 
9. Style / Using Citations 
10. 雨月物語 
11. 東京物語 
12. 七人の侍 
13. Writing the Conclusion / Composing a Bibliography
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Students will watch the film and answer two sets of questions, or read the relevant textbook chapter.

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Japanese Film) _金 1 担当者 Ｍ．ハルデイン 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction; Topic and Title 
2. 楢山節考 (1958) 
3. はなれ瞽女おりん 
4. ゴジラ 
5. Writing the Introduction and Thesis Statement 
6. 丹下左膳余話 百萬両の壺 
7. 蛍の墓  
8. 鬼婆 
9. Style / Using Citations 
10. 雨月物語 
11. 東京物語 
12. 七人の侍 
13. Writing the Conclusion / Composing a Bibliography
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Students will watch the film and answer two sets of questions, or read the relevant textbook chapter.

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(Japanese Cinema) _金 1 担当者 Ｍ．ハルデイン 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction; Topic and Title 
2. 楢山節考 (1958) 
3. はなれ瞽女おりん 
4. ゴジラ 
5. Writing the Introduction and Thesis Statement 
6. 丹下左膳余話 百萬両の壺 
7. 蛍の墓  
8. 鬼婆 
9. Style / Using Citations 
10. 雨月物語 
11. 東京物語 
12. 七人の侍 
13. Writing the Conclusion / Composing a Bibliography
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Students will watch the film and answer two sets of questions, or read the relevant textbook chapter.

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）（Turning Points） 担当者 Ｊ．ハンクス 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

Week 1: Introduction and Objectives 
Week 2: Discussion of Possible Topics – Turning Points 
Week 3: Topic Proposals and Approval / Rough Outline 
Week 4: Topic Research 
Week 5: Topic Research / Outline 
Week 6: Citations / Avoiding Plagiarism 
Week 7: 1st draft  
Week 8: Editing / Peer Review -1 
Week 9: Editing Workshop -2 
Week 10: 2nd draft  
Week 11: Editing / Peer Review -2 
Week 12: Editing Workshop -2 
Week 13: Final Draft Submission / Presentation Preparation 
Week 14: Presentation Editing and Practice  
Week 15: Final Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Read textbook units or other assigned readings and complete all assignments before beginning of the following class. 
Students can expect to spend about 90 minutes per week in preparation. 

テキスト、

参考文献 Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発表 (20%)
出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）（The Cutting Edge） 担当者 Ｊ．ハンクス 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

Week 1: Introduction and Objectives 
Week 2: Discussion of Possible Topics – The Cutting Edge 
Week 3: Topic Proposals and Approval / Rough Outline 
Week 4: Topic Research 
Week 5: Topic Research / Outline 
Week 6: Citations / Avoiding Plagiarism 
Week 7: 1st draft  
Week 8: Editing / Peer Review -1 
Week 9: Editing Workshop -2 
Week 10: 2nd draft  
Week 11: Editing / Peer Review -2 
Week 12: Editing Workshop -2 
Week 13: Final Draft Submission / Presentation Preparation 
Week 14: Presentation Editing and Practice  
Week 15: Final Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Read textbook units or other assigned readings and complete all assignments before beginning of the following class. 
Students can expect to spend about 90 minutes per week in preparation. 

テキスト、

参考文献 Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1)  

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発表 (20%)
出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(History of the Home: 1800s) _火 3 担当者 Ｊ．Ｇ．ショールツ 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction 
2. Topics and sources 
3. The working outline/research discussion 
4. “     “ 
5. Style/research discussion 
6. Writing the introduction/research discussion 
7. Writing the first draft/group share 
8. Writing the body/group share 
9. “ “ 
10. First draft/group share 
11. Avoiding Plagiarism 
12. Evaluating and rewriting 
13. “ “ 
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Outside class work is to include course reading, research, writing, and preparation for quizzes. 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
• Bill Bryson, At Home: A Short History of Private Life. (Black Swan; ISBN 978-0-552772-55-6) 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(History of the Home: 1900s) _火 3 担当者 Ｊ．Ｇ．ショールツ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 春学期に同じ． 

テキスト、

参考文献 春学期に同じ． 

評価方法 春学期に同じ． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(History of the Home: 1800s) _金 1 担当者 Ｊ．Ｇ．ショールツ 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction 
2. Topics and sources 
3. The working outline/research discussion 
4. “     “ 
5. Style/research discussion 
6. Writing the introduction/research discussion 
7. Writing the first draft/group share 
8. Writing the body/group share 
9. “     “ 
10. First draft/group share 
11. Avoiding Plagiarism 
12. Evaluating and rewriting 
13. “     “ 
14. Presentations (1) 
15. Presentations (2) 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Outside class work is to include course reading, research, writing, and preparation for quizzes. 

テキスト、

参考文献 
• Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
• Bill Bryson, At Home: A Short History of Private Life. (Black Swan; ISBN 978-0-552772-55-6) 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(History of the Home: 1900s) _金 1 担当者 Ｊ．Ｇ．ショールツ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 春学期に同じ． 

テキスト、

参考文献 春学期に同じ． 

評価方法 春学期に同じ． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Digital Media) _火 3 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction and Orientation  
2. Maria Konnikova’s “Being a Better Online Reader” 
3. Mark Baurlein’s “Online Reading Is a Lesser Kind” 
4. James Sosnoski  
5. Katherine Hayles  
6. Nicholas Carr  
7. Tyler Cowen  
8. Ellen Rose 
9. Kate Sandberg  
10. Julie Bosman and Mark Richtel  
11. Craig Watkins  
12. Mary Dyson  
13. Peer Review 
14. Presentations  
15. Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

Students are required to come to the class having answered the reading questions on the given 
material. 

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1  All materials will be supplied by the teacher 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
 

13 年度以降 英語上級（AE） (Japanese Popular Culture and 
Globalization) _火 3 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction and Orientation  
2. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization 
3. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
4. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
5. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
6. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
7. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
8. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
9. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization 
10. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
11. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
12. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
13. Peer Review 
14. Presentations 
15. Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

Students are required to come to the class having answered the reading questions on the given 
material. 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from Christine Yano’s Pink Globalization Hello Kitty’s Trek across the Pacific and Tears of Longing: 
Nostalgia and the Nation in Japanese Popular Song. Copies of the relevant chapters will be provided the professor. 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Digital Media) _金 1 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1. Introduction and Orientation  
2. Maria Konnikova’s “Being a Better Online Reader” 
3. Mark Baurlein’s “Online Reading Is a Lesser Kind” 
4. James Sosnoski  
5. Katherine Hayles  
6. Nicholas Carr  
7. Tyler Cowen  
8. Ellen Rose 
9. Kate Sandberg  
10. Julie Bosman and Mark Richtel  
11. Craig Watkins  
12. Mary Dyson  
13. Peer Review 
14. Presentations  
15. Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

Students are required to come to the class having answered the reading questions on the given 
material. 

テキスト、

参考文献 
Basic Steps for Writing Research Papers. Kluge and Taylor, Cengage Learning, ISBN 
978-4-902902-89-1  All materials will be supplied by the teacher 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
 

13 年度以降 英語上級（AE） (Japanese Popular Culture and 
Globalization) _金 1 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1. Introduction and Orientation  
2. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization 
3. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
4. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
5. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
6. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
7. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
8. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization
9. A chapter from Christine R. Yano’s Pink Globalization 
10. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
11. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
12. A chapter from Christine R. Yano’s Tears of Longing
13. Peer Review 
14. Presentations  
15. Presentations 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

Students are required to come to the class having answered the reading questions on the given 
material. 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from Christine Yano’s Pink Globalization Hello Kitty’s Trek across the Pacific and Tears of Longing: 
Nostalgia and the Nation in Japanese Popular Song. Copies of the relevant chapters will be provided the professor. 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）(Daily Issues in Our Society ) 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

 
1 Introduction & Guideline for the course 
2 Reading, Presentation & Discussion 1 
3 Reading, Presentation & Discussion 2 
4 Reading, Presentation & Discussion 3 
5 Reading, Presentation & Discussion 4 
6 Reading, Presentation & Discussion 5 
7 Mid-term Paper Check 
8 Reading, Presentation & Discussion 7 
9 Reading, Presentation & Discussion 8 
10 Reading, Presentation & Discussion 9 
11 Reading, Presentation & Discussion 10 
12 Reading, Presentation & Discussion 11 
13 Reading, Presentation & Discussion 12 
14 Final Check for Final Paper 
15 Review for the final paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前（トピック収集とプレゼンテーション準備）、事後（ディスカッションした内容のまとめ） 

テキスト、

参考文献 Basic Steps to Writing Research Papers (Kluge&Taylor, Cengage Learning) ISBN978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級（AE）(Several Issues in the World) 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

 
1 Introduction & Guideline for the course 
2 Reading, Presentation & Discussion 1 
3 Reading, Presentation & Discussion 2 
4 Reading, Presentation & Discussion 3 
5 Reading, Presentation & Discussion 4 
6 Reading, Presentation & Discussion 5 
7 Mid-term Paper Check 
8 Reading, Presentation & Discussion 6 
9 Reading, Presentation & Discussion 7 
10 Reading, Presentation & Discussion 8 
11 Reading, Presentation & Discussion 9 
12 Reading, Presentation & Discussion 10 
13 Reading, Presentation & Discussion 11 
14 Final Check for Final Paper 
15 Review for the final paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前（トピック収集とプレゼンテーション準備）、事後（ディスカッションした内容のまとめ） 

テキスト、

参考文献 Basic Steps to Writing Research Papers (Kluge&Taylor, Cengage Learning) ISBN978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級（AE）（ハラスメントとアメリカ） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 
 

1  covering the theme 
2  details of the story 
3  detail of the story 
4  watching film to discuss 
5         // 
6  opinion paper to discuss 
7  choosing a topic to write 
8  as to doing research 
9  discussing how to approach the topic 
10  examples of good research papers 
11  presenting your approach to discuss 
12        // 
13        // 
14  reviewing the story 
15  reviewing your paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 参考文献の熟読 

テキスト、

参考文献 
Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
･Basic Steps to Writing Research Papers 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
 

13 年度以降 英語上級（AE）（What is beauty?） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1  covering the theme 
2  details of the story 
3  detail of the story 
4  watching film to discuss 
5         // 
6  opinion paper to discuss 
7  choosing a topic to write 
8  as to doing research 
9  discussing how to approach the topic 
10  examples of good research papers 
11  presenting your approach to discuss 
12        // 
13        // 
14  reviewing the story 
15  reviewing your paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 参考文献の熟読 

テキスト、

参考文献 
Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
･Basic Steps to Writing Research Papers 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 
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13 年度以降 英語上級_再履修 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
At the completion of the course, students: 
(1) can evaluate and make a critique of academic 

articles in a convincing way 
(2) can and are willing to express their opinions in a 

discussion in a convincing way 
(3) can narrow down a topic effectively 
(4) can write a good thesis statement 
(5) can organize ideas in an outline format 
(6) can write a research paper on a topic relevant to the 

class theme using sufficient amount of reliable 
sources (minimum 5) with appropriate citation 

(7) can write an abstract for the completed research 
paper 

(8) can make an effective visually aided presentation 
(e.g., power point) of the research paper they have 
written 

Class is taught and participated in English. 

1 Introduction & Guideline for the course 
2 Reading, Presentation & Discussion 1 
3 Reading, Presentation & Discussion 2 
4 Reading, Presentation & Discussion 3 
5 Reading, Presentation & Discussion 4 
6 Reading, Presentation & Discussion 5 
7 Mid-term Paper Check 
8 Reading, Presentation & Discussion 7 
9 Reading, Presentation & Discussion 8 
10 Reading, Presentation & Discussion 9 
11 Reading, Presentation & Discussion 10 
12 Reading, Presentation & Discussion 11 
13 Reading, Presentation & Discussion 12 
14 Final Check for Final Paper 
15 Review for the final paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前（トピック収集とプレゼンテーション準備）、事後（ディスカッションした内容のまとめ） 

テキスト、

参考文献 Basic Steps to Writing Research Papers (Kluge&Taylor, Cengage Learning) ISBN978-4-902902-89-1 

評価方法 評価基準：準備・参加(10%), 課題 (15%), research paper (55%：outline, drafts, final product), 口頭発

表 (20%) 出席: 出席を大前提とし，4 回以上欠席した場合は不合格とする． 

 

13 年度以降 英語上級_再履修 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continued from the spring semester’s Advanced 
Academic English (AE), students seek further progress 
and achievement in English skills with a view to 
becoming independent learners 

1 covering the theme 
2 details of the story 
3 detail of the story 
4 watching film to discuss 
5        // 
6 opinion paper to discuss 
7 choosing a topic to write 
8 as to doing research 
9 discussing how to approach the topic 
10 examples of good research papers 
11 presenting your approach to discuss 
12       // 
13       // 
14 reviewing the story 
15 reviewing your paper 

到達目標 リーディングおよびディスカッション、ライティング、スピーキングといった英語運用能力を上級レベル

で総合的に習得し、専門性のあるテーマに関して短い論文を作成し、口頭発表できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 参考文献の熟読 

テキスト、

参考文献 
Kluge & Taylor, Basic Steps to Writing Research Papers. (Cengage; ISBN 978-4-902902-89-1) 
･Basic Steps to Writing Research Papers 

評価方法 春学期に同じ． 
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13 年度以降 英語演習Ⅰ (Globalization and Japan) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
English for Specific Purposes I is an elective course for all 
second-year and above students and it is held once a week. The 
communication language of the course for both teachers and 
students is English. In this course, students will read scholarly 
articles on the theme of “Globalization and Japan.” The goals of 
this course are primarily to improve students’ reading and 
speaking skills. 

1. Orientation and Introduction  
2. Chapter 1 from Japan in the Age of Globalization  

3. Chapter 2 from Japan in the Age of Globalization 

4. Chapter 3 from Japan in the Age of Globalization 

5. Chapter 4 from Japan in the Age of Globalization 

6. Chapter 5 from Japan in the Age of Globalization 

7. Chapter 6 from Japan in the Age of Globalization 

8. Chapter 7 from Japan in the Age of Globalization 

9. Chapter 8 from Japan in the Age of Globalization 

10. Chapter 9 from Japan in the Age of Globalization 

11. Chapter 10 from Japan in the Age of Globalization 

12. Chapter 11 from Japan in the Age of Globalization 

13. Chapter 12 from Japan in the Age of Globalization 

14. Presentations  

15. Presentations 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Students are required to answer reading questions on reading materials before coming to the class 
and submit it as an e-mail attachment before the class (40% of overall grade) 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from the book titled, Japan in the Age of Globalization, Karin Holroyd and 
Ken Coates (Ed.). Copies of the relevant chapters will be provided by the professor. 

評価方法 準備・参加(20%), 課題 (40%), 口頭発表 (40%) 出席:出席を大前とし, ４回以上した場合不合格とする。

 

13 年度以降 英語演習Ⅰ (Invented Traditions in Modern Japan) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
English for Specific Purposes I is an elective course for all 
second-year and above students and it is held once a week. The 
communication language of the course for both teachers and 
students is English. In this course, students will read scholarly 
articles on the theme of “Invented Traditions in Modern Japan.” 
The goals of this course are primarily to improve students’ 
reading and speaking skills.   

1. Orientation and Introduction  
2. Chapter 1: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

3. Chapter 2: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

4. Chapter 3: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

5. Chapter 4: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

6. Chapter 5: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

7. Chapter 6: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

8. Chapter 7: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

9. Chapter 8: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

10. Chapter 9: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

11. Chapter 10: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

12. Chapter 11: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

13. Chapter 12: Stephen Vlastos, Invented Traditions of Modern Japan 

14. Presentations  

15. Presentations 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Students are required to answer reading questions on reading materials before coming to the class 
and submit it as an e-mail attachment before the class (40% of overall grade) 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from Stephen Vlastos (Ed.), Mirror of Modernnity: Invented Traditions of 
Modern Japan. Copies of the relevant chapters will be provided the professor. 

評価方法 準備・参加(20%), 課題 (40%), 口頭発表 (40%) 出席:出席を大前とし, ４回以上した場合不合格とする。
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13 年度以降 英語演習Ⅰ (U.S. History since 1865) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 木村 正美 

講義目的、講義概要 授業計画 
 

This course is the second half of a U.S. history survey 
from 1865, covering the period from Reconstruction to 
the end of the Cold War.  We will chronologically follow 
and see intertwined key political, economic, and 
socio-cultural developments to understand how 
American “liberalism” developed during this period.  
 
The objective of this English Seminar is not simply to 
gain and deepen knowledge about American history 
from the 1860s to the 1980s.  The course is also 
designed to improve your general English skills, from 
reading and writing, to speaking and listening – most 
importantly your reading comprehension skills – 
through various activities.  You can expect to nurture 
your critical and analytical thinking abilities on 
historical issues as well. 

1. Introduction 
2. End of the Civil War/ Reconstruction 
3. Westward Expansion and Indian Policy 
4. Industrialization and the Gilded Age 
5. Progressivism 
6. U.S. Overseas Expansion 
7. WWI 
8. 1920s 
9. New Deal 
10. WWII 
11. Beginning of the Cold War 
12. 1950s 
13. Civil Rights Movement 
14. Vietnam War 
15. Conclusion: 1970s-1980s 

到達目標 英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英語

文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

You are expected to finish and comprehend a weekly reading assignment; when you give a 
presentation, you need to prepare and submit your presentation outline prior to class 

テキスト、

参考文献 
James L. Roark et al., The American Promise: A Compact History Volume II: From 1865 (Boston: 
Bedford/ St. Martin’s, 2010), 4th ed. 

評価方法 (Open-Book) Quizzes 20% (5% x 4), Presentation 30%, Participation 30%, Final Paper 20% 

 

13 年度以降 英語演習Ⅰ (The U.S. and the Vietnam War) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 木村 正美 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
This course will look at a political-diplomatic history of 
U.S. involvement in the Vietnam War, dealing with a 
variety of related issues: French colonialism in Vietnam, 
the rise of Vietnamese nationalism, Cold War ideology, 
U.S. policy-making, American military engagement, and 
the legacies and memories of the Vietnam War.  
 
The objective of this English Seminar is not only to 
learn about key facts and events relating to the Vietnam 
War or to reevaluate U.S. policy for Vietnam.  The 
course is also designed to improve your general English 
skills, from reading and writing, to speaking and 
listening – particularly your reading comprehension 
skills – through various activities.  You can expect to 
nurture your critical and analytical thinking abilities on 
historical issues as well. 

1. Introduction 
2. Vietnam and the U.S. before 1945 
3. End of WWII/ Beginning of the Cold War 
4. Dien Bien Phu and the Geneva Accords 
5. Eisenhower Administration and Diem 
6. Analyzing 1950s U.S.-Vietnam Relations 
7. Kennedy’s Commitment to Vietnam 
8. Johnson’s “Americanization” of War 
9. On the War Front 
10. Tet Offensive 
11. Nixon’s Policy toward Vietnam 
12. Antiwar Movement 
13. U.S. Withdrawal and Peace Accords 
14. Aftermath and Legacies of War 
15. Conclusion: Evaluating U.S. Involvement in 

Vietnam 

到達目標 英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英語

文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

You are expected to finish and comprehend a weekly reading assignment; when you give a 
presentation, you need to prepare and submit your presentation outline prior to class 

テキスト、

参考文献 
George C. Herring, America’s Longest War: The United States and Vietnam, 1950-1975 (New York: 
McGraw-Hill, 2013), 5th ed. 

評価方法 (Open-Book) Quizzes 20% (5% x 4), Presentation 30%, Participation 30%, Film Critiques 20% (10% x 
2) 
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13 年度以降 英語演習Ｉ（ギリシャ神話） 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 小島 章子 

講義目的、講義概要 授業計画 
およそ３０００年前から現代に語り継がれているギリ

シャ神話は、神々と人々が繰り広げるドラマティックなス

トーリーで、多くの映画、絵画、文学のテーマとなり生き

続けている。さらに、英語の中にも物語に登場する神々や

怪物が語源となっている言葉も多い。我々日本人でさえよ

く耳にする言葉や画像すらある。例えば、スポーツ・メー

カーの名前「ナイキ（Nike）」、Amazon.comのアマゾン、 
コーヒー・チェーンのStarbucks のロゴなど、生活の中に

溶け込んでいる。この授業では、画像、動画、映画なども

使いながら、有名な神話物語を平易に書かれた英語で読

み、語彙力、読解力、表現力を培うことを目標とする。 

1. Introduction 
2. About the Gods 
3. About the Gods 
4. Apollo and Daphne 
5. Pyramus and Thisbe 
6. Juno’s Jealousy 
7. Diana, the Virgin Goddess 
8. Proserpine and Pluto 
9. Venus and Adonis 
10. Echo and Narcissus 
11. The Weaving Contest 
12. Orpheus and Eurydice 
13. Cupid and Psyche 
14. Presentation 
15. Presentation 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前学修では、あらかじめ指定された内容を予習してくる。事後学修では、授業でカバーしたことを復習

し、次回の学習につなげる。 
テキスト、

参考文献 『ギリシャ・ローマ神話集』 (金星堂: 2015) 

評価方法 Classroom Participation 70%, Presentation 30% 

 

13 年度以降 英語演習Ⅰ(英語の背景文化) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 小島 章子 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語は現在事実上「世界の共通語」となっている。この

授業では、まず初めに世界語となった英語の現状を概観し

たのち、英語がどのように誕生し、どのような過程を経て

小さな言語から巨大言語へと発展したか、英語の発達史を

たどっていく。また、英語の外来語、合成語、派生語、意

味の変化、略語など語彙を豊かにする造語法、アメリカ英

語の生い立ち、英米語の相違、男言葉、女言葉、方言、ス

ラングなど、今日の世界における英語の分布状況、英語の

変種、なぜ英語はつづりと発音の関係が不規則なのか、な

ぜ方言が多いのかなど、様々な英語の背景文化がテーマと

なる。同時に、英語の語彙力、読解力、表現力を培うこと

を目標とする。 

1. Introduction 
2. English Today 
3. The Story of English 
4. English Spelling 
5. Foreign Friends 
6. The English Treasure Chest of Words 
7. The Story of American English 
8. The Language of Men and Women 
9. The Loss of Civility 
10. “Bad” English 
11. English around the World 
12. The Future of English 
13. Phrasal Verbs 
14. Presentation  
15. Presentation 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前学修は、あらかじめ指定された内容を予習してくる。事後学修は、学習した内容を復習して、次回の

学習につなげる。 
テキスト、

参考文献 『国際語としての英語』 (成美堂: 2011) 

評価方法 Classroom Participation 70%, Presentation 30% 

 
48



 

 

13 年度以降 英語演習Ⅰ（英語でディスカッション・プレゼンテーシ

ョン I） （2013 年度以降入学者用） 担当者 小瀬 百合子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 この演習では、1年次のスピーキングで学習したディスカッショ

ンとプレゼンテーションの能力をさらに向上させることを目的と

する。 
 ディスカッションのテーマは最初の数回は教員が提示するが、

その後は学生が順にディスカッションリーダーを担当し、テーマ

を提示、他の学生への質問をする。そして、円滑で内容の濃いデ

ィスカッションが出来るように工夫する。この活動を通し、参加

者全員にとって益となるディスカッションとはどのようなものか

を学ぶ。 
 プレゼンテーションは、与えられた課題に沿って一人ずつプレ

ゼンを行い、どのプレゼンが最も説得力があったか票をとる。こ

の活動を通して聴衆を説得するプレゼンの要素について学ぶ。 
 自分の好きなスピーチの一部分を選び、それを真似し、どれだ

けオリジナルに近いかを競う。この活動を通し、英語の音とイン

トネーションを身につける。 

1. Overview, Self-introduction, Discussion 1 
2. Discussion 2 
3. Discussion 3 
4. Discussion 4 
5. Discussion 5 
6. Presentation 1 
7. Discussion 6 
8. Discussion 7 
9. Discussion 8 
10. Discussion 9 
11. Discussion 10 
12. Presentation 2 
13. Choosing your favorite speech, Practice 
14. Practice 
15. In-class competition 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 ディスカッション・プレゼンテーション・スピーチ（オリジナルの真似）の準備。 

テキスト、

参考文献 なし。プリントを配布する。 

評価方法 授業への参加度 20% ディスカッションリーダー30% プレゼンテーション 30% スピーチ（真似）20% 

 

13 年度以降 英語演習Ⅰ（英語でディスカッション・プレゼンテーシ

ョン II） （2013 年度以降入学者用） 担当者 小瀬 百合子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 この演習では、1年次のスピーキングで学習したディスカッショ

ンとプレゼンテーションの能力をさらに向上させることを目的と

する。 
 ディスカッションのテーマは最初の数回は教員が提示するが、

その後は学生が順にディスカッションリーダーを担当し、テーマ

を提示、他の学生への質問をする。そして、円滑で内容の濃いデ

ィスカッションが出来るように工夫する。この活動を通し、参加

者全員にとって益となるディスカッションとはどのようなものか

を学ぶ。 
 プレゼンテーションは、与えられた課題に沿って一人ずつプレ

ゼンを行い、どのプレゼンが最も説得力があったか票をとる。こ

の活動を通して聴衆を説得するプレゼンの要素について学ぶ。 
 自分の好きなスピーチの一部分を選び、それを真似し、どれだ

けオリジナルに近いかを競う。この活動を通し、英語の音とイン

トネーションを身につける。 
 春学期履修した学生は、ディスカッション、プレゼンテーショ

ン、スピーチ（真似）は春学期と別のテーマにしなくてはならな

い。 

1. Overview, Self-introduction, Discussion 1 
2. Discussion 2 
3. Discussion 3 
4. Discussion 4 
5. Discussion 5 
6. Presentation 1 
7. Discussion 6 
8. Discussion 7 
9. Discussion 8 
10. Discussion 9 
11. Discussion 10 
12. Presentation 2 
13. Choosing your favorite speech, Practice 
14. Practice 
15. In-class competition 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 ディスカッション・プレゼンテーション・スピーチ（オリジナルの真似）の準備。 

テキスト、

参考文献 なし。プリントを配布する。 

評価方法 授業への参加度 20% ディスカッションリーダー30% プレゼンテーション 30% スピーチ（真似）20% 
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13 年度以降 英語演習Ⅱ(American Comic Books) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｓ．Ｋ．エリス 

講義目的、講義概要 授業計画 
In this course, we will take a look at the cultural history 
and background of American comic books. In class, 
students will improve their critical thinking and 
discussion skills by taking a closer look at American 
comic book culture, while comparing it with its 
counterpart in Japan. How are American and Japanese 
comic books different? What are the cultural and 
historical influences that have created these differences? 
Each week, students will learn about a different aspect of 
U.S. comic books, while discussing and presenting on 
influences such as immigration, gender, and fan culture.  
Students are required to keep a reflection journal for class 
discussion. In-class assignments, and short quizzes will 
also be given to assess progress and comprehension. 

1. Introduction and course overview/ How to read a comic book.
2. A Brief History of American Comic Books 
3. Immigrant origins of Superheroes 
4. Immigrant issues in Comic Books.  
5. Women in Comics 
6. Gender in Comic books 
7. The Ten Cent Plague: Censorship and Comics 
8. Censorship in Comics Continued  
9. The Marvel Age: Comic Books in the 60s and Beyond. 
10. The Diversification of Comic Books 
11. Comic Books in Film & TV 
12. Comic Books in Film and TV  
13. Comic Book Fan Culture 
14. Fan Culture & Activism cont./ Review  
15. Final presentations/Discussion 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Outside reading, viewing, and writing in reflection journal, pre-and post class is required to prepare for and reflect on 
class discussions. 

テキスト、

参考文献 Reading and viewing materials will be provided by the instructor.  

評価方法 Participation and Attitude 20% Reflection Journal and Homework 40% Presentations 20% Quizzes 
10 % Take Home Test 10% 

 

13 年度以降 英語演習Ⅱ(Looking Forward: Imagining the Future)
（2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｓ．Ｋ．エリス 

講義目的、講義概要 授業計画 
In this course, we will look at how current issues are 
portrayed in the genre of science fiction. Science fiction is 
not only about robots and spaceships, but is also known 
for asking important questions about the future and what 
it means to be human. Through readings, short films, and 
class discussions, students will take a critical look at the 
present while learning to organize and discuss their ideas 
about problems in the world today.   
Students are required to keep a reflection journal for class 
discussion. In-class assignments, and short quizzes will 
also be given to assess progress and comprehension. 
 

Week 1: Course Introduction and Overview 
Week 2: The Environment 
Week 3: The Environment 
Week 4: Gender Roles and Family 
Week 5: Gender Roles and Family 
Week 6: Work and Education 
Week 7: Work and Education 
Week 8: Immigration and Globalization 
Week 9: Immigration and Globalization 
Week 10: Identity and Virtual Reality 
Week 11: Identity and Virtual Reality 
Week 12: Artificial Intelligence 
Week 13: Artificial Intelligence 
Week 14: Course Review & Begin Final Presentations 
Week 15: Final Presentations  

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Outside reading, viewing, and writing in reflection journal, pre-and post-class is required to prepare for and reflect on 
class discussions. 

テキスト、

参考文献 Reading and viewing materials will be provided by the instructor.  

評価方法 Participation and Attitude 20% Reflection Journal and Homework 40% Presentations 20% Quizzes 
10 % Take Home Test 10% 
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13 年度以降 英語演習Ⅱ(Japanese Consumer Society) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
In this course, students will read scholarly articles on the theme 
of “Japanese Consumer Society.” The goals of this course are 
primarily to improve students’ reading and speaking skills.   

 

1. Orientation and Introduction  

2. Chapter 1: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

3. Chapter 2: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

4. Chapter 3: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

5. Chapter 4: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

6. Chapter 5: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

7. Chapter 6:Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

8. Chapter 7: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

9. Chapter 8: Penelope Franck’s The Japanese Consumer 

10. Chapter 9: John Clammer’s Contemporary Urban Japan 

11. Chapter 10: John Clammer’s Contemporary Urban Japan 

12. Chapter 11: John Clammer’s Contemporary Urban Japan 

13. Chapter 12: John Clammer’s Contemporary Urban Japan 

14. Presentations  

15. Presentations 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Students are required to answer reading questions on reading materials before coming to the class and submit it as an e-mail 

attachment before the class (40% of overall grade) 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from Penelope Francks’s The Japanese Consumer: An Alternative History of Modern Japan and 
John Clammer’s Contemporary Urban Japan. Copies of the relevant chapters will be provided the professor. 

評価方法 準備・参加(20%), 課題 (40%), 口頭発表 (40%) 出席:出席を大前とし, ４回以上した場合不合格とする。 

 

13 年度以降 英語演習Ⅱ(Sewing Machine and the Japanese 
Consumer Society)  （2013 年度以降入学者用） 担当者 Ｂ．ゲンチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
This course focuses on the ways in which the arrival of sewing 
machine contributed to the Japanese consumer culture. The 
goals of this course are primarily to improve students’ reading 
and speaking skills.   

1. Orientation and Introduction  
2. Chapter 1: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

3. Chapter 2: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

4. Chapter 3: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

5. Chapter 4: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

6. Chapter 5: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

7. Chapter 6: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

8. Chapter 7: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

9. Chapter 8: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

10. Chapter 9: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

11. Chapter 10: Andrew Gordon’s Fabricating Consumers 

12. A chapter from Andrew Gordon’s (ed.) Postwar Japan as History 

13. A chapter from Andrew Gordon’s (ed.) Postwar Japan as History 

14. Presentations  

15. Presentations  

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

Students are required to answer reading questions on reading materials before coming to the class and submit it as an e-mail 

attachment before the class (40% of overall grade) 

テキスト、

参考文献 
Students will read chapters from Andrew Gordon’s Fabricating Consumers: The Sewing Machine in Modern Japan and 
Andrew Gordon (Ed.), Postwar Japan as History. Copies of the relevant chapters will be provided the professor. 

評価方法 準備・参加(20%), 課題 (40%), 口頭発表 (40%) 出席:出席を大前とし, ４回以上した場合不合格とする。 
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13 年度以降 英語演習Ⅱ(From TED Talks to Our TED Talks) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 渡部 富栄 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：相手を引き付ける、効果的なプレゼンテーショ

ンができることを目指します。 
 
講義概要：TED Talksの中から3つのプレゼンテーション

を分析します（テーマの魅力、一番の強調点、それを伝え

るための論理の構成、使用している単語などの表現、非言

語表現（声の出し方、周辺言語、表情、動作など））。並行

して、予め各自が決めたテーマに基づき、情報収集を進め、

プレゼンテーションの準備を行います。TED Talksで学ん

だことを参考に、相手を引き付ける、効果的なプレゼンテ

ーションを作成・発表し、全体でディスカッションします。

 

1. Orientation  
2. TED Talks 1 
3. Understanding key points and logical structure  
4. Analyzing the way of presentation  
5. TED Talks 2 
6. Important aspects commonly found among TED Talks
7. Why TED Talks attract audience 
8. TED Talks 3 (for each student to choose and analyze)
9. Discussing and sharing students’ findings 
10. Summarizing how to make Our TED Talks 
11. Drafting a presentation, Submitting an abstract. 
12. Drafting PowerPoint slides 
13. Rehearsal 
14. Presentation 
15. Reflection and conclusion 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

課題の TED Talks については予習と復習をしっかりしてください。プレゼンテーションの作成は、各自で

計画的に進めること。 
テキスト、

参考文献 プリントを配布します。 

評価方法 プレゼンテーションの成果（40％）、スライドの作成（20％）、レポートなどの提出物（30％）、積極的な

取り組み（10％） 
 

13 年度以降 英語演習Ⅱ(翻訳演習を用いた英語力の強化) 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 渡部 富栄 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：英語と日本語のそれぞれの特徴を理解し、翻訳

（英訳・和訳）力を高めることを目指します。 
 
講義概要：順送り（頭から）の訳出方法を学び、スピーチ

原稿を訳してそれをボイスオーバーで重ねます。そのあ

と、文芸翻訳に挑戦します（和訳・英訳）。翻訳ができた

らそれをクラスで発表し合います。各自の翻訳作業につい

て振り返りのディスカッションも行います。そのプロセス

を通じて、英語と日本語の特徴を理解し、英訳および和訳

の際の注意点を考察します。以上の演習により、理解力、

分析力、翻訳力（高い精度・豊かな表現・適切な量・速度）

を高めていきます。 

1. オリエンテーション、英日スピーチ原稿の翻訳 ① 
2. ボイスオーバーで訳を重ねる 
3. 和訳作業を振り返り、英語と日本語の違いを考察 
4. 日英スピーチ原稿の翻訳 ① 
5. ボイスオーバーで訳を重ねる 
6. 英訳作業を振り返り、日本語と英語の違いを考察 
7. 文芸和訳Harry Potter and the Sorcerer’s Stone 1  
8. 文芸和訳Harry Potter and the Sorcerer’s Stone 2 
9. 文芸和訳Harry Potter and the Sorcerer’s Stone 3  
10. 文芸翻訳 和訳の振り返り 
11. 文芸英訳『ひとりぼっちのオルガン』① 
12. 文芸英訳『ひとりぼっちのオルガン』② 
13. 文芸翻訳 英訳の振り返り 
14. 確認のためのテスト 
15. まとめ 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

基本的な英文法は確認しておいてください。必要な予習事項は指示しますのでやってきてください。 
事後の課題は次の週に提出してください。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布します。 

評価方法 翻訳の成果物（40％）、翻訳テスト（30％）、レポーなどの提出物（20％）、積極的な取り組み（10％） 
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13 年度以降 英語演習Ⅱ（現代世界） 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 奥平 文子 

講義目的、講義概要 授業計画 
■本講座の主目的は、英語を媒体とし、（１）現代世界に

おける課題やトレンドを軸として英語力を向上させる。

（２）多岐に亘るトピックを通じて多様な視点や包括的に

物事を見る力を培う。（３）国際社会に必要なスキルの向

上、の３点である。 
■授業構成は、トピック毎に、（１）ウォームアップ（２）

インプット（３）アウトプットの３段階とする。 
■インプットでは、クラス全体で英語の読み物や視覚教材

等を幅広い観点から共有するとともに、各テーマへの理解

を深め、リスニングやリーディング力の向上を図る。 
■アウトプットでは、自らの考えを基に、ワークショップ

形式のアクティビティー、ファシリテーション、ディスカ

ッション、ペア/ グループワーク、プレゼンテーション等

を行い、英語による発信力を鍛える。 

1.     オリエンテーション 

 

2.     導入・現代世界の諸相 

 

3～6.  （１）トピック別学習Ⅰ 

（２）活動・課題 

7.     Ⅰのまとめとプレゼンテーション 

 

8～11. （１）トピック別学習Ⅱ 

（２）活動・課題 

12.    Ⅱのまとめとグループプロジェクト 

13.    プレゼンテーション 

 

14･15. 学期のまとめ・評価 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎時のトピックについての予習・復習及び自分の意見をまとめる。 

テキスト、

参考文献 テキスト：随時プリント・資料を配布   参考文献：随時紹介 

評価方法 授業への参加度・貢献度 ２０％ クラス内外の課題 ５０％  プレゼンテーション ３０％ 

 

13 年度以降 英語演習Ⅱ（現代世界） 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 奥平 文子 

講義目的、講義概要 授業計画 
■本講座の主目的は、英語を媒体とし、（１）現代世界に

おける課題やトレンドを軸として英語力を向上させる。

（２）多岐に亘るトピックを通じて多様な視点や包括的に

物事を見る力を培う。（３）国際社会に必要なスキルの向

上、の３点である。 
■授業構成は、トピック毎に、（１）ウォームアップ（２）

インプット（３）アウトプットの３段階とする。 
■インプットでは、クラス全体で英語の読み物や視覚教材

等を幅広い観点から共有するとともに、各テーマへの理解

を深め、リスニングやリーディング力の向上を図る。 
■アウトプットでは、自らの考えを加味し、ワークショッ

プ形式のアクティビティー、ファシリテーション、ディス

カッション、ペア/ グループワーク、プレゼンテーション

等を行い、英語による発信力を鍛える。 

1.     オリエンテーション 
 
2.     導入・現代世界の諸相 

 
3～6.  （１）テーマ学習Ⅰ 

（２）活動・課題 
7.     Ⅰのまとめとプレゼンテーション 

 
8～11. （１）テーマ学習Ⅱ   
12.    Ⅱのまとめとグループプロジェクト 

13.    プレゼンテーション 

 

14･15. 学期のまとめ・評価 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎時のトピックについての予習・復習及び自分の意見をまとめる。 

テキスト、

参考文献 テキスト：随時プリント・資料を配布   参考文献：随時紹介 

評価方法 授業への参加度・貢献度 ２０％ クラス内外の課題 ５０％  プレゼンテーション ３０％ 
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13 年度以降 英語演習Ⅱ（Analyzing Tests with Exercises） 
（2013 年度以降入学者用） 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
この「英語演習」(Analyzing Tests with Exercises)では

英語の「テスト」に着目し、そのテストのねらいや妥当性

を分析しつつ、最終的には「テスト」を創り上げることで

更なる総合的な英語力向上を図ることを狙いとします。テ

ストを分析し、創ることはテスト対策講座とは違います。

しかし、あるテストをよく知ることで結果としてそのテス

トに強くなった、ということはありえるでしょう。いずれ

にせよ、積極的な参加、姿勢、情熱が必要です。予定して

いる内容はUnderstanding how to analyze various tests 
(ex. TOEIC) など。また、授業内では英語での参加・進行

を基本とします。The aim of this course is to improve 
your English skills through Analyzing Tests with 
Exercises. It is necessary for you to attend classes 
positively, and you cannot get your credit if you are 
absent more than 3 times without any particular 
reasons. Basically, we will use English in all the classes.

1 Introduction
2 Analyzing Tests with Exercises 1  
3 Analyzing Tests with Exercises 2 
4 Analyzing Tests with Exercises 3 
5 Analyzing Tests with Exercises 4 
6 Analyzing Tests with Exercises 5 
7 Analyzing Tests with Exercises 6 
8 Analyzing Tests with Exercises 7 
9 Analyzing Tests with Exercises 8 

10 Analyzing Tests with Exercises 9 
11 Analyzing Tests with Exercises 10 
12 Analyzing Tests with Exercises 11 
13 Analyzing Tests with Exercises 12 
14 Analyzing Tests with Exercises 13 
15 Final Evaluation 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前（課題の練習）、事後（課題のレビュー） 

テキスト、

参考文献 To be announced at the first lesson 

評価方法 Class Assignment & In Class Performance 70% 
Final Test, Paper or Presentation 30% 

 

13 年度以降 英語演習Ⅱ(Songs & Culture with Exercise & 
Performance) （2013 年度以降入学者用） 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
この「英語演習」(Songs & Culture with Exercise & 

Performance)では英語の歌（音声的、パフォーマンス的側

面）と歌詞（読解&解釈）を題材に、その歴史的、社会的

背景などを含めて学び、更なる総合的な英語力向上を図る

のが狙いです。参加するからには積極的な姿勢と情熱が必

要です。予定している内容は、 Learning English 
expressions through Songs & Culture (with 
performance)など。また授業内では英語での参加・進行を

基本とします。The aim of this course is to improve your 
English skills through songs & culture (with 
performance). It is necessary for you to attend classes 
positively, and you cannot get your credit if you are 
absent more than 3 times without any particular 
reasons. Basically, we will use English in all the classes. 
(In this term the fundamental policy for the class is the 
same as Spring semester, but the contents are totally 
different.) 

1 Introduction
2 Songs & Culture with Exercises 1  
3 Songs & Culture with Exercises 2 
4 Songs & Culture with Exercises 3 
5 Songs & Culture with Exercises 4 
6 Songs & Culture with Exercises 5 
7 Songs & Culture with Exercises 6 
8 Songs & Culture with Exercises 7 
9 Songs & Culture with Exercises 8 

10 Songs & Culture with Exercises 9 
11 Songs & Culture with Exercises 10 
12 Songs & Culture with Exercises 11 
13 Songs & Culture with Exercises 12 
14 Songs & Culture with Exercises 13 
15 Final Evaluation 

到達目標 「英語Ⅰ～Ⅳ」の学習成果を踏まえ、専門的、実践的な英語運用能力を習得し、特定のテーマに関する英

語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前（課題の練習）、事後（課題のレビュー） 

テキスト、

参考文献 To be announced at the first lesson 

評価方法 Class Assignment & In Class Performance 70% 
Final Test, Paper or Presentation 30% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳論・英語 
多言語間交流特殊研究Ⅰ（翻訳通訳論・英語） 担当者 渡部 富栄 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：ビジネスや政治経済分野の題材を使い、通訳ス

キルを学び、習熟させること、また、よい通訳に必要な要

素を検討して、それを実践することを目指します。 
 
講義概要：通訳とは何かをしっかり理解した上で、通訳の

演習を集中的に行います。サイトトランスレーションを習

熟させ、頭からの情報処理がスムーズにできるようにしま

す。システマティックなノートテーキングのスキルを身に

つけ、効率的かつ効果的に話者の論理を反映した逐次通訳

ができるようにします。ペアワークによる模擬通訳を通じ

て、学んだ通訳スキルを実践します。そして、質の高い通

訳にするために必要なことを検討します。 
注意：通訳スキルの演習は段階的に行います。欠席するこ

となく、意欲的に取り組むことを期待しています。 

1. オリエンテーション、通訳とは？ 
2. リプロダクション、メモリーレッスン 
3. 頭からの訳からサイトトランスレーション 
4. サイトトランスレーション、原稿付き同時通訳 
5. 同時通訳 
6. 逐次通訳演習① ノートテーキングの理論とスキル 
7. 逐次通訳演習② 逐次通訳の習熟 
8. 逐次通訳演習③ 
9. 逐次通訳演習④ 
10. ご挨拶表現 
11. 通訳倫理 
12. 振り返り：さらによい通訳にするために必要なこと 
13. 模擬通訳演習（ペアワーク） 
14. 確認のためのテスト 
15. まとめ（コミュニケーションとして成功する通訳） 

到達目標 英語の翻訳通訳についての基礎理論を習得し、基本的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 与えられた予習課題はしっかりやってきてください。事後課題は、次の週に提出してください。 

テキスト、

参考文献 特定のテキストは使用しません。授業では資料を配布します。 

評価方法 通訳演習でのパーフォーマンス（30％）、授業中に行うテスト（30％）、レポートなどの提出物（20％）、

積極的な取り組み（20％） 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳実習・英語 
多言語間交流特殊研究Ⅳ（翻訳通訳実習・英語） 担当者 渡部 富栄 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：地域社会の中で医療通訳の重要性と課題を理解

し、診療場面の逐次通訳ができることを目指します。 
講義概要：コミュニティー通訳（コミュニケーション手段

がなく不利益を被る地域の外国人への通訳）のなかでも、

医療通訳は必要性が極めて高く、正確で信頼でき、高い倫

理性をもった質の高い通訳が強く求められます。クラスで

は、保健医療の専門用語を学ぶと同時に、基本的な診療場

面の逐次通訳を訓練します。並行して、医療通訳の歴史と

現状の課題、倫理および行動規範、医療通訳者の役割、医

療通訳者に必要な対人コミュニケーションスキルを学び

ます。保健医療制度の国際比較を通じて、外国人が日本で

医療を受ける場合に注意すべきことも考察します。 
医療用語については段階的に提示しますので、難しく考え

なくていいです。興味を持って取り組むことを期待してい

ます。 

1. コミュニティー通訳、医療通訳とは 
2. 医療通訳の歴史と現状 
3. 医療通訳の倫理規定と行動規範 
4. 医療通訳―対話と相互作用 
5. 医療通訳者の役割、文化の仲介、アドボカシー 
6. 診療場面の逐次通訳① ノートテーキング 
7. 診療場面の逐次通訳② 
8. 診療場面の逐次通訳③ 
9. 医療通訳の場面のロールプレイ 
10. 医療通訳スキルとロールプレイの振り返り 
11. 医療通訳者に必要なコミュニケーションスキル 
12. 日本の保健医療制度 
13. 保健医療制度の国際比較 
14. 確認のためのテスト 
15. まとめ 

到達目標 英語の翻訳通訳についての応用理論を習得し、実務的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 与えられた予習課題はしっかりやってきてください。事後課題は、次の週に提出してください。 

テキスト、

参考文献 特定のテキストは使用しません。授業では資料を配布します。 

評価方法 通訳演習でのパーフォーマンス（30％）、授業中に行うテスト（30％）、レポートなどの提出物（20％）、

積極的な取り組み（20％） 
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13 年度以降 スペイン語上級 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
非ネイティブ講師の授業では、スペイン語Ⅲ、Ⅳまでに

培ったスペイン語力を基礎に、講読を中心とした「読み」

の訓練をする。専門的な文章の一部や新聞記事等を、文化

的背景を理解したうえで講読することができる力を養う。

できるだけ多くの種類の文章に触れ、それぞれのジャンル

が持つ独自の文体に馴染むことを目標とする。また、多様

な教材を使うことで語彙の増強も図る。 
 ネイティブ講師のクラスでは、「通じる会話」のみに重

きをおくのではなく、むしろ、実務的な文書の作成や会議

での発言といったパブリックな場面で通用しうるスペイ

ン語力の獲得を目標とする。スペイン語で積極的に意思疎

通する姿勢も同時に養う。 
 この授業では特に予習が不可欠である。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、専門的な文章、新聞記事、雑誌記事の講読、

および会議などパブリックな場での発表、発言ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 

 

13 年度以降 スペイン語上級_再履修 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語上級の内容に従って、非ネイティブ講師の授

業では購読を中心とした「読み」の訓練を、ネイティブ講

師の授業では実務的な文書の作成や会議での発言といっ

たパブリックな場面で通用しうるスペイン語力の獲得を

目指す。 
 スペイン語上級を参照のこと。 

15回分の授業構成について、各担当者が最初の授業で説

明する。 

到達目標 スペイン語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、専門的な文章、新聞記事、雑誌記事の講読、

および会議などパブリックな場での発表、発言ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し課題を済ませておく。 

テキスト、

参考文献 担当者が指定する教科書（授業開始時に指示する） 

評価方法 定期試験によって評価する。担当者によっては小テストをおこなう場合がある。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 
スペイン語演習Ⅰ 担当者 Ｐ．ラゴ 

講義目的、講義概要 授業計画 
El presente curso trata de desarrollar la 
competencia comunicativa de los alumnos de 
nivel intermedio para que éstos puedan 
interaccionar de forma adecuada en diferentes 
situaciones de comunicación. Asimismo, se 
pondrá énfasis en la expresión escrita y en la 
comprensión lectora. Para ello se han elegido una 
serie de temas cercanos al mundo de los 
estudiantes con el propósito de aumentar su 
motivación. 
Finalmente, se promoverá el acercamiento de los 
aprendices a la cultura, los comportamientos, 
valores y las convenciones sociales de la lengua 
meta. 

1, 2, 3. Tema: Las costumbres 
3, 4, 5. Tema: El mundo laboral 
6, 7, 8. Tema: El amor 
9, 10, 11. Tema: La ecología 
12, 13, 14, 15. Tema: El dinero 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Es necesario preparar la clase con antelación y repasar 

テキスト、

参考文献 Fotocopias preparadas por la profesora. 

評価方法 Cada tema contiene una serie de tareas que es necesario hacer. La asistencia a clase es 
importantísima. 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 
スペイン語演習Ⅱ 担当者 Ｐ．ラゴ 

講義目的、講義概要 授業計画 
El presente curso trata de desarrollar la 
competencia comunicativa de los alumnos de 
nivel intermedio para que éstos puedan 
interaccionar de forma adecuada en diferentes 
situaciones de comunicación. Asimismo, se 
pondrá énfasis en la expresión escrita y en la 
comprensión lectora. Para ello se han elegido una 
serie de temas cercanos al mundo de los 
estudiantes con el propósito de aumentar su 
motivación. 
Finalmente, se promoverá el acercamiento de los 
aprendices a la cultura, los comportamientos, 
valores y las convenciones sociales de la lengua 
meta. 

1, 2, 3. Tema: Los amigos 
3, 4, 5. Tema: La salud 
6, 7, 8. Tema: Tiempo de ocio 
9, 10, 11. Tema: El mundo de la moda 
12 y 13. Tema: Enigmas de nuestro planeta 
14 y 15. Tema: La Navidad en España 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Es necesario preparar la clase con antelación y repasar 

テキスト、

参考文献 Fotocopias preparadas por la profesora. 

評価方法 La asistencia es el factor más importante (se exige la asistencia al 80% de las clases). 
El 30% corresponde a las tareas y los trabajos realizados en clase. 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 

スペイン語演習Ⅰ 担当者 Ｊ．マルティネス 

講義目的、講義概要 授業計画 
El objetivo de esta asignatura es desarrollar la expresión oral de los 

estudiantes así como la confianza a la hora de expresarse e interactuar 

con hablantes nativos en situaciones de la vida diaria.  

Las clases se llevarán a cabo exclusivamente en español y el programa 

se discutirá para adapatarse al interés y motivaciones de los estudiantes. 

Es FUNDAMENTAL la PARTICIPACIÓN ACTIVA en clase. 

Dependiendo del número de estudiantes y su nivel la clase se dividirá en 

tres partes: 

1. Conversación (temas elegidos por los estudiantes). Discusión 

moderada por un estudiante. 

2. Desarrollo de estrategias para la expresión oral, potenciando la 

fluidez por encima de la exactitud gramatical. 

3. Desarrollo de estrategias para realizar presentaciones en 

español, ante una audiencia de habla hispana. 

1. Presentación de la asignatura. 

2. Expresar opiniones I. 

3. Expresar opiniones II. 

4. Contar algo, estructurar un relato. 

5. Hacer generalizaciones y excepciones I. 

6. Hacer generalizaciones y excepciones II. 

7. Hacer conjeturas I. 

8. Hacer conjeturas II. 

9. Relatar experiencias. 

10. Cómo hacer presentaciones I. 

11. Cambiar de tema I. 

12. Cambiar de tema II. 

13. Hacer sugerencias. 

14. Repaso y presentaciones I. 

15. Repaso y presentaciones II. 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Antes de la clase: lectura sobre el tema de la clase siguiente. Después de la clase: realizar las tareas asignadas. 

テキスト、

参考文献 El profesor suministrará el material necesario. 

評価方法 Participación activa: 40%   Tareas: 30%  Presentación: 30% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 

スペイン語演習Ⅱ 担当者 Ｊ．マルティネス 

講義目的、講義概要 授業計画 
Continuando con los objetivos del primer semestre, desarrollaremos la 

capacidad de los estudiantes de expresar de forma independiente sus 

opiniones, argumentarlas y debatir con el resto de compañeros.  

 

Para ello deberán moderar discusiones sobre artículos de periódico de 

actualidad. 

 

Los estudiantes (dependiendo del número) tendrán que realizar 

presentaciones comparando aspectos económicos, políticos, 

educativos… entre Japón y un país de habla hispana de su elección. 

 

El objetivo es desarrollar la capacidad crítica y de evaluación de los 

estudiantes así como su capacidad de exponer argumentar y defender sus 

opiniones sobre un tema concreto. 

1. Presentación de la asignatura. 
2. Expresiones coloquiales I. 
3. El sistema educativo en España I. 
4. El sistema educativo en España II. 
5. Comparación sist. educ. de Japón y España. 
6. Expresiones coloquiales II. 
7. El sistema político y electoral español I. 
8. El sestema político y electoral español II. 
9. Comparación sist. pol. español y japonés. 
10. Expresiones coloquiales III. 
11. El turismo en España. 
12. Comparación ind. turística en Japón y España. 
13. Expresiones coloquiales IV. 
14. Repaso y presentaciones. 
15. Repaso y presentaciones. 
 
Los temas se adaptarán al interés de los estudiantes. 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 Antes de la clase: lectura sobre el tema de la clase siguiente. Después de la clase: realizar las tareas asignadas. 

テキスト、

参考文献 El profesor suministrará el material necesario. 

評価方法 Participación activa: 40%   Tareas: 30%  Presentación: 30% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 
スペイン語演習Ⅰ 担当者 Ｎ．ウエチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
スペイン語の総合的応用能力を高めると同時に論理的

客観的な思考のトレーニングにも役立つような素材を取

り扱う。ラテンアメリカの社会、文化などの理解を深める

ことを目指します。様々なテーマの読み物に触れること

で、コミュニケーションをする知識を身につけて行きま

す。辞書をよく活用してスペイン語に親しむこと、情報を

入手すること、批判的な意見を大切にします。また、イン

ターネット等を利用したレポート、教材として活用するこ

とも考えています。 

1. Presentación del curso  
Argentina: información general 

2. Historietas argentinas: Parte I 
3. Parte II 
4. Parte III 
5. Música argentina 
6. Presentación oral 
7. Ecuador: Información general 
8. Patrimonio de la Humanidad: Parte I 
9. Parte II 
10. Parte III 
11. Chile: información general 
12. Literatura chilena: Parte I 
13. Parte II 
14. Presentación oral 
15. Resumen final. 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業で出された課題は必ずこなすようにしましょう。 

テキスト、

参考文献 教室で配布 

評価方法 授業への参加態度、エッセイの結果という 2つの要素から総合的に批判して付けます。 
50%を授業へ積極的な参加、残りの 50%をエッセイと発表によって行う。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 
スペイン語演習Ⅱ 担当者 Ｎ．ウエチ 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
スペイン語の総合的応用能力を高めると同時に論理的

客観的な思考のトレーニングにも役立つような素材を取

り扱う。ラテンアメリカの社会、文化などの理解を深める

ことを目指します。様々なテーマの読み物に触れること

で、コミュニケーションをする知識を身につけて行きま

す。辞書をよく活用してスペイン語に親しむこと、情報を

入手すること、批判的な意見を大切にします。また、イン

ターネット等を利用したレポート、教材として活用するこ

とも考えています。 

 
1. México: información general 
2. El Muralismo: grandes protagonistas. Parte I 
3. El Muralismo: grandes protagonistas. Parte II 
4. Frida Kahlo: obras representativas. Parte I 
5. Parte II 
6. Patrimonios de la Humanidad. Presentación oral 
7. Cuba: información general   
8. Cuba: Patrimonios de la Humanidad. Parte I 
9. Cuba: Patrimonios de la Humanidad. Parte II 
10. Presentación oral sobre música cubana.  
11. Cine hispanoamericano: grandes protagonistas. 
12. Análisis de una película. Parte I 
13. Análisis de una película. Parte II 
14. Presentación oral 
15. Resumen final. 

到達目標 「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業で出された課題は必ずこなすようにしましょう。 

テキスト、

参考文献 教室で配布 

評価方法 授業への参加態度、エッセイの結果という 2つの要素から総合的に批判して付けます。 
50%を授業へ積極的な参加、残りの 50%をエッセイと発表によって行う。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習

スペイン語演習Ⅱ
担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画

この授業は、スペイン語の(1)読解力、(2)語彙力、(3)応
用文法力を高めることを主要な目的とする。またスペイン

語の学習を通じ、スペイン・ラテンアメリカ諸国の社会や

文化についての理解を深めることも目指す。

スペイン語に慣れ、読解力を向上させるためには、数多

くの文献を読むことが重要である。しかしながら第5学期(3
年生春学期)までの授業では必ずしもそれに十分な時間を

割けていないので、本授業では(1)基礎文法をひととおり学

習した人向けの応用文法のテキスト、(2)精読用のテキスト

に加え、(3)主要な単語の意味があらかじめ記されており、

辞書を引く時間を省いてかなり長い文章を読めるよう工

夫されたテキストも用い、文章を読む量を増やしていくこ

ととする。

第1回の授業から第15回の授業まで、左の「講義概要」

で説明している3つのタイプのテキストを併用して学習を

進めていく。

到達目標
「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容
毎回の授業前の予習は必須である。授業直後に入念な復習を行うことも強く期待する。

テキスト、

参考文献
担当者が用意し、授業で配布する。

評価方法
定期試験 60％、授業参加 40％(授業参加とは授業出席率ではない。事前の予習、および授業での疑問点の

解決こそが語学力の向上に資するので、授業での真剣な取り組みを適切に評価に反映させることとする)。
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習

スペイン語演習Ⅱ
担当者 Ｍ．サンチェス 

講義目的、講義概要 授業計画

本講義は口述表現、筆記表現、聴解、読解の４つ

の技能の向上をその目標とし、合わせて中級レベル

に対応する文法問題ならびに語彙練習も同時に実施

する。とりわけクラスではコミュニケーションを図

るためにシンプルな状況設定をしたり、写真やイラ

ストを使用することで口述表現の練習を重点的に行

うが、常に受講者のレベルに応じて進度を調整し、

リラックスして参加できるよう努める。また試験前

にはコース終了に必要な学習内容を確認できるよ

う、講師は重要事項の復習を行う。 

1. コース説明、オリエンテーション 
2. テーマ・旅行：口頭表現練習:”最後にした旅行” 
3. テーマ・旅行：読解ならびに筆記表現練習
4. テーマ・旅行：文法と語彙 
5. テーマ・町：口頭表現練習:自分の町
6. テーマ・町：読解ならびに筆記表現練習 
7. テーマ・町：文法と語彙 
8. テーマ・余暇：口頭表現練習
9. テーマ・余暇：読解ならびに筆記表現練習
10. テーマ・余暇：文法と語彙 
11.テーマ・健康と暮らし：口頭表現練習 
12. テーマ・健康と暮らし：読解ならびに筆記表現 
13.テーマ・健康と暮らし：文法と語彙 
14. 復習：本コースで学習した内容の復習と評価 
15.評価：本コースで学習した内容の評価 

到達目標
「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容

授業前、単語の予習をする
授業後、宿題・課題をする

テキスト、

参考文献

教材：コピーを使用 
コースの教材はウェブサイト上でダウンロード可能 

評価方法
筆記試験: 60%
宿題、授業態度: 40% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習

スペイン語演習Ⅱ
担当者 Ｊ．Ｉ．ドメネク・アロンソ

講義目的、講義概要 授業計画

基本的にこのクラスはスペイン語会話の上達に重点を

置いて進めますが、文法や表現方法で説明が必要な際には

日本語での説明を間にはさみます。言語習得のためにはそ

の言語の背後にある文化を理解することは不可欠です。そ

のためにビデオ教材などを使用し、スペイン文化の一端を

理解するためにも多少の時間を割きます。 

１．総復習

２．過去完了形（規則活用と不規則活用）

３．会話と記述（現在形を過去形にする）

４．接続法現在－１（規則活用と不規則活用） 

５．接続法現在－２（実現可能性の少ないこと） 

６．条件法の説明とその用法

７．接続法過去形

８．小テスト

９．将来の眺望（環境問題、エネルギー問題など）

１０．スペインの歴史の概要説明

１１．間接話法－１ 現在形

１２．間接話法－２ 過去形

１３．各種テーマについての準備学習

１４．総復習

１５．期末試験

到達目標
「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容
毎回配布する宿題を確実に実施してください。

テキスト、

参考文献

TeVeo IDBN 978-4-86211-272-9 
出版 ＤＴＰ出版 著者 ドメネク

評価方法
宿題、授業内評価 2０％ 
試験 8０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語演習 

スペイン語演習Ⅱ
担当者 二宮 哲 

講義目的、講義概要 授業計画

スペイン語Ⅲ, IVまでに培ったスペイン語力を基礎に、

講読を中心とした「読み」の訓練をする。専門的な文章の

一部や新聞記事等を、文化的背景を理解したうえで講読す

ることができる力を養う。できるだけ多くの種類の文章に

触れ、それぞれのジャンルが持つ独自の文体に馴染むこと

を目標とする。また、多様な教材を使うことで語彙の増強

も図る。

また、この演習では、DELEを意識した教材を使用し、

DELE取得を目指す学生の参考になるクラス構成をする。

以下のテーマの教材に沿って、購読、解説を行う。授業

の様子により、進度やテーマの変更の可能性がある。

1. イントロダクション

2. 文化（言語 1/2）
3. 文化（言語 2/2）
4. 文化 (芸能：スペイン)
5. 時事 (経済：スペイン)
6. 時事 (政治：スペイン)
7. 時事 (国際関係：スペイン)
8. 随想 (スペインの作家)
9. 随想 (ラテンアメリカの作家 1/2)
10. 随想 (ラテンアメリカの作家 2/2)
11. 小説・物語 (短編 1/4)
12. 小説・物語 (短編 2/4)
13. 詩 (1/2)
14. 詩 (2/2)
15. 全体のまとめ

到達目標
「スペイン語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「スペイン語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的なスペイン語運

用能力を習得し、特定のテーマに関するスペイン語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容
次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し、次回の内容をプリントで確認する。

テキスト、

参考文献
適宜プリントを配布。

評価方法 定期試験によって評価する。
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13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳論・スペイン語 

多言語間交流特殊研究Ⅲ（翻訳通訳論・スペイン語） 担当者 柴田 バネッサ 

講義目的、講義概要 授業計画 
翻訳・通訳とは何か。実践例や演習を通じて、翻訳・通

訳の概要を検討する。 

翻訳では、文法の復習を兼て、接続法と表現に焦点を当

てる。 

通訳に関しては、通訳者の役割と訓練法の説明を行い、

さらに、翻訳者養成に有意義だとされているメモリーレッ

スンとサイトトランスレーションを通じて通訳・翻訳技能

の強化訓練を行う。プチスピーチと模擬通訳後半は伝達意

図を即時につかみ、取りいれ、発表する練習を行う。 

日本語訳、スペイン語訳 ２課題を提出する。 

語彙のテストを１０回行う。 

1.    オリエンテーション 数字のＱＲ 

2.    通訳と翻訳、相違点、ワーキングメモリーにつて 

3.    メモリーレッスン1 田式シャドーイングについて 

4.    メモリーレッスン2 フラッシュ・スピーキングとは

5.    危機管理（パニック回避）倫理問題 

6.7． サイトトランスレーション サマリー作成 

8.    ワンセンテンス逐次通訳 スピーチ 

9.    ノートテーキング 比較Sabiduría árabe vs 
paranoia gringa 

10.   ノートテーキング 比較 通訳演習 

11.   ノートテーキング 比較 通訳演習 

12.13.長文音読と同時サイトラ 

14.   実技試験 

15.   予備日 

到達目標 スペイン語の翻訳通訳について基礎理論を習得し、基本的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 語彙を勉強する。次回の割り当て分の下調べを行う。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布 テキストは初日に指示する。No llores por mi, Argentina 

評価方法 演習への参加 30％ 課題30％ 試験20％ 実技20％ 課題はＰＣ仕上げ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳実習・スペイン語 
多言語間交流特殊研究Ⅵ（翻訳通訳実習・スペイン語）

担当者 柴田 バネッサ 

講義目的、講義概要 授業計画 
数字ＱＲ 10 万以上の数字を聞いた瞬間にスペイン語

で言えるように訓練します。 

ＤＥＬＥの長文問題を用いて、音読、サイトラ、逐次、

同通演習をペアまたはグループワークで行います。 

10センテンススピーチの作成と訳出演習原稿を音読、そ

して視訳、逐次通訳する。 

以下の手順で本番に近い演習を目指す。 

1. 音読、視訳 

2. サマリー作成 

3. パラグラフ通訳 

2. 同時サイトラとボイスオーバー演習 

5. 同通の場合の削ぎ落しを検討する。 

6. 実技試験 3回 

1.    オリエンテーション、素材音読、 サマリー作成 

2.    視訳（西-日）、サマリー作成、日本の事象（日-西）

3.4.  視訳（西-日）、サマリー作成、逐次通訳 

5.    逐次通訳、ウィスパリング同通 

6.    実技試験 課題訳文提出 

7.    視訳（西-日）、サマリー作成、日本の事象（日-西）

8.9.  視訳（西-日）、サマリー作成、逐次通訳 

10.   逐次通訳、ウィスパリング同通 

11.   実技試験、素材音読、課題訳文提出 

12.13.視訳（西-日）、サマリー作成、逐次通訳 

14.  同通実技試験 

15.   予備日 

到達目標 スペイン語の翻訳通訳について応用理論を習得し、実務的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 語彙を勉強する。次回の割り当て分の下調べを行う 

テキスト、

参考文献 プリントを配布 ＤＥＬＥ 長文 

評価方法 演習への参加 30％ 課題30％ 語彙10％ 実技30％ 課題はＰＣ仕上げ 
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13 年度以降 中国語上級 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
中国語上級はクラス指定をはずす。各自のレベルと興味

にもとづいて授業を選択すること。内容は下記のとおり。 
A) １・２年次の総復習として基礎中国語の文法、文型を

用いて日常会話、リスニングを練習する。 
B）総合的語学力の向上とともに中国の文化や社会につい

ての理解を深めることを目的とする。 
C)・D) 貿易業務における基本的な中国語ビジネス会話を

中心に、様々な専門用語を含めて徹底的に「聞く」 /「話

す」/「理解する」訓練を繰り返す。実際の日中貿易に関す

るビジネス業務全般の基礎知識も習得する。 
E) 〝ナマ〟の小説の読解にチャレンジする。基本的な語

彙・文法を学ぶにとどまらず中国語という言語の奥行きを

覗き味わうことができる。 
F) 日本の時事問題について報道する中国語ラジオ放送

を素材としてリスニングとスピーキング訓練中心。 

担当教員・教材・レベルは以下を参照すること。詳細は

各教員が初回ガイダンスで説明する。 
A) 虞織文『新・ブラッシュアップ中国語』初中級※ 
B) 頼明 『大学生のための現代中国語 12 話・Ⅱ』 中級 
C) 吉田桂子『やさしいビジネス中国語』中級※ 
D) 吉田桂子『ビジネス文書』中上級※ 
E) 武信彰 小説精読 中上級 
F) 永田小絵『NHK ワールド・ラジオ日本中国語リスニ

ング』上級※ 
なお、※印は選択科目「演習」でも同じ内容を履修可能

である。授業計画の詳細は各担当教員の秋学期「演習」を

参照すること。 

到達目標 中国語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、多様かつ高度な表現・作文、高度な文章読解、

様々な場面を想定した複雑な聞き取り・会話ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各教員の指示に基づいて予習復習を行うこと。 

テキスト、

参考文献 各教員の指示する教科書を使用する。授業計画を参照すること。 

評価方法 試験 50％、授業への参加度 50％で評価する。 

 

13 年度以降 中国語上級 再履修 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
単位未取得者向けに開講する春学期上級の再履修クラ

スである。 
 
A) １・２年次の総復習として基礎中国語の文法、文型を

用いて日常会話、リスニングを練習する。 
 
B）総合的語学力の向上とともに中国の文化や社会につい

ての理解を深めることを目的とする。 

A) 虞織文『新・ブラッシュアップ中国語』初中級 

B) 頼明 『大学生のための現代中国語 12 話・Ⅱ』 中級 

到達目標 中国語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、多様かつ高度な表現・作文、高度な文章読解、

様々な場面を想定した複雑な聞き取り・会話ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各教員の指示に基づいて予習復習を行うこと。 

テキスト、

参考文献 各教員の指示する教科書を使用する。授業計画を参照すること。 

評価方法 試験 50％、授業への参加度 50％で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅰ 担当者 劉 岸麗 

講義目的、講義概要 授業計画 
１・２年に学んだ基礎中国語の文法、文型を用い

て日常会話、リスニングを練習し、より正確な表現

力と即戦力を身に着けることを目指す。 

会話の部分と読解の部分がそれぞれあるので、そ

の違いも勉強していくうちに、自然に覚えることが

できる。大量の練習問題もあり、中国語の基礎を確

かなものとなるでしょう。同時に、応用力もレベル

アップができる。会話、リスニング、問題集の練習

は全員一緒に行う場合と担当者を決めて、完成して

もらう場合があります。 

1. ガイダンス 

2. 会话：自我介绍   

3. 文章：全家福   

4. 会话：五一节   

5. 文章：过生日  

6. 会话：约会   

7. 文章：我的一天  

8. 会话：问路   

9. 文章：十月北京  

10. 会话：体育运动    

11. 文章：给姐姐的信   

12. 会话：谈爱好   

13. 文章：民族音乐家 阿炳  

14. 復習 

15. 学期のまとめと期末試験 

 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 初回のガイダンスで指示します。 

テキスト、

参考文献 「新・ブラッシュアップ中国語」（関中研 朝日出版社） 

評価方法 試験 70％、授業への参加度 30％で評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅱ 担当者 劉 岸麗 

講義目的、講義概要 授業計画 

１・２年に学んだ基礎中国語の文法、文型を用い

て日常会話、リスニングを練習し、より正確な表現

力と即戦力を身に着けることを目指す。テキストは

「新・ブラッシュアップ中国語」（関中研 朝日出

版社）を使用する予定。会話の部分と読解の部分が

それぞれあるので、その違いも勉強していくうちに、

自然に覚えることができる。大量の練習問題もあり、

中国語の基礎を確かなものとなるでしょう。同時に、

応用力もレベルアップができる。会話、リスニング、

問題集の練習は全員一緒に行う場合と担当者を決め

て、完成してもらう場合があります。 

1. ガイダンス 
2. 会话：参观与旅游   
3. 文章：自行车日   
4. 会话：宾馆服务台  
5. 文章：三个和尚没水吃  
6. 会话：买东西  
7. 文章：笑脸相迎  
8. 会话：在医务室  
9. 文章：书包太沉重  
10. 会话：作客  
11. 文章：情人多算帐  
12. 会话：谁请客  
13. 文章：来盘“微笑”  
14. 復習 
15. 学期のまとめと期末試験 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 初回のガイダンスで指示します。 

テキスト、

参考文献 「新・ブラッシュアップ中国語」（関中研 朝日出版社） 

評価方法 試験 70％、授業への参加度 30％で評価します。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅰ 担当者 虞 織文 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業の目的は主に以下である。 

〇中国語の読解力をつける。 
〇中国人の日常生活に対する理解を深める。 
〇中国にたいする基礎的な理解を深める。 
春学期は主に、中国人の日常生活と地理歴史について学

習する。90分を前後半に分け一回で２単元を学ぶ。 
 
「餃子を皮から作れる？」「夫が料理をしてくれる？」「文

化大革命って？」、中国人の友達や先生に聞きたいけれど

今さら聞けない基本的なことから、長年勉強していても今

ひとつ納得できないでいたことまで、100の疑問を解消し

つつリーディングスキルを養う。さらに中国人とのコミュ

ニケーションに便利な会話例を通じてスピーキング力も

同時に学ぶことができる。 

1. 単元１～２ 餃子、点心 
2. 単元３～４ 北京料理と上海料理、贈り物 
3. 単元５～６ お茶、お酒 
4. 単元７～８ 交通、建築 
5. 単元９～10 方言、国語と普通話 
6. 単元11～12 あいさつ、祝祭日 
7. 単元13～14 お祝いとお葬式 
8. 単元15 余暇、日常生活と習慣のまとめと復習テスト 
9. 単元16～17 南方と北方、行政区画 
10. 単元19～20 神話と歴史、民俗 
11. 単元21～22 科挙、日中交流 
12. 単元23～24 文化大革命、香港・マカオ・台湾 
13. 地理歴史のまとめと復習テスト 
14. 学期のまとめ 
15. 期末試験と解説 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に本文の音読練習を行い日本語訳で内容を確認する。事後に進出単語を整理する。 

テキスト、

参考文献 三修社『日本人が知りたい中国人の当たり前』 

評価方法 授業への参加度 50％、試験 50％で評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅱ 担当者 虞 織文 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業の目的は主に以下である。 

〇中国語の読解力をつける。 
〇中国人の日常生活に対する理解を深める。 
〇中国にたいする基礎的な理解を深める。 
秋学期は主に、中国の現代社会と文化芸術について学習

する。90分を前後半に分け一回で２単元を学ぶ。 
 
「餃子を皮から作れる？」「夫が料理をしてくれる？」「文

化大革命って？」、中国人の友達や先生に聞きたいけれど

今さら聞けない基本的なことから、長年勉強していても今

ひとつ納得できないでいたことまで、100の疑問を解消し

つつリーディングスキルを養う。さらに中国人とのコミュ

ニケーションに便利な会話例を通じてスピーキング力も

同時に学ぶことができる。 

1. 単元25～26 共産党と国家、戸籍制度 
2. 単元27～28 民族、職場環境 
3. 単元29～30 「80後と90後」、医療保険制度 
4. 単元31～32 大学受験、出版とメディア 
5. 単元33～34 土地所有制、ネット通販 
6. 単元35 旅行 現代社会についてのまとめ 
7. 単元36～37 日中両国の漢字語、漢詩 
8. 単元38～39 漢文と現代文、アニメや漫画 
9. 単元40～41 演劇、映画 
10. 単元42～43 科学技術、草木とイメージ 
11. 文化芸術についてのまとめと復習テスト 
12. 単元44～45 宗教、世界観 
13. 単元46～47 礼儀、人間関係 
14. 単元48～49 メンツ、行動パターン 
15. 単元50 決まり事 期末試験 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に本文の音読練習を行い日本語訳で内容を確認する。事後に進出単語を整理する。 

テキスト、

参考文献 『日本人が知りたい中国人の当たり前』 

評価方法 授業への参加度 50％、試験 50％で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅰ 担当者 蔡 暁軍 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
口語調の文章を読みながら、読解力の基礎を作り、助動

詞、副詞、補語などの表現を中心に、文の中の正確な位置

を把握する。 
また、三十年代の北京の街の風景や方言の言い回しにも

触れる。 

1. “父からの躾” 
2. 新出語彙、文型、訳など 
3. “好きな授業” 
4. 新出語彙、文型、訳など 
5. “友達との遊び” 
6. 新出語彙、文型、訳など 
7. 中間テスト 
8. “空き地での遭遇” 
9. 新出語彙、文型、訳など 
10. “胡同の風景”  
11. 新出語彙、文型、訳など 
12. “ボール探し”   
13. 新出語彙、文型、訳など 
14. 学期のまとめ 
15. 総復習と期末試験 

到達目標 中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得し、

特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業内で適宜指示する。 

テキスト、

参考文献 [我们看海去] 短編小説 『城南旧事』より抜粋 （プリント配布） 

評価方法 授業への積極的参加 30％，授業へ積極的参加した成果（試験）70％で評価する。 
中間試験と適宜小テストを実施する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅱ 担当者 蔡 暁軍 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
口語調の文章を読みながら、読解力の基礎を作り、助動

詞、副詞、補語などの表現を中心に、文の中の正確な位置

を把握する。 
また、三十年代の北京の街の風景や方言の言い回しにも

触れる。 
 

1. “学校生活” 
2. 新出語彙、文型、訳など 
3. “事件との関わり” 
4. 新出語彙、文型、訳など 
5. “見知らぬ人1” 
6. 新出語彙、文型、訳など 
7. 中間テスト 
8. “見知らぬ人2” 
9. 新出語彙、文型、訳など 
10. “父との議論1”  
11. 新出語彙、文型、訳など 
12. “父との議論2し”   
13. 新出語彙、文型、訳など 
14. 学期のまとめ 
15. 総復習と期末試験 

到達目標 中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得し、

特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業内で適宜指示する。 

テキスト、

参考文献 [我们看海去] 短編小説 『城南旧事』より抜粋 （プリント配布） 

評価方法 授業への積極的参加 30％，授業へ積極的参加した成果（試験）70％で評価する。 
中間試験と適宜小テストを実施する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅰ 担当者 武信 彰 

講義目的、講義概要 授業計画 
中国の新聞・雑誌やブログから拾ったニュースが日本で

も報道されることが多い。 
 これらから面白いニュースを拾って，そのネタ元となっ

たであろう中国語による記事を読んでいく。 
 “ナマの”記事だけに，語彙や文体に特有のものも含ま

れる一方，内容の面白さもある。楽しんで中国語の文章を

読む体験をしてもらう。 
 
 
もちろん，教科書のようにピンイン付きの分かち書きに

などになったテキストではないので，基礎力と相当の努力

が必要となる。 
 

1. 転んだ老人を助けた女性、目を離した隙にバイクを盗まれる

2. 「泥棒猫！」と浮気相手をボコボコにするも、人違いと発覚

3. 中国警察がありえない“モザイク”を使用、人権無視の批判

4. 桃にパンツはかせてみました！中国のスーパーに賛否両論

5. 野人探して 22 年間、自分が野人と間違えられる 
6. 福原愛さん、夫に「月の土地」をプレゼント―台湾紙 
7. 男女 4 人、高速道路の路側帯に車止め、自炊 
8. 倒れたおじいちゃんが目覚めて書いた一言が話題に 
9. 清の時代の英語の教科書か、発音を漢字で表記 
10. 重慶の街で流行？幹に体をぶつける「シュロ健康法」 
11. 男性が公然と両親殴る、驚きの理由に通行人がブチギレ！

12. 目が開いていない？パスポート申請を却下された男性 
13. アフリカに渡り 40 年、酋長にまでなった中国人男性 
14. 世界で唯一の「パンダ老人ホーム」 
15. 高速道路で三角表示板代わりに「子犬の入ったケージ」置く

 
※ 上記のものは候補であって，実際には最新のニュースに

取り替えられる可能性があります 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教材の文章を予習し，既習部分の復習をする 

テキスト、

参考文献 プリント配布 

評価方法 レポート 50％，発表等の授業への参加度 50％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習 
中国語演習Ⅱ 担当者 永田 小絵 

講義目的、講義概要 授業計画 
「NHKワールド・ラジオ日本」で実際に海外のリスナー

に向けて放送された中国語番組を素材にして、日本人にと

って身近な話題を取り上げ、リスニングの向上をはかる。

同時に日本のさまざまな話題が中国語でどのように表現

されているのかを学び、現代日本について中国語で説明す

る言語運用力を養う。 
 日本語と中国語の表現の違いを知ることで中国語を使

ったコミュニケーションや，中国の映画や放送を正確に聞

き取り理解する力をつける。 
 教科書にはMP３データの音源を収録したCDが付属し

ているので通学の行き返りにディクテーションやシャド

ーイングの練習を行うにも便利である。 

1. ガイダンス、サブカルチャーは国と国をつなぐ“接着剤” 
2. グローバル人材を確保せよ！ 
3. スカイツリーと江戸情緒を訪ねて 〜東京下町〜 
4. 日本最大のチャイナタウン 〜横浜中華街〜 
5. 第1回～第4回のまとめ 
6. 未来に繋ぐ映画を残したい 〜映画監督・河瀬直美〜 
7. 宿題は親子で１日１分間ハグ 
8. ランチタイムを狙え！〜あの手この手の“スキマ”ビジネス〜

9. いまも昔もハイカラな街，銀座 
10. 第5回～第9回のまとめ 
11. 女性向けサービスで売上げアップを狙え 
12. 日本で京劇を広めたい 
13. 日本を支える元気な 70 代 
14. 第11回～第13回のまとめ 
15. 期末試験と解説 

到達目標 「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に録音を聴きリスニングクイズ①と②を自習し日本語訳を確認、事後に逐次通訳練習を行うこと。 

テキスト、

参考文献 『NHK ワールド・ラジオ日本中国語リスニング』 

評価方法 授業への参加度 50％、試験 50％で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習(中国語ビジネス文書)_金 3 
中国語演習Ⅱ(中国語ビジネス文書)_金 3 担当者 吉田 桂子 

講義目的、講義概要 授業計画

躍進する中国経済を背景に、今、日中間のビジネス分野

では、中国語に精通し、日中双方間のコミュニケーション

を担える人材が求められています。

本講では、日中間の商業分野で使われる「ビジネス文書」

を中心に、まず、中国語の書く力を集中的に強化します。

合わせて、ビジネスの現場にいる講師が実際に使用して

いる実務資料を使い、「ビジネス全般」に関する専門用語

や「貿易業務」の基礎知識を学習します。

毎回の授業では、各自が実際に中国語でビジネス文書を

作成し、実践による中国語の表現能力を養います。

さらに理解を深めるため、秋学期金曜２限中国語演習

「実習中国語ビジネス会話」の受講をお勧めします。

1. 中国語のビジネス文書の特徴／取引の申し込み

2. 見積書送付依頼

3. 見本送付に対する返事

4. 製品の紹介

5. オファー

6. 契約書送付

7. 契約書

8. L/C
9. 支払条件の変更

10. 信用状開設の督促

11. 信用状の期限延長を要請

12. 保険料の問い合わせ

13. 品質クレームの申し立て

14. クレームへの回答

15. 講義のまとめ

到達目標
「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容
毎回の授業で扱った文書内容に沿ってビジネスレターを作成し、次回の授業で提出する。

テキスト、

参考文献
テキスト：毎回配布するプリント

評価方法 定期試験 50％、授業への参加度 50% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国語演習(実習中国語ビジネス会話)_金 2 
中国語演習Ⅱ(実習中国語ビジネス会話)_金 2 担当者 吉田 桂子 

講義目的、講義概要 授業計画

「世界の中の日本」という観点を持つことはとても大切

です。特に隣国である中国と日本は、政治、経済、文化あ

らゆる面で密接な関係にあるといえましょう。そこで、ビ

ジネスの分野でも業務の知識を持って、中国語を自由に操

れる人材の育成がこれまでにも増して求められています。

本講では、こうした人材育成のファーストステップとし

て、「貿易業務」の基本を理解しながら、中国語によるビ

ジネス会話を習得していきます。授業では、実際に日中間

のビジネス現場の現状を紹介する機会を設け、毎回、参加

者全員に会話の機会を提供し、楽しみながら聞いて話せる

中国語の「会話能力」を身に着けていきます。

さらに理解を深めるため、秋学期金曜３限中国語演習「中

国語ビジネス文書」の受講をお勧めします。

1. 商談のアポイントメント取得

2. 引き合い

3. オファー

4. 商品およびメーカーの紹介

5. カウンタービット

6. コミッション

7. 注文

8. 支払条件

9. 信用状

10. 船積期日

11. 包装

12. 保険

13. 契約

14. クレーム

15. 講義のまとめ

到達目標
「中国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「中国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な中国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する中国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容
毎回の授業で扱った会話内容を各自復習し、次回の授業で生徒同士発表し相互評価する。

テキスト、

参考文献
テキスト：『実習ビジネス中国語 商談編』白水社 参考資料：授業中に配布。

評価方法 定期試験 50％、授業への参加度 50% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳論・中国語 
多言語間交流特殊研究Ⅱ（翻訳通訳論・中国語） 担当者 永田 小絵 

講義目的、講義概要 授業計画 
テーマ：日本と中国の翻訳の歴史と理論についての理解を

深め、さらに実際の翻訳作品を素材として比較や分析を行

います。また、学期の最後には種々のテキストを用いて翻

訳実習を行います。 
 
中国における翻訳研究の歴史、日中間の翻訳交流の歴史

などから翻訳がいかなる役割を果たしたかを探ります。林

語堂、魯迅の翻訳論に関しては中国語の原文と参考用に日

本語翻訳または参考文献を配布します。 
 
学期の半ばでは、実際の翻訳作品を例にとって、日本語

から中国語、および中国語から日本語へ翻訳された場合の

言語表現の変化を検討します。 
 
最後に実際に自分で翻訳を行い、翻訳の楽しさや難しさ

を体験します。 

1. ガイダンス 
2. 翻訳の理論が扱う問題 
3. 中国における翻訳の歴史 
4. 中国の翻訳論と日本の翻訳論 
5. 近代文学と翻訳 
6. 日本における中国文学の翻訳（近代以前） 
7. 日本における中国文学の翻訳（近代以降） 
8. 日本文学の中国語訳を読む（1） 
9. 日本文学の中国語訳を読む（2） 
10. 中国文学の日本語訳を読む（1） 
11. 中国文学の日本語訳を読む（2） 
12. 翻訳実習（1） 
13. 翻訳実習（2） 
14. 翻訳実習（3） 
15. 学期のまとめ、レポート提出 

到達目標 中国語の翻訳通訳について基礎理論を習得し、基本的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前にテキストを精読すること。 

テキスト、

参考文献 プリント配布、または URL 指示 

評価方法 レポート 50％、授業への参加度 50％で評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

翻訳通訳実習・中国語 
多言語間交流特殊研究Ⅴ（翻訳通訳実習・中国語） 担当者 永田 小絵 

講義目的、講義概要 授業計画 
テーマ：中日・日中翻訳・通訳入門 
 
履修者の中国語運用能力に適した翻訳通訳の練習を行

います。 
 
１～5 回：比較的読みやすい雑誌記事などの中→日翻訳 
５回目：中間試験 
６～９回：基本的な文法事項にそって中国語作文練習を行

いながら日本語から中国語への訳出訓練をします。 
10～15 回：中日・日中双方向の逐次通訳と同時通訳の練習

を行い、すばやい反応力と応用力を養います。 

1. ガイダンス 中国語読解力の判定 
2. 文化コラムの翻訳 
3. エッセイの翻訳 
4. 社会ニュースの翻訳 
5. 翻訳の試験及び中国語リスニング力の判定 
6. 中国語への訳出練習（単文） 
7. 中国語への訳出練習（単文） 
8. 中国語への訳出練習（長文） 
9. 中国語作文試験及びスピーキング力の判定 
10. 原稿付き逐次通訳 
11. 原稿なし逐次通訳 
12. 原稿付き同時通訳 
13. 原稿なし同時通訳 
14. 通訳実技試験と解説 
15. 翻訳実技試験と解説 

到達目標 中国語の翻訳通訳について応用理論を習得し、実務的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に課題文を精読（または視聴）し授業で訳出できるようにする。事後に単語や文法を整理する。 

テキスト、

参考文献 プリント配布、または URL 指示 

評価方法 試験 50％、授業への参加度 50％で評価する。 
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13 年度以降 韓国語上級 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は「韓国語Ⅳ」に引き継き、文法力、読解力、語

彙力の発展を目指し、新しい文型を用いた例文作りの練習

をすると共に長文を読んでいく。また、会話能力や聞き取

り能力の向上を目指し、授業はほとんど韓国語で行う。 

1. 大衆文化について 
2. 引用形の縮約形 
3. 風習や慣習について 
4. ジャンル別文章表現法 
5. Review 
6. 作文の構想・意見交換 
7. 仮定法 
8. 韓国語学習の経験について 
9. 丁寧度によう様々な表現 
10. Review 
11. 効果的な外国語学習方法について 
12. 擬声語と擬態語 
13. 男女平等について 
14. 用言の名詞化 
15. Review 

到達目標 韓国語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、多様かつ高度な表現・作文、高度な文章読解、

様々な場面を想定した複雑な聞き取り・会話ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 『韓国語－高級Ⅰ』Kyung hee University Press 

評価方法 中間テスト、期末テスト 

 

13 年度以降 韓国語上級_再履修 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は「韓国語Ⅳ」に引き継き、文法力、読解力、語

彙力の発展を目指し、新しい文型を用いた例文作りの練習

をすると共に長文を読んでいく。また、会話能力や聞き取

り能力の向上を目指し、授業はほとんど韓国語で行う。 

1. 大衆文化について 
2. 引用形の縮約形 
3. 慣習について 
4. ジャンル別文章表現法 
5. Review 
6. 作文の構想・意見交換 
7. 仮定法 
8. 韓国語学習の経験について 
9. 丁寧度によう様々な表現 
10. Review 
11. 効果的な外国語学習方法について 
12. 擬声語と擬態語 
13. 男女平等について 
14. 用言の名詞化 
15. Review 

到達目標 韓国語上級レベルの文法知識、読解力、表現力を習得し、多様かつ高度な表現・作文、高度な文章読解、

様々な場面を想定した複雑な聞き取り・会話ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 『韓国語－高級Ⅰ』Kyung hee University Press 

評価方法 中間テスト、期末テスト 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語演習 
韓国語演習Ⅰ 担当者 中川 正臣 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、韓国語を通じて自分はどのようなことを実

現したいのかを考え、それに一歩でも近づくことを目的と

します。「ことば」は勿論、コミュニケーションに必要な

文化、ICTスキル、思考力、協働など様々な能力の開発を

するとともに、教室内外の社会的活動を通じて、自己実現

していきます。授業スケジュールは学生の特性によって変

更可能性があります。  

１．私はこの授業を通じて何を成し遂げたいのか－ 
２．相手を知る、自分を知る１  
３．相手を知る、自分を知る２ 
４．相手を知る、自分を知る３  
５．インタビュー活動１ 
６．インタビュー活動２ 
７．インタビュー活動３ 
８．情報を共有する１ 
９．情報を共有する２ 
１０．情報を共有する３ 
１１．お互いアドバイスをする１ 
１２．お互いアドバイスをする２ 
１３．お互いアドバイスをする３ 
１４．総まとめ 
１５．期末テスト 

到達目標 「韓国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「韓国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な韓国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する韓国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 必ず予習・復習、宿題をしてください。 

テキスト、

参考文献 「New 西江韓国語 4A」著者：西江大学韓国語教育院 

評価方法 期末テスト５０％、発表２５％、授業中の課題遂行や宿題、小テスト２５％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語演習 
韓国語演習Ⅱ 担当者 中川 正臣 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、前期に引き続き、韓国語を通じて自分はど

のようなことを実現したいのかを考え、それに一歩でも近

づくことを目的とします。「ことば」は勿論、コミュニケ

ーションに必要な文化、ICTスキル、思考力、協働など様々

な能力の開発をするとともに、教室内外の社会的活動を通

じて、自己実現していきます。授業スケジュールは学生の

特性によって変更可能性があります。 

１．私はこの授業を通じて何を成し遂げたいのか－ 
２．自分が紹介したい場所のアクセスや位置を伝える１ 
３．自分が紹介したい場所のアクセスや位置を伝える２ 
４．自分が紹介したい場所のアクセスや位置を伝える３ 
５．話の概要を理解したり、伝える１ 
６．話の概要を理解したり、伝える２ 
７．話の概要を理解したり、伝える３ 
８．自分の意見を述べる１ 
９．自分の意見を述べる２ 
１０．自分の意見を述べる３ 
１１．自分のお気に入りについて語る１ 
１２．自分のお気に入りについて語る２ 
１３．自分のお気に入りについて語る３ 
１４．総まとめ 
１５．期末テスト 

到達目標 「韓国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「韓国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な韓国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する韓国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 必ず予習・復習、宿題をしてください。 

テキスト、

参考文献 「New 西江韓国語 4A」著者：西江大学韓国語教育院  

評価方法 期末テスト５０％、発表２５％、授業中の課題 遂行や宿題、小テスト２５％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語演習

韓国語演習Ⅱ
担当者 白 寅英 

講義目的、講義概要 授業計画

本講義は春学期の「韓国語上級」の授業での学習内容を

踏まえ、より高度な韓国語を身につけるためのもので、高

級文法の学習や多様な文章の読解を通して高級語彙・表現

の習得を目指す。

 なお、プレゼンテーションの機会を設け、発表文の作成

から発表、質疑応答まですべてを韓国語で行い、韓国語の

運用能力やコミュニケーション能力の向上を図る。

1 授業の概説と受講者の要望収集・確認 
2 個人と家庭について 
3 個人と家庭について

4 Review
5 運動と娯楽について 
6 運動と娯楽について

7 Review
8 presentation 
9 気候と旅行について 
10 気候と旅行について 
11 Review
12 科学と技術について

13 科学と技術について 
14 Review 
15 presentation 

到達目標
「韓国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「韓国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な韓国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する韓国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容

テキストの指定された箇所を事前に精読し、予習すること。 
また、出される課題を指定日に提出・発表などができるように用意すること。

テキスト、

参考文献
『韓国語－高級Ⅰ』Kyung Hee University Press 

評価方法 定期試験 40％、プレゼンテーション 30％、課題および授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国語演習

韓国語演習Ⅱ
担当者 沈 民珪 

講義目的、講義概要 授業計画

講義は春学期の韓国語上級で学んだ事項をふまえ、さら

に高度な韓国語運用力を習得するためのものである。その

ため、授業をすべて韓国語で行い、意思伝達の能力を向上

させ、自由な意見交換ができる場とする。

1 趣味について 
2 趣味について 
3 各国の人気（伝統）スポーツについて

4 各国の人気（伝統）スポーツについて 
5 Review 
6 旅行の計画を立てる

7 旅行の計画を立てる 
8 好きなインターネットサイトについて 
9 好きなインターネットサイトについて 
10 Review 
11 未来の生活の変化を推測する

12 未来の生活の変化を推測する 
13 絵をつかって物語りをつくる 
14 絵をつかって物語りをつくる 
15 Review 

到達目標
「韓国語Ⅰ～Ⅳ」ならびに「韓国語上級」の学習成果をふまえ、専門的、実践的な韓国語運用能力を習得

し、特定のテーマに関する韓国語文献研究、実務的課題に対処できるようにする。

事前・事後

学修の内容

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。また、毎回だされる課題を解いて次回に発

表・提出してください。

テキスト、

参考文献
『韓国語－高級Ⅰ』Kyung Hee University Press 

評価方法 期末テスト 50％、課題及び発表 20％、授業参加度 30％、 
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13 年度以降 翻訳通訳論・韓国語 担当者 中川 正臣 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的は、翻訳・通訳の実践的スキルを身につけ

ることです。今学期の中心は翻訳・通訳の基礎を学ぶこと

です。また、実際に翻訳・通訳をしながら、求められる能

力とスキルを習得します。 
授業は講義形式とグループ活動によって行います。 

授業スケジュールは学生の特性によって多少の変更可能

性があります。  

１．講義概要 
２．なぜ翻訳をするのか 
３．どのような翻訳が求められているのか 
４．話し言葉の翻訳１ 
５．話し言葉の翻訳２ 
６．書き言葉の翻訳１ 
７．書き言葉の翻訳２ 
８．中間テスト 
９．なぜ通訳をするのか 
１０．どのような通訳が求められているのか 
１１．逐次通訳１ 
１２．逐次通訳２ 
１３．同時通訳１ 
１４．同時通訳２ 
１５．期末テスト 

到達目標 韓国語の翻訳通訳について基礎理論を習得し、基本的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教材は授業の中でプリントを配布します。必ず予習・復習、課題をしてください。 

テキスト、

参考文献 プリント教材（辞書は必ず自分で購入してください 

評価方法 中間テスト３０％、期末テスト３０％、授業中の課題遂行や宿題、小テスト４０％ 

 

13 年度以降 翻訳通訳実習・韓国語  担当者 中川 正臣 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、前期の翻訳通訳論を踏まえ、より実践的な通

訳、翻訳をします。日韓翻訳、韓日翻訳、日韓通訳、韓日

通訳を実際にしながら、実践力と、生じる問題点をいかに

補っていくかを考える力も養います。授業はペア活動やグ

ループ活動が中心になります。 
 授業スケジュールは学生の特性によって多少の変更可

能性があります。  

１．講義概要 
２．翻訳の本質 
３．翻訳の実践１ 
４．翻訳の実践２ 
５．翻訳プロジェクト１（テーマ探し） 
６．翻訳プロジェクト２（実践１） 
７．翻訳プロジェクト３（実践２） 
８．翻訳プロジェクト４（成果物の発表） 
９．翻訳プロジェクト５（振り返り） 
１０．通訳の本質 
１０．通訳の実践１ 
１１．通訳の実践２ 
１２．通訳の実践３ 
１３．通訳の実践４ 
１４．パフォーマンステスト 
１５．期末テスト 

到達目標 韓国語の翻訳通訳について応用理論を習得し、実務的な翻訳通訳ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教材は授業の中でプリントを配布します。必ず予習・復習をしてください。 

テキスト、

参考文献 プリント教材（辞書は必ず自分で購入してください。 

評価方法 成果物３０％、パフォーマンステスト３０％、授業中の課題遂行や宿題、小テスト４０％ 
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12 年度以前 英語演習Ⅰ（映画とレクチャーで学ぶ異文化コミュニケ

ーション）（2012 年度以前入学者用） 担当者 中村 香代子 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業では異文化コミュニケーションに関する様々

なトピックを軸に、総合的な英語力向上を目指します。映

画「グラントリノ」を使ってたっぷりリスニング練習をす

ると共に、映画中の役立つ表現を覚えたり、ロールプレイ

を通して会話の自然なリズムやスピードを身につけて行

きます。 
コース後半では講義やリーディングを通してトピック

の理解を更に深めます。また映画やリーディングの内容に

ついてディスカッションを重ねることで、スピーキング力

も鍛えていきます。 
 学期末にはクラスで扱ったトピックに関して各自プレ

ゼンテーションをしてもらいます。その準備過程がリーデ

ィング・ライティング練習になるのはもちろんですが、効

果的な発表の仕方やレジメの書き方も一緒に学びましょ

う。 

1 ガイダンス 
2 映画（リスニング・ディスカッション）生と死 
3 映画（リスニング・ディスカッション）戦争の英雄 
4 映画（リスニング・ディスカッション）新しい文化 
5 映画（リスニング・ディスカッション）文化的タブー

6 映画（リスニング・ディスカッション）人生の道 
7 映画（リスニング・ディスカッション）誤解 
8 映画（リスニング・ディスカッション）解決策 
9 英語表現クイズとロールプレイテスト 

10 異文化コミュニケーション（リーディング） 
11 ノンバーバルコミュニケーション（身振り・時間） 
12 ノンバーバルコミュニケーション （空間・接触） 
13 ノンバーバルコミュニケーション （パラ言語） 
14 プレゼンテーション 
15 プレゼンテーション 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 

授業で学んだ英語表現の復習や音読の練習をしっかりしておいて下さい。 
また、リーディングや講義プリントは意味を調べて、内容を予習しておきましょう。 

テキスト、

参考文献 教材プリントは教員が準備・配布します。 

評価方法 授業参加とディスカッションにおける貢献度(30%)、英語表現クイズとロールプレイ (40%)、プレゼンテ

ーション(30%)で総合的に評価します。 
 

12 年度以前 英語演習Ⅱ （映画とレクチャーで学ぶ人種問題） 
（2012 年度以前入学者用） 

担当者 中村 香代子 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業では人種差別問題に関する様々なトピックを

軸に、総合的な英語力向上を目指します。映画「クラッシ

ュ」を使ってたっぷりリスニング練習をすると共に、映画

中の役立つ表現を覚えたり、ロールプレイを通して会話の

自然なリズムやスピードを身につけて行きます。 
コース後半では講義やリーディングを通してトピック

の理解を更に深めます。また映画やリーディングの内容に

ついてディスカッションを重ねることで、スピーキング力

も鍛えていきます。 
 学期末にはクラスで扱ったトピックに関して各自プレ

ゼンテーションをしてもらいます。その準備過程がリーデ

ィング・ライティング練習になるのはもちろんですが、効

果的な発表の仕方やレジメの書き方も一緒に学びましょ

う。 

1 ガイダンス 
2 映画（リスニング・ディスカッション）銃社会 
3 映画（リスニング・ディスカッション）偏見 
4 映画（リスニング・ディスカッション）差別 
5 映画（リスニング・ディスカッション）AAVE 
6 映画（リスニング・ディスカッション）人種政策 
7 映画（リスニング・ディスカッション）民族の垣根

8 映画（リスニング・ディスカッション）共生 
9 英語表現クイズとロールプレイテスト 
10 奴隷たちの手記（リーディング） 
11 奴隷制と人種差別 
12 公民権運動（１） 
13 公民権運動（２） 
14 プレゼンテーション 
15 プレゼンテーション 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 

授業で学んだ英語表現の復習や音読の練習をしっかりしておいて下さい。 
また、リーディングや講義プリントは意味を調べて、内容を予習しておきましょう。 

テキスト、

参考文献 教材プリントは教員が準備・配布します。 

評価方法 授業参加とディスカッションにおける貢献度(30%)、英語表現クイズとロールプレイ (40%)、プレゼンテ

ーション(30%)で総合的に評価します。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン研究概論 
スペイン・ラテンアメリカ研究入門Ⅰ（スペイン） 担当者 二宮 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン研究概論では、主にスペインの言語・地理・文

化・歴史に関する講義を行う。特にスペイン語を学ぶもの

にとっては最低限知っておかなければならない基礎的知

識の獲得を第一の目的とする。 
 講義は、スペインの歴史、地理、社会、言語事情の基礎

を講義する。簡単な課題を与える場合がある。 
 なお、本講義は「ラテンアメリカ研究概論」と関連性・

連続性が強いため、左記授業も選択することが望ましい。

1. 世界のスペイン語 
2. イベリア半島の地理・言語状況 
3. カタルーニャの言語文化 1 
4. カタルーニャの言語文化 2 
5. バスク、ガリシアの言語文化 
6. アンダルシーアの言語文化 
7. イスラム・スペイン 
8. 1492 
9. フラメンコ・闘牛 
10. スペイン黄金世紀 
11. 18、19世紀のスペイン 
12. 18、19世紀のスペイン 
13. スペイン内戦とフランコ体制 
14. スペインの民主化とヨーロッパ統合 
15. 春学期のまとめ 

到達目標 スペインの歴史、文化、社会、政治、経済等に関する事情について基本的な知識を習得し、これに関して

分析を行い、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し、次回の内容をプリントで確認する。 

テキスト、

参考文献 適宜プリントを配布。 

評価方法 定期試験によって評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン語研究 
スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅳ（スペイン語学）

担当者 二宮 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語の文法要素を言語学的に分析することが本

講義の目的である。分析の結果も大事な成果のひとつであ

るが、それ以前に分析の方法、プロセスを見いだし、問題

設定をする練習の場とも考える。 
 
 今年度の主なテーマは「代名詞・冠詞の用法を中心とし

た定表現について」とする。 
 まず、スペイン語の代名詞に関する基本的な知識を獲

得・復習するために講義を行う。その際に先行研究を紹介

し、それらの分析にはどのような問題点があるのかを洗い

出す。次に冠詞について同様に確認する。 
 ある程度の予備知識がついたところで、扱ったテーマの

中からひとつテーマを選択し、それに関する短いレポート

を課題とする。 

1. スペイン語の代名詞について（説明講義）1 
2. スペイン語の代名詞について（説明講義）2 
3. スペイン語の代名詞について（説明講義）3 
4. スペイン語の代名詞について（説明講義）4 
5. 問題点１ 
6. 課題１ 
7. 課題の説明１ 
8. スペイン語の冠詞と構文について（説明講義）5 
9. スペイン語の冠詞と構文について（説明講義）6 
10. スペイン語の冠詞と構文について（説明講義）7 
11. スペイン語の冠詞と構文について（説明講義）8 
12. 問題点2 
13. 課題2 
14. 課題の説明2 
15. 講義のまとめ 

到達目標 スペイン語学、言語学的にスペイン語を観察・分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し、次回の内容をプリントで確認する。 

テキスト、

参考文献 適宜プリントを配布。 

評価方法 数回のレポートによって評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカ研究概論 
ラテンアメリカ研究入門Ⅱ（ラテンアメリカ） 担当者 佐藤 勘治 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業は、ラテンアメリカを対象とした地域研究入門 

の授業である。スペイン語履修者が知らなければならない

ラテンアメリカに関する基礎知識を修得して、ラテンアメ

リカの特徴や魅力、抱えている課題についての理解を深め

ることを目的としている。  
 高校までの地理や世界史などの授業においてラテンア

メリカの項目は限定されているが、それでもいくつかの重

要項目については教えられている。この授業では、それら

の基礎知識を(再)確認するとともに、ラテンアメリカの

人々 の生活や社会の現状について歴史的背景を含めてよ

り深く知る場としたい。 
 ラテンアメリカ研究を研究課題としたいと考えている 
人は必須である。 

1 導入① ラテンアメリカの多様性：ステレオタイプに

ついて シャキーラ、「ハンモックの埋葬」を題材に 
2 導入② ラテンアメリカの地理・気候と食文化  
3 導入③ メキシコ食文化とグローバル化 
4 人種・民族① 先住民とメスティーソ、ヨーロッパ系

5 人種・民族② アフリカ系とアジア系 
6 歴史① 先コロンブス期：インカ、アステカ、マヤ 
7 歴史② 植民地期：コロンブスの到達の歴史的意味 
8 文化と社会① 宗教と祭り、家族、女性 
9 文化と社会② 文学と造形芸術 

10 歴史③ ラテンアメリカの独立と19世紀 
11 歴史④ 米国と対峙する20世紀のラテンアメリカ 
12 経済と社会・政治① 開発主義と独裁から民主化へ 
13 経済と社会・政治② ラテンアメリカの挑戦 
14 米国ラティーノ：新しい民族集団の形成 
15 まとめ 

到達目標 ラテンアメリカの歴史、文化、社会、政治、経済等に関する事情について基本的な知識を習得し、これに

関して分析を行い、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 ポルタおよび授業で配る資料を事前に読むこと。事後学習については授業中に指示する。 

テキスト、

参考文献 授業内で指示する。 

評価方法 数回の小テストと出席３割、期末テスト７割 

 

13 年度以降 スペイン語圏の文学 担当者 中井 博康 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペイン語文学について基本的な知識を身につけると

ともに、できるだけ多くの文学テクストを実際に読むこと

により、新たな作家や作品と出会う機会にしてほしいと思

います。具体的には、授業時間内では17世紀までの有名な

韻文テクストを精読し、授業時間外の課題として、各自の

興味にしたがってブックリストの本を数冊読み、その読書

報告をしてもらいます。 

01 ガイダンス, romance 
02 Marqués de Santillana, Jorge Manrique, Danza de la 

Muerte 
03 Gómez Manrique, Íñigo de Mendoza, Juan del Encina. 
04 Garcilaso de la Vega, Gutierre de Cetina 
05 Fernando de Acuña, Battasar del Alcázar, Francisoc de 

Aldana. 
06 Herrera, Francisco de Figueroa, Francisco de la Torre 
07 Santa Teresa, San Juan de la Cruz, Luis de León 
08 Lope de Vega, Argensola 
09 Luis de Góngora 
10 Francisco de Quevedo 
11 Francisco de Medrano, Rodrigo Caro, etc. 
12 Francisco de Rioja, Gabriel Bocángel, etc. 
13 Sor Juana Inés de la Cruz 
14 Francisco de Terrazas, Mateo Rosas de Oquendo 
15 総論 

到達目標 スペイン・ラテンアメリカの芸術文化の特質等を理解したうえで、スペイン語圏の文学作品を分析し、鑑

賞・批評できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 課外学習として、ブックリストの本を数冊読み、それぞれレポートを作成してもらいます。 

テキスト、

参考文献 特定のテキストは使用しません。レポートのためのブックリストを配布します。 

評価方法 授業時のレスポンスカード（平常点 40％）とレポート（課題点 60%）により、総合的に評価します。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペインの言語と歴史・文化 
スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅳ（スペイン語圏の言語文化）

担当者 二宮 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
スペインの文化について歴史を辿りながら総覧する。と

くに言語の歴史を中心として、その周辺で動く社会や風習

などを概観する。 
 主な対象は「スペイン」ではあるが、勿論、言語を中心

に見ていくため、スペイン以外のスペイン語圏についても

可能な限り触れていく。またスペイン語の文献や作品を実

際に読む。そのため一定以上のスペイン語力が求められ

る。 
 今年度は特に、スペインの各地に伝わる「食」を中心に

据えて、スペインの地域性と歴史をもとにスペインの文化

について考えて行きたい。 

1. オリエンテーション 
2. スペインの地域性 
3. 地域性・歴史と言語・文化１ 
4. 地域性・歴史と言語・文化２ 
5. スペインの歴史と食の関係１ 
6. スペインの歴史と食の関係２ 
7. スペインの地域と食に関するプレゼンテーション１ 
8. スペインの地域と食に関するプレゼンテーション２ 
9. スペインの地域と食に関するプレゼンテーション３ 
10. スペインの地域と食に関するプレゼンテーション４ 
11. スペインの地域と食に関するプレゼンテーション５ 
12. 歴史と食１ 
13. 歴史と食２ 
14. 現代と食 
15. 総論 

到達目標 スペインの言語の歴史の把握、ならびにスペインの歴史に沿って、主な文学作品・歴史資料を分析し、鑑

賞・批評できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 次の授業までに、前の授業で学習した内容を復習し、次回の内容をプリントで確認する。 

テキスト、

参考文献 適宜プリントを配布。 

評価方法 数回のレポート、プレゼンテーションによって評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカ近現代史 
スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅰ（ラテンアメリカ近現代史）

担当者 佐藤 勘治 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業では、主に 19 世紀半ば以降のカリブ海地域・

ラテンアメリカを対象にして、米国と向き合わざるを得な

いラテンアメリカとその自立の動きをおっていく。 
基礎的歴史事項の修得を第一の目標にするが、それとと

もに、現代ラテンアメリカに関する多面的理解に資するも

のとしたい。現代ラテンアメリカの特徴は、①「もうひと

つの世界」をもとめるラテンアメリカ、②経済と人の移動

を通して一体化する南北「アメリカ」、という一見相反す

る動きがみられるところにある。ラテンアメリカはこれか

らどの方向に進んでいくのか考えるための素材を提供し

ていき、履修生が自ら考える場としたい。トランプ大統領

の登場によって、問題は明白になったように思う。 
 なお、授業の最初には、音楽、映画、絵画、文学、大衆

芸術など多様なラテンアメリカ文化を本論のテーマと関

連付けて紹介し、ラテンアメリカ文化理解への導入とした

い。 

１ はじめに 現代世界の中のラテンアメリカ 
「ラテンアメリカ」の誕生 中米・カリブ海域史 
２ パナマ鉄道とスイカ事件＋ウォーカーのニカラグア 
３ パナマ運河建設とパナマ建国 
４ 砂糖プランテーションとバナナ共和国  
５ 米西戦争＋キューバ革命と文化 
ラテンアメリカの独立と欧米 19 世紀 
６ ボリバルの夢とイギリスの非公式帝国  
 アルゼンチンとブラジル 
７ メキシコの独立とテキサス併合 
８ 米メキシコ戦争 
９ ディアス期のメキシコ 
10 11 メキシコ革命からサパティスタ蜂起へ 
20 世紀のラテンアメリカ 
12 チリ革命・ニカラグア革命と文化 
13 チャベスのボリバル革命、ボリビア・モラレス政権 
米国へ浸透するラテンアメリカ  
14 「アメリカス」の時代へ 
15 まとめ 

到達目標 ラテンアメリカの近現代史に関して自ら課題を設定し、調査・分析のうえ、見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 ポルタや授業で配る資料を事前に読むこと。事後学習については授業中に指示する。 

テキスト、

参考文献 随時、授業中に指定する。 

評価方法 授業での発言内容、数回の小レポート５割と期末レポート５割で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカの政治と社会 
スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅱ（ラテンアメリカの政治と社会） 担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義ではラテンアメリカという地域の多様性を知り、

またこの地域の政治と社会の基本構図を理解することを

目標とする。 
ラテンアメリカは世界でも稀な、大陸的規模で同質的な

文化をもつ地域である。しかし詳しく見ていくと、その同

質性を基底としつつも多様性に富んだ地域であることが

分かる。また規模は小さいが、カリブ地域にはまったく異

質な言語や文化をもつ小国家群も存在する。 
本講義では、まずラテンアメリカの政治と社会の基本的

な歩みを知り、そのうえでいくつかの代表的な国を具体的

に取り上げて地域の多様性について理解を深めていく。そ

してこれらを基礎に、現代のラテンアメリカがいかなる政

治的・社会的課題を抱えているか、またそれにどう取り組

んでいるか(取り組むべきか)を考えていく。 

1. 政治史(1)：ラテンアメリカ諸国の独立(19世紀) 
2.    (2)：近代化とポピュリズム(20世紀前半) 
3.    (3)：開発と軍事政権(1960年代～) 
4.    (4)：経済危機と民主化(1980年代～) 
5.    (5)：ネオリベラリズムと現代社会 
6. 地域的多様性(1)：ラプラタ諸国(アルゼンチンなど) 
7.       (2)：ブラジル 
8.       (3)：アンデス諸国(ペルーなど) 
9.       (4)：メキシコ・中米諸国 
10.       (5)：カリブ諸国 
11. 現代の課題(1)：ネオリベラリズムと貧困・格差 
12.      (2)：先住民運動と多文化主義 
13.      (3)：麻薬と組織犯罪・暴力 
14.      (4)：政治の左傾化と社会運動 
15.      (5)：これからのラテンアメリカ 

到達目標 ラテンアメリカの政治と社会に関する基本的事項を総合的かつ体系的に理解し、諸問題について分析のう

え、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業効果を高めるための課題(基本事項の事前確認や文献の講読)について毎回指示する。 

テキスト、

参考文献 参考文献は授業で随時紹介する。 

評価方法 期末試験で評価(これに授業への参加状況を加味する場合がある)。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカの国際関係 
スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅱ（ラテンアメリカ国際関係論） 担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では世界のなかにおけるラテンアメリカの位置

づけやその歴史的歩みを学ぶとともに、この地域をとりま

く国際関係の諸問題について理解することを目標とする。

ラテンアメリカは発展途上地域であるが、言語的・文化

的にはスペインなどのヨーロッパ的特色も有し、また多く

の第三世界諸国と異なり、独立国としても200年近い歴史

のある、世界のなかで固有の性質をもつ地域である。 
本講義ではまず、世界のなかのラテンアメリカという視

点からこの地域の歴史的歩みを捉える。そのうえで、対米

関係やラテンアメリカ諸国間の関係に関する重要論点に

ついて学ぶ。そして、今日のグローバル化の影響やラテン

アメリカで強まりつつある新しい地域主義の動向を知り、

この地域が抱える21世紀の課題について考える。なお、日

本とラテンアメリカの関係についても取り上げる。 

1. 国際関係史(1)：植民地時代のラテンアメリカ 
2.           (2)：独立期と一次産品輸出経済 
3.           (3)：米国の覇権主義の拡大(20世紀前半) 
4.           (4)：国家発展と経済危機(20世紀後半) 
5.           (5)：地域協調の時代(1990年代以降) 
6. 対米関係(1)：キューバ革命と米国 
7.         (2)：軍事政権と米国による援助政策 
8.         (3)：米国の国益とネオリベラリズムの浸透 
9.         (4)：反米左傾化の拡大 
10. 域内関係(1)：資源開発と国境紛争 
11.         (2)：輸入代替工業化期の経済統合 
12.         (3)：反グローバリズムと社会運動 
13.         (4)：新しい地域統合(UNASUR、CELAC) 
14. 日本とラテンアメリカ(1)：日本人移民と日系社会 
15.            (2)：日本による開発協力 

到達目標 ラテンアメリカの国際関係に関する基本的事項を総合的かつ体系的に理解し、これに関して分析および見

解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業効果を高めるための課題(基本事項の事前確認や文献の講読)について毎回指示する。 

テキスト、

参考文献 参考文献は授業で随時紹介する。 

評価方法 期末試験で評価(これに授業への参加状況を加味する場合がある)。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカの経済と社会 
スペイン・ラテンアメリカ研究Ⅲ（ラテンアメリカの経済と社会）

担当者 今井 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
１. ラテンアメリカの経済・社会構造の基本的特質を、ア

ジア、アフリカと比較しながら概観する。 
２. ラテンアメリカ地域の歴史を辿り、植民地前の先住民

社会、植民地期の政策と社会変容、独立後の国家建設

と経済開発、経済・社会の変容について理解する。 
３. ラテンアメリカ経済・社会の現状を分析し、グローバ

ル化が進む中でラテンアメリカ諸国が直面している主

要な経済・社会問題について考察する。 
４. ラテンアメリカにおける開発の思想、理論、政策、持

続可能な発展、人間の安全保障、男女共同参画、開発

と人間の幸福をめぐる諸理念について考察する。 
５. 日本とラテンアメリカの関係を移民、外交、経済につ

いて理解し、今後の課題と目指すべき方向について考

える。授業は講義を中心に、受講生の討論も取り入れ

ながら進める。 

１． ラテンアメリカ概観―自然、住民、宗教、文化 
２． 第１章 ラ米経済・社会の歴史的変遷―時期区分 
３． 第１節 先コロンブス期（―15世紀末） 
４． 第２節 植民地期（―19世紀初め） 
５． 第３節 独立期（－19世紀半ば） 
６． 第４節 一次産品輸出経済の確立（―1929年） 
７． 第５節 工業化から地域統合へ（1929年―） 
８． 第２章 ラ米経済・社会現況 第１節 動向概要 
９． 第２節 対外経済関係と地域統合 
１０． 第３節 所得分配・貧困問題 
１１． 第４節 環境問題 
１２． 第５節 女性の社会参加 
１３． 第３章 ラ米における開発の思想・理論・政策 
１４． 第４章 日本とラテンアメリカの関係 
１５． まとめ 

到達目標 ラテンアメリカの経済と社会の特色と歴史的変遷過程、主要な思想、現状と課題、および対応等について

分析のうえ、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

指定された資料、文献を読んでおくこと、授業中に出された課題について配布資料を解読し、分析する。

また学期末レポートについて資料を熟読し、レポート作成を進める。 
テキスト、

参考文献 
参考文献：国本伊代・中川文雄編『ラテンアメリカ研究への招待』新評論、2005 年、 
西島章次・小池洋一編『現代ラテンアメリカ経済論』ミネルヴァ、2011 年。 

評価方法 学期末レポート 60％、小テスト・リアクションペーパー 30％、授業への参加度 10％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（ラテンアメリカ経済発展論）

スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅲ（ラテンアメリカ経済発展論）
担当者 今井 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
１. ラテンアメリカ（以下ラ米）の経済を理解するために

まず基礎的な経済理論、経済用語について学ぶ。 
２. ラ米経済の現状と特質を、その政治社会構造を踏まえ

ながら理解する。ラ米経済の主要なテーマを取り上げ、

その現状と課題、政策について考察する。こうした問

題への理解を深めながら、経済のグローバル化がラ米

経済に及ぼしてきた影響を、ＷＴＯとラ米の経済統

合・自由貿易協定、経済の自由化と格差問題について

考察する。さらに開発と環境問題、女性の社会参加の

現状、コスタリカの発展モデルについて考える。 
３. 以上を理解したうえで、日本とラ米の経済関係につい

て、歴史的展開と現状について考察し、今後の望まし

い関係のあり方について考える。 
授業は講義、関連資料の解読、分析、ディスカッション等

の形で進めるので、積極的参加を歓迎する。 

１. 第1章 経済学の基礎 第１節 経済学の考え方 
２. 第2節 市場原理―需要・供給と価格 
３. 第3節 公共部門・経済政策 
４. 第4節 雇用・失業問題・雇用政策 
５. 第5節 インフレ・デフレ、財政・金融政策 
６. 第6節 貿易・対外投資・国際収支・為替レート 
７. 第2章 ラ米経済の現状と課題 第1節 政策の展開

８. 第2節 マクロ経済概要 
９. 第3節 経済成長・雇用・インフレ 
１０. 第4節 貿易・投資・国際収支 
１１. 第5節 経済格差と社会福祉政策 
１２. 第6節 経済開発と環境問題 
１３. 第7節 経済発展とジェンダー問題 
１４. 第8節 発展の理念―コスタリカ・モデル 
１５. 第3章 日本とラ米の関係―歴史と現状 

到達目標 「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってスペイ

ン・ラテンアメリカを研究し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に指定された参考文献、資料を読んでおくこと、配布された資料は熟読し、解読力、分析力を深める。

テキスト、

参考文献 
参考書：西島章次他編『現代ラテンアメリカ経済論』ミネルヴァ、2011 年、J.E.スティグリッツ他『ステ

ィグリッツ 入門経済学』東洋経済、最新版。 

評価方法 授業中に課した小テスト・リアクションペーパー 30％、学期末レポート 60％、授業への参加度 10％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

ラテンアメリカの歴史と文化
スペイン･ラテンアメリカ研究Ⅰ（ラテンアメリカの歴史と社会）

担当者 佐藤 勘治 

講義目的、講義概要 授業計画

この講義は、ラテンアメリカの現代を知るために必要な

歴史と文化に関する重要事項を、社会運動、人種間関係、

絵画、音楽、文字などの具体的事例を取り上げて論じるも

のである。

 現代世界の起点は、大胆に言えば、コロンブスにあると

言える。ラテンアメリカを知ることは、現代世界の成り立

ちを知ることでもある。ウオーラーステインの「近代世界

システム」論、アンダーソンの「想像の共同体」論、サイ

ードの「オリエンタリズム」などを参照しながら、ラテン

アメリカの歴史と文化に接近したい。

1 導入：メキシコ 1930 年代の観光ポスターと映画「ス

ペクター」を題材に

2 1492 年と現代世界  
3 コロンブス以前のアメリカ大陸 

マヤ文字読解  アステカの絵文書

4 コロンブスと「近代世界システム」の形成 
5 「グアダルーペの聖母」をめぐる論争 
6 植民地期における人種民族関係 
7 ハイチ独立をめぐる諸問題 
8 メキシコ革命とナショナリズム芸術 壁画運動 
9 現代メキシコ文化：リラダウンズを題材に 

10 グルーバル化の中の先住民 
11 黒人文化の再発見：アンデスの黒人音楽など 
12 カリブ海におけるクレオール主義 
13 アジアとラテンアメリカ 中国系排斥の歴史  
14 米国ラティーノの文化 
15 まとめ 

到達目標
ラテンアメリカの歴史と文化に関して自ら課題を設定し、調査・分析のうえ、自らの見解を提示できるよ

うにする。

事前・事後

学修の内容
ポルタや授業で配る資料を事前に読むこと。事後学習については授業中に指示する。

テキスト、

参考文献
随時、授業中に指定する。

評価方法 授業での発言内容、数回の小レポート５割と期末レポート５割で評価する。
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13 年度以降 
12 年度以前 

ブラジル研究

スペイン・ラテンアメリカ研究各論Ⅴ（ブラジル研究）
担当者 Ｅ．ウラノ 

講義目的、講義概要 授業計画

講義の目的は、受講生がブラジルについて積極的に考え、独自の視点を身につ

けることである。そのために、ブラジルに関する基礎知識を勉強していただくと

ともに、社会科学をベースとした思考能力を高めることを目指す。

この授業では、「未来の大国」ブラジルがもつ可能性を、社会･経済・政治面か

ら解説する。例えば、これから持続可能な成長を成し遂げるためには、どのよう

な改革や社会政策が必要なのか。

近年目立つ出来事として、BRICs や G20 などを通じた多極的外交、経済成長、

格差の是正による新中間層の形成、ブラジル企業の多国籍化、油田開発などがあ

げられる。こうした変貌はどのような基盤により実現されているのだろうか。ま

た、日本とブラジルは、今後、経済・文化・外交面でどのように関係を強化して

いけるのか。

講義形式の授業ではあるが、双方向のコミュニケーション、学生のプレゼンテ

ーションなどを通じて積極的な参加が期待される。

1. イントロダクション：世界のなかのブラジル

2. 「失われた 80 年代」、90 年代、インフレーション、経済安定化

3. 2000 年代、経済成長への道。2010 年代の成長と停滞

4. 格差社会の是正に向けて: Bolsa Família、新中間層の誕生（１）

5. 格差社会の是正に向けて: Bolsa Família、新中間層の誕生（２）

6. 人種による不平等：クォーター制度と是正の試み

7. 持続可能な成長への課題: 教育・インフラ整備・新たな政治経済危機

8. 映像から見たブラジル

9. 映像から見たブラジル

10. 日本の中のブラジル：在日ブラジル人の移住（１）

11. 日本の中のブラジル：在日ブラジル人の移住（２）

12. 日本の中のブラジル：在日ブラジル人の移住（３）

13. 学生のプレゼンテーション

14. 学生のプレゼンテーション

15. まとめ

※トピックごとに可能な限り映像資料もまじえて授業を進める予定である。

到達目標
ブラジルの経済・社会などを体系的に理解し、各種の問題について論理的に分析のうえ、見解を提示でき

るようにする。

事前・事後

学修の内容
書籍、新聞、ニュースなどからブラジル関連の情報を自分でピックアップして、内容について考えること

テキスト、

参考文献
参考文献 : 堀坂浩太郎（2012）『ブラジル―跳躍の軌跡』、岩波新書 

評価方法
基本的には学期末の筆記試験による評価を予定しているが、授業内ペーパー、プレゼンテーション等も加

味した評価とする。
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究 a）
スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅰ（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究 a） 担当者 Ｐ．ラゴ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Objetivo del curso: 
1. La enseñanza de la cultura y la civilización 

españolas desde sus orígenes hasta la actualidad. 
Se pondrá énfasis en los periodos históricos más 
importantes, así como en los autores y obras 
artísticas y literarias más destacadas de cada época.

2. Desarrollar: 
-La comprensión lectora a través de la lectura de 
textos escritos. 
-La expresión oral a través de comentarios acerca de 
los conocimientos adquiridos. 
-La comprensión oral mediante videos y películas. 
-Expresión escrita. 

Destinatarios: alumnos que posean un conocimiento 
general de la gramática española. 
 

1.        Presentación del curso. 
2.        Introducción. 
3.        Los albores del arte español: la cueva de 

Altamira. 
4 y 5.      Los iberos y los celtas: sus sociedades y 

manifestaciones artísticas. 
6 y 7.      La romanización de la Península Ibérica y 

sus consecuencias. 
8 y 9.      Las invasiones germánicas (s. V). La 

sociedad y el arte visigodo. 
10, 11 y 12. La invasión musulmana (s. VIII). Sociedad, 

cultura y arte hispanomusulmanes. 
13, 14 y 15. La Alhambra de Granada y los jardines del 

Generalife. 

到達目標 「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってスペイ

ン・ラテンアメリカを研究し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 Es necesario repasar para poder contestar a las preguntas de cada tema. 

テキスト、

参考文献 La profesora entregará las fotocopias correspondientes a cada tema.. 

評価方法 Cada tema contiene una serie de preguntas que es necesario contestar. La asistencia a clase es 
importantísima. 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究 b） 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅱ（スペイン語で聞くスペイン・ラテンアメリカ研究 b) 担当者 Ｐ．ラゴ 

講義目的、講義概要 授業計画 
Objetivo del curso: 
3. La enseñanza de la cultura y la civilización 

españolas desde sus orígenes hasta la actualidad. 
Se pondrá énfasis en los periodos históricos más 
importantes, así como en los autores y obras 
artísticas y literarias más destacadas de cada época.

4. Desarrollar: 
-La comprensión lectora a través de la lectura de 
textos escritos. 
-La expresión oral a través de comentarios acerca de 
los conocimientos adquiridos. 
-La comprensión oral mediante videos y películas. 
-Expresión escrita. 

Destinatarios: alumnos que posean un conocimiento 
general de la gramática española. 
 

1 y 2.      La arquitectura medieval: el románico (s. 
XI) y el gótico (s. XII). 

3 y 4.      El Camino de Santiago  
5 y 6.      La Celestina: el paso de la Edad Media al 

Renacimiento 
7, 8 y 9.    Los Siglos de Oro: el Renacimiento (XVI). 

El Greco (1541-1614), un pintor manierista.
La arquitectura renacentista: El Monasterio 
del Escorial. 

10, 11 y 12. Los Siglos de Oro: el Barroco (s. XVIII). 
Velázquez (1599-1660). 

13, 14 y 15. Francisco de Goya (1746-1828), un pintor 
entre el Romanticismo y la Ilustración. 

到達目標 「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってスペイ

ン・ラテンアメリカを研究し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 Es necesario repasar para poder contestar a las preguntas de cada tema. 

テキスト、

参考文献 La profesora entregará las fotocopias correspondientes a cada tema. 

評価方法 Cada tema incluye una serie de preguntas que es necesario contestar. La asistencia a clase es 
importantísima 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン・ラテンアメリカの芸術文化） 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅲ（スペイン・ラテンアメリカの芸術文化) 担当者 倉田 量介 

講義目的、講義概要 授業計画

この講義では, スペインとその旧植民地ラテンアメリ

カのパフォーミングアーツ(音楽・ダンス・演劇)および映

像ほか視聴覚メディアを扱います。欧米や日本の事情と比

較することで, 背景となる社会や時代の諸相を考察しま

す。 

この地域の音楽はダンスと一対に様式化されてきたこ

とから, まず身体技法について触れます。クレオールを筆

頭に文化混淆がキーワードとなるため, まず個別の構成

要素を検討します。グローバルなポピュラー音楽市場に影

響を与えたキューバの事例中心です。次にジャマイカのレ

コード産業やサンバ・ボサノヴァで知られるブラジルに目

を向け, ドキュメンタリーを観ながら, クラブカルチャ

ーの源流を探ります。随時, ローカルな民俗芸能が国民文

化として戦略的に広報される経緯を追います。芸術はサブ

カルチャーから流行に至る場合が多い。映画の動向やガウ

ディの商標化も取りあげます。ルーツとは何か。学問的に

論じましょう。 

1. VTR を交えたイントロダクション

2. カリブ海地域キューバの音楽やダンスにみる文化混淆

3. スペイン系弦楽器にみる口頭伝承的な弾き語り

4. アフリカ系太鼓にみるポリリズムとコール&レスポンス

5. フォルクローレ(民俗)をめぐる身体技法とグローカル化

6. メインストリームと対象化(オブジェクティフィケーショ

ン)

7. 映画の媒介、ICAIC からエリセやアルモドーバルまで

8. 世界を席巻するポピュラー音楽と世界で渦巻く対抗文化

9. マス対象の文化産業とサルサほか移民の市場細分化

10. カット&ミックス, ジャマイカのスカ・レゲエ・ダブ...

11. クラブカルチャーのラップから里帰り的なレゲトンへ

12. 音楽大国ブラジルにおけるトロピカリアや農民の祝宴

13. 日本の｢大衆演劇｣, 創られた｢ラテン歌謡｣や Jポップ

14. 国際的なマーケットでブランド化された建築家ガウディ

15. まとめ

到達目標
「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってスペイ

ン・ラテンアメリカを研究し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

講義が軸となるため, 特に事前学修は必要ないが, 関心を抱いたジャンルや実践者については, 事後に

自分で PV ほかのコンテンツを検索するなどして, 最終レポートの下準備につなげること。 

テキスト、

参考文献

適宜プリント配布し, 参考書を紹介するが, 地域文化的な各論に関しては以下をあげる。石橋純編

『中南米の音楽』(東京堂出版, 2010, 978-4490206678) 

評価方法 平常授業の感想紙におけるコメント等の実績および聴講姿勢(35％)と期末レポート(65％) 
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13 年度以降 
12 年度以前 

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究（スペイン・ラテンアメリカの社会文化）

スペイン・ラテンアメリカ特殊研究Ⅳ（スペイン・ラテンアメリカの社会文化） 担当者 井垣 昌 

講義目的、講義概要 授業計画

講義目的

 この講義の目的は、ラテンアメリカの社会文化の特徴に

ついて、その構成と形成過程とともに概観し、域内の共通

性と多様性について理解することにある。また、域外との

関わりについて学ぶことで、世界におけるラテンアメリカ

および域外諸地域との結び付きについて理解を深める。

講義概要

 この講義では、ラテンアメリカの社会と文化について、

いくつかのテーマに沿って授業を進める。授業では、講義

に加え、テーマに関連する（と思われる）ことについて受

講生が自ら調べることを奨励する。

 なお、右記の授業計画は、進捗状況などにより変わる場

合がある。

1. オリエンテーション／ラテンアメリカの全体像

2. ラテンアメリカの地域的な特徴

3. ラテンアメリカにおける人種的な社会構成

4. ラテンアメリカにおける民族的な社会構成

5. ラテンアメリカにおける宗教的な多様性

6. ラテンアメリカにおける国家と社会の形成

7. ラテンアメリカにおける伝統文化の創造

8. ラテンアメリカをめぐる人の移動と基層文化

9. ラテンアメリカをめぐる人の移動と他者認識

10. ラテンアメリカの祝祭にみる社会文化の形成

11. ラテンアメリカの嗜好品にみるグローバル化

12. ラテンアメリカの嗜好品にみる反グローバル化

13. ラテンアメリカの社会文化と日本

14. 総まとめと質疑応答

15. 期末試験

到達目標
「スペイン・ラテンアメリカ研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってスペイ

ン・ラテンアメリカを研究し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

事前：資料の指定された箇所を精読し、用語の意味と具体例を関連付けて把握しておくこと。

事後：授業の学習内容を復習し、新出用語の意味と具体例を調べること。出された課題に取り組むこと。

テキスト、

参考文献

テキスト：参考資料を配布

参考文献：授業中に紹介

評価方法 期末試験 50%、平常点 50%（小テスト、リアクションペーパー、プレゼンテーションなど） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国研究概論 
中国研究入門 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
中国研究および中国語圏理解のために役立つ、基礎的な

知識を身につけることを目標とする。 

中国人の現代生活と深い関わりを持つ、文化・政治・社

会・経済などに関わる諸トピックをとりあげ、関連する中

国語キーワードとともに、現代中国への理解への手がかり

とする。 

本授業は講義形式で行うが、履修生には授業への積極的

な参加を求める。また、授業中に小課題の提出を課す。 

授業の進め方については初回の授業で説明するので、ガ

イダンスには必ず参加すること。 

1. ガイダンス 
2. 前提知識：中国の近代 1 
3. 前提知識：中国の近代 2 
4. 生活の知恵：伝統的遊び 
5. 生活の知恵：歴史ドラマ 1 
6. 生活の知恵：歴史ドラマ 2 
7. 中国の海外投資 1 
8. 中国の海外投資 2 
9. 学園生活 1 
10. 学園生活 2 
11. 中国の建築 1 
12. 中国の建築 2 
13. 現代中国社会 1 
14. 現代中国社会 2 
15. まとめ 

到達目標 中国の歴史、文化、社会、政治、経済等に関する事情について基本的な知識を習得し、これに関して分析

を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。 
テキスト、

参考文献 テキストはなし。教材は教員の方で用意します。参考文献については授業内で紹介します。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、小課題［70%］を評価対象とする。小課題の全提出を成績評価の必

須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国社会論 
中国研究Ⅰ（中国社会論） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
国家の政策と人々の生活双方に関わる事物をとりあげ

て解説し、これを通して現在の中国および中国語圏各地域

への理解を深めることを目的とする。 

具体的なトピックとして挙げるのは祝祭日、国旗、市民

権、国籍、姓名、少数民族の権利、文字などである。どれ

も国家・民族の象徴と関わる事物であるが、同時に国内に

住む全ての人の生活と切り離せない関係にある。こうした

ものに対する個々人の距離のとり方、アイデンティティの

所在なども視野に入れながら、履修生とともに考えたい。

本授業は講義形式で行うが、履修生には授業への積極的

な参加を求める。また、授業中に小課題の提出を課す。授

業の進め方については初回の授業で説明するので、ガイダ

ンスには必ず参加すること。 

1. ガイダンス 
2. 祝祭日 1―台湾の場合 
3. 祝祭日 2―現代中国の場合 
4. 国旗・国歌 
5. 国籍・市民権 1―中国 
6. 国籍・市民権 2―台湾 
7. 国籍・市民権 3―香港 
8. 華僑・華人 1 
9. 華僑・華人 2 
10. 少数民族の権利 
11. 地方各レベルの自治権 
12. 国境線・領土権 
13. 文字とことば 
14. 姓名 
15. まとめ 

到達目標 中国社会の特色や問題などに対する理解を深め、これに関して分析および見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。 
テキスト、

参考文献 テキストはなし。教材は教員の方で用意します。参考文献については授業内で紹介します。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、小課題［70%］を評価対象とする。小課題の全提出を成績評価の必

須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

現代中国論Ⅰ 
中国研究各論Ⅰ（現代中国論 a） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
中国の現状について理解するために、広州・上海・北京

などの主要都市および、東北・内陸・国境地帯の各省につ

いて、その地域的特徴（主要な住民の構成、主要産業、地

域の歴史など）を解説し、履修者には各地の現状・各地方

の生活者に対する理解を深めてもらう。 

ある意味で、これまで身につけてきた中国に関する知識

を別の角度から総括することになるであろう。 

本授業は講義形式で行うが、履修生には授業への積極的

な参加を求める。また、授業中に小課題の提出を課す。こ

の小課題は全て提出していない学生は、成績評価の対象と

しない。 

授業の進め方については初回の授業で説明するので、ガ

イダンスには必ず参加すること。 

1. ガイダンス 
2. 広州・深圳と対外貿易 
3. 上海と工業・金融 
4. 重工業と東北三省 
5. 山東省とドイツ 
6. 出稼ぎ供給地としての華中地域 
7. 革命故地 
8. 首都、北京 
9. 古都、西安・杭州・南京 
10. 四川省と観光 
11. 雲南と少数民族 
12. 内モンゴルと草原・モンゴル族 
13. 新疆ウィグル自治区と中央アジア 
14. チベット・チベット族と高原地帯 
15. まとめ 

到達目標 現代中国を全体的かつ多角的に捉え、各種の課題について分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。 
テキスト、

参考文献 テキストはなし。教材は教員の方で用意します。参考文献については授業内で紹介します。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、小課題［70%］を評価対象とする。小課題の全提出を成績評価の必

須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

現代中国論Ⅱ 
中国研究各論Ⅱ（現代中国論 b） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
現代中国語世界の多様性を理解するための一つの方法

として、本授業では民族・エスニシティを主なトピックと

してアプローチを試みる。 

広大な面積を擁する中国国内には、多くの民族が暮らし

ている。本授業では、他の国の多文化共存のあり方と比較

しつつ、多民族国家・中国の実態について検討する。 

本授業は講義形式で行うが、履修生には授業への積極的

な参加を求める。また、授業中に小課題の提出を課す。こ

の小課題は全て提出していない学生は、成績評価の対象と

しない。 

授業の進め方については初回の授業で説明するので、ガ

イダンスには必ず参加すること。 

1. ガイダンス 
2. トン族 1 
3. トン族 2 
4. ミャオ族 
5. ジンポー族 
6. タイ族 1 
7. タイ族 2 
8. 中国の宗教と民族 
9. 回族 
10. 彝族 
11. 客家 
12. 多文化主義：アメリカ・カナダ 
13. 多民族国家と多文化主義１ 
14. 多民族国家と多文化主義２ 
15. まとめ 

到達目標 現代中国を全体的かつ多角的に捉え、各種の課題について分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。 
テキスト、

参考文献 テキストはなし。教材は教員の方で用意します。参考文献については授業内で紹介します。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、小課題［70%］を評価対象とする。小課題の全提出を成績評価の必

須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国史Ⅰ 
中国研究Ⅲ（中国史 a） 担当者 張 士陽 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では現代の中国及び東アジアの国際関係をよ

り深く理解するために，その形成の背景となる中国近代史

について講義します。 
19 世紀前半，中国は内外の諸要因から激動の時代を迎え

ます。2000 年間，王朝交替を繰り返しながら存続してきた
皇帝支配体制は最大の危機に直面します。 
 清朝国家は体制存続のために様々な改革を実施します。
講義ではこの時期の社会秩序や経済活動の変動に対して，
当時の人々がどのように対応したかを中心に考えていき
たいと思います。 
 中国近代史では政治経済の短期的変動に関心が向きが

ちですが，伝統中国社会の特質の変容と再編という点も視

野に入れる予定です。 

1. 講義の概要 
2. 清朝皇帝支配体制 
3. 清朝の科挙と社会 
4. 清朝体制下の国際関係 
5. アヘン戦争 
6. 南京条約と東南沿海地域の秩序再編 
7. 太平天国の成立 
8. 清朝の反撃と太平天国の滅亡 
9. 回民の反乱 
10. 洋務運動と洋学の受容 
11. 開港場の社会と経済 
12. 周辺地域の宗主権の喪失 
13. 台湾事件と台湾出兵 
14. 清仏戦争と台湾の近代化 
15. 講義のまとめ 

到達目標 中国の歴史を東アジアの国際関係と結びつけながら深く理解し、これに関して分析および見解を提示でき

るようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教科書の指定された箇所を事前に読み，授業時に紹介した参考文献を事後に読むこと。 

テキスト、

参考文献 教科書：並木頼寿・井上裕正『世界の歴史 19 中華帝国の危機』中央公論新社，2008 年。 

評価方法 平常点 10％，授業への参加度 10％，期末試験 80％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国史Ⅱ 
中国研究Ⅳ（中国史 b） 担当者 張 士陽 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では現代の中国及び東アジアの国際関係をよ

り深く理解するために，その形成の背景となる中国近代史

について講義します。 
朝鮮をめぐる日中の対立は激化し，ついに日清戦争が勃

発します。清朝はその敗北によって体制の存続は危機的に
なります。日本に割譲された台湾では住民の激しい抵抗運
動が展開します。 
この時代に伝統の創造により中国の変革を目指す人々，

さらなる変革を求めて「革命」を選んだ人々などの思想と
行動を検討し，また地方自治改革と地域社会の対応の軌跡
をたどります。 
 また 19 世紀後半になって「纏足」が問題として認識さ
れるようになった過程について検討し，近代中国の女性の
社会状況の変化を理解します。 
 中国近代史では政治経済の短期的変動に関心が向きが

ちですが，伝統中国社会の特質の変容と再編という点も視

野に入れる予定です。 

1. 講義の概容 
2. 朝鮮をめぐる日中関係（1） 
3. 朝鮮をめぐる日中関係（2） 
4. 日清戦争 
5. 台湾の割譲と台湾住民の抵抗 
6. 変法改革 
7. 戊戌の政変 
8. キリスト教布教と仇教運動 
9. 義和団の蜂起 
10. 義和団戦争 
11. 清末の女性の地位と纏足問題 
12. 天足運動の展開 
13. 革命派の台頭 
14. 光緒新政と地方自治の試み 
15. 講義のまとめ 

到達目標 中国の歴史を東アジアの国際関係と結びつけながら深く理解し、これに関して分析および見解を提示でき

るようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教科書の指定された箇所を事前に読み，授業時に紹介した参考文献を事後に読むこと 

テキスト、

参考文献 教科書：並木頼寿・井上裕正『世界の歴史 19 中華帝国の危機』中央公論新社，2008 年。 

評価方法 平常点 10％，授業への参加度 10％，期末試験 80％。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国特殊研究（日中交流史） 
中国研究各論Ⅲ（日中交流史） 担当者 武信 彰 

講義目的、講義概要 授業計画 
日中間の文化交流史においては多くの興味深いことが

あるが，２つの時期の状況がとりわけ注目を引く。 
唐代においては，日本が貪欲に中国から学んだ。まず文

字に出会いものを書くことを覚えた。後に仮名も生んだ。
そして，近代において今度は中国が必死に日本から学ん

だ。日本新漢語が東アジアの国々の言語体系に流れ込み，
当然のこととして中国人の日常言語を形成する重要な部
分ともなったのである。 
中国語を学ぶ日本人の観点から，これを論ずる中国人学

者の論文を読み，われわれの学ぶ現代中国語という言語を
新たな視点で捉える。 
 
<隔在中西之间的日本 — 现代汉语中的日语“外来语”

问题 —>（王彬彬，《上海文学》1998年）を読みつつ進

行する。 

1. オリエンテーション 
2. 唐代と近代 双方向の交流 
3. 現代中国語に深く根付く日本語由来の外来語 
4. 日本の翻訳と中国の翻訳 
5. 中国語を通して抽象語彙を翻訳した日本語 
6. 近代日本人学者の翻訳方法 
7. 訳語の競合と定着 
8. 梁啓超と日本新漢語流入の契機（１） 
9. 梁啓超と日本新漢語流入の契機（２） 
10. 厳復の不満・反論 
11. 欧米の概念をいかに翻訳すべきかの議論 
12. 厳復のスタンスと限界 
13. 中国語にとって欧米の概念（１） 
14. 中国語にとって欧米の概念（２） 
15. まとめ 

到達目標 「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 教材の中文の読解を試み，既習の中文を熟読玩味する。 

テキスト、

参考文献 適宜プリントを配布。参考文献は適宜紹介。 

評価方法 定期試験 70％，授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国言語文化論 
中国研究各論Ⅴ（言語文化論） 担当者 武信 彰 

講義目的、講義概要 授業計画 
いわゆる漢字文化圏の一員に数えられる日本は，古代よ

り中国文明の波打ち際でその文化を創り醸成してきた。
「一衣帯水」という微妙な距離をおいての受容と長い交流
の中で両言語の関係は実に密でかつまた微妙である。日本
語母語話者が中国語を学ぶときに陥る誤解や誤用は，背景
の文化に対するそれと同様，独特のものがある。 
 日本語母語話者の中国語学習においては，この誤解や誤

用を生む背景に対する深い理解が欠かせない。 

1. オリエンテーション 
2. 中国語とは？普通话、汉语、华语、国语 漢字文化圏 
3. 現代中国語の音韻 
4. 華人と中国語の比喩 
5. 中国人のコミュニケーションの特色 
6. 中国人の「色」 
7. ことわざ・歇後語 
8. 〝既成の言い回し〟描写表現 
9. 東西南北、右左 
10. 日本語母語話者ゆえの誤謬 
11. 飲食に関する言葉 
12. 中国人の名前・命名 
13. 自尊心・コネ社会・宗教 
14. 「漢文」の時代の中国語と現代中国語 
15. まとめ 

到達目標 中国語とその文化を学ぶための視点を養成し、これに関して分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 次回の内容について思いを巡らせ，既習の内容について咀嚼玩味する。 

テキスト、

参考文献 適宜プリントを配布。参考文献は適宜紹介。 

評価方法 定期試験 70％，授業への参加度 30％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

中国特殊研究（日中比較文化研究 a） 
中国特殊研究Ⅰ（日中比較文化論 a） 担当者 大澤 昇 

講義目的、講義概要 授業計画 
日本人の見た[中国]、中国人の考えた[日本]  

経済・政治などが地球上で均一化していく「グローバル 
（全球）化」の中で、日本と中国の地域的な対立は世界的

にも注目を集めている。「政冷経熱」（政治上は対立するが、 
経済的には交流が深まる）が「政冷経冷」（政治的にも経

済的にも対立する）、更には日中間の「文明の衝突」に向

かわないためには、日本と中国との間の文化の違いや日本

人と中国人の思考の差異を冷静な目で見る必要があるだ

ろう。卑弥呼の時代の日中交流から、現代の中国人観光客

の日本観やネット上の発言まで、「日本人が中国をどう捉

えたか」「中国人が日本をどう見たか」を題材に、日中両

国の文化を世界的な視点で、歴史の流れの中で比較してい

く。 

1. 「支那」と「小日本」――ネット上に溢れる蔑称 
2. 徐福伝説と呉太伯（大陸文化の渡来） 
3. 聖徳太子と空海（遣唐使が見た中国） 
4. 慈覚大師と浜松中納言（大陸文化からの自立） 
5. 武家政権と科挙政治（中国化を免れた日本） 
6. 「日本国王」と室町文化（日本文化の成立） 
7. 「南蛮文化」の渡来と日中衝突（日本文化の拡大） 
8. 近松門左衛門と荻生狙来（「聖人君子の国」とは？）

9. 黒船来航とアヘン戦争（高杉晋作の上海渡航） 
10. 「文明開化」と「中体西用」（福沢諭吉と梁啓超） 
11. 「合わせ鏡」としての日中関係（夏目漱石と魯迅） 
12. 「同文同種」の分裂と衝突（横光利一と郭沫若） 
13. 「激変中国」と「平和日本」（文化大革命と平和憲法）

14. 台湾・香港・シンガポールの華人が見た日本 
15. 「日本文化」と「中国文明」 

到達目標 「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前に高校時代の世界史、日本史の教科書や参考書を授業の時系列に従い読み直す。事後、授業中に書い

た小レポートの内容を再吟味する。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：大沢昇著『クジラの文化、竜の文明 日中比較文化論』（集広舎、2015 年） 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 授業ごとの小レポート 70%、最終授業の課題レポート 30% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国特殊研究（日中比較文化研究 b） 
中国特殊研究Ⅱ（日中比較文化論 b） 担当者 大澤 昇 

講義目的、講義概要 授業計画 
「竜の文明」と「クジラの文化」 
 日本人と中国人は、一見するとまったく見分けが付かな

いほど、顔立ちは似ているが暮らしの上では、大きな違い

が散見される。日本では「衣食住」が日常の暮らしに欠か

せないものと考えるが、中国では“衣食住行”と言い、交通

手段も人間の生活に於いて必要不可欠なものとする。また

家族観や価値観、思考様式でも両文化は異なる点が多い。

19世紀、「西欧の衝撃」を受けて近代化する過程に於いて、

日本では「和魂洋才」から「文明開化」に進んでいったが、

中国では “中体西用” と言って欧米文明の「先進性」をな

かなか認めようとしなかった。こうした日中文化の違い

を、具体的に幅広く見ることで、中国文化を客観的に観察

し、多文化理解の一助としたい。 

1. 「顔」と「文化」――外見はそっくりだが 
2. （国の形）国号・国旗・国歌の考え方が異なる日中 
3. （食）「水の料理」と「火の料理」 
4. （政治）姓のない天皇、姓をもつ皇帝 
5. （住）「木の家屋」と「土の城壁」 
6. （思考方法）「恥の文化」と「誇り（驕）の文明」 
7. （衣）「柄の着物（和服）」と「色の衣服」 
8. （価値観）「縮み志向」と「巨大願望」 
9. （交通）「歩く文化」と「乗る文明」 
10. （死生観）日本の「幽霊」と中国の「妖怪」 
11. （言語表現）「以心伝心」と“討価還価” 
12. （芸術）派手な「浮世絵」と地味な「文人画」 
13. （家族）公儀に対する「忠」と父母に尽くす「孝」 
14. （社会）「金太郎アメ」世間と「クモの巣」関係 
15. これからの日本と中国――「普遍的な地球文明」か「文

明の衝突」か？） 

到達目標 「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前に『クジラの文化、竜の文明』をテーマに従い読む。事後、授業中に書いた小レポートの内容を再吟

味する。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：大沢昇著『クジラの文化、竜の文明 日中比較文化論』（集広舎、2015 年） 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 授業ごとの小レポート 70%、最終授業の課題レポート 30% 

 
93



 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国特殊研究（中国文学研究 a） 
中国特殊研究Ⅲ（中国文学研究古典） 担当者 近藤 光雄 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
この授業では、中国の代表的な古典文学作品を取り上げ

ます。中国の文学作品に直に触れながら中国語の読解力を

高め、中国文化への理解を深めることを目指します。 
 
配布された中国語の資料を予習し、授業のときに履修者

一人一人が翻訳をします。また、適宜担当者を決め、プレ

ゼンをしてもらう予定です。 
 
一部の作品は映像化されているので、春学期の後半に鑑

賞する予定です。 
 
学生の興味と語学力のレベルによって、作品を変更する

ことがあります。 

1. ガイダンス 
2. 唐詩選より 
3. 唐詩選より 
4. 唐詩選より 
5. 唐宋伝奇『南柯太守伝』 
6. 唐宋伝奇『南柯太守伝』 
7. 唐宋伝奇『鶯鶯伝』 
8. 唐宋伝奇『鶯鶯伝』 
9. 『水滸伝』 
10. 『水滸伝』 
11. 『水滸伝』 
12. 『三国演義』 
13. 『三国演義』 
14. 『三国演義』 
15. まとめ 

到達目標 「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 本文を予習し、訳出できるようにするだけでなく、作品の特色や作者の意図などについても考えておく。

テキスト、

参考文献 授業中に配布。 

評価方法 授業での翻訳・プレゼンの達成度 50%、レポート 50% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

中国特殊研究（中国文学研究 b） 
中国特殊研究Ⅳ（中国文学研究現代） 担当者 近藤 光雄 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
この授業では、中国近現代文学の代表的な作家の短篇小

説を取り上げます。五四運動、日中戦争、新中国の成立、

文化大革命後の改革開放といった異なる時代において、近

現代の作家たちが人間、社会、生活をいかに表現し、そこ

にどのような理想を託したのか。各時代や文学史的な背景

を解説し、中国語原文で書かれた文学作品を読解していく

なかでこの問題を考えるとともに、作家のスタイル、作品

のモチーフといった、作家、作品の独自性への理解力の涵

養を目指します。日本語に訳されたものも多数存在するた

め、レポートを作成する際に補助資料として紹介します。

 
授業の進め方は春学期同様。 

1. ガイダンス、魯迅（一） 
2. 魯迅（二） 
3. 郁達夫（一） 
4. 郁達夫（二） 
5. 丁玲（一） 
6. 丁玲（二） 
7. 沈従文（一） 
8. 沈従文（二） 
9. 趙樹理（一） 
10. 趙樹理（二） 
11. 張煒（一） 
12. 張煒（二） 
13. 莫言（一） 
14. 莫言（二） 
15. 全体のまとめ 

到達目標 「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 本文を予習し、訳出できるようにするだけでなく、作品の特色や作者の意図などについても考えておく。

テキスト、

参考文献 授業中に配布。 

評価方法 授業での翻訳・プレゼンの達成度 50%、レポート 50% 
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13 年度以降 中国特殊研究（専門講読） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画

声に出して読むこと、を実践する授業である。 

さまざまな種類の中国語の文章を読み、中国語の多様な

文体と触れることで、実践的な読解力を身につけることを

目的とする。 

課題となる文章は、エッセイなど教科書では読まないよ

うな「生」の文章である。現代中国のいろいろな断面を切

り取った内容となっており、文章を通して中国の実情を理

解してもらう。意味を推測しながら行間を読む訓練にもな

る。 

履修者は毎回、指示された文章を読んでくる必要があ

る。その際には辞書を使って単語を調べるなどの事前学習

が必要である。授業の場では、履修者全員を順番で当て、

該当箇所を訳してもらう。

1. ガイダンス

2. エッセイ：中国のロック歌手

3. エッセイ：連続テレビドラマ

4. エッセイ：クリスマスについて

5. エッセイ：オーディション番組

6. エッセイ：ハリーポッター

7. 文芸的文章：詩文 1
8. 文芸的文章：詩文 2
9. 文芸的文章：絵本 1
10. 文芸的文章：絵本 2
11. 紀行文：チベット旅行

12. 解説文：電子メディア

13. 解説文：バンザイ・サン＝シモン 1
14. 解説文：バンザイ・サン＝シモン 2
15. まとめ

到達目標
「中国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって中国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

毎回事前に教材を渡すので、次回学習する箇所の予習をすること。また授業で学習した部分について、繰

り返し読んで練習すること。

テキスト、

参考文献

教材は教員が用意する。毎回の授業で辞書を持参する必要がある。それ以外に用いるものは、授業内で指

示する。

評価方法
平常点（授業への参加度、授業内ノルマ）［75%］、練習成果のテスト[25%]。授業に毎回出席することを前

提とするので、一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国研究概論 
韓国研究入門 担当者 小宮 秀陵 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的はこれから韓国について研究を進めるた

めに必要な基本的な知識を身につけ、理解を深めることに

ある。 
 そのため、韓国の文化、言語、歴史、社会、政治などの

諸トピックを網羅的に論評したテキストを用いて各々の

テーマについてみていくことにする。講義では各分野に関

する他国の状況や、韓国内の地域差などにも留意し、韓国

の特質を考えるようにしたい。 
 人数にもよるが、基本的に講義とグループ発表の形式で

進めていく。最初の3回は適宜プリントを配布し、講義を

進めていくうえで前提となる内容を紹介する。4回目以降

は、1回の講義でテキストを1章ずつ進める。そのため、各

自が事前にテキストを読み、興味関心のある分野を調査す

るようにしてほしい。 

1. ガイダンス

2. 世界の中の韓国‐韓国概観① 
3. 韓国の中の諸地域‐韓国概観② 
4. いま，韓国をどう見るか 
5. 韓国の文化 
6. 韓国の言語と文学 
7. 韓国の歴史 
8. 韓国の社会 
9. 韓国の政治 
10. 韓国の経済 
11. 韓国の外交・安全保障 
12. 日韓関係 
13. 世界に暮らすコリアン 
14. これからの日本，韓国と東アジア 
15. まとめ 

到達目標 韓国の様々な事情について基本的な知識を習得したうえで分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

前もってテキストを読み、内容を把握して授業に臨むこと。授業後は授業中に出た議論などを整理するこ

と。 
テキスト、

参考文献 小倉紀蔵編『現代韓国を学ぶ』有斐閣, 2012 年 

評価方法 授業に対する積極的参加度(20％), レポート(20%), グループ発表・討論(10%), 期末テスト(50%) 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日韓比較文化論 
韓国特殊研究Ⅰ（日韓比較文化論 a） 担当者 金

きむ

 熙
ひぃ

淑
すく

(김 희숙) 

講義目的、講義概要 授業計画 
私達は、異文化を語る際、無意識のうちに、自分の属し

ている社会や文化を念頭において同質性と異質性を語っ

ている。しかしながら、とりわけ韓国の文化を語る際、表

面的な同質性にとらわれがちになってしまい、「文化比較」

がきちんと行われない場合が多い。本講座ではこのような

点をふまえ、日韓の文化比較を行う際の基本的な事項を学

んでいく。具体的には、家族、村落、祭儀、信仰、食文化

などに関する日韓比較の理解を目標とし、授業の最後に各

自で身近なテーマを決めて「日韓文化比較」を行うことを

課題とする。積極的に取組むことを期待したい。 
 
●参加型授業による人数制限をする。（50 名まで） 
 
◎注意：テ－マごとにグル－プ分けし話し合う場を設け発

表する形式を取る。極力１回目の授業から出席すること。

 
1． 日韓比較文化概説 ガイダンス 
2． 韓日の建国神話 
3． 韓日の国土構造 
4． 韓日の村落 
5． 韓日の産育習俗 
6． 韓日の歳時風俗 
7． 韓日の冠婚葬祭 
8． 韓日の宗教（民俗信仰） 
9． 韓日の家族 
10． 韓日の食文化 
11． 韓日の食事の作法 
12． 韓日の住生活 
13． 韓日の服飾 
14． 韓国人と日本人のコミュニケーションの取り 
15． まとめ 

到達目標 日韓の文化の相違点を理解し、これについて比較分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 文化比較を行う意味は何か。 

テキスト、

参考文献 
適宣プリントを配布する。  
参考文献：講義においてその都度紹介する。 

評価方法 グループディスカッション、毎回提出するコメントペーパ、課題レポート（講義内容から一つのテ－マを

選ぶ） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国社会論Ⅰ 
韓国研究各論Ⅰ（韓国社会各論 a） 担当者  羅 一等 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 本講義の目的は、韓国社会の教育問題を中心に、韓国社

会を取り巻く事象に対する理解を深めることである。受講

生は本講義を通じで、韓国社会に関する専門的知識を得る

と同時に、それを論理的に分析し、提示する能力を修得す

る。 
 授業は、教員による講義と、受講生による発表で構成さ

れる。発表では、決められたテーマの中から一つを選んで

調査を行い、その内容をまとめて報告、ディスカッション

を行う。発表は基本的にグループ単位で行う。 
 授業の全過程において受講生の積極的な参加が求めら

れる。 

1． 講義の概要 
2． 方法論１：合理的理解とは何か 
3． 方法論２：トゥールミン法 
4． 韓国の学校制度の歴史１：由来と発展 
5． 韓国の学校制度の歴史２：制度的・文化的特徴 
6． 韓国の校内暴力問題１：議論の批判的検討 
7． 韓国の校内暴力問題２：問題の構造的分析 
8． 韓国の学校教育１：学生の人権問題 
9． 韓国の学校教育２：学生の人権問題と教師 
10． 韓国の教育熱１：公教育・私教育・家族の三者関係

11． 韓国の教育熱２：オムチナからチヂリまで 
12． 韓国の代案教育１：代案教育の意義 
13． 韓国の代案教育２：代案教育の事例 
14． 学校の未来：MOOC時代の到来と展望 
15． 学校の未来：物理的空間としての学校の変容 

到達目標 朝鮮半島情勢を含めた、韓国社会をとりまく事象について分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前：発表を担当するテーマについて、調査を行い、レポート形式でまとめます。 
事後：授業でのディスカッション内容を反映させて、レポートの完成版を作成し、提出します。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：プリントで配布する。 
参考文献：授業で随時紹介する。 

評価方法 レポート 60％ 発表 30％ 平常点 10％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国社会論Ⅱ 
韓国研究Ⅱ（韓国社会論） 担当者 柳 蓮淑 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、変貌する韓国社会をジェンダーの視点から

読み解いていきます。現在の韓国社会を知るために、教育

や生活文化に対する基本的な知識だけでなく、韓国社会を

とりまく国際的情勢を視野に入れつつ、ヒトや文化の国際

移動を引き起こす背景や影響についても焦点を当てます。

講義の前半では韓国社会の「家族」をめぐるさまざまな変

化に焦点を当てて論じ、後半には、視野を広げ歴史におけ

る日韓関係、美意識を取り巻く事情、ヒトや文化の国際移

動に焦点を当てていきます。 

1  イントロダクション・講義紹介    
2  韓国はどんな国？ジェンダーとは何か    
3  「家族」のとらえ方 －韓国人における家族とは   
4  家族と韓国の映画・ドラマ事情    
5  映画で読み解く「家族」①‐「少子化社会・韓国」 
6  映画で読み解く「家族」②‐家族愛の行方   
7  国境を越える教育熱と「キロギアッパ」 
8  韓国の歴史とジェンダー    
9  韓国の軍隊とジェンダー    
10  恋愛・結婚事情    
11  映画で読み解く美意識と文化①整形天国の韓国？   
12  映画で読み解く美意識と文化②美容と消費 
13  国境を越える美意識と医療観光問題 
14  韓国女性の国際移動とジェンダー    
15  韓国社会と文化を読み直す 

到達目標 朝鮮半島情勢を含めた、韓国社会をとりまく事象について分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 参考文献の指定された箇所を精読してください。 

テキスト、

参考文献 
主な参考文献：柳蓮淑『韓国人女性の国際移動とジェンダー』（明石書店，2013 年） 
他の参考文献は授業中に適宜紹介します。 

評価方法 レポート（テスト）70％、授業での発言 20％、その他 10％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国史 
韓国研究Ⅰ（韓国史） 担当者 佐藤 厚 

講義目的、講義概要 授業計画 
ここ数年、日本と韓国の関係は必ずしも良いとは言えな

い状況が続いている。その原因は近代の歴史に関する問題

である。これに関連してインターネットサイトの中には

様々な見解が溢れ、中には極端なものも多い。いま必要な

のは、韓国（朝鮮半島）の歴史についてのバランスのとれ

た理解である。そこで本講義では韓国の通史を講義し、東

アジアの中での韓国の位置および日韓関係について学ぶ。

講義は、事前の予習を前提とし、ポイントを記したプリ

ントを配布し、それに基づいて話をする。 
 知識を定着させるため、授業の最後の15分を小レポート

作成に充てる。これも成績評価の対象とするので、テキス

トを持参の上、きちんと授業を聴くこと。 

第1回：ガイダンス 

第2回：古代から統一新羅へ（1） 

第3回：古代から統一新羅へ（2） 

第4回：高麗時代（1） 

第5回：高麗時代（2） 

第6回：朝鮮時代（1） 

第7回：朝鮮時代（2） 

第8回：朝鮮時代（3） 

第9回：植民地時代（1） 

第10回：植民地時代（2） 

第11回：現代（1）1945年から1960年 

第12回：現代（2）1960年から1980年 

第13回：現代（3）1980年から2000年 

第14回：現代（4）2000年以後 

第15回：まとめ 

到達目標 古代から現代に至る韓国（朝鮮半島）の歴史を理解したうえで、各種の現代的課題について分析し、見解

を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前学修：テキストを読んでくること。事後学修：小テストに備え、テキストとプリントを見直すこと。

テキスト、

参考文献 
＜テキスト＞水野俊平著『韓国の歴史』（河出書房新社、2007 年、1800 円）。 
参考文献は授業時に指示する。 

評価方法 授業冒頭に行う小テスト（30%）、小レポート（20%）、期末試験（50%）。 
※ただし、期末試験が 50 点未満の場合は単位を与えません。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国特殊研究（韓国の宗教） 
韓国研究各論Ⅴ（韓国文化各論 b） 担当者 佐藤 厚 

講義目的、講義概要 授業計画 
韓国と日本は隣国で似ている点も多いが異なる点も多

くある。宗教もその一つで、宗教分布や宗教と人々との関

係など、日本と大きく異なっている。本講義では、こうし

た韓国の宗教状況とそれに関する問題点を理解すること

により、韓国社会に対する理解を深めることを目標とす

る。 
講義では、最初に総論として韓国宗教の構造を提示した

後、各論として民間信仰、仏教、儒教、キリスト教に分け

て講義を行う。講義の方法はプリントを配布し、それに基

づいて話をする。また講義に関連した映像教材もたくさん

紹介する予定である。なお知識を定着させるため、授業の

最後の15分を小レポート作成に充て、さらに翌週の冒頭に

は小テストを行う。 

第1回：ガイダンス 
第2回：韓国宗教の構造 
第3回：民間信仰 
第4回：葬儀と墓地 
第5回：仏教（1）仏教略史 
第6回：仏教（2）韓国史の中での仏教 
第7回：仏教（3）現代韓国の中の仏教 
第8回：儒教（1）儒教略史 
第9回：儒教（2）韓国史の中の儒教 
第10回：儒教（3）現代韓国の中の儒教 
第11回：キリスト教（1）キリスト教略史 
第12回：キリスト教（2）韓国史の中でのキリスト教 
第13回：キリスト教（3）現代韓国のキリスト教 
第14回：現代韓国と宗教 
第15回：まとめ 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前学修：プリントを読んでくること。事後学修：小テストに備え、プリントを見直すこと。 

テキスト、

参考文献 ＜テキスト＞プリントを使用。参考文献は授業中に指示。 

評価方法 授業冒頭に行う小テスト（30%）、小レポート（20%）、期末試験（50%）。 
※ただし、期末試験が 50 点未満の場合は単位を与えません。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国研究情報収集法 

韓国研究情報収集法
担当者 金

きむ

 熙
ひぃ

淑
すく

(김 희숙) 

講義目的、講義概要 授業計画

本講座は、実際にどのように韓国研究を行っていくの

か、その方法論を理解することを目的とした、演習形式の

講義である。韓国研究を行う際の研究課題設定の方法か

ら、資料収集法、現地調査の方法、研究成果のまとめ方、

そして研究成果の発表までを、総合的に学んでいく。３－

４名のグループをつくり、グループ毎に研究テーマを決め

て研究を行い、最終的には研究成果を発表してもらう。履

修者にはグループ研究への積極的な取組と発表において

も質疑応答の積極的な参加を期待したい。

研究テ－マ→政治、経済、宗教、教育、文学、言語、歴

史問題、大衆文化（マンガ、マナー、恋愛事情、就職、お

風呂、マスメデイア、トイレ文化等）自由に選択

1． ガイダンス 
2． 研究課題の設定方法 
3． 体系的な情報収集方法 
4． 情報収集の手順 
5． 情報を精選する方法 
6． 資料収集方法 
7． 現地調査の方法 
8． 研究成果のまとめ方 
9． プレゼンテーションの方法 
10． 研究発表① 
11． 研究発表② 
12． 研究発表③ 
13． 研究発表④ 
14． 研究発表⑤ 
15． まとめ 
注意：「現地調査」は、授業時間以外にフィールドワーク

を必須とする。

到達目標 韓国研究に必要な情報を実際に収集・整理して、発表できるようにする。

事前・事後

学修の内容
研究テ－マを決め発表するまでのプロセスを考える。

テキスト、

参考文献

レジュメを配布する。

参考文献：授業時に指示する。

評価方法 発表内容、質疑応答、コメントパーパー、課題レポート
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国特殊研究（韓国政治論） 
韓国研究各論Ⅳ（韓国文化各論 a） 担当者 呉 吉煥（ｵｰ･ｷﾙﾊﾝ） 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、韓国の政治と政治史についての基礎的な知識

を習得して、朝鮮半島の政治と社会に対する理解を深める

ことが目的である。 
韓国政治の理解には、朝鮮半島における政治文化の形

成・展開を検討することがとりわけ重要である。政治文化

とは、政治のあり方を規定するイデオロギー、伝統、観念、

信仰、ルールなどの政治過程に関わる一切の文化のこと

で、朝鮮半島ではそれが近代以後に大きく変貌したとされ

る。だが、その根幹となるものはすでに前近代に形成され

ており、政治文化の正確な把握には、前近代朝鮮の政治の

展開過程を検討する必要がある。 
講義では、朝鮮半島の政治を前近代から時代順に概観し

つつ、各時期における政治の様子と政治文化の特徴を明ら

かにしていく。 

1. ガイダンス、韓国政治史の時期区分 
2. 高麗の建国と展開 
3. 支配体制の変動と高麗の滅亡 
4. 朝鮮王朝の成立と両班支配体制の確立 
5. 両班支配体制の展開と再編 
6. 開国と近代社会の形成 
7. 大韓帝国と植民地化 
8. 日本の植民地時期 
9. 米軍政と「分断体制」の成立（第１共和国） 
10. 学生革命（第２共和国） 
11. 軍事クーデタと軍事政権（第３・４共和国） 
12. 軍事政権と韓国社会 
13. 「光州民衆抗争」と軍部の再登場（第５共和国） 
14. 民主化と文民政権の誕生（第６共和国） 
15. まとめ 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 予習として、各授業内容に該当する時期を概説した朝鮮史の文献を読んでおくこと。 

テキスト、

参考文献 
テキストは特に指定しない。毎回プリントを配布して授業を進める。参考文献については、初回の授業時

に紹介する。 

評価方法 授業への参加度（授業態度、コメントペーパの内容など）：５０％、期末試験：５０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日韓交流史 

韓国研究各論Ⅲ（日韓交流史） 担当者 金
きむ

 熙
ひぃ

淑
すく

(김 희숙) 

講義目的、講義概要 授業計画 
日本と朝鮮半島の間では、古くからさまざまな面での交

流が行われてきており、両地域は政治・経済的にばかりで

なく、社会・文化的にも密接な関係にあるといえる。本講

座では、古代から近現代に至るまでの両地域間における交

流の歴史を概観する。その際、抽象的な議論に終始しない

よう、具体的な「出来事」を中心に講義を進めていく予定

である。また、その過程における双方への「まなざし」（あ

るいは相互認識）のあり方やその変化についても焦点を当

てていく。 
 

1． ガイダンス 
2． 韓国の歴史の流れ 
3． 王仁博士と漢文 
4． 日本の中の百済文化 
5． 高麗時代の社会状況 
6． 『三国史記』と『三国遺事』 
7． 朝鮮通信史① 
8． 朝鮮通信史② 
9． 豊臣秀吉と李舜臣① 
10． 豊臣秀吉と李舜臣② 
11． 申叔舟と雨森芳洲 
12． 安重根と伊藤博文 
13． 日韓併合の政策 
14． 淺川巧と韓国 
15． まとめ 
 

到達目標 日韓の交流と歴史について相互に認識し、その相違点について分析のうえ、見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 日韓交流の視点から出来事を学び、そのときの自分ならではの鋭いまなざしを向ける。 

テキスト、

参考文献 
レジュメを配布する。 
参考文献：授業時に指示する。 

評価方法 毎回提出するコメントパーパー、課題レポート（講義内容から一つのテ－マを選ぶ） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

韓国特殊研究（韓国前近代史） 
韓国研究各論Ⅵ（韓国文化各論 c） 担当者 小宮 秀陵 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的は先史から朝鮮時代までの歴史を概観し、

韓国の歴史に関する基礎的知識を習得し、現代社会の前近

代史に対する捉え方を理解することにある。 
 講義では韓国史の手引書となる 1 冊を選び、先史から朝

鮮時代までの歴史の歩みを、国家別・時代別にみていく。

この際、国内政治とともに、東アジアや西洋との国際関係

の中での歴史的展開を重視する。また、各回で扱う単元に

関連する論点を取り上げ、現代社会の韓国前近代史に対す

るまなざしも考えるようにしたい。 
 基本的には講義形式だが、重要な論点についてはグルー

プで議論・発表するようにする。また授業の中で内容理解

の定着を図るため、随時プリントを配布し、小テストも行

う。最初の講義で授業の進め方などについて詳しく説明す

るので、必ず参加するようにしてほしい。 

1． ガイダンス

2． 韓国史の時代区分 
3． 韓国の先史時代 
4． 古朝鮮・楽浪と領域論 
5． 高句麗史と帰属問題 
6． 百済史の展開と古代日本 
7． 新羅の成長 
8． 加耶諸国と倭 
9． 統一新羅とその虚構性 
10． 渤海の領域と対外関係 
11． 高麗社会の展開と外交 
12． 朝鮮前期の政治構造と国際関係 
13． 朝鮮後期の社会変動 
14． まとめ 1 
15． まとめ 2 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前にテキストを読んでくること。また授業中に配布したプリントに関しては整理しておくこと。 

テキスト、

参考文献 田中俊明編『朝鮮の歴史 : 先史から現代』昭和堂, 2008 年 

評価方法 授業に対する積極的参加度(10%), レポート(30%), グループ発表(20%), 期末試験(40%) 

 

13 年度以降 
12 年度以降 

韓国特殊研究（専門講読） 
韓国特殊研究Ⅲ（文献読解） 担当者 小宮 秀陵  

講義目的、講義概要 授業計画 
 本講義では文化・社会に関する韓国語の諸論考を多読す

ることで、より専門的で実用的な韓国語の読解能力向上を

目指す。 
 そのため、卒業論文作成の際に参考文献となるような論

考を選んだ。様々なトピックに対して、前半はすこし易し

めの論考を読み、後半はより専門的な論考を読むようにし

ていきたい。 
 講義は、各自が事前に準備した論評をもとに進める。ま

ず論考の読解を行って内容を確認し、次に論点についてグ

ループで議論をしながらテーマに関する理解を深めてい

く。 
 最初の講義で授業の進め方などについて詳しく説明す

るので、必ず参加するようにしてほしい。 
 

1． イントロ 
2． 現代史に関する論文① 
3． 現代史に関する論文② 
4． 外交に関する論文① 
5． 外交に関する論文② 
6． 大衆文化に関する論文① 
7． 大衆文化に関する論文② 
8． 中間考査 
9． 韓流に関する論文① 
10． 韓流に関する論文② 
11． 日本社会に関する論文① 
12． 日本社会に関する論文② 
13． 東アジアに関する論文① 
14． 東アジアに関する論文② 
15． まとめ 

 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

論文の多読をするので必ず事前に準備をして講義に臨むこと。また授業後には議論した内容を整理してお

くこと。 
テキスト、

参考文献 授業の中で適宜紹介します。 

評価方法 授業に対する積極的参加度(20%)、書評およびレポート(20%)、中間考査(20%)、期末考査(40%) 
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13 年度以降 韓国特殊研究（韓国文学史） 担当者 沈 元燮 

講義目的、講義概要 授業計画 
（講義目的）文学とは一国の文化の核心を集約した言語芸

術である。本講座は、韓国文学史を代表する作品を、各時

代の思想や世界観を中心に考察することを通して、韓国人

の心の原風景を巨視的・通史的に把握しようとする韓国研

究企画の一つである。 
（講義概要） 
１）古代・中世：古朝鮮から三国時代、高麗、朝鮮時代に

至る文学の流れを世界観を中心に考察する。代表的な

庶民芸術で、韓国人の愛情心理の原型をなしている

「春香伝」は映画で鑑賞する。 
２）近現代：近代国民国家建設が殖民地化とともに進まざ

るをえなかった近代韓国文学の特殊性を把握した上

で、植民地時代、南北分断、新自由主義時代を生き抜

く韓国文学の流れを代表作を通じて考察する。新世代

ネット文学は代表作を映画で鑑賞する。 

1． 文学とは何か。世界文学の流れ。 
2． 建国神話と古歌謡 
3． 新羅の歌と仏教説話 
4． 高麗の流行歌 
5． 朝鮮時代の詩と歌 
6． 朝鮮時代の庶民小説－パンソリ映画「春香伝」１ 
7． パンソリ映画「春香伝」２ 
8． 中間テスト 
9． 韓国近代文学の明暗：歴史と課題 
10． 自由恋愛と啓蒙：最初の近代長編小説「無情」 
11． 小説「万歳前」が描いた植民地下の朝鮮 
12． 「あなた」を呼ぶ詩人たち：「躑躅の花」、「服従」 
13． 空と風と星と詩：詩人尹東柱の生涯と詩 
14． 青少年世代ネット文学：映画版「オオカミの誘惑」 
15． まとめ（＊差し替えの可能性あります） 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

ネット検索などを通して、各テキストに関する事前調査を行ってください。 
授業後にポイントとなるところを文章として整理し、記述式の問題の出題に備えてください。 

テキスト、

参考文献 沈元燮編、『1 冊で読む韓国文学テキスト』（冊子）配布 

評価方法 中間テスト・期末テスト 80％、感想文・授業への参加度：20％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

韓国特殊研究（韓国の言語文化） 
韓国研究Ⅲ（韓国の言語文化） 担当者 金 秀晶 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、韓国語の文法体系をより深く勉強していく受

講生は、テキストの内容を理解し、韓国語についてテーマ

を決め、グループでプレゼンテーションを行う。 
毎回精読の上、サマリーを必ずやってくること。 

1．全体ガイダンス、テキストの紹介 

2．第１章総論 

3．第 2章文字 

4．第 3 章音韻 

5．第 4 章①単語と品詞 

6．第 4 章②造語と借用語 

7．第 5 章①文構造① 

8．第 5 章②文構造② 

9．第 5 章③文構造③ 

10．第 6 章敬語法 

11．中間テスト 

12. プレゼンテーション発表 

13. プレゼンテーション発表 

14. プレゼンテーション発表 

15．まとめ 

 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいてください。 

また、毎回出される課題を解いて次回に提出してください。 
テキスト、

参考文献 李翊燮他『韓国語概説』大修館 

評価方法 中間テスト、プレゼンテーション発表、サマリー提出 
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13 年度以降 韓国特殊研究（韓国小説の世界） 担当者 沈 元燮 

講義目的、講義概要 授業計画 
―小説で分かる韓国人と韓国社会― 

（講義目標） 
小説は、一国の社会と文化・歴史を具体的に反映して披

露する貴重な道具である。本講座は、映画版韓国小説の学

習や分析を通して、韓国現代史や文化、韓国人のコミュニ

ケーション・スタイルなどに対する理解を深めることを目

標としている。 
（講義概要） 
１）映画版の韓国小説を通して、激動の韓国現代史の流れ

や韓国文化、韓国人の心理、コミュニケーション・ス

タイルを追体験する。 
２）各作品に関する感想を交換・討論する過程を通して、

テキストに関する分析力を培養し、また議論の経験を

蓄積することを目指す。 

1. 2000年代の青少年文化―「狼の誘惑」鑑賞１ 
2. 「狼の誘惑」鑑賞２―意見交換 
3. 映像でみる韓国現代史名場面 
4. 激動期の韓国家族史「国際市場」１ 
5. 「国際市場」２、意見交換 
6. 貧困層と外国人労働者―「ウアンドギ」１ 
7. 「ウアンドギ」２、意見交換 
8. 中間まとめ 
9. 韓国人の死生観とコミュニケスタイル―「祝祭」１ 
10. 「祝祭」２、意見交換 
11. 生き方の問題：「風の丘を越えて」１ 
12. 「風の丘を越えて」２、意見交換 
13. ソウルの人々１ 
14. ソウルの人々２ 
15. まとめ 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各作品のテーマや社会的背景に関する事前調査をしてから鑑賞に臨んでください。A4、1 枚の中に自分の

意見を効果的に記述できる方法を研究してください。 
テキスト、

参考文献 参考文献； 秋月望、『韓国映画で学ぶ韓国の社会と歴史』キネマ旬報ムック、2015 

評価方法 感想文（A4 1 枚）5－6 回 80％、授業への参加度及び発言の積極性 20％ 

 

13 年度以降 韓国特殊研究（韓国詩の世界） 担当者 沈 元燮 

講義目的、講義概要 授業計画 
―詩やK・POPで覚える韓国語中・上級― 

（講義目的） 
韓国は珍しく詩集が大量に出版され、読まれている国で

ある。歌を楽しむ文化も同じ。韓国の「詩と歌」を勉強す

ることは、韓国人の精神世界や生き方を理解するに必要な

近道の一つになる。本講座では長い間、韓国人に親しまれ

てきた近・現代詩（声楽曲・K・POPを含め）の鑑賞・講

読を通じて、韓国理解を深める一方、中・上級韓国語の世

界を経験することを目的とする。  
（講義概要） 
韓国人に広く愛されている近現代詩やK・POPの中から、

抒情的で、比較的に理解しやすいテキストを選び、テーマ

ごとに講読を行う。重要な文型、語尾などは応用練習を行

う。作曲されている作品は動画鑑賞を並行する。 

1. 「アリラン」でみる韓国人、「母さんよ・姉さんよ」 
2. 恨：金素月「つつじの花｣ 
3. 知恵：韓竜雲「服従」、徐廷柱「菊の花の傍で」 
4. 自分：尹東柱「序詩」・「星を数える夜」 
5. 人間：金春洙「花」 
6. 生命：無名の少女「一日は白い白紙」 
7. 知恵２：羅泰柱「草花」・「草花３」・「幸福２」 
8. 中間テスト 
9. 金世花「涙で書いた手紙」・「私の歌に翼があるなら」 
10. 尹鐘信「蘇り」、張ナラ「祈り」 
11. 李文世「光化門恋歌」、キュヒョン「光化門にて」 
12. リクエスト K・POP 歌詞１ 
13. リクエスト K・POP 歌詞２ 
14. リクエスト K・POP 歌詞３ 
15. まとめ 

到達目標 「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各作品の語彙・文型などを事前に予習し、疑問点を自らチェックしてから授業に臨んでください。学習し

た文型を応用し、自分の日常生活を反映した例文を作ってみてください。 
テキスト、

参考文献 『詩や歌で覚える韓国語中・上級の世界』（冊子）。授業中に配布。 

評価方法 朗読（暗誦）テスト（40％）、筆記テスト（40％）、課題・授業参加度（20％） 
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13 年度以降 韓国特殊研究（日韓比較地域史論） 担当者 小宮 秀陵 

講義目的、講義概要 授業計画

本講義では、日韓の地域史を比較することで、韓国の歴

史・文化を理解することを目的とする。

 今回は日韓の世界史・東洋史・国史の抱える問題点を克

服する手法としての東アジア・海域・都市の歴史学を扱う。

前半の 4 回は地域史を比較分析する前提として必要な内

容を整理し、広域史の特徴とその問題点について確認す

る。その後、東アジア・海域・都市をテーマに、越境する

人々のアイデンティティや移動を生み出す背景、そしてネ

ットワークの形成過程などについて考えるようにしたい。

 授業は基本的に講義形式だが、テーマによっては随時グ

ループで発表や討論をする。最初の講義で授業の進め方な

どについて詳しく説明するので、必ず参加するようにして

ほしい。

1. イントロ

2. 地域史と比較史について①

3. 地域史と比較史について②

4. 世界史・東洋史･国史の課題

5. 東アジア史論①

6. 東アジア史論②

7. 東アジア史論③

8. 海域史論①

9. 海域史論②

10. 海域史論③

11. 都市史論①

12. 都市史論②

13. 都市史論③

14. まとめ 1
15. まとめ 2

到達目標
「韓国研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって韓国を研究分析し、見解を提

示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

授業のテーマについて事前に各自で調べるようにしてください。また授業後は議論した内容や配布した資

料を整理してください。

テキスト、

参考文献
テキスト：授業で配布するレジュメ。参考文献：授業の中で適宜紹介します。

評価方法 授業に対する積極的参加度(20%)，レポート(20%)，グループ発表(20%)，期末考査(40%) 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本研究概論Ⅰ 
日本研究Ⅶ（日本文化論） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
人生儀礼 

 
人の一生には節目ごとに様々な儀礼が行われま

す。これを「人生儀礼」とか「通過儀礼」と呼び、

属する集団での身分の変化や新しい役割の獲得が行

われます。 
本講義では人が生まれて成長する過程で迎えるい

くつかの儀礼（生誕、成人、婚姻、葬送など）を取

り上げ、これを通史的に学習することで、日本文化

における様々な伝統行事の成立や展開、そして人生

儀礼の意義について理解することを講義の目的とし

ます。 

1 ガイダンス―人生儀礼とは― 
2 生活習俗―衣― 
3 生活習俗―食・その１― 
4 生活習俗―食・その２― 
5 生活習俗―住― 
6 人生儀礼―生誕・その１― 
7 人生儀礼―生誕・その２― 
8 人生儀礼―成人・その１― 
9 人生儀礼―成人・その２― 
10 人生儀礼―婚姻・その１― 
11 人生儀礼―婚姻・その２― 
12 人生儀礼―葬送・その１― 
13 人生儀礼―葬送・その２― 
14 人生儀礼―葬送・その３― 
15 まとめ 

到達目標 日本研究の各分野における基本的な研究業績・課題を理解のうえ、これについて分析を行い、見解を提示

できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 
参考文献：授業中に紹介します。 

評価方法 レポート（７０％）、課題を含めた授業への参加度（３０％）で評価します。 

 

13 年度以降 日本研究概論Ⅱ 担当者 生田 守 

講義目的、講義概要 授業計画 
日本語・日本人・日本文化について、トピックごとに研

究や課題を紹介し、日本研究の視点を涵養するのが、この

講義の目的である。 
 日本語とは、世界言語の中で見た場合、どんな特徴を持

っているのだろうか。日本社会と敬語はどのように結びつ

いているのだろうか。 
 文化とは何か。日本文化を普遍的な尺度で捉えるとはど

ういうことか。 
さらに、日本人・日本文化論について、代表的な書を取

り上げて分析する。 
 授業は講義形式で行う。 
 

1. 講義の概要 
2. 日本語論(1)世界の中の日本語 
3. 日本語論(2)日本語の言語的特徴 
4. 日本語論(3)日本語的表現 
5. ことばと社会①日本社会と敬語 
6. ことばと社会②ポライトネスと敬語 
7. 文化をめぐって①文化とは 
8. 文化をめぐって②価値・倫理 
9. 文楽に見る忠義 
10. 日本文化論を読む①（『武士道』、『菊と刀』、『「甘え」の

11. 日本文化論を読む② 構造』等、代表的な書を取り上げ

12. 日本文化論を読む③ る） 
13. 日本文化論を読む④ 
14. 日本文化論を読む⑤ 
15. 講義のまとめ 

到達目標 日本研究の各分野における基本的な研究業績・課題を理解のうえ、これについて分析を行い、見解を提示

できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 特になし 

テキスト、

参考文献 授業時に資料を配布する 

評価方法 試験 100% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本文学論・古代Ⅰ 
日本研究Ⅰ（日本文学古典） 担当者 福沢 健 

講義目的、講義概要 授業計画 
奈良時代の文学・及び宮崎駿監督「もののけ姫」を取り

扱いながら、講義概要にあるような能力の習得を目指す。

①神話とは何かを説明できる。 
②世界各地に類似する神話が分布する理由が説明できる。

③ヤマタノオロチ退治神話について、神話的な意味を説明

できる。 
④近代と前近代の「神殺し」の違いについて説明できる。

⑤近代と前近代の労働観の違いについて説明することが

できる。 
⑥「もののけ姫」と環境思想との関わりについて説明する

ことができる。 

1. 神話とは何か 
2. ペルセウス・アンドロメダ型神話について 
3. 日本人遙かな旅 
4. 同時発生説・伝播説 
5. エリアーデの神話論 
6. バルトの神話作用 
7. ヤマタノオロチ退治神話の意味 
8. 日本神話ともののけ姫 
9. アシタカの神殺し 
10. エボシのタタラ場の近代性 
11. 前近代と近代の労働観 
12. エボシの神殺しと近代合理主義 
13. ギルガメシュ叙事詩ともののけ姫 
14. もののけ姫と環境思想 
15. まとめ 

到達目標 古代日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

事前学修 指定された予習課題を提出する。 
事後学修 指定された様式に基づいて授業の内容を振り返る。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布 

評価方法 試験（持ち込み不可）。最終授業時に実施。 
試験：70%  授業への積極的参加：30％ 

 

13 年度以降 日本文学論・古代Ⅱ 担当者 福沢 健 

講義目的、講義概要 授業計画 
奈良・平安時代の文学及び宮崎駿監督「千と千尋の神隠

し」を取り扱いながら、以下の能力の習得を目指す。 
①原質神話の基本的な構成を説明することができる。 
②主人公の特徴として、「越境性」「非対称性」の概念を説

明することができる。 
③根の国訪問神話の構成・登場人物の役割について、原質

神話のフレームによって説明することができる。 
④伊勢物語の主人公「昔男」の二つの罪を、非対称性の観

点から説明することができる。 
⑤源氏物語第一部の構成・登場人物の役割について、原質

神話のフレームによって説明することができる。 
⑥「千と千尋の神隠し」のカオナシの役割について、移行

対象の観点から説明することができる。 

1. 原質神話とは何か 
2. 根の国訪問神話 
3. 主人公の特徴 
4. 魔女の宅急便と原質神話 
5. 在原業平の犯した二つの罪 
6. 業平像の変容 
7. 源氏物語第一部のあらすじ 
8. 須磨・明石の巻と原質神話 
9. 桐壺帝と父親との対決 
10. 千尋の越境生・非対称性 
11. 援助者としてのハク・カオナシ 
12. カオナシと貨幣 
13. カオナシと移行対象 
14. ヒーローとヒロインの飛翔 
15. まとめ 

到達目標 古代日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

事前学修 指定された予習課題を提出する。 
事後学修 指定された様式に基づいて授業の内容を振り返る。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布 

評価方法 試験（持ち込み不可）。最終授業時に実施。 
試験：70%  授業への積極的参加：30％ 
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13 年度以降 日本文学論・中世Ⅰ 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
古今集の世界―中世和歌史と古今伝授― 

 
 わが国の勅撰集の第一にあげられる『古今和歌集』は、

後代にわたって「注釈」されつつ、さらには「本説」と呼

ばれる歌に関するエピソードなどを伴って享受されてい

きます。 
 本講義では、『古今和歌集』に関する様々な「注釈」や

「古今伝授」と呼ばれる学習パターンが盛んとなる中世期

から近世期にかけての和歌文学史の様態をいくつかの文

献を読み解き、中世から近世にかけての和歌文学史の流れ

を理解することを講義の目的とします。 

1 ガイダンス―勅撰集とは― 
2 古今集仮名序の世界―『古今和歌集』仮名序を読む―

3 『古今和歌集』の注釈―その１・『俊頼髄脳』― 
4 『古今和歌集』の注釈―その２・『奥義抄』― 
5 『古今和歌集』の注釈―その３・『古今集注』― 
6 六條藤家の登場―柿本人麿影供― 
7 御子左家の登場―藤原俊成・『古来風体抄』― 
8 御子左家の登場―藤原定家・『顕注密勘』― 
9 御子左家の分裂―二条家・『六巻抄』― 

10 二条家の流れ―頓阿・『頓阿序注』― 
11 反御子左家の誕生―為顕流・『古今和歌集聞書三流抄』

12 為顕流からの展開―謡曲への影響― 
13 古今伝授の世界―その１・御所伝授の成立― 
14 古今伝授の世界―その２・地下伝授への展開― 
15 まとめ 

到達目標 中世日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞し、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として、提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 
参考文献：授業中に紹介します。 

評価方法 レポート（７０％）、課題を含めた授業への参加度（３０％）で評価します。 

 

13 年度以降 日本文学論・中世Ⅱ 担当者 飯島 一彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：お伽草子に見る中世日本人の想像力を考える

ことで現代日本文化の淵源を探る。 
 
講義概要：鎌倉時代以降、日本人の庶民の想像力が解放

されて爆発的に様々な「お話」が記録されるようになった。

それらを総称して「お伽草子」と呼ぶ。 
現在「昔話」として語られる「お話」のほとんどは、「お

伽草子」に淵源していると言っても過言ではない。つまり

それは、現代日本人の発想の根源の大きな一つが「お伽草

子」にあるということである。 
今期は「浦島太郎」と「一寸法師」を講読する。皆よく

知っている昔話だが、実は元の形はかなり違っている部分

もある。生活の中に潜む「境界領域」観を明らかにしなが

ら物語を楽しんでいく。 

1. オリエンテーション・導入 
2. 概説①（日本の「お話」の歴史） 
3. 概説②（「お伽草子」とは何か？） 
4. 「浦島太郎」を読む① 
5. 「浦島太郎」を読む② 
6. 「浦島太郎」を読む③ 
7. 「浦島太郎」を読む④ 
8. 「浦島太郎」を読む⑤ 
9. 「一寸法師」を読む① 
10. 「一寸法師」を読む② 
11. 「一寸法師」を読む③ 
12. 「一寸法師」を読む④ 
13. 「一寸法師」を読む⑤ 
14. 「境界領域」と御伽草子 
15. まとめ 

到達目標 中世日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 事前学修：テキストを読んでくること。 事後学修：講義の重点を確認しておくこと。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：授業時にプリントを配布する。 参考文献：『境界領域論（仮題）』（飯島一彦著、新典社）、そ

の他については授業中に一覧をプリントして配布する。 

評価方法 学期末に、記述式の試験を実施する。その成績による。 
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13 年度以降 日本文学論・近現代Ⅰ 担当者 佐藤 毅 

講義目的、講義概要 授業計画 
人間の感情で最も大きなものは、恐怖と快感である。本

講義では、その恐怖の観念にスポットを当て、日本の伝統

の中に恐怖がどのように描かれ、また現代人にとっての恐

怖とは何かを探る。 
現代日本文学におけるベストセラーの傾向と特色を分

析することで、現代人がどのような世界に住み、どのよう

な世界を望んでいるかを考察する。テーマに応じて日本の

古典文学や文学思潮までブックレビュー的に幅広く言及

し、日本文学の奥深さと楽しさを味わう。 
 春学期は、「恐怖」にスポットを当て、恐怖を扱った作

品から日本人の恐怖の構造理解まで進む。 

1. 恐怖の現代文学のアウトライン 
2. 伝統的手法による恐怖、荒俣宏「帝都物語」 
3. 伝統的手法による恐怖、京極夏彦「魍魎の匣」ほか 
4. 伝統的手法による恐怖、坂東眞砂子「死国」ほか 
5. 超自然的事象の恐怖、「二重螺旋の悪魔」ほか 
6. 超自然的事象の恐怖、鈴木光司「リング」ほか 
7. 超自然的事象の恐怖、瀬名秀明「パラサイトイヴ」 
8. 心理学的な題材の恐怖、心理学的恐怖の源泉 
9. 心理学的な題材の恐怖、貴志祐介「黒い家」ほか 
10. 心理学的な題材の恐怖、桐野夏生「OUT」ほか 
11. 社会派ミステリーの恐怖、宮部みゆき「模倣犯」ほか

12. 社会派ミステリーの恐怖、東野圭吾「容疑者Ｘの献身」

13. 原作を映像で見る① 
14. 原作を映像で見る② 
15. まとめ（総集編） 

到達目標 近現代日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

事前準備として、読書経験の中から恐怖を味わった作品を思い起こし、恐怖がどのような構造によるもの

かを事後に検証する。 
テキスト、

参考文献 その都度紹介する。 

評価方法 授業時レポート 20%。定期試験レポート 80%。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本文学論・近現代Ⅱ 
日本研究Ⅱ（日本文学現代） 担当者 佐藤 毅 

講義目的、講義概要 授業計画 
現代日本文学におけるベストセラーの傾向と特色を分

析することで、現代人がどのような世界に住み、どのよう

な世界を望んでいるかを考察する。テーマに応じて日本の

古典文学や文学思潮までブックレビュー的に幅広く言及

し、日本文学の奥深さと楽しさを味わう。 
人間の感情で最も大きなものは、恐怖と快感である。本

講義では、その快感＝癒やし（やさしさ）の観念にスポッ

トを当て、日本の伝統の中に癒やし（やさしさ）が、現代

人にとって何かを探る。 

1. ガイダンス 
2. 人間関係の癒し①  重松清「ビタミンＦ」ほか 
3. 人間関係の癒し②  恩田陸「夜のピクニック」ほか 
4. 人間関係の癒し③ 村上春樹「ノルウェイの森」ほか 
5. 時間の救い①  浅田次郎「地下鉄に乗って」ほか 
6. 時間からの救い② 北村薫「スキップ」ほか 
7. 時間からの救い③ 佐藤正午「Ｙ」ほか 
8. 笑いの持つ癒やし① 奥田英朗「インザプール」ほか 
9. 笑いの持つ癒やし②「しゃべれどもしゃべれども」ほか 
10. 美しい生き方の癒やし① 

藤沢周平、司馬遼太郎、池波正太郎 
11. 美しい生き方の癒やし②有川浩「阪急電車」 
12. 美しい生き方のる癒やし③天童荒太「悼む人」ほか 
13. 原作を映像で見る① 
14. 原作を映像で見る② 
15. まとめ（総集編） 

到達目標 近現代日本文学の研究作法を習得し、背景を捉えながら作者・作品を分析・鑑賞、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

シラバス及び前授業で予告した作品を読み、授業に備え、事後は、癒やしの構造を整理して、まとめてお

く 
テキスト、

参考文献 その都度紹介する。 

評価方法 授業時レポート 20%。定期試験レポート 80%。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本思想史Ⅰ 
宗教・文化・歴史特殊研究Ⅳ（日本思想史 1） 担当者 芹口 真結子 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】 
 本講義では、確かな史資料や、先行研究をもとに、近世

社会に生きた様々な階層の人々が有する意識・思想の特質

が何であったのか、考えられるようにします。 
 「明るい江戸時代」あるいは「暗い江戸時代」といった

イメージで近世社会を捉えるのではなく、さまざまな視角

から多面的に時代を捉えていく方法を身につけて下さい。

 
【概要】 
近世期に生きた人々、具体的には幕藩領主層、宗教者、

儒学・国学者、民衆、被差別民の思想や、近世日本思想史

に関わる様々なトピックの紹介を通じて、近世日本に存在

した諸思想への理解を深めることを目標とします。 
毎回の講義では小レポートを書く時間を設け、講義内容

の理解度をはかります。 

1. 講義の概要（ガイダンス） 
2. 思想史研究の方法 
3. 近世思想史の前史―戦国期の諸思想― 
4. 幕藩領主の政治思想―「仁政」と「百姓成立」― 
5. 近世の学問①―儒学― 
6. 近世の学問②―国学― 
7. 近世の学問③―医学と医療環境― 
8. 近世の宗教①―僧侶の営み― 
9. 近世の宗教②―近世神社の特質― 
10. 近世の宗教③―諸宗教者の活動― 
11. 近世民衆の思想①―生活知と通俗道徳― 
12. 近世民衆の思想②―民衆宗教の誕生― 
13. 近世の被差別民―「河原巻物」からみる意識― 
14. 幕末期の思想―対外的危機をめぐって― 
15. まとめ 

到達目標 思想に触れることの意味を理解したうえで、「日本」と「日本文化」について様々な角度から客観的に考え、

現代の私たちを奥深く規定している日本の諸思想を分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 講義で配布するプリントや、紹介した参考文献を積極的に読んでください。 

テキスト、

参考文献 テキストは使用しません。参考文献は授業中に適宜紹介します。 

評価方法 平常点 40%、テスト 60%の割合で評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本思想史Ⅱ 
宗教・文化・歴史研究各論Ⅴ（日本思想史２） 担当者 矢森 小映子 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】 
現代の私たちがもっている世界観や自国イメージは、い

かに形成され、流布し、再生産されてきたのでしょうか。

本講義ではその展開過程を、主に近世日本の洋学者とその

周辺の人々の事例を通して歴史的文脈の中で検討してい

きます。私たちが当たり前に思っている世界観やイメージ

がいつどのように形成され、どのような問題を抱えている

のか、考えるきっかけにつなげてください。 
【概要】 
毎回一つのテーマに沿って、一人ないし複数の人物をと

りあげます。彼らの史料を読み、その世界観と背景にある

近世社会・思想の特質を考察していきます。近世の人々の

世界観を史料から読み取れるようになること、さらにその

形成過程を歴史的文脈の中で捉える作業を通し、思想史へ

の理解を深めることを目標とします。 

1. ガイダンス 
2. 洋学と洋学者 
3. 近世初期の世界観―「三国」世界観の展開― 
4. 地球球体説の衝撃―「中国」イメージの変容― 
5. 「国益」と自国認識―司馬江漢と本多利明― 
6. 世界地理学者・山村才助の世界観 
7. 国学者・平田篤胤の洋学受容と世界観 
8. 洋学と江戸の社会―渡辺崋山と小関三英― 
9. 藩と日本をめぐる意識―渡辺崋山を事例に― 
10. 蘭書から見える一九世紀の世界 
11. 箕作省吾『坤輿図識』の世界―幕末の世界観― 
12. 只野真葛の世界観―近世の一女性が見た世界― 
13. 近代への展望―新たな世界観との出会い― 
14. 講義まとめ（確認テスト） 
15. 講義まとめ 

到達目標 思想に触れることの意味を理解したうえで、「日本」と「日本文化」について様々な角度から客観的に考え、

現代の私たちを奥深く規定している日本の諸思想を分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 プリントを見直して講義内容を復習するとともに、参考文献を積極的に読んで講義に臨んでください。 

テキスト、

参考文献 テキストは使用せず、毎回プリントを配布します。参考文献は授業中に適宜紹介します。 

評価方法 平常点 30％、レポート 30％、テスト 40％の割合で評価します。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

民俗学 
日本特殊研究Ⅰ（民俗学） 担当者 林 英一 

講義目的、講義概要 授業計画 
「民俗学」は庶民生活のあり方を研究するものですが、

過去の歴史だけを知るものではなく、そこから現在、そし

て未来の我々のあり方を考えるための基礎となる学問で

す。研究対象は生活全般と広いですが、本講座では、とく

に「信仰」に立脚する行事・祭り・他界観などを中心に見

て行きます。これらはその時代の価値観を反映し、流動的

です。それゆえ近代になり、さらには高度経済成長期に急

激に変化をとげました。そのような時代背景の中、現在の

私たちの信仰心は低下したと言われています。それでも初

詣・宮参りや、様々な場面で「伝統的信仰」に立脚する行

事を行っています。それは何故でしょうか。このことは

我々のアイデンティティの問題にも繋がります。本講座

は、変化の様相を捉え、今後の我々の「存在」の問題とし

て考えていきたいと思います。 

1、 講義の概説 
2、 民俗学の研究対象 
3、 国学と民俗学 
4、 神道と仏教１ 
5、 神道と仏教２ 
6、 異界の存在１（妖怪・幽霊とは何か） 
7、 異界の存在２（『東海道四谷怪談』） 
8、 異界の存在３（妖怪と神との関係） 
9、 昔話とその背景 

10、 災害伝承と伝説 
11、 年中行事１（正月行事） 
12、 年中行事２（盆行事） 
13、 現代の年中行事 
14、 人の一生（人生儀礼） 
15、 講義のまとめ 

到達目標 今日に至るまで民間伝承されてきた文化の発展模様について分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 配付プリントの事前・事後学修と指示した関連文献を精読してください。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布、参考・関連文献は授業中に紹介 

評価方法 試験 100%、授業参加度・貢献度を加味する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文化研究 c） 
日本研究各論Ⅲ（地域文化） 担当者 林 英一 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講座は日本の「地域文化」を視座とするものです。方

言や雑煮からもわかるように、日本では「地域」による生

活文化に異なりが見られます。地域差と言われるもので

す。これら「生活」の在り方を「地域文化」として捉えま

す。 
本講座では、日本文化を「地域」というミクロの視点か

ら、「地域」の成立と、そこに生活する人々の繋がり方、

また「地域」をどのように捉えることができるのか、都市

部への人口集中における過疎地と都市部の文化的問題を

「地名」や「祭り」を中心にして捉え、さらにボーダレス

となっている今日でありながら、「郷土」意識が強く残っ

ていることから、これらを現代的な問題として捉え、今後

のあり方について考えることを目的とします。 

1、 講義の概説 
2、 地名の成立ちと地域 
3、 地域と生活構造１（村の成立と地域） 
4、 地域と生活構造２（「地域」を捉える） 
5、 結（白川郷の屋根葺き） 
6、 地域認識の問題（地名と地域の関係） 
7、 地域の祭り（具体的に） 
8、 地域と祭りの関係 
9、 内的他者とその機能（地域と祭祀組織の問題） 

10、 伝統的祭りの方向性１（過疎地域の問題） 
11、 伝統的祭りの方向性２（都市部の問題） 
12、 フォークロリズム（「伝統」とは何か） 
13、 ボーダレス社会と地域文化 
14、 講義のまとめ 
15、 講義のまとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 配付プリントの事前・事後学修と指示した関連文献を精読してください。 

テキスト、

参考文献 プリントを配布、参考・関連文献は授業中に紹介 

評価方法 試験 100%、授業参加度・貢献度を加味する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文学作品研究 a） 
日本研究各論Ⅳ（古典芸能） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
日本の芸能 

 
奈良時代に渡来した伎楽、雅楽、散楽のうち、「舞」

や「滑稽な物真似」、「対話」といったいくつかの要

素が特徴的に発展、形成されて中世の能や狂言とな

りました。 
本講義では、古代の芸能としての伎楽、雅楽、散

楽から猿楽を経て、能や狂言が分化していくわが国

の芸能史を様々な文献からたどり、さらには、演じ

られる物語のベースになる文献を解読し、理解する

ことを講義の目的とします。 

1 ガイダンス―芸能とは― 
2 伎楽・雅楽・散楽―その１・伝来― 
3 伎楽・雅楽・散楽―その２・芸態― 
4 猿楽への分岐―藤原明衡『新猿楽記』をよむ・その１

5 猿楽への分岐―藤原明衡『新猿楽記』をよむ・その２

6 大和・近江四座の成立とその展開 
7 古典との融合―その１・三輪― 
8 古典との融合―その２・三山― 
9 古典との融合―その３・松浦佐用姫― 

10 古典との融合―その４・枕慈童― 
11 古典との融合―その５・姨捨― 
12 民衆と芸能―その１・歌舞伎の歴史― 
13 民衆と芸能―その２・忠臣蔵― 
14 民衆と芸能―その３・世話物― 
15 まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 
参考文献：授業中に紹介します。 

評価方法 小テスト（７０％）、課題提出も含めた授業への参加度（３０％）で評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文学作品研究 d） 
日本特殊研究Ⅲ（写本を読む） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
くずし字で読む『小倉百人一首』 

 
 『小倉百人一首』は、もともと平安時代の歌人を中心に、

奈良時代から鎌倉時代初期に至る歌人の秀歌を集めたも

ので、藤原定家の撰とされています。当初は二条家の和歌

の秘伝として伝授されたりしていましたが、近世期に入っ

て、北村季吟や契沖、賀茂真淵など、様々な人々が注釈書

を記しました。 
 江戸時代中期ごろから、特に女子の古典入門書として取

り上げられ、古典教材の他に、家庭遊戯の「かるた」とし

て普及しました。本講座では、架蔵の『百人一首一夕話』

をもとに、日本文化の一端としての百人一首を、歌にまつ

わるエピソードとともにくずし字の習得も含めて学ぶこ

とを目的とします。 

1 ガイダンス―『百人一首』の成立― 
2 天智天皇①―私の袖は露に濡れたよ― 
3 天智天皇②―天智天皇のエピソード― 
4 持統天皇①―香具山に夏が来た― 
5 持統天皇②―持統天皇のエピソード― 
6 柿本人麿①―長き夜を独りで寝るか― 
7 柿本人麿②―柿本人麿のエピソード― 
8 山部赤人―富士の高嶺に雪が降っている― 
9 中納言家持―カササギの橋に霜が置くよ― 

10 安倍仲麿―三笠の山に月が― 
11 喜撰法師―宇治山の庵に住む― 
12 小野小町①―花の色は移ろうもの― 
13 小野小町②―小野小町のエピソード 
14 陽成院―恋は積もって淵となるよ― 
15 まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 テキストとして配布するプリントのくずし字部分を事前に学習することを課題とします。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：版本を用いたプリントを配布します。 
参考文献：児玉幸多編『くずし字解読辞典』東京堂出版 

評価方法 小テスト（６０％）、課題提出も含めた授業への参加度（４０％）で評価します。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文学作品研究 b） 
日本特殊研究Ⅳ（碑文を読む） 担当者 飯島 一彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：路傍に見過ごされる石碑を読む。 
 
講義概要：現代の日常生活の周辺にも気づかぬまま存在し

ている石碑類（道標・墓誌・歌碑・句碑・記念碑・供養碑

等）を読み解くために解釈と理解の道筋を示して、身近に

存在する文化的歴史的遺産に対する意識を高めるのが目

的の、実践的な授業である。 
今年度は草加周辺の旧日光街道に焦点を当てて、フィー

ルドワークを増やし、読解の基本の指導と作業を行って基

礎力を養った後に、学生各自が碑文の採集と解釈を行い、

教室で報告することを課する。 
変体仮名や異体字、漢文・梵字などを読まなくてはなら

ないので、勉強しなくてはならないことは山ほどある。 
全体としては足を動かし、手を動かし、頭を動かす実習

型の授業である。課題が多いので心して参加せられたい。

1. オリエンテーション・導入 
2. 概説（石碑の種類・刻まれた文字達） 
3. フィールドワーク、草加宿 
4. フィールドワーク、草加市民俗資料館 
5. フィールドワーク、大学周辺 
6. フィールドワーク、草加茶屋町周辺 
7. フィールドワーク、蒲生茶屋町周辺 
8. 道標・講中碑を読む 
9. 日本漢文体の読解、梵字の読解 
10. 墓碑銘・供養碑を読む 
11. 学生諸君の報告と検討① 
12. 学生諸君の報告と検討② 
13. 学生諸君の報告と検討③ 
14. 学生諸君の報告と検討④ 
15. まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前：身辺の石碑に注意を払っておくこと。事後：調査報告書の内容の充実に努めること。 

テキスト、

参考文献 授業中に示す。 

評価方法 フィールドワーク参加 10％。各自が調査した碑文の採集・調査報告書を発表、およびその内容 40％。授

業中に検討した上で手直しの後、調査報告書 2 点の提出、その内容 50％。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文化研究 a） 
日本研究各論Ⅰ（民俗芸能） 担当者 飯島 一彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的：民俗芸能を通して、日本の民衆生活の基盤に潜

む概念や価値観・世界観を認識し、理解する。 
 
講義概要：日本の民俗芸能は世界にもまれに見る多様さと

濃厚さで民衆生活と結びつき、いまだに多数残存してい

る。いわゆる先進国としては唯一と言って良い。 
そこにはっきりと呈示されている、日本の文化の基盤を

形成する「見えないもの」との対峙の仕方を、年中行事・

信仰・地域社会・儀礼等との関わり方から分析し、講義す

る。 
具体的には「神の来訪」「異人の出現」「稲作の習俗と芸

能」「年齢階梯」という観点を「境界領域の存在」という

地平から照射し、東西日本の様々な民俗芸能・行事を取り

上げ、フィールドワークにもとづく映像資料も用いて、概

念や価値観・世界観の実際がどう機能しているかに留意す

る。 

1. オリエンテーション・導入 
2. 日本文化と「見えないもの」、境界領域の存在 
3. 神の来訪と芸能①…春日若宮の「おん祭」 
4. 神の来訪と芸能②…八重山の祭と芸能 
5. 異人の出現と芸能①…「異人」と日本全国の祭・芸能

6. 異人の出現と芸能②…岩手県の鹿踊・剣舞 
7. 稲作の習俗と芸能①…中国地方の花田植 
8. 稲作の習俗と芸能②…東北の田植踊り 
9. 稲作の習俗と芸能③…能登の「アエノコト」 
10. 年齢階梯と芸能①…年齢階梯制とは何か？ 
11. 年齢階梯と芸能②…福島県の成人儀礼「幡祭」 
12. 年齢階梯と芸能③…福島県の宮座 
13. 境界領域の時空①…異人の出現する領域と年齢階梯 
14. 境界領域の時空②…日常とは別の時間・空間・社会 
15. まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

事前学修：特に必要はない。授業の内容（特に映像）に集中すること。 
事後学修：授業の内容に沿った課題の提出を求める。 

テキスト、

参考文献 テキスト：特に使わない。 参考文献：『境界領域論（仮題）』（飯島一彦著、新典社） 

評価方法 学期末に、記述式の試験を実施する。その成績 50％。課題の提出 50％。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本文学作品研究 c） 
日本特殊研究Ⅱ（文献読解） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
富士山の伝承と文学 

 
 『万葉集』に「奇しくもいます神」と詠まれ、古来から

霊山として讃えられてきた富士山は、一方で山容の美し

さ、雄大さが様々な文学作品に表現された山でもありま

す。 
 本講義では、「伝承」と「文学」の二つの視点から世界

文化遺産にも登録された「富士山」を解き明かすことを目

的とします。「富士山」をキーワードに、通史としての日

本文学史を学び、日本人の志向を文学作品から読み解くこ

とをします。 

1 ガイダンス―パワースポット「富士山」― 
2 富士に抱く思い―『万葉集』『古今和歌集』― 
3 富士山の伝説―その１・『富士山記』― 
4 富士山の伝説―その２・『更級日記』― 
5 富士山の伝説―その３・『竹取物語』― 
6 伝説のクライマー―その１・『日本霊異記』― 
7 伝説のクライマー―その２・『聖徳太子伝暦』― 
8 富士山の神―その１・『人穴草子』― 
9 富士山の神―その２・『富士山縁起』― 

10 もう一つのかぐや姫伝説―『皇国地誌』― 
11 室町将軍富士山を見る―『覧富士記』― 
12 富士信仰の歴史と伝承―その１・古代から中世― 
13 富士信仰の歴史と伝承―その２・中世から近世― 
14 富士信仰の歴史と伝承―その３・近世― 
15 まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として、提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 
参考文献：授業時間内に紹介します。 

評価方法 小テスト（７０％）、課題提出も含めた授業への参加度（３０％）で評価します。 

 

13 年度以降 日本特殊研究（日本文学作品研究 e） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
本居宣長の世界 

 
 本居宣長は伊勢・松阪に生まれた江戸時代の国学者で

す。国学者とは、日本の古典を研究対象とし、日本固有の

「道」を明らかにしようとした人々を指しています。宣長

の残した古事記の注釈書である『古事記伝』や源氏物語の

注釈書である『紫文要領』などは現代でも重要視されてい

る文献です。 
 本講義では、本居宣長の残した随筆や注釈書から宣長の

言葉に表されている「思想」をいくつかのキーワードとし

て取り上げ、研究者として、また、教育者として活躍した

「宣長の思想」を理解し、「生きるとは」「学ぶとは」とい

ったことを考えることを講義の目的とします。 

1 ガイダンス―本居宣長とは― 
2 生きる力―『排蘆小船』をよむ・その１― 
3 生きる力―『排蘆小船』をよむ・その２― 
4 生きる力―『玉勝間』をよむ― 
5 「心」と「事」と「言葉」―『うひ山ふみ』①― 
6 「心」と「事」と「言葉」―『うひ山ふみ』②― 
7 「心」と「事」と「言葉」―『うひ山ふみ』③― 
8 「心」と「事」と「言葉」―『古事記伝』①― 
9 「心」と「事」と「言葉」―『古事記伝』②― 

10 「心」と「事」と「言葉」―『古事記伝』③― 
11 物学び―『玉勝間』・その１― 
12 物学び―『玉勝間』・その２― 
13 物学び―『玉勝間』・その３― 
14 宣長の思考 
15 まとめ 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として、提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 
参考文献：授業中に紹介します。 

評価方法 小テスト（７０％）、課題提出も含めた授業への参加度（３０％）で評価します。 
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13 年度以降 日本特殊研究（日本文化研究 b） 担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画

和本リテラシー―写本から版本へ― 

わが国における文学研究は「訓む」「写す」「使う」「解

く」のおよそ４つのキーワードによってその歴史を紡いで

きました。「和本リテラシー」とは、「和本」に特化した理

解力を示しています。

本講義では、現存最古の歌集である『万葉集』をテーマ

に取り上げ、この作品を各時代の人々がどのように訓み、

写し、使い、解いてきたかを文化史的に理解することを講

義の目的とします。

1 ガイダンス―『万葉集』あれこれ― 
2 訓む―梨壺の五人の奮闘― 
3 訓む―道長も訓んだ『万葉集』― 
4 写す―『万葉集』の写本あれこれ― 
5 使う―藤原敦隆の試み― 
6 使う―歌聖の創始・「人麿影供」― 
7 使う―印刷の歴史― 
8 解く―北村季吟『万葉拾穂抄』― 
9 解く―契沖『万葉代匠記』― 

10 解く―荷田春満『万葉問答』― 
11 解く―賀茂真淵『万葉考』― 
12 解く―本居宣長『万葉集玉の小琴』― 
13 解く―加藤千蔭『万葉集略解』― 
14 解く―鹿持雅澄『万葉集古義』― 
15 まとめ 

到達目標
「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。

事前・事後

学修の内容
事前・事後の学習として、提示される課題に取り組んでください。

テキスト、

参考文献
城崎陽子『万葉集を訓んだ人々―「万葉文化学」のこころみ―』2010 年、新典社。 

評価方法 小テスト（７０％）、課題提出も含めた授業への参加度（３０％）で評価します。
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13 年度以降 日本特殊研究（日本文化研究 d） 担当者 飯島 一彦 

講義目的、講義概要 授業計画

講義目的：日本文化全般に潜む「境界領域」の問題を、様々

な視点から考える。

講義概要：概説では、耳慣れない概念であろう「境界領域」

の存在を明らかにしていく。

第４回以降は「祭り」「物語」「歌謡」等の表現分野にお

いて「境界領域観」が、どのように発揮されているか、諸

相を見ていく。本来それを持たない外来の文化にまで「境

界領域観」を付与して日本文化化して行くかという過程ま

で踏み込んで考える。

文化とは目に見える物の世界だけではなく、目に見えな

い価値観・世界観・振る舞いまで含むのである。人と人と

の関わりの中で、どこにどのように目に見えない「境界線」

を引いて、どのように物事を考えているのか、ということ

までも明らかにしていく。

1. オリエンテーション・導入

2. 概説①（境界領域とは何か？）

3. 概説②（国境・境界・境界領域）

4. 祭りと境界領域①

5. 祭りと境界領域②

6. 祭りと境界領域③

7. 「異界」「異人」と境界領域

8. 物語と境界領域①

9. 物語と境界領域②

10. 物語と境界領域③

11. 「世界」「世間」の構造と境界領域

12. 歌謡と境界領域①

13. 歌謡と境界領域②

14. 歌謡と境界領域③

15. まとめ

到達目標
「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。

事前・事後

学修の内容
事前学修：参考文献の該当部分を読んでくること。事後学修：身近に潜む「境界領域」を考えること。

テキスト、

参考文献
テキスト：『境界領域論（仮題）』飯島一彦著、新典社 参考文献：テキストに記載

評価方法 授業期間中数回課す予定の課題（50％）とレポートまたは試験の成果（50％）による。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本史研究 a） 
日本研究Ⅲ（日本史 a) 担当者 丸浜 昭 

講義目的、講義概要 授業計画 
1945年に終わった戦争は太平洋戦争と呼ばれ、相手はア

メリカだったととらえられがちであるが、これを見直した

い。対米開戦前に泥沼の日中戦争が続いており、さかのぼ

れば1931年の満州事変にいきつく。足かけ15年の戦争で、

日本が一番長く戦った国は中国である。 
中高での学習では原爆や空襲などの被害を重点に学ぶ

ことが多いようだが、被害面だけでなく加害面にもしっか

り目を向けたい。見るのがつらいところもあるかもしれな

いが、映像をかなり使う。そして、当時の教育や社会の状

況、経済との関わりなども含めて、戦争の全体像を考えた

い。中国や韓国をはじめアジア諸国との関わりがますます

強まる中で、「対立」がつくられている。この戦争はどう

いうものだったかの事実はしっかり知っておきたい。 
なお、秋学期と連動させており、できればあわせて受講

して欲しい。 

1 1945年に終わった戦争の相手・呼称をめぐって 
2 1941年12月8日―真珠湾からかコタバルからか 
3 被害の問題①―空襲は何を示すか 
4 被害の問題②―原爆投下をどうとらえるか 
5 日中戦争をとらえる①―満州事変から日中戦争へ 
6 日中戦争ととらえる②―対米英戦争とのかかわり 
7 加害の問題①―731部隊とは何か 
8 加害の問題②―南京事件をどうとらえるか 
9 治安戦としての日中戦争―「尽滅掃討」作戦 

10 日本の戦争と植民地朝鮮 
11 日本軍隊の特徴をみる 
12 戦時下の社会―戦争への動員・女性と戦争他 
13 敗戦をめぐって①―本土決戦体制の構築と沖縄 
14 敗戦をめぐって②―ポツダム宣言とその受諾 
15 「15年戦争」を振り返る 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前に吉田裕『アジア・太平洋戦争』（岩波新書）の通読を勧める。事後はプリントを見直して欲しい。 

テキスト、

参考文献 上記のほかは、講義の中で紹介する 

評価方法 事前出題による論述形式で定期試験を実施 90％ 平常時の意見･感想など 10％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本特殊研究（日本史研究 b） 
日本研究Ⅳ（日本史 b） 担当者 丸浜 昭 

講義目的、講義概要 授業計画 
1945年8月15日に敗戦を迎えた戦争は、戦後70年を越え

た今日でもさまざまな課題を残す。その背景には、占領そ

して講和や賠償問題等を通してアメリカの強い関わりが

ある。トランプ政権が誕生し日米関係見直しが必至となる

今、この歩みを知ることは重要である。沖縄のことも日本

の問題としてしっかり考えたい。 
中国や韓国などでは、この2、30年間で民衆の声がそれ

ぞれの国を動かすようになり、同時に日本とも民衆同士の

交流が進んできた。戦後補償や戦争認識をめぐる問題は、

やっとそれを民衆が論議できるようになったと捉えたい。

きちんと論議できる知識をもつ若者でいて欲しい。 
2011年の3･11を経て、原発がどのように導入されどのよ

うな問題を持つかを学ぶこともあらためて欠かせないこ

とになった。取り上げていきたい。 
なお、なるべく春学期とあわせて受講して欲しい。 

1 「15年戦争」の終わり方をふりかえる。 
2 「民主化」と日本国憲法 
3 東京裁判と日本の戦争責任をめぐって 
4 朝鮮戦争とサンフランシスコ講和のもった問題 
5 日本の国内での補償をめぐって 
6 日本のアジアへの補償をめぐって 
7 日韓条約はなぜ1965年に結ばれたか 
8 日中国交回復を考える 
9 「戦後」の沖縄の歩み 

10 ベトナム戦争と沖縄の日本復帰 
11 米軍基地問題と日本の安全保障を考える 
12 原発をめぐって①―「ビキニ被曝」と原子力平和利用

13 原発をめぐって②―3.11から何を学ぶか 
14 戦後50年の国会決議をめぐって―政治家の戦争認識 
15 「戦後70年」を超えて 

到達目標 「日本研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本を研究分析し、見解を提

示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 ぜひ毎日、新聞に目を通すことを勧める。事後はプリントを見直して欲しい。 

テキスト、

参考文献 講義の中で紹介する 

評価方法 事前出題による論述形式で定期試験を実施 90％ 平常時の意見･感想など 10％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

英語学概論 
多言語間交流研究Ⅲ（英語学 a） 担当者 野々宮 鮎美 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語学の諸分野について、基本的な概念やテーマを解説

していきます。扱う分野は、英語の音（音声学）、単語の

成り立ち（形態論）、会話の仕組み（語用論・談話分析）、

英語が千年以上の歴史の中でどう変化してきたか（英語

史）などがあります。英語を言語学的に分析する知識や手

法を身に着けることで、英語という言語をよりよく理解す

ることを目指します。 
 
授業は講義形式で行いますが、コーパスのみ実習を予定

しています。基本的に教科書を使用し、必要があればプリ

ントを配布します。 

1. イントロダクション （1~3章） 
2. 音声学 （6章） 
3. 音韻論 （7章） 
4. 形態論 （8章） 
5. 統語論 （9~10章） 
6. 意味論 （11章） 
7. 語用論 （12章） 
8. 談話分析 
9. 英語史(1)：古英語 （4章） 
10. 英語史(2)：中英語 （4章） 
11. 英語史(3)：近代英語（5章） 
12. 英語史(4)：現代英語（5章） 
13. 英語の多様性・社会言語学（14章） 
14. 英語の対照言語学的研究 （15章） 
15. コーパス言語学 

到達目標 音声学・音韻論・形態論・統語論・意味論・談話分析・英語史・英語の社会的変異・英語の権力構造とい

った英語学の各領域において基本的な知識を習得し、分析・論証ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

教科書の該当箇所や配布プリントを事前に読んでおくこと。また、必要であれば授業後に参考文献（授業

で指示する）を読んでおくこと。 
テキスト、

参考文献 
テキスト：龍城正明（編）『英語学パースペクティブ』（南雲堂, 2015 年） 
参考文献：授業中に紹介。黒田龍之助『はじめての言語学』（講談社現代新書）など。 

評価方法 定期試験 60%、課題 20%、授業への参加度 10% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

言語学概論 
多言語間交流研究Ⅰ（言語学 a） 担当者 安間 一雄 

講義目的、講義概要 授業計画 
言葉の仕組みと役割を客観的に記述する学問である言

語学とはどのような分野なのかを概観する。ここでは言語

学の基礎的および応用的領域を取り上げ、社会における言

語の機能を理解すると共に、その背景にある基本的な考え

方を学ぶ。主として英語を対象言語とするが、言語資料分

析については他の言語も扱う。また、言語学の周辺領域に

おける言語研究にも言及する。 

1. 話し言葉と書き言葉 ～言葉は約束事：言語学の研究対象，記号論，ロ

ーマ字表記 
2. 動物の言語と人間の言語 ～チンパンジーも言葉が話せる？：動物のコ

ミュニケーション 
3. 言語と脳 ～失われた言葉を取り戻す：心理言語学と大脳生理学 
4. 子供の言葉の発達 ～どのようにして言語を習得するか？：第1言語の

発達過程 
5. 外国語の上達 ～どのようにしたらうまく話せるようになるか？：第2

言語の習得理論 
6. 音と音声 (1) ～カテゴリーができるまで：調音音声学と音韻論 
7. 音と音声 (2) ～音声はどのように聞こえるか？：音響音声学と聴覚音

声学 
8. 統語論 ～「正しい」言葉の記述 vs 言葉の「正しい」記述：構造主義

文法，生成文法，その他の文法 
9. 形と意味 ～発話に意味を込める：形態論，意味論，語用論 
10. 会話の原則 ～言葉の適切な使い方：談話分析 
11. 言語と社会 ～言葉の多様性と普遍性：社会言語学 
12. 世界の言語とその系統 ～言語の系統と分類：歴史言語学 
13. 言語の進化 ～言語と人類の発達：言語考古学 
14. コンピューターと言語 ～近未来の言語研究：人工知能，機械翻訳，コ

ーパス言語学 
15. まとめ 

到達目標 音声学・音韻論・形態論・統語論・意味論・談話分析・心理言語学・社会言語学・動物の言語使用・数理言語学・

応用言語学といった言語学の各領域において基本的な知識を習得し、分析・論証ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。 

テキスト、

参考文献 
教科書 
G. ユール／今井・中島訳 『現代言語学 20 章』（大修館, 1987; ISBN: 4-469-21145-1） 

評価方法 定期試験。 
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12 年度以前 言語間交流研究Ⅳ（英語学 b） 担当者 野々宮 鮎美 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語の背景（歴史、使用状況など）を学ぶことで、英語

についての理解を深めます。授業の前半では、1000年以上

に及ぶ歴史の中で英語がどのように変化していったかを

見ます。世界史の知識はあった方がいいですが、イギリス

の歴史（英語の外面史）に関しては授業でも簡単に紹介し

ます。 
後半では、現代社会での多様な英語のあり方（国別の英

語など）を見ます。 
授業は講義形式で行います。テキストは使用せず、事前

にプリントを配布し、必要であれば視聴覚教材も使用しま

す。コーパスに関しては実習を予定しています。 

1. イントロダクション：英語ってどんな言語？ 
2. インド・ヨーロッパ語族 
3. 古英語１（外面史）  
4. 古英語２（内面史） 
5. 中英語１（外面史） 
6. 中英語２（内面史） 
7. 近代英語１（外面史） 
8. 近代英語２（外面史） 
9. 世界の英語１：アメリカ英語 
10. 世界の英語２：イギリス英語 
11. 世界の英語３：その他の地域の英語 
12. 英語の特徴１：語彙・発音 
13. 英語の特徴２：文の組み立て・語順  
14. 英語の特徴３：英語の「敬語」・スタイル 
15. 現代英語とコーパス 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 

配布されたプリントを事前に読んでおく。また、小テストに備えて、プリントを読み返したり参考文献を

読んだりすることが求められる。 
テキスト、

参考文献 
参考文献：授業で紹介する。堀田隆一『英語史で解きほぐす英語の誤解』（中央大学出版会）、寺澤盾『英

語の歴史 過去から未来への物語』（中公新書）など。 

評価方法 定期試験 60%、小テスト 20%、課題 10%、授業への参加度 10% 

 

12 年度以前 多言語間交流研究Ⅱ（言語学 b） 担当者 安間 一雄 

講義目的、講義概要 授業計画 
人間の言語は動物のそれと異りアナログ的要素と共に

デジタル的要素がある．メッセージを単位記号（デジタル

信号）に置き換えることでコミュニケーションの媒体とな

り，文学ばかりでなく政治や科学などの社会を構成する要

素が確立したのである．この授業では言語の基本的な構造

を取り上げ，理論的枠組みを理解すると共に，ハンズオン

的学習を通して言語資料の分析練習を行う．対象言語は英

語を初め各国語にわたる．教材の事前予習を前提とする．

1. 形態論 (1) 形態素の同定（ハンガリー語，スペイン語） 
2. 形態論 (2) 形態素の同定（現代ヘブライ語，マレー・インドネシ

ア語，ペルシア語） 
3. 形態論 (3) 形態素の同定（ラテン語，ラコタ語） 
4. 音声学・音韻論 (1) 発音記号，音素・異音（英語） 
5. 音声学・音韻論 (2) 音韻の同定（ウィチタ語，古典ヘブライ語，

ラコタ語） 
6. 音声学・音韻論 (3) 音素の同定（スペイン語，ヒンディー語，日

本語） 
7. 音声学・音韻論 (4) 超分節音素の同定（中国語，アイスランド語・

スワヒリ語・アラビア語・英語） 
8. 音声学・音韻論 (5) 音韻現象，生成音韻論（トルコ語，英語）

9. 統語論 (1) 直接構成素分析，句構造規則（英語） 
10. 統語論 (2) 句構造規則（英語，イタリア語・ギリシア語） 
11. 統語論 (3) 構造形成，語順，格（英語，中国語，ドイツ語，クリ

ンゴン語） 
12. 意味論 上位概念・下位概念，同意語・反意語（英語，日本語，

ペルシア語） 
13. 語用論 新旧情報，言語行為，話題化（英語，中国語） 
14. 書記法（英語，イタリア語，ギリシア語，ヘブライ語） 
15. まとめ

到達目標  

事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。 

テキスト、

参考文献 
教科書 Paul R. Frommer & Edward Finegan, Looking at Languages: a Workbook in Elementary 
Linguistics, 5th ed.(Heinle, 2011; ISBN: 978-0495912316) 

評価方法 定期試験。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育概論

日本語教育研究Ⅰ（日本語教育概説）
担当者 石塚 京子 

講義目的、講義概要 授業計画

＜講義概要＞

「日本語教育」とは何か、「日本語教師」の仕事とはど

のようなものか、といったことを概説します。この講義は、

日本語教師を目指す学生に限定するものではありません。

外国語としての日本語、日本語教育の歴史と現状、外国語

教授法など、言語や教育に広く興味を持っている学生を対

象とした講義内容となります。なお、日本語教師養成課程

を履修する学生にとっては、日本語教授法 1 の内容と多少

の重なりがありますが、実践的な指導法を学ぶための前段

階と位置づけて授業に臨んでください。

＜講義の目的＞

1.日本語教育と国語教育の違いを知る

2.日本語教育の歴史と現状を知る

3.さまざまな外国語教授法を概観する

4.日本語を外国語として客観的に捉える

5.外国語としての日本語の指導法を考える

6.教師の役割を考える

1. 講義の概要説明、日本語教育の一例を紹介

2. 日本語教育とは何か(1)  日本語教育と国語教育の違い

3. 日本語教育とは何か(2) 日本語教育の歴史

4. 日本語教育とは何か(3) 日本語教育の現状

5. 日本語教育とは何か(4) コミュニケーション教育

6. 外国語教授法の歴史

7. 外国語教授法の紹介(1)
8. 外国語教授法の紹介(2)
9. 異文化接触と日本語教育

10. 言語教育と言語学習観

11. 日本語のしくみと指導のポイント(1)
12. 日本語のしくみと指導のポイント(2)
13. 教室活動の活動例

14. 教師の役割と評価

15. 講義のまとめ

＊進捗状況によって内容が変更になる場合もあります。

到達目標
日本語を学習対象言語として捉えたうえで、日本語教育の基本的な内容、および日本語教育の歴史と現状

について分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

授業中に出される課題について事前に調べておいてください。

配布した資料を授業後にまとめ、次回までにきちんと内容を整理しておいてください。

テキスト、

参考文献
参考文献：佐々木泰子著『ベーシック日本語教育』（ひつじ書房、2007）＊その他は授業中に適宜紹介 

評価方法 定期試験（70％）、平常点や課題などの提出状況（30％）を総合的に評価 
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13 年度以降 
12 年度以前 

応用言語学Ⅰ 
多言語間交流研究各論Ⅰ（応用言語学） 担当者 臼井 芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
応用言語学は言語、言語習得そして言語運用に関する理

論を応用し、言語に関わるあらゆる問題の解決策を模索す

る学問である（言語学の基礎・応用の応用ではなく、応用

言語学という分野である）。本講義では、応用言語学には

どのような領域があるか、そしてそれぞれの領域が外国語

教育に何を示唆するかを学ぶ。 
 
言語習得、外国語教育、言語と社会、言語研究の４領域

を中心に進めていく。各領域においてどのような研究がな

され、外国語教育に何を示唆しているかを中心にみてい

く。 
 
出席を前提とする。 
また、課題をしてきたことを前提とした講義である。 

 
留意点：英語で書かれた文献を課題として出すこともあ

る。 

第1回： 概要：応用言語学とは 
第2回： 習得のメカニズム 

インプット・アウトプット仮説 
第3回： 言語習得と脳 1 
第4回： 言語習得と脳 2 
第5回： ４技能の習得：リーディング 
第6回： ４技能の習得：リスニング 
第7回： リーディング・リスニングまとめ 
第8回： ４技能の習得：スピーキング・ライティング 
第9回： 口頭発表 1 
第10回： 言語喪失（社会） 
第11回： 言語喪失（個人） 
第12回： バイリンガリズム（個人） 
第13回： バイリンガル教育 
第14回： 口頭発表 2 
第15回： まとめ 

到達目標 言語の獲得・習得、言語教育といった言語学の応用理論について分析し、論証できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 テーマごとに配布される論文を読むこと。また、レポート課題および口頭発表の準備をすること。 

テキスト、

参考文献 配布資料・論文等有り。 

評価方法 論文のまとめなど諸課題（30％）、口頭発表（30％）、期末テスト（40％） 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

応用言語学Ⅱ 
多言語間交流研究各論Ⅱ（第二言語習得） 担当者 臼井 芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、第二言語習得がいかにダイナミックなもので

あるかということを理解し、諸理論をどのように言語教育

に応用していくかを考える。特に個人要因に焦点をあて

る。また、テーマごとに論文を読み、研究方法、問題点、

展望などについて議論する。 
 
出席を前提とする。 
また、課題（論文講読など）をしてきたことを前提とし

た講義である。 
 
留意点：英語で書かれた文献を課題として出すこともあ

る。 

第1回： 概要：環境要因・個人要因 
第2回： 環境要因、社会的動機づけ理論 
第3回： 適性、MI 
第4回： 不安 
第5回： 動機づけ 1 
第6回： 動機づけ 2 
第7回： 学習ストラテジー、学習ビリーフ、好意度 
第8回： 意欲、WTC 
第9回： グループワーク：言語習得過程モデル 
第10回： 口頭発表 
第11回： 年齢：臨界期仮説、早期英語教育 
第12回： スピーチ学習モデル、音声認識、早期英語教育

第13回： グループワーク：初中等教育における英語教育

第14回： 口頭発表 
第15回： まとめ 

到達目標 言語の獲得・習得、言語教育といった言語学の応用理論について分析し、論証できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 テーマごとに配布される論文を読むこと。また、レポート課題および口頭発表の準備をすること。 

テキスト、

参考文献 配布資料・論文等有り。 

評価方法 論文のまとめ（50%）、グループワーク→口頭発表→まとめレポート（50％） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文学Ⅰ 
多言語間交流研究Ⅴ（英語圏の文学） 担当者 大熊 昭信 

講義目的、講義概要 授業計画 
授業目的 

今日グローバル社会と言われ、英語が世界語となってい

る事態から予想されるように英語で作品を発表する作家

が増えている。しかしこうした事態はすでに植民地主義以

後のイギリスやアメリカの植民地で始まっていたことで

ある。それはもはやイギリス文学、アメリカ文学といった

範疇を超えている。そうした英米人ならぬ作家たちの作品

を含めて英語圏文学というのである。この授業ではそうし

た作家たちの多彩な創作活動を網羅的に紹介する。 

講義概要 

英米の旧植民地の作家や英米の作家の植民地に取材し

た作品を紹介し、カナダのアトウッドの『サバイバル』の

紹介からはじめて、ソール・ベローや日系のジョイ・コガ

ワ、黒人作家のイシュメール・リード、キャリル・フィリ

ップス、イギリス人アメリカ人作家の植民地体験としてロ

レンスやメルヴィルなどを紹介する。 

第 1週  講義概要 

第 2週  カナダ 

第 3週  オストラリア、ニュージーランド 

第 4週  サモア 

第 5週  日系アメリカ人 

第 6週  ユダヤ人作家 

第 7週  中国系アメリカ人、朝鮮系アメリカ人 

第 8週  ガイアナ 

第 9週  カリブ海諸島 

第 10 週 アフリカの英語作家 

第 11 週 イギリス人作家の植民地体験 

第 12 週 アメリカ人作家の植民地体験 

第 13 週 アメリカの黒人作家 

第 14 週 イギリスの黒人作家  

第 15 週 まとめ 

到達目標 文化・社会・政治的知識と関連づけながら、英語圏の文学・文化を鑑賞・分析し、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

毎回事前にポータルサイトにアップしてある授業概要をダウンロードして目を通し、授業中にはそれにメ

モを加え、事後にはメモを見ながら全体を復習すること 
テキスト、

参考文献 参考文献：大熊昭信・庄司宏子編著『グローバル化の中のポストコロニアリズム―環太平洋諸国の英語文学と日本語文学の可能性―』

評価方法 定期試験５０％、レポート３０％、小テスト１０％、授業での発言１０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文学Ⅱ 
多言語間交流研究Ⅴ（英語圏の文学） 担当者 大熊 昭信 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的 

現代は異文化が混在する多文化社会と言われている。だ

が、いったい多文化社会とはどのような社会なのか。どの

ように形成されたのか。その中で文化はどのような形をと

るのか。異文化間の交流にはどのような形態があるのか。

そうした疑問に答えつつ、そこにみられるさまざまな文化

交流や変容の在り方を、文化変容、異種混合といったター

ムを導入しながら、英語圏文学に具体例をとって検討した

い。 

講義概要 

多文化社会から誕生し、現在生産され消費されている今

日の英語圏文学の作家や作品をとりあげ、それらの国家間

民族間の移動に焦点をあてて批評的に検討する。 

第 1週  講義の概要 

第 2週  多文化社会の形成 

第 3週  多文化社会のありかた（１） 

第 4週   多文化社会のありかた（２） 

第 5週  多文化社会のなかの文学の在り方 

第 6週  植民地の作家の場合（１） 

第 7週  植民地の作家の場合（２） 

第 8週   宗主国の作家（１） 

第 9週  宗主国の作家（２） 

第 10 週  エクソフォニー 

第 11 週 クレオール：ハワイピジン 

第 12 週 翻訳 

第 13 週 在日と移民 

第 14 週 世界文学のほうへ 

第 15 週 まとめ 

到達目標 文化・社会・政治的知識と関連づけながら、英語圏の文学・文化を鑑賞・分析し、批評できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

毎回事前にポータルサイトにアップしてある授業概要をダウンロードして目を通し、授業中にはそれにメ

モを加え、事後にはメモを見ながら全体を復習すること 
テキスト、

参考文献 参考文献：大熊昭信・庄司宏子編著『グローバル化の中のポストコロニアリズム―環太平洋諸国の英語文学と日本語文学の可能性―』

評価方法 定期試験５０％、レポート３０％、小テスト１０％、授業での発言１０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文学・文化・批評Ⅰ 
多言語間交流研究各論Ⅲ（英語圏の小説 a） 担当者 上野 直子 

講義目的、講義概要 授業計画 
英語圏文学のいま） 
 
 ノーベル賞(N)のほか、ブッカー賞(B)(1)、オレンジ賞(O)(2)、コ

モンウェルス賞(CW)(3)など、英国の文学賞の受賞作家とその作品

を中心に紹介しながら、現代の英語圏文学の多様性を提示したい。

紹介する作家の生地は、英国のみならず、イラン、インド、ナイ

ジェリア、南アフリカなど、世界中にひろがっている。これはも

ちろん、かつての大英帝国のひろがりを反映している。 
 ひとりの作家に講義2回をあて、バイオグラフィー、テーマ、受

容（社会へのインパクト）などを中心に進めていく。作品のテク

ストも可能なかぎり読んでいきたい。 
1. 1969年創設。英語で書かれた最も優れた小説に与えられる。英

国で最も注目される文学賞。 
2. 1996年創設。前年度英語で書かれ、英国で出版された最も優れ

た作品を書いた女性作家に与えられる。作家の国籍は不問。

2014年よりベイリーズ賞となった。 
3. 1987-2011。コモンウェルスの市民である作家が対象。現在は

デビュー作を対象としたものとなっている。 

1.     イントロダクション 
2&3.   Doris Lessing (1919.イラン〜2013. 英国) (2007. N) 

——１世紀を見た言葉の巨人 
4&5.   J.M. Coetzee (1940. 南アフリカ〜) (1983/1999. B , 2003 N)

——支配と言語、そして生きのびること 
6&7.   Andrea Levy (1956. 英国〜) (2004. O, 2005. CW )  

——英国史を書き換えるベストセラー作家 
8&9.   Caryl Phillips (1958. セント・キッツ〜)(2004. CW) 

——ディアスポラの世界地図、そして英国 
10&11. Arundhati Roy (1961. インド〜 )(1997. B) 

——インド人初のブッカー賞受賞からデモクラシー・ファイ

ターへ 
12&13. Zadie Smith (1975. 英国〜) (2000. B) (2001. CWBSB) 

——混成の英国に生まれて 
14&15. Chimamanda N’goshi Adhiche (1977. ナイジェリア〜) 

(2004. CWBSB) —— シングル・ストーリーを超えて 

到達目標 文学研究のアプローチを使って、英語圏の文学・文化を鑑賞・分析し、批評できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各作家の 1 回目については事前学習はマストではないが、2 回目には英文抜粋をしっかり読んでおくこと。

事後学習は評価の対象とする check sheet を中心に必ず行うこと。 
テキスト、

参考文献 ハンドアウトを配布、あるいはポータルにアップする。その他の参考文献については授業時に紹介する。

評価方法 授業貢献 20%、チェックシート（事後学習）35％、定期試験 45% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文学・文化・批評Ⅱ 
多言語間交流研究各論Ⅳ（英語圏の詩 b） 担当者 原 成吉 

講義目的、講義概要 授業計画 
（カリフォルニアの詩と文化） 
 
カリフォルニア、とりわけSan Francisco Bay Areaを中

心に、ここで生まれた詩と音楽をテキストにしながら、カ

リフォルニア文化とは何かを考察する。 
 1950年代以降にサンフランシスコ・ベイ・エリアで書か

れた詩やその場所を歌ったポピュラー・ミュージックを取

り上げながら、アメリカ先住民の文化、ビート、ポエトリ

ー・リー ディング、ベトナム戦争、ホモセクシュアリテ

ィ、ドラッグ、カウンターカルチャー、環境問題、ロック・

ミュージック、禅仏教などについて論じる。 

1. An Introduction 
2. What is San Francisco? 
3. What was Gold Rush? 
4. Counterculture & Rock Music 
5. Zen Buddhism in the Bay Area 

Poets in San Francisco 
6. Kenneth Rexroth 
7. Robert Duncan 
8. Lawrence Ferlinghetti 
9. Jack Kerouac 
10. Philip Whalen 
11. Allen Ginsberg 
12. Gary Snyder 
13. Michael McClure 
14. Robert Hass 
15. Jane Hirshfield 

到達目標 文学研究のアプローチを使って、英語圏の文学・文化を鑑賞・分析し、批評できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前にテキストを熟読し、疑問点を整理してから、講義に出席すること。 

テキスト、

参考文献 
テキストは、プリントを使用。参考文献： California Poetry: From the Gold Rush to the Present. 
Berkeley: Heyday Books, 2004. 

評価方法 講義で取り上げた作品を一つ選び、4,000 程度の作品論（書き方は、原ゼミの HP の「MLA 論文の書き

方」を参照）によって決める。欠席が授業回数の 1/3 を超えた場合は、評価の対象としない。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文学・文化・批評Ⅱ

多言語間交流研究各論Ⅷ（英語圏の演劇 b） 担当者 児嶋 一男 

講義目的、講義概要 授業計画

講義目的

 英米の劇作品の台本（抜粋英文プリント）を読みながら、

現代の英米文化や作品の時代の社会風潮が、どういうふう

に演劇に示されているかについて考察する。

 英米や時代にかかわらず、さまざまな作品や話題の作

品、歌舞伎などもとりあげて、社会と文化の洞察をはかる。

 実際に劇場に観に行って、芝居は楽しいライヴ・パフォ

ーマンスであることを知り、演劇文化への理解を深める。

講義概要

 なるべく実際の上演を観られる戯曲をとりあげ、台本抜

粋を精読する。映像化された作品がある場合は、その一部

を上映する。  

 日本語に翻訳した台本を本読みするパフォーマンスを、

順番に実施する。

1. 導入

2. 戯曲作品 1
3. 戯曲作品 2
4. 戯曲作品 3
5. 戯曲作品 4
6. 戯曲作品 5
7. 戯曲作品 6
8. 戯曲作品 7
9. 戯曲作品 8
10. 戯曲作品 9
11. 戯曲作品 10
12. 戯曲作品 11
13. 戯曲作品 12
14. 戯曲作品 13
15. まとめ

注意事項―― テキストにする英文はTOEIC600点程度かそれ

以上の英語力が前提です。600点以下でも受講できますが、その分、

時間をかけて準備してください。

到達目標 文学研究のアプローチを使って、英語圏の文学・文化を鑑賞・分析し、批評できるようにする。

事前・事後

学修の内容
きちんと辞書を引いて、劇作品の台本抜粋の英文を日本語訳し、それをノートに用意して出席してください。 

テキスト、

参考文献
英米の劇作品の台本抜粋（B5 で 4 ページ程度）を毎回配布します。参考文献は授業中に言及する予定です。

評価方法
毎回の vocabulary テストと comprehension テストで 50％、観劇レポート（700～800 字）2 編で 50％。レポートは 2
編必修。2 編提出しない場合、授業回数の 3 分の 1 以上を欠席した場合、単位を認めません。学期末定期試験はなし。
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際語としての英語 
多言語間交流研究各論Ⅸ（国際語としての英語） 担当者 臼井  芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
約 3 億人といわれる英語母語話者に、公用語として英語

を使用する人々及び外国語または「国際語」として英語を

使用する人々を加えると 20 億人あまり英語話者がいると

いう。20 億人全員が同じ英語を話しているのだろうか。日

本人にとって英語とは何なのであろうか。 
 

本講義では、「世界英語(World Englishes)」そのものの

理解を高めることを目的とする。また、非英語母語話者と

してどのような英語を学習し、指導していけばいいかを模

索する。 
 
出席を前提とする。 
また、課題（リーディングやフィールドワーク）をして

きたことを前提とした講義である。 
 
留意点：英語で書かれた文献を課題として出すこともあ

る。 

第1回： 概要 
第2回： ディアスポラと３つの同心円（Kachru） 
第3回： 「内部圏」の英語 
第4回： ピジンとクレオール 
第5回： HCE 
第6回： AAVE 
第7回： 日本の中の外来語 
第8回： インドの英語 
第9回： シンガポールの英語 
第10回： フィリピンの英語 
第11回： ディスカッション（課題 2） 
第12回： 口頭発表（課題 1） 
第13回： ELF の特徴 1 
第14回： ELF の特徴 2 
第15回： まとめ 

到達目標 英語の多様性や英語帝国主義概念などを理解したうえで、日本がどのような英語を教授し、使用していけ

ばいいのかなどといった問題を客観的かつ理論的に分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 テーマごとに配布される論文を読むこと。また、レポート課題および口頭発表の準備をすること。 

テキスト、

参考文献 配布資料・論文等有り。 

評価方法 フィールドワーク、期末レポートおよび他課題（50％）、期末テスト（50％） 

 

13 年度以降 英語教育特殊研究（授業分析と実践 a） 担当者 臼井 芳子 

講義目的、講義概要 授業計画 
長期的に英語を媒体言語として英語や社会の授業を効

果的に展開できるようになることを目的とする。又、英語

を教える授業と英語で教える授業の授業分析を通し、言語

運用や授業内インタラクションの違いを可視化すること

によって、内容言語統合型学習(CLIL)の可能性を検討す

る。 
 
講義内では、英語の授業を英語で教えることの功罪につ

いて考え、その長所を活かす授業展開に必要な教室談話能

力(classroom interaction competence)や足場かけを検討

した上で、授業計画・実践し、省察する。 
 
出席を前提とする。 
また、課題（リーディングや分析課題）をしてきたこと

を前提とした講義である。 

第1回：   概論 
第 2～3 回：内容言語統合型学習 
第4回：   発問と認知 
第5回：   発問とインタラクション 
第6回：   足場かけ (scaffolding) 
第7回：   教室談話能力 
第8回：   協働学習 
第9回：   中学校英語の授業談話分析 
第10回：   中学校社会の授業談話分析 
第11回：   模擬授業および授業分析 1 
第12回：   模擬授業および授業分析 2 
第13回：   模擬授業および授業分析 3 
第14回：   模擬授業および授業分析 4 
第15回：   省察および総括 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって英語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 テーマごとに指定された文献を読むこと。 

テキスト、

参考文献 講義内で随時配布 

評価方法 授業分析課題（30％）、模擬授業および授業分析レポート (40%)、その他課題 (30%) 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教授法Ⅰa 
日本語教育研究各論Ⅰ（日本語教授法１a） 担当者 野原 ゆかり 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
 この授業では、外国語として日本語を教えるために必要

な基礎的な知識と能力を身につけます。自分自身の日本語

運用や外国語学習の経験を振り返りながら、何をどう教え

るかについて、様々な角度から考えます。 
【講義概要】 
 日本語教育能力検定試験の出題範囲を概観し、これまで

に学んだ各論の知識を整理します。また、コミュニケーシ

ョン能力を伸ばす言語教育とはどのようなものかを考え、

実践のための基礎力を養います。授業は、講義とディスカ

ッション、発表の形態で進めます。 
【注意事項】 
授業で指示された課題は必ず取り組んで来ること。 

1. オリエンテーション 
2. 言語使用と社会 
3. 言語習得 
4. 異文化理解と心理 
5. 外国語教授法 
6. 音声学・音韻論、学習者の発音1 
7. 音声学・音韻論、学習者の発音2 
8. 発音の指導 
9. 日本語の文字・表記 
10. 日本語の語彙、語彙形成、意味 
11. 文字・語彙の指導 
12. 文法・文型1 
13. 文法・文型2 
14. 文法・文型の指導 
15. コースデザイン －調査・分析－ 

到達目標 日本語教授法の基礎理論を理解し、発話場面や文脈にあった日本語運用能力を育成するために必要とされ

る教材開発、および学生のニーズに合わせた指導、教案作成ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎回テーマに関する事前課題がある。事後としては毎回振り返りシートを提出。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：佐々木泰子編『ベーシック日本語教育』ひつじ書房 
参考文献：授業で随時紹介 

評価方法 ①課題の取り組み ３０％ ②期末試験 ５０％ ③参加態度・貢献度 ２０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教授法Ⅰb 
日本語教育研究各論Ⅱ（日本語教授法１b） 担当者 野原 ゆかり 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
 この授業では、外国語として日本語を教えるために必要

な基礎的な知識と能力を身につけます。自分自身の日本語

運用や外国語学習の経験を振り返りながら、何をどう教え

るかについて、様々な角度から考えます。 
【講義概要】 
 秋学期は、コースデザインの基礎を学びます。また、「話

す」「書く」「聞く」「読む」の技能別の指導と教室活動に

ついて理解を深め、実際の授業の流れを考えます。前学期

に引き続き、コミュニケーション能力を伸ばす言語教育に

ついて考え、実践のための基礎力を養います。 
【注意事項】 
・授業で指示された課題は必ず取り組んで来ること。 
・ペアワーク、グループワークなど協働で取り組む時間が

多くなります。積極的な参加態度を期待しています。 

1. コースデザイン －計画の段階－ 
2. 教材・教具の選択 
3. 様々なシラバス 
4. 初級教科書のシラバス分析 
5. 授業の計画と実施 
6. 中上級教科書のシラバス分析 
7. 授業の計画と実施評価とテストの作成 
8. 話すための指導と教室活動 1 
9. 話すための指導と教室活動 2 
10. 書くための指導と教室活動 
11. 聞くための指導と教室活動 
12. 読むための指導と教室活動 1 
13. 読むための指導と教室活動 2 
14. 総合的な教室活動 1 
15. 総合的な教室活動 2 

到達目標 日本語教授法の基礎理論を理解し、発話場面や文脈にあった日本語運用能力を育成するために必要とされ

る教材開発、および学生のニーズに合わせた指導、教案作成ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 毎回テーマに関する事前課題がある。事後としては毎回振り返りシートを提出。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：佐々木泰子編『ベーシック日本語教育』ひつじ書房 
参考文献：授業で随時紹介 

評価方法 ①課題の取り組み ３０％ ②期末レポート ４０％  ③参加態度・貢献度 ３０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教授法Ⅱ

日本語教育特殊研究Ⅴ（日本語教授法２）
担当者 野原 ゆかり 

講義目的、講義概要 授業計画

【講義目的】

外国語として日本語を教える具体的な方法を学びます。

この授業は、日本語教育機関で実習を行うための準備教育

で、演習中心で進めます。

【講義概要】

毎回、学生による模擬授業を行います。模擬授業担当者

は期日までに教案を提出し、当日は自分の授業の様子をビ

デオに録画し、授業後半の振り返りに使用します。一方、

教師役以外は全員学習者役となり、学習者の立場から、ま

た、授業を俯瞰的、客観的にみる観察者として授業観察記

録をつけます。

履修者の人数により、1回の模擬授業の人数を決定しま

すが、少なくとも一人2回は授業（教師役）を担当します。

 学期末には、観察記録（他者からの評価）と振り返り（自

己評価）をまとめ、自己分析レポートとして提出します。

1. オリエンテーション，初級で教える項目の確認

2. 初級の授業の流れと教案の作成

3. 模擬授業①

4. 模擬授業②

5. 模擬授業③

6. 模擬授業④

7. 模擬授業⑤

8. 模擬授業⑥

9. 模擬授業⑦

10. 模擬授業⑧

11. 中級以上の指導内容と授業の流れ

12. 模擬授業⑨

13. 模擬授業⑩

14. 模擬授業⑪

15. 模擬授業⑫、まとめ

到達目標
「日本語教授法Ⅰ」の学習成果のうえに、実際に作成した教案に基づき模擬授業を行い、また、他者の模

擬授業を客観的に評価し、建設的な意見を述べることができるようにする。

事前・事後

学修の内容
教案作成等の事前課題がある。事後としては模擬授業についての内省レポートを提出。

テキスト、

参考文献

模擬授業に使用するテキスト：

『みんなの日本語初級Ⅰ,Ⅱ』、『げんきⅠ,Ⅱ』等の一般的な初級の教科書 

評価方法
①授業の準備 ２０％ ②模擬授業 ３０％  ③期末レポート（自己分析レポート）３０％

④参加態度・貢献度 ２０％
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語音声学 
日本語教育研究各論Ⅲ（日本語音声学） 担当者 磯村 一弘 

講義目的、講義概要 授業計画 
日本語の音声について、基本的な知識を学ぶ。普段、意

識しないで話している日本語の音声を、客観的に捉えられ

るようになることを目標とする。 
そのうえで、外国人学習者が日本語の音声を学ぶ際の問

題点や、これを教えるための具体的な方法について考え

る。 

1.  （4/12） 言語音を作るしくみ 
2.  （4/19） 母音（1） 
3.  （4/26） 母音（2）子音（1） 
4.  （5/10） 子音（2） 
5.  （5/17） 子音（3） 
6.  （5/24） 音素と異音、母音の無声化 
7.  （5/31） 特殊音素（1） 
8.  （6/7） 特殊音素（2） 
9.  （6/14） 特殊音素（3）、拍とリズム 
10.  （6/21） アクセント（1） 
11.  （6/28） アクセント（2） 
12.  （7/5） イントネーション（1） 
13.  （7/12） イントネーション（2） 
14.  （7/19） 最終試験 
15.   質疑応答 

到達目標 日本語について、音声学の基本的事項を理解し、音声の問題として言語現象と言語教育を把握することが

できるようになる。 

事前・事後 
学修の内容 教科書に目を通しておくこと。 

テキスト、

参考文献 国際交流基金（2009）『国際交流基金日本語教授法シリーズ２ 音声を教える』ひつじ書房 

評価方法 「最終試験」の成績による。単位が必要な者は、7/19 の試験を必ず受験すること。出席は取らない。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語コミュニケーション論 
日本語教育研究Ⅱ（日本事情とコミュニケーション教育）

担当者 城﨑 陽子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 

日本の年中行事 

 
 日本文化の基点ともいうべき「年中行事」を中心に文学

作品にうかがえる様々な行事を通史的に追いつつ、日本文

化について学び、各国の文化との比較を通じてそれぞれの

文化への理解を深めることを本講義の目的とします。 
 特に「五節供」とその周縁の行事をとりあげてこれを概

説し、それらの行事に関する現代の様態をレポートした

り、各国の行事を紹介したりする時間をとり、ディスカッ

ションする場面を設けます。 

1 ガイダンス―年中行事とは・アンケート― 
2 日本文化の基点―暦の概念― 
3 日本文化の基点―儀式書の概説― 
4 年中行事―正月行事・その１― 
5 年中行事―正月行事・その２― 
6 年中行事―正月行事・その３ 
7 年中行事―上巳の儀礼・その１― 
8 年中行事―上巳の儀礼・その２― 
9 年中行事―端午の儀礼・その１― 

10 年中行事―端午の儀礼・その２― 
11 年中行事―七夕の儀礼・その１― 
12 年中行事―七夕の儀礼・その２― 
13 年中行事―重陽の儀礼― 
14 年中行事―新嘗祭・大嘗祭― 
15 まとめ 

到達目標 外国人の日本語学習者に日本語を教えるうえで必要な知識とコミュニケーション力を養成し、異文化の日

本語教育現場においてこれを活用できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学習として、提示される課題に取り組んでください。 

テキスト、

参考文献 テキスト：特に定めず、適宜プリントを配布します。 

評価方法 レポート６０％、リアクションペーパーや課題を含めた授業への参加度４０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語文法論Ⅰ 
日本語教育研究各論Ⅳ（日本語文法形態論） 担当者 浅山 佳郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
[講義目的] 
 日本語の文法のうち形態論をとりあげる。形態論とは語の

内部構造を決定する過程である。講義では，日本語における

形態素の認定にはじまり，融合的な過程である活用と接辞に

よる派生とをあつかい，さらに自律的な形態素同士の結合で

ある複合と，特殊な問題である漢語の構造をあつかう。 
[講義概要] 

 履修者は毎回の該当箇所を予習し，わからない点を明確に

してから出席することが要求される。また，PORTAのコメント機

能を利用した質問の提示も要求される。授業は，テキストを読

了していることを前提としたうえで，質問への回答とテキスト内

の個人ワーク用の課題の解答を確認したのち，毎回，テキスト

内のグループワーク用の課題について，授業内グループでの

議論をし，その報告を提出する，という構成がとられる。 

1. 形態論とは 
2. 単語 
3. 品詞 
4. 形態素の認定 
5. 形態素の種類 
6. 語構成 
7. 活用 
8. 二次語幹 
9. テ形からの拡大 
10. 自動詞と他動詞 
11. 名詞の文法カテゴリ(1) 
12. 名詞の文法カテゴリ(2) 
13. 複合(1) 
14. 複合(2) 
15. まとめ 

到達目標 日本語文法を体系的に理解し、文法的知識の言語教育への応用を把握するとともに、文法的に言語を分析

することができるようになる。 

事前・事後 
学修の内容 PORTA 配布テキストを読了し，質問を準備するとともに，テキスト内の問題に解答しておくこと。 

テキスト、

参考文献 担当者(浅山)によるテキストを PORTA を通じて配布する。 

評価方法 期末試験(70%) 授業活動の積極性(30%) 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語文法論Ⅱ 
日本語教育研究各論Ⅴ（日本語文法統語論） 担当者 浅山 佳郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
[講義目的] 
 日本語の文法のうち統語論をとりあげる。統語論とは語

から文をくみたてるときの，語順に関する構造を決定する

過程のことである。この授業では，基本的には生成文法の

枠組みから日本語を分析し，その構造的な普遍性を把握す

ることを目的とする。 
[講義概要] 

 履修者は毎回の該当箇所を予習し，わからない点を明確に

してから出席することが要求される。また，PORTAのコメント機

能を利用した質問の提示も要求される。授業は，テキストを読

了していることを前提としたうえで，質問への回答とテキスト内

の個人ワーク用の課題の解答を確認したのち，毎回，テキスト

内のグループワーク用の課題について，授業内グループでの

議論をし，その報告を提出する，という構成がとられる。 

1. 統語論の基礎 
2. 単文の構造(1) 
3. 単文の構造(2) 
4. 主語と目的語 
5. 格 
6. 命題のパターン 
7. かき混ぜ 
8. 受動・使役 
9. 恩恵 
10. 句構造 
11. 移動 
12. c 統御 
13. VP 補文 
14. CP 
15. 関係節 

到達目標 日本語文法を体系的に理解し、文法的知識の言語教育への応用を把握するとともに、文法的に言語を分析

することができるようになる。 
事前・事後 
学修の内容 PORTA 配布テキストを読了し，質問を準備するとともに，テキスト内の問題に解答しておくこと。 

テキスト、

参考文献 担当者(浅山)によるテキストを PORTA を通じて配布する。 

評価方法 期末試験(70%) 授業活動の積極性(30%) 
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13 年度以降 英語教育特殊研究（専門購読 a） 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
この「英語教育特殊研究（専門購読a）」では英語教育に

関する専門書（洋書）、特にskill-basedに関するもの、を

読み、専門分野のことを英語で読み取れる読解力を養成す

るのと同時に、それらの内容についての議論、発表をしな

がら、理解をより深めていくことをねらいとし、かつ総合

的な英語力の向上を目指します。内容に関しては教職的な

授業実践も含みますが、英語の「教え方」を学ぶことは「学

び方」の参考にもなるはずで、またその逆もありえます。

英語を「教える」「学ぶ」に関心があれば教職履修の有無

は問いません。必要なものは英語教育への興味、関心と積

極的な参加姿勢です。The aim of this course is to improve 
your English ability through reading texts related to 
English education, especially skill-based approaches. It 
is necessary for you to attend classes positively, and you 
cannot get your credit if you are absent more than 3 
times without any particular reasons. 

1 Introduction 
2 Reading the text with exercises 1 
3 Reading the text with exercises 2 
4 Reading the text with exercises 3 
5 Reading the text with exercises 4 
6 Reading the text with exercises 5 
7 Reading the text with exercises 6 
8 Reading the text with exercises 7 
9 Reading the text with exercises 8 

10 Reading the text with exercises 9 
11 Reading the text with exercises 10 
12 Reading the text with exercises 11 
13 Reading the text with exercises 12 
14 Reading the text with exercises 13 
15 Final Evaluation 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって英語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 事前（文献の講読）、事後（文献に基づいた実践） 

テキスト、

参考文献 To be announced at the first lesson 

評価方法 Class Assignment & In Class Performance 70%  
Final Test, Paper or Presentation 30% 

 

13 年度以降 英語教育特殊研究（専門購読 b） 担当者 関戸 冬彦 

講義目的、講義概要 授業計画 
この「英語教育特殊研究（専門購読 b）」では英語教育に

関する専門書（洋書）、特に contents-based に関するもの、

を読み、専門分野のことを英語で読み取れる読解力を養成

するのと同時に、それらの内容について議論、発表をしな

がら、理解を深めていくことをねらいとし、かつ総合的な

英語力の向上を目指します。内容に関しては教職的な授業

実践も含みますが、英語の「教え方」を学ぶことは「学び

方」の参考にもなるはずで、またその逆もありえます。英

語を「教える」「学ぶ」に関心があれば教職履修の有無は

問いません。必要なものは英語教育への興味、関心と積極

的な参加姿勢です。The aim of this course is to improve 
your English ability through reading texts related to 
English education, especially contents-based 
approaches. It is necessary for you to attend classes 
positively, and you cannot get your credit if you are 
absent more than 3 times without any particular 
reasons.  

1 Introduction 
2 Reading the text with exercises 1 
3 Reading the text with exercises 2 
4 Reading the text with exercises 3 
5 Reading the text with exercises 4 
6 Reading the text with exercises 5 
7 Reading the text with exercises 6 
8 Reading the text with exercises 7 
9 Reading the text with exercises 8 

10 Reading the text with exercises 9 
11 Reading the text with exercises 10 
12 Reading the text with exercises 11 
13 Reading the text with exercises 12 
14 Reading the text with exercises 13 
15 Final Evaluation 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって英語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前（文献の講読）、事後（文献に基づいた実践） 

テキスト、

参考文献 To be announced at the first lesson 

評価方法 Class Assignment & In Class Performance 70%  
Final Test, Paper or Presentation 30% 
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13 年度以降 英語教育特殊研究（早期外国語教育） 担当者 居村 啓子 

講義目的、講義概要 授業計画

この講義では早期外国語教育の理論と指導法を扱いま

す。始めに、子どもの学習者と大人の学習者の違いを、認

知発達、母語獲得、年齢的要因の観点からから検証し、早

期で始める意義について考察します。次に、子どもの第二

言語習得理論に沿ったアプローチについて解説し、具体的

な指導法を４つのスキルごとに学びます。また言語政策

は、世界と日本の事情から考察します。講義と英語のテキ

スト輪読を中心に進めますが、デイスカッションや発表も

多く取り入れますので、授業への積極的な参加を望みま

す。後半は教材分析を行い、シラバスについて解説し、指

導法のひとつにポイントを絞り、模擬授業を行います。 

1 早期英語教育とは    
2 子供の認知発達    
3 母語の獲得    
4 年齢的要因    
5 リスニングの指導    
6 スピーキングの指導    
7 リーデイングの指導    
8 ライテイングの指導    
9 語彙の指導    

10 言語政策    
11 日本の早期英語教育の課題 
12 教材分析 
13 模擬授業＋コメント 
14 模擬授業＋コメント 
15 講義のまとめ 

到達目標
「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって英語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

予習として毎回テキストの範囲を読み、クイズに備えます。

復習として 3 回のリアクションペーパーを書きます。 
テキスト、

参考文献
Teaching Young Language Learners  Annamaria Pinter Oxford University Press   2006 

評価方法 小テスト(30%)、授業での発言(20%)、発表(20%)、リアクションペーパー(30%) 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（教育教材論） 
日本語教育特殊研究Ⅵ（日本語教育教材論） 担当者 倉田 芳弥 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
この授業では、多様化する学習者のニーズに対応した教

材の選定や作成ができるようになることを目的とします。

【講義概要】 
 授業では、教材分析及び教材作成について学び、また技

能別に実際に教材を作成します。作成した教材は、実際に

使用して意見交換を行います。 
授業中、グループワークやペアワークが多いので、授業

には積極的に参加してください。また、指示された課題に

は必ず取り組むようにしてください。 

１．オリエンテーション 
２．学習者の多様化と教材 
３．主教材と補助教材 
４．初級教材の分析 
５．中上級教材の分析 
６．会話教材について 
７．会話教材の作成 
８．聴解教材について 
９．聴解教材の作成 
１０．読解教材について  
１１．読解教材の作成 
１２．その他教材について  
１３．その他教材の作成 
１４．作成した教材の発表  
１５．まとめ  

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎回、授業内容に関する事前・事後の課題があります。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：特に指定しない。プリントを配布する。 
参考文献：授業の中で、必要に応じて紹介する。 

評価方法 課題 40％、期末レポート 30%、授業への参加度 30％ 

 

13 年度以降 日本語教育特殊研究（年少者日本語教育） 担当者 宇津木 奈美子 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、日本語を母語としない子どもを対象とし

た日本語教育に焦点あて、子どもの現状とそこから浮かび

あがる問題を考察していきます。 
まず、子どもの言語能力を第 1 言語と第 2 言語の関係性

から捉えていきます。その上で、学校現場や地域・家庭に

おける日本語教育の取り組みや事例を検討し、そこから見

えてくる課題を明らかにしていきます。 
子どもが母国で培ってきた母語や母文化などの資源を

生かしつつ、子どもの継続的な認知発達を支える学習支援

のあり方について検討していきます。 
 授業は、基本的に講義形式ですが、内容によっては、グ

ループディスカッションを行っていきます。 

1. 講義の概要 
2. 日本語を母語としない子どもの現状と問題点① 
3. 日本語を母語としない子どもの現状と問題点② 
4. 日本語を母語としない子どもの現状と問題点③ 
5. 日本語を母語としない子どもの言語能力の捉え方① 
6. 日本語を母語としない子どもの言語能力の捉え方② 
7. 第 1 言語と第 2 言語の関係 
8. 母語保障の必要性① 
9. 母語保障の必要性② 
10. 学校現場や地域の取り組みと課題① 
11. 学校現場や地域の取り組みと課題② 
12. 日本語と母語と教科の関係性① 
13. 日本語と母語と教科の関係性② 
14. 日本語学習と教科学習について 
15. 講義のまとめ 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

指定された箇所について、参考文献を読んでおいて下さい。また、授業後は授業で得た知見を整理してお

いてください。 
テキスト、

参考文献 
テキスト：適宜プリント配布  
参考文献：中島和子（2016）『完全改訂版バイリンガル教育の方法』アルク 

評価方法 期末レポート 70％、授業への参加度 30％ 

 
131



 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（意味論） 
日本語教育研究各論Ⅶ（日本語意味論・語用論） 担当者 浅山 佳郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
 意味についての基本的な知識と方法の習得を目的とする。

本講義では，単語レベルの意味に関する議論から，文の意

味，さらには談話レベルでの語用論までをあつかい，文法全体

に対する見通しがつけられるような意味論を学習していく。 
 
〔講義概要〕 
 履修者は毎回の該当箇所を予習し，わからない点を明確に

してから出席することが要求される。また，PORTAのコメント機

能を利用した質問の提示も要求される。授業は，テキストを読

了していることを前提としたうえで，質問への回答とテキスト内

の個人ワーク用の課題の解答を確認したのち，毎回，テキスト

内のグループワーク用の課題について，授業内グループでの

議論をし，その報告を提出する，という構成がとられる。 

1. 意味論と語用論 
2. 単語の意味 
3. 有標性 
4. 否定 
5. 指示 
6. 視点 
7. モダリティ 
8. テンス 
9. アスペクト 
10. 語から文へ 
11. 文脈と意味 
12. 複文の意味 
13. 語用論 
14. 関連性 
15. まとめ 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 PORTA 配布テキストを読了し，質問を準備するとともに，テキスト内の問題に解答しておくこと。 

テキスト、

参考文献 担当者(浅山)によるテキストを PORTA を通じて配布する。 

評価方法 期末試験(70%) 授業活動の積極性(30%) 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（談話論） 
日本語教育研究各論Ⅵ（日本語談話論） 担当者 浅山 佳郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
 談話についての基本的な知識と方法の習得を目的とする。

本講義では，日本語教育の中上級の学習項目を談話論にもと

めるという目標のもとで，談話とはなにか，どのような理論があ

り，どのような具体的分析が可能なのかを学習していく。 
 
〔講義概要〕 
 履修者は毎回の該当箇所を予習し，わからない点を明確に

してから出席することが要求される。また，PORTAのコメント機

能を利用した質問の提示も要求される。授業は，テキストを読

了していることを前提としたうえで，質問への回答とテキスト内

の個人ワーク用の課題の解答を確認したのち，毎回，テキスト

内のグループワーク用の課題について，授業内グループでの

議論をし，その報告を提出する，という構成がとられる。 

1. 談話とはなにか 
2. 談話の構成要素 
3. 指示と代名詞 
4. 省略 
5. 主題 
6. 接続 
7. 語順 
8. ヴォイスとアスぺクト 
9. テンス 
10. 文の種類 
11. 各種の文の機能 
12. 文章の談話構造 
13. 会話談話構造 
14. 応答と間投 
15. 談話論と言語教育 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 PORTA 配布テキストを読了し，質問を準備するとともに，テキスト内の問題に解答しておくこと。 

テキスト、

参考文献 担当者(浅山)によるテキストを PORTA を通じて配布する。 

評価方法 期末試験(70%) 授業活動の積極性(30%) 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（専門講読） 
日本語教育特殊研究Ⅲ（文献読解 a） 担当者 田川 麻央 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義概要】 

第二言語習得研究とは、母語を獲得した後、母語以外の

言語を学ぶ過程で、どのような問題が起こり、それはなぜ

起こるのかということを明らかにしようとする学問です。

第二言語習得研究がこれまでどのように行われ、日本語教

育にどう貢献してきたのか基礎を学びます。 
 
【講義目的】 
第二言語習得研究の知見を自らの外国語学習の経験に

照らし合わせながら、効果的な日本語学習について考察す

ることを目的とします。 
 

【注意事項】 
 各回の授業では、ディスカッションがあります。授業で

指示された課題は必ず取り組んで積極的に参加してくだ

さい。 
 

1. 第二言語学習とは・ガイダンス 
2. 学習者の誤りとはどのようなものか 
3. 学習者が独自に作るルールとはどのようなものか 
4. 学習者の母語は第二言語習得に影響するか 
5. 重要なのはインプットかアウトプットか 
6. 文法を教えることに効果はあるか 
7. 教室で学習すべきか 
8. 第二言語習得に年齢の影響はあるか 
9. 第二言語習得に適性はあるか 
10. 動機づけや性格は第二言語習得に影響するか 
11. 「読む」とき何を考えているか 
12. 母語と外国語では「読む」ことに違いがあるか 
13. 「読む」ことが上手になるにはどうすべきか 
14. まとめ① 
15. まとめ② 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前学修：自らの外国語学習の経験を振り返る。事後学修：授業内容を整理する。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：担当者が用意する資料を使用。 
参考文献：授業で随時紹介。 

評価方法 レポート 50％，課題の取り組み 30％，授業参加度 20% 

 

13 年度以降 日本語教育特殊研究（日本語教育のための社会言語学） 担当者 野原 ゆかり 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
以下の３点を通して、日本語教師に必要な社会言語学の

素養を身につけることを目的とします。 
１．自身の言語運用を社会との関わりから振り返る。 
２．多文化社会のなかでの日本語とその運用を知る。 
３．多言語・多文化社会で求められる日本語・日本語教育

を考える。 
 
【講義概要】 
この授業では、多言語・多文化社会との関係から「日本語」

を再考します。多様な背景を持つ学生がともに考え、自ら

の、そしてお互いの言語運用について理解を深めること

で、相互理解のための日本語・日本語教育とはどのような

ものかを考えていきます。 

1. オリエンテーション 
2. 言語のバリエーション 
3. 言語運用のルール①  
4. 言語運用のルール②  
5. 言語・非言語行動 
6. 言語運用に対する評価 
7. 社会言語能力 
8. 接触場面の日本語① 
9. 接触場面の日本語② 
10. 正しい日本語とは 
11. 不快な日本語① 
12. 不快な日本語② 
13. やさしい日本語、わかりやすい日本語① 
14. やさしい日本語、わかりやすい日本語② 
15. コミュニケーション能力、まとめ 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 毎回テーマに関する事前課題がある。事後としては毎回振り返りシートを提出。 

テキスト、

参考文献 教科書の指定は特になし。毎回プリントを配布。参考文献は授業の中で適宜指示する。 

評価方法 ①課題の取り組み ３０％ ②参加態度・貢献度 ３０％  ③期末レポート ４０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（教育実習） 
日本語教育特殊研究Ⅶ（教育実習） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
本学における日本語教員養成課程は、4年次における教

育実習を必須としている。実習の目的は、日本語教育の諸

問題を理解するとともに、学内で学んできたことを実際の

教育現場において実践し、指導方法及び日本語教育への理

解を深めることである。 
【講義概要】 
 この授業は、大学での事前と事後の指導、および学外の

日本語教育機関（日本語学校）における、少なくとも2週
間（48時間相当）にわたる実習（実際の授業を担当する教

壇実習を含む）によって構成される。 
【注意事項】 

この授業を履修するためには、教授法Ⅱを修了している

ことが条件となる。 

 
各教育機関による。 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各教育機関によって指示される。 

テキスト、

参考文献 各教育機関によって指定される。 

評価方法 基本的には実習校からの評価に基づく。よって、欠勤、遅刻、不真面目な勤務態度は厳しい評価となる。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本語教育特殊研究（教育実習） 
日本語教育特殊研究Ⅶ（教育実習） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義目的】 
本学における日本語教員養成課程は、4年次における教

育実習を必須としている。実習の目的は、日本語教育の諸

問題を理解するとともに、学内で学んできたことを実際の

教育現場において実践し、指導方法及び日本語教育への理

解を深めることである。 
【講義概要】 
 この授業は、大学での事前と事後の指導、および学外の

日本語教育機関（日本語学校）における、少なくとも2週
間（48時間相当）にわたる実習（実際の授業を担当する教

壇実習を含む）によって構成される。 
【注意事項】 

この授業を履修するためには、教授法Ⅱを修了している

ことが条件となる。 

 
各教育機関による。 

到達目標 「言語教育研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって日本語教育を研究分析し、

見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各教育機関によって指示される。 

テキスト、

参考文献 各教育機関によって指示される。 

評価方法 基本的には実習校からの評価に基づく。よって、欠勤、遅刻、不真面目な勤務態度は厳しい評価となる。
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13 年度以降 
12 年度以前 

異文化間コミュニケーションⅠ 
多文化共生研究Ⅴ（異文化間コミュニケーション a） 担当者 岡村 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
あなたにとってなにが異文化／自文化か？と問われた

らどう答えるだろうか。異文化は「遠い国」「違うコトバ」

だけではない。もちろんそれらが異文化として私たちの目

に映ることはあるが、もっと身近なところにも異文化は見

つけられる。場合によっては、遠い異文化より身近な異文

化のほうに受け入れ難い何かを感じることもある。 
 本講義では、異文化間コミュニケーションの基礎的研究

とその歴史的背景をふまえたうえで、現代社会の異文化関

係について様々な角度から学ぶことがねらいである。とく

に、異なる文化の人々が共に社会を築きあげる際に起こり

うる問題にはどういったことがあるか、またそれはどうい

った経緯で起こるのかについて深く考えてもらいたい。授

業でとりあげる資料や事例は、慎重に扱わねばならない難

しいものもあるが、本講義をとおして、自分なりに異文化

共生や異文化理解の糸口を探してほしい。 

１．オリエンテーション 
２．異-文化と自-文化を意識する 
３．異文化間コミュニケーション研究の歴史 
４．コミュニケーションの構造 
５．異文化へのまなざし（１） 
６．異文化へのまなざし（２） 
７．異文化へのまなざし（３） 
８．異文化からのまなざし（１） 
９．異文化からのまなざし（２） 
１０．異文化からのまなざし（３） 
１１．内なる異文化（１） 
１２．内なる異文化（２） 
１３．マルチカルチュラリズムについて（１） 
１４．マルチカルチュラリズムについて（２） 
１５. まとめ 

到達目標 自文化と異文化の境界線、異文化間コミュニケーションのメカニズムとそこに付随する各種の問題点につ

いて分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 あなたにとっての「異文化」とはなにか、考えておく。 

テキスト、

参考文献 岡村圭子『グローバル社会の異文化論』世界思想社 

評価方法 授業への積極性（50%）、期末試験（50%） 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

異文化間コミュニケーションⅡ 
多文化共生研究Ⅵ（異文化間コミュニケーション b） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
異文化間のコミュニケーションとは「他者理解」の作法

と言い換えることができる。グローバル時代では不可欠な

ことだ。しかし、それは「言うは易く行うは難し」のフレ

ーズ通りなのである。 
本講義では、その事例としてアメリカの黒人問題をとり

上げる。 
価値観や行動様式、そして外見のちがう「他者」との出

会いでは、相手を理解する努力と寛容さが必要だ。ただ、

アメリカは黒人種との出会いにおいて大きな過ちを犯し

た。それは彼らを奴隷として処遇したことである。この大

罪に、アメリカはいまだ苦しんでいる。黒人と白人との修

復されない不仲は犯罪や貧困の温床となっている。 
苦悩するアメリカの現状を紹介し、歴史をさかのぼって奴

隷から「解放」、そして真の「解放」への闘争を紹介する。

1. ガイダンス 
2. モザイク国家アメリカ 
3. 最近の黒人暴動にみる共生の現実 
4. 奴隷制とは 
5. 奴隷解放？現実は？ 
6. 自由と平等への戦いのはじまり 
7. バスボイコット事件 
8. 公民権運動の共生理念 
9. 非暴力不服従 ガンジーとキング 
10. 迷える北部の黒人たち 
11. 急進派ブラック・パワーとは 
12. ベトナム反戦と黒人運動 
13. モハメッド・アリ 
14. 最近の人種関係 
15. まとめ 

到達目標 自文化と異文化の境界線、異文化間コミュニケーションのメカニズムとそこに付随する各種の問題点につ

いて分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 指定された参考文献などを読み、講義理解の補助とする 

テキスト、

参考文献 
参考文献:『アメリカ黒人の歴史』本田創造 岩波新書 

『キング牧師とマルコム X』上坂昇 講談社現代新書 

評価方法 学期末試験レポート 
受講希望者は初回のガイダンスに必ず出席してください 

 
135



 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

多文化共生研究Ⅰ 
多文化共生研究各論Ⅰ（アメリカの多文化共生 a） 担当者 佐藤 唯行 

講義目的、講義概要 授業計画 
 ユダヤ人と英国社会との最初の出会いから現代に至る

英国史の文脈の中で、英国人との共生を目指しつづけたユ

ダヤ人の歩みを辿る。彼等ユダヤ人の足跡に光を照射する

事により、これまでの英国史研究（多数派英国人側に視点

を置いた英国史研究）の中では、見落とされてきた英国社

会の新たな特質を解明する。 
 春学期は下記二冊の「テキスト」にそって授業を行う。

1. 中世英国のユダヤ人社会 
2. 諸侯・騎士・教会・都市とユダヤ人との関係 
3. 中世英国ユダヤ人金融の潜在的機能とユダヤ人追放命

令 
4. 千年王国思想とユダヤ人再入国 
5. 英国人地主貴族社会への同化 
6. 19世紀末英国の移民排斥論のメカニズム 
7. 英国ファシスト勢力との対決 
8. 現代英国ユダヤ人社会 
9. 8％の有色人種人口を抱える現代英国社会 
10. 高等教育機関におけるユダヤ人排斥 
11. 公民権闘争期の黒人・ユダヤ人関係史 
12. 黒人の反ユダヤ主義 
13. 海を越えた子供たち、キンダー・トランスポート 
14. アメリカにおける反ユダヤ主義の特色 
15. まとめ 

到達目標 国籍や民族の異なる人々が互いの文化的違いを認め合い、対等な関係でそれぞれの能力を発揮しながら共

に生きていくという、多文化共生にむけた課題や問題点について分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいて下さい。また授業で学んだ箇所を事後に復読して下さ

い。 
テキスト、

参考文献 
『アメリカのユダヤ人迫害史』佐藤唯行（2000 年 集英社新書 740 円） 
『英国ユダヤ人』佐藤唯行（1995 年 講談社選書 1600 円） 

評価方法 20 問 12 択の Quiz 形式の試験、教科書持ち込み可。出席はとらない。評価は定期試験のみによって決定。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

多文化共生研究Ⅱ 
多文化共生研究各論Ⅱ（アメリカの多文化共生 b） 担当者 佐藤 唯行 

講義目的、講義概要 授業計画 
アメリカ資本主義のひのき舞台に遅れて登場した被差

別マイノリティー出身のユダヤ系企業家。 
彼らが米企業社会に受け容れられるための苦難のプロセ

ス、そして彼らが世界経済におけるアメリカの圧倒的優位

を実現する上で重要な切り札となった様々なビジネス技

法・システムを構築してゆく過程を学ぶ。 
秋学期は下記二冊の「テキスト」にそって授業を行う。 

1. 「経済の暗黒大陸」に固めた地歩―百貨店― 
2. 東欧系ユダヤによるハリウッドの創造 
3. 不動産開発こそ富の源泉 
4. ユダヤ商人社会内部の信用格付 
5. 三大テレビネットワークに残るユダヤ色 
6. ユダヤ系投資銀行の興亡 
7. 最強の金融機関、ゴールドマン・サックス 
8. ウォール街の「企業乗っ取り屋」 
9. ヘッジファンド業界の帝王 
10. ユダヤ人企業家成功の秘訣 
11. 米高等教育機関におけるクオータ・システム 
12. 在米イスラム社会の反ユダヤ主義 
13. 格差社会アメリカで増幅する黒人貧困層の敵意 
14. 反ユダヤ色をよわめた白人ブルーカラー層 
15. 宗教、人種の違いを乗り越えた対話の試み 

到達目標 国籍や民族の異なる人々が互いの文化的違いを認め合い、対等な関係でそれぞれの能力を発揮しながら共

に生きていくという、多文化共生にむけた課題や問題点について分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておいて下さい。また授業で学んだ箇所を事後に復読して下さ

い。 
テキスト、

参考文献 
『アメリカのユダヤ人迫害史』佐藤唯行（2000 年 集英社新書 740 円） 
『アメリカ経済のユダヤ・パワー』佐藤唯行（ダイヤモンド社電子書籍版 1200 円） 

評価方法 20 問 12 択の Quiz 形式の試験、教科書（スマホ、iPad）持ち込み可。出席はとらない。評価は定期試験

のみによって決定 
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13 年度以降 
12 年度以前 

大衆文化論

多文化共生研究各論Ⅶ（大衆文化論）
担当者 木本 玲一 

講義目的、講義概要 授業計画

音楽、ゲーム等のコンテンツや、それらの背景にあるサ

ブカルチャー（音楽文化、オタク文化など）、さらにはそ

れらを売買する市場について、具体的な事例をもとに講義

を進めていく。コンテンツを介したグローバル化について

も講義する。各産業の成り立ち、市場の形成、関連する技

術の変容、制度の確立、文化の動態などについて考えなが

ら、私たちが日常的に接している文化を多角的に見る視点

を養う。

1 イントロダクション

2 20世紀のサブカルチャー1：ロックと対抗文化  
3 20世紀のサブカルチャー2：ロックの成熟化  
4 20世紀のサブカルチャー3：ヒップホップの時代  
5 20世紀のサブカルチャー4：ヒップホップの現在 
6 サブカルチャーとグローバル化1：日本のロック 
7 サブカルチャーとグローバル化2：その後 
8 産業と文化1：文化産業論 
9 産業と文化2：市場の動態 
10 不良の文化

11 オタク文化

12 ゲーム文化(1) 
13 ゲーム文化(2)  
14 予備

15 まとめ

到達目標
大衆文化のグローバル化／ローカル化、大衆文化と産業の関係性といった、大衆文化にまつわる各種の事

象について分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容
授業内で指示する課題に取り組むこと

テキスト、

参考文献
授業内で随時指示する

評価方法 テスト
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13 年度以降 
12 年度以前 

ローカル・メディア論 
多文化共生研究各論Ⅷ（地域メディア論） 担当者 岡村 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
Think Globally, Act locallyというフレーズを一度は耳

にしたことがあるだろう。それに示されているように、多

文化共生やグローバル化、さらには現代の環境問題や社会

福祉のあり方を考えるうえで、「地域」もしくは「ローカ

ル」は重要なキーワードのひとつである。それを頭に置い

たうえで、本講義を受講してほしい。 
 本講義で扱う地域メディアは、ある特定のエリアにおけ

る情報を伝える地域情報誌や、各地域・地方で発行されて

いるミニコミ誌やフリーペーパー、コミュニティFMなど

である。それらが、多文化が共生する社会においてどのよ

うな役割を果たしてきた／いる／いくのか、また将来的

に、どういった機能がそのメディアに要求されているのか

について、受講者とともに考えてゆきたい。学期のさいご

には、受講者自身が制作したローカル・メディアを提出・

発表してもらう。 

イントロダクション 
２．グローバル化とローカル・コミュニティ 
３．地域・地方文化の復権とメディア 
４．各地の地域メディア（１） 
５．各地の地域メディア（２） 
６．メディアによる地域文化の創造（１） 
７．メディアによる地域文化の創造（２） 
８．メディアによる地域文化の創造（３） 
９．災害と地域メディア（１） 
１０. 災害と地域メディア（２） 
１１. 多文化共生と地域メディア（１） 
１２. 多文化共生と地域メディア（２） 
１３. 受講者による発表（１） 
１４. 受講者による発表（２） 
１５. まとめ 

到達目標 各種・各地域のローカル・メディアが多文化共生社会において果たす役割等について分析し、見解を提示

できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 自分がよく読んだり視聴したりするローカル・メディアについて調べておく。 

テキスト、

参考文献 岡村圭子『ローカル・メディアと都市文化』ミネルヴァ書房 

評価方法 授業時間内での発表・質問など（50%）、期末試験（50%） 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

比較文化論 
多文化共生研究各論Ⅵ（比較文化論） 担当者 岡村 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義ではグローバリゼーションとローカリゼーショ

ンという現象に注目しながら、異文化を「比較する」とい

うことはどういうことなのかについて考えを深め、グロー

バリゼーションがもたらした「文化の融合」あるいは「文

化変容」をめぐる諸問題について考える。受講者は本講義

をとおして、文化を比較するときの視点がどこに置かれる

か、また異文化比較によって生じる問題点や困難な点、比

較によって明らかにされる自文化の姿など、あらためて意

識してもらいたい。 
 講義の前半では、それぞれ異なった文化を比較すること

によって、なにが見えてくるのか、そして異なった文化を

比較するとき、それが「誰の視点から」行なわれているの

かをテーマに講義をする。後半は翻訳（不）可能性をテー

マに、具体的な事例について資料映像・記事などを用いて

ディスカッションする。 

1. オリエンテーション 
2. グローバル化するローカル文化（１） 
3. グローバル化するローカル文化（２） 
4. 異文化を比較する（１）時間、空間 
5. 異文化を比較する（２）Japanimation と Disney 
6. 異文化を比較する（３）未定 
7. 異文化を比較する（４）未定 
8. 文化帝国主義と「英語」使用 
9. オリエンタリズムをめぐって 
10. 異文化の翻訳「不」可能性について（１） 
11. 異文化の翻訳「不」可能性について（２） 
12. 文化変容と異文化の融合（１） 
13. 文化変容と異文化の融合（２） 
14. 文化変容と異文化の融合（３） 
15. まとめ 

到達目標 グローバル社会のなかのローカル文化が置かれた状況を理解しながら、異文化比較の方法や視点を養い、

そこに存在する問題点について分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 情報化社会と文化産業、文化のオリジナリティについて資料を収集しておく。 

テキスト、

参考文献 岡村圭子『グローバル社会の異文化論』世界思想社 

評価方法 授業への積極性（50%）、期末試験（50%） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏の文化 
多言語間交流研究各論ⅩⅠ（英語圏の文化） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
ジョークとホラ（ホラーではない）話しの好きなアメリカ人

だがトランプという人物を大統領に選んでしまった。保守化や

不寛容などで、アメリカの美点が大きく後退しそうだ。 

年間、60 数万人もの移民を受け入れるこの国では白人々口

の割合は減る一方で、今世紀の半ばには 5割を切るという。

国家の黎明期、アメリカはイギリス文化を模したワスプ

（WASP＜White Anglo-Saxon Protestant＞）社会を創造し

た。１９世紀末、工業化に伴い膨大な数の移民を受け入れたア

メリカは多民族国家へと急速に変化したが、ワスプ文化は依然

として社会の中心。 

冷戦下のベトナム戦争は既存の文化に対抗するカウンター

カルチャーを生み、それまでのアメリカ的価値観を激変させ

た。 

 近年、よく聞かれる多文化主義にいたるアメリカ文化の変遷

を、社会の変化を捉えながらたどり、この国の文化の特徴を明

らかにする。 

1. ガイダンス 
2. ワスプとは 
3. 大いなるアメリカ-独立とフロンティア 

スピリッツとピューリタニズム- 
4. 新しい白人移民の流入 
5. 多民族社会の問題 

6. 異文化と差別 

7. メルティングポット論 

8. ビートニックス 

9. 冷戦とベトナム戦争 

10. カウンターカルチャー 

11. ロックミュージックの誕生 

12. 文化多元論 

13. アファーマティブアクション 

14. 多文化主義 
15. まとめ 

到達目標 英語圏の各種文化が形成されるに至った過程や要因、およびその特徴等について分析し、見解を提示でき

るようにする。 

事前・事後 
学修の内容 参考文献を読み、講義理解の補助とする 

テキスト、

参考文献 授業時で紹介する 

評価方法 学期末試験 レポート 
受講希望者はガイダンスに必ず出席してください 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

英語圏事情 
多言語間交流研究各論ⅩⅡ（英語圏事情） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
グローバル化の理想は、世界の共生のはずである。しかし、テロの脅威

が世界を不安に陥れている。力を武器に富の眠る第三世界を思うままに支

配してきた欧米への反撃が収まらない。 
授業では経済と軍事の頂点に君臨してきたアメリカをとり上げて、その

価値観と行動様式を見ていき、平和に資する多国間の共生のあり方を探っ

ていこう。キーワードは「力の支配」である。  
①   銃社会アメリカで起こる惨劇はたびたび報道される。銃を所持しよ

うとするアメリカ人の価値観とはいったいなんなのか、検証する。

②   アメリカと日本は第二次大戦以降、緊密な関係を築いてきたのだが、

問題はないのか？日米は互いに敬い、果たして平等なのだろうか 
③   テロの横行のはじまりは２００１年の９１１である。人々を震撼さ

せたあの事件がいったい何によってひきおこされたんだろうか 
 
イスラム世界に対する軍事力の行使は、「力」を信望するアメリカの姿を

わたしたちに再認識させた。アメリカはその歴史において自国の要求を受

け入れない国に対し、ときに容赦なく武力を用いてきたのである。 
反面、大衆文化という柔らかなイメージで世界に向け「アメリカ的 なる

もの」を発信しつづけ、それは「文化帝国主義」との非難を誘起するほど

に、人びとの生活様式を単一化させている。アメリカのハードとソフトの

両面パワーを明らかにし、グローバル 化がすすむ世界に与える影響を考え

る。 

1. ガイダンス 
2. 銃社会アメリカ 
3. なぜ、銃が必要か 
4. 日本の中のアメリカ、米軍を考える 
5. アメリカの占領 
6. 日米による安全保障とは 
7. 米兵事件の実相 
8. 湾岸戦争 
9. ９１１ 
10. アフガン/イラク戦争 
11. もう一つの９１１ 
12. 映像 
13. ソフト・パワー 
14. アメリカンポップカルチャーの力 
15. まとめ 

到達目標 英語圏における実際問題を政治、経済、文化、社会といった様々な視点から捉えて分析し、見解を提示で

きるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 指定された参考文献などを熟読し、授業理解の補助とする 

テキスト、

参考文献 『米兵犯罪と日米密約』明石書店 

評価方法 学期末試験 レポート 
受講希望者はガイダンスに必ず出席してください 
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際関係論 

国際交流研究Ⅰ（国際関係論） 担当者 佐藤 俊輔 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、現代の多面的な国際関係を把握するため

の基礎的な知識と視角を身に付けるために、特に国際政

治・経済を中心とした国際関係の歴史と主要な理論を習得

することを目的とします。 
 
 上記の目的に照らし、講義では①前半でヨーロッパを中

心とする国際関係の歴史を学び、現代の国際関係の特質に

ついて考察します。その後、②後半では国際関係学の主要

な理論について紹介し、③最後に国際政治と国際経済との

相互作用、連動について考察を行います。 

1. イントロダクション：講義の目的と全体像 
2. 主権国家体制の成立 
3. 帝国主義とナショナリズムの時代 
4. 第 1 次世界大戦の起源とその影響 
5. 第 2 次世界大戦と新国際秩序 
6. 冷戦期の国際関係 
7. 冷戦からポスト冷戦期へ 
8. ポスト冷戦期の国際秩序 
9. 国際関係学の理論（１）―リアリズム 
10. 国際関係学の理論（２）―リベラリズム 
11. 国際関係学の理論（３）―従属論、世界システム論 
12. 国際関係学の理論（４）―コンストラクティビズム他

13. 国際政治と国際経済の連動（１） 
14. 国際政治と国際経済の連動（２） 
15. 講義のまとめ 

到達目標 国際関係に関する基本的知識のうえに、国際社会の成り立ち、国際関係の歴史的展開、国際関係における

政治と経済の関わりを正確に分析し、個別の事象について見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各講義の終了後に自分なりのまとめを行い、理解の足りない箇所については参考図書などを用いて補うこ

と。そのうえで関心があれば、ぜひ講義中に紹介する参考文献へあたり、理解と思考を深めてほしい。 
テキスト、

参考文献 
テキストとして村田晃嗣他著『国際政治学をつかむ（新版）』有斐閣、2015 年を用い、参考文献は講義の

中で適宜紹介します。 

評価方法 定期試験（80%）と授業内のコメントカードなど平常点（20%）により評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

ＮＧＯ論 
国際交流研究Ⅳ（ＮＧＯ論） 担当者 清水 俊弘 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
紛争解決や平和の実現、人権、環境、開発（貧困）問題など、

国境を越える地球規模の公共的な課題に自発的、積極的に取り組

む市民を主体とした活動が注目されている。 
この講座では非政府組織、NGOの活動に着目し、具体例を元に、

問題の捉え方、関わり方に関する多様な視点を養うことを目標と

する。 
この講座では、紛争問題では、イラク、アフガニスタン、パレ

スチナなどの現地における活動を題材にしながら、考える視点や

安全対策など具体的な事例をもとに活動のあり方を考える。また、

開発問題では復興から開発期に入ったカンボジアやラオスを事例

に、開発のプロセスで起こる様々な人権侵害、自然破壊などにつ

いて考える。また、復興、開発期における政府開発援助（ＯＤＡ）

の諸問題についても具体的な事例をもとに検証する。 
 また、こうした紛争地等で活動する NGO が、力を合わせること

で、世界を動かす力を発揮する事例として、対人地雷全面禁止条

約の成立過程（オタワプロセス）やクラスター爆弾禁止条約の成

立過程における市民社会の役割についても詳しく説明する。 

 
1.      NGO 論オリエンテーション 
2.~3.   「対テロ戦争」と市民社会 I／アフガニスタンの現状と 

NGO の活動 
4.~5.   「対テロ戦争」と市民社会 II／イラクの現状とNGO の活動 
6.      パレスチナ問題と NGO の取り組み 
7.      NGO の安全対策（講義と演習） 
8.      東アジアの平和と市民交流 
9.      ミレニアム開発目標（MDGｓ）と持続的開発目標（SDG

ｓ）。ラオスにおける森林保全から考える。 
10.     アフリカにおける HIV/AIDS の原状と NGO の取り組み 
11.     NGO の組織運営と人材、資金について 
12.~13. 非人道兵器の禁止と市民社会 I 対人地雷の廃絶ｷｬﾝﾍﾟｰﾝに

学ぶ NGO のﾈｯﾄﾜｰｸ  
14.     非人道兵器の禁止と市民社会 II クラスター爆弾禁止条約

の成立過程に学ぶ市民社会の役割  
15.     理解度の確認  

到達目標 非政府組織（NGO）に関する基本的、体系的知識のうえに、国際社会における NGO の役割や意義、課題につ

いて分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前に政府開発援助（ODA）や国連などの国際機関の概要について予習をしておくこと、そして事後には様々な NGO が

主催するセミナーに参加したり、インターンとして関わることを薦める。 

テキスト、

参考文献 
参考文献：日本国際ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ著『NGO の選択』めこん 2005 年 
参考文献：清水俊弘著 『クラスター爆弾なんてもういらない』合同出版 2008 年 

評価方法 
平常点、授業への参加度、課題提出などの実績（30%）及び期末考査（小論文またはリポート）の結果（70%）を評価

対象とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際協力論 
国際交流研究Ⅱ（国際協力論） 担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画 
世界の各地では地域紛争が絶えない。また貧富の格差も

一向になくならない。こうした諸問題を前に、我々はＰＫ

Ｏ(平和維持活動)やＯＤＡ(政府開発援助)を軸に平和構築

や経済開発・貧困緩和に取り組んできた。この2つを有機

的に結びつけること、すなわち紛争中やその前後の危険な

状況下で効果的な開発援助を進めていくことも今日の重

要課題のひとつである。 
本講義ではこれらの国際協力の基本的枠組みや具体的

事例、成果や限界について学び、それを通じて国際関係を

見つめる視野を涵養することを目標とする。 

1. 平和協力(1)：国連と平和維持活動(PKO) 
2.     (2)：国連PKOの原則と歴史的変遷 
3.     (3)：日本のPKO協力と論点 
4.     (4)：事例研究：アフリカ・モザンビーク 
5. 開発協力(1)：政府開発援助(ODA)の理念と枠組み 
6.     (2)：開発援助の歴史的変遷 
7.     (3)：貧困と「人間の安全保障」 
8.     (4)：事例研究：中米・エルサルバドル 
9. 選挙支援(1)：民主主義支援と選挙監視活動 
10.     (2)：選挙監視活動の原則と歴史的変遷 
11.     (3)：事例研究：欧州・ウクライナ 
12. 新しい課題(1)：平和協力と開発協力の融合 
13.      (2)：武装解除と平和構築 
14.      (3)：国際協力の意義・問題点・課題 
15. 授業のまとめ 

到達目標 国際協力に関する基本的知識のうえに、国際協力に関連した事例、および国際協力の実態や新たな展開な

どについて分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業効果を高めるための課題(基本事項の事前確認や文献の講読)について毎回指示する。 

テキスト、

参考文献 参考文献は授業で随時紹介する。 

評価方法 期末試験で評価(これに授業への参加状況を加味する場合がある)。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

南北問題 
国際交流研究Ⅴ（南北問題） 担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画 
地球上にいる人間の約8割は発展途上国に暮らしてい

る。そして世界人口の約13％に当たる約9億人は、国際貧

困ライン（1日1.9ドル）以下の生活を強いられている。我々

は今この問題に正面から向き合わなければならない。たと

えば、経済開発は重要だがそれを環境に負荷を与えずに行

えるのか。市場経済と自由競争の社会で脆弱な貧困層にい

かなる社会政策(教育・保健・福祉)を進めていけばよいの

か。先進国による開発援助はいかにあるべきか。今日の新

興国の成長は、国際関係の構図をいかに変えつつあるの

か。 
本講義ではこうした現代世界における政治的・地理的課

題について考え、それを通じて国際関係を見つめる視野を

涵養することを目標とする。 

1. 地球環境(1)：地球環境問題と南北対立 
2.     (2)：貧困と環境破壊 
3.     (3)：持続可能な開発の模索 
4.     (4)：地球温暖化問題と南北関係 
5. 南の開発(1)：第三世界の独立と開発援助戦略 
6.     (2)：ナショナリズムと格差の拡大 
7.     (3)：貧困と「人間開発」 
8.     (4)：国連の新しい開発戦略 
9. 資源問題(1)：世界の食糧問題 
10.     (2)：水問題と砂漠化問題 
11.     (3)：人口増加とエネルギー問題 
12. 新しい争点(1)：自然災害と防災 
13.      (2)：核拡散と原子力利用 
14.      (3)：グローバル化と金融問題 
15. 授業のまとめ 

到達目標 南北関係に関する基本的、体系的知識のうえに、南北問題、および途上国の抱える諸問題やその解決策に

ついて分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業効果を高めるための課題(基本事項の事前確認や文献の講読)について毎回指示する。 

テキスト、

参考文献 参考文献は授業で随時紹介する。 

評価方法 期末試験で評価(これに授業への参加状況を加味する場合がある)。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際政治論Ⅰ 

国際交流研究各論Ⅰ（国際政治論 a） 担当者 岡垣 知子 

講義目的、講義概要 授業計画 
国際政治学は、他の社会科学および自然科学の知見を取

り入れながら、戦争の原因および平和の条件をその中心的

課題として、発展してきた学問である。この講義は、複雑

化する今日の国際政治事象を体系的に考え、一見アト・ラ

ンダムな寄せ集めに見える国際的事件の中に一定のパタ

ーンを見出し、分析する力を養うことを目的として、国際

政治学の基礎概念や代表的理論を紹介する。 

１． 国際政治学とは何か 
２． 国際政治の先駆思想 
３． 国際政治学史 
４． 国際政治学の基礎概念（１）集合行為の論理 
５． 国際政治学の基礎概念（２）分析のレベル 
６． 国際政治学の基礎概念（３）国家とは 
７． 国際政治学の基礎概念（４）国際政治の構造と安定性 
８． リアリズムの世界（１）古典的リアリズム 
９． リアリズムの世界（２）構造主義とネオリアリズム 
１０． リベラリズムの世界（１）相互依存論 
１１． リベラリズムの世界（２）民主的平和論 
１２． リベラリズムの世界（３）国際制度論 
１３． コンストラクティヴィズム、その他の理論 
１４． 理論と政策 
１５． まとめ 

到達目標 国際政治学の基礎的理論、ウェストファリア以降現代に至るまでの国際社会の変遷や歴史的流れ、現代国際社会

の課題と日本のかかわり方を体系的かつ正確に解釈し、個別の事象について見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

テーマに沿って予習しておく。 
授業で扱った内容についてのレポート提出が求められることがある。 

テキスト、

参考文献 図書館１階にある、本講義担当者の指定図書にある文献を参照のこと 

評価方法 小テスト：10％；宿題：10％；レポート：30％；期末テスト：50％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

国際政治論Ⅱ 

国際交流研究各論Ⅱ（国際政治論 b） 担当者 岡垣 知子 

講義目的、講義概要 授業計画 
国際政治についての体系的なものの見方や主要概念を

踏まえたうえで、この講義では、国際政治学と外交史、国

際法、経済学、比較政治学、社会学等との学際的接点に注

目しながら、今日のさまざまな国際政治事象を詳しく分析

する。 

１． 国際政治経済学の基礎 
２． 国際政治経済学（１）：グローバリゼーションの諸相 
３． 国際政治経済学（２）：開発経済学の視点 
４． 国際政治経済学（３）地域統合のダイナミクス 
５． 国際安全保障論の基礎 
６． 国際安全保障論（１）：安全保障概念の変遷 
７． 国際安全保障論（２）：安全保障レジーム 
８． 国際安全保障論（３）：新しい安全保障問題 
９． 今日の課題（１）：環境問題 
１０． 今日の課題（２）：人権問題 
１１． 今日の課題（３）：核拡散の問題 
１２． 今日の課題（４）：中国の台頭 
１３． 今日の課題（５）：アメリカと国際社会 
１４． 国連 
１５． 世界の中の日本 

到達目標 国際政治学の基礎的理論、ウェストファリア以降現代に至るまでの国際社会の変遷や歴史的流れ、現代国際社会

の課題と日本のかかわり方を体系的かつ正確に解釈し、個別の事象について見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

テーマに沿って予習しておく。 
授業で扱った内容についてのレポート提出が求められることがある。 

テキスト、

参考文献 図書館１階にある、本講義担当者の指定図書にある文献を参照のこと 

評価方法 小テスト：10％；宿題：10％；レポート：30％；期末テスト：50％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際経済論Ⅰ 
国際交流研究各論Ⅲ（国際経済論 a） 担当者 益山 光央 

講義目的、講義概要 授業計画 

国際経済を理解するのに最低限必要と思われる基本的

な考えを講義します。その中心は貿易理論、国際貿易の一

般均衡、貿易政策となります。講義で扱う内容は、よりす

すんだ諸理論を学ぶのに必須の基礎的事項なので厳密な

展開を心がけたいと思います。受講生には予習と復習を求

めます。私語厳禁。 

1. 国際貿易概観 
2. リカード的比較優位説 
3. リカード的比較優位説 
4. ヘクシャー・オリーン定理 
5. ヘクシャー・オリーン定理 
6. 国際貿易の一般均衡 
7. 国際貿易の一般均衡 
8. 経済成長と貿易 
9. 国際資本移動と移民 
10. 国際資本移動と移民 
11. 関税・輸入数量制限 
12. 関税・輸入数量制限 
13. 輸入補助金と輸出自主規制 
14. 輸入補助金と輸出自主規制 
15. 質問とまとめ 

到達目標 国際経済に関する専門知識を習得し、貿易理論・政策、国際収支調整といった国家間の経済活動全般につ

いて分析のうえ、解説できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学修に関しては、授業時に指示する。 

テキスト、

参考文献 大山道広・伊藤元重『国際貿易』 岩波書店 

評価方法 試験のみで評価 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

国際経済論Ⅱ 
国際交流研究各論Ⅳ（国際経済論 b） 担当者 益山 光央 

講義目的、講義概要 授業計画 

学期に扱った貿易理論とともに国際経済学の大きな柱

である国際収支調整メカニズムに関連する事柄を学びま

す。国際収支の赤字、黒字からはじまり、だんだんと高度

な内容へと移行します。すべて基本的な内容なので、きち

んと理解する必要があります。 

春学期の国際経済論ａを履修しているほうがより理解が

深まります。私語厳禁。 

1. 国際収支と国民所得勘定 
2. 国際収支と国民所得勘定 
3. 外国為替市場 
4. 外国為替市場 
5. 外国為替市場 
6. 固定相場制下の所得決定 
7. 固定相場制下の所得決定 
8. 変動相場制下の所得決定 
9. 変動相場制下の所得決定 
10. 国際収支と財政・金融政策 
11. 国際収支と財政・金融政策 
12. 国際資本移動と財政・金融政策 
13. 国際資本移動と財政・金融政策 
14. 質問とまとめ 
15. 質問とまとめ 

到達目標 国際経済に関する専門知識を習得し、貿易理論・政策、国際収支調整といった国家間の経済活動全般につ

いて分析のうえ、解説できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前・事後の学修に関しては、授業時に指示する。 

テキスト、

参考文献 未定 

評価方法 試験のみで評価 
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13 年度以降 
12 年度以前 

日本政治外交史Ⅰ 
国際交流特殊研究Ⅰ（日本政治外交史 a） 担当者 福永 文夫 

講義目的、講義概要 授業計画 
21 世紀に入っても日本は混迷の淵にあり、出口を求めて

さまよっている。それは他方で、戦後日本のあり方を改め

て問うている。本講義では、第２次世界大戦後の日本の政

治と外交を論ずることで、この国の来し方をたどる。 
春学期は敗戦を経て、どのようにして戦後日本がつくら

れたかを、アメリカの日本占領政策をたどり、それに日本

の諸政治勢力－政府・諸政党などがどう対応していったか

を考えてみたい。その際、日本国憲法を頂点とする占領期

に行われた改革が戦後日本にどのような影響を与えたか

を考えてみる。 
その際、国際社会のなかで日本はどうあるべきかを念頭

に、受講者には歴史を学ぶだけでなく、歴史を考えてもら

いたい。 

1. はじめに―国際社会のなかの日本― 
2. 日米戦争と戦後日本（１） 
3. 日米戦争と戦後日本（２） 
4. 敗戦と占領（１） 
5. 敗戦と占領（２）－占領の構造 
6. 敗戦と占領（３）－政党政治の再出発 
7. 日本国憲法の誕生 （１） 
8. 日本国憲法の誕生 （２） 
9. 戦後政党政治の始動 

10. 中道政権の成立 
11. 中道政権の軌跡 
12. 占領政策の転換（１）   
13. 占領政策の転換（２）－吉田茂の再登場 
14. 占領政策の転換（３）－ドッジ・ライン 
15. おわりに－日本国憲法体制の成立 

到達目標 歴史を「考える」意識をもって、歴史的事実とその因果関係を正確に解釈し、個別の事象について見解を

示すことができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておくこと。その上で講義ノートと照らし合わせて要点をまと

めること。 
テキスト、

参考文献 福永文夫『日本占領史 1945～1952』中公新書。参考文献については、適宜講義中に指示する。 

評価方法 講義中に行う平常試験（50 点）と年度末の定期試験（50 点）によって判定する。詳細は講義中に指示す

る。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

日本政治外交史Ⅱ 
国際交流特殊研究Ⅱ（日本政治外交史 b） 担当者 福永 文夫 

講義目的、講義概要 授業計画 
21 世紀に入っても日本は混迷の淵にあり、出口を求めて

さまよっている。それは他方で、戦後日本のあり方を改め

て問うている。本講義では、第２次世界大戦後の日本の政

治と外交を論ずることで、この国の来し方を考える。 
秋学期は、どのようにして戦後日本がつくられたかを、

サンフランシスコ講和条約・日米安全保障条約の形成過程

を追い、講和・独立から「５５年体制」の成立を経て、1970
年代に至る日本の政治外交のあり方をたどり、それに日本

の諸政治勢力－とくに諸政党がどう対応していったかを

考えてみたい。 
その際、国際社会のなかで日本はどうあるべきかを念頭

に、受講者には歴史を学ぶだけでなく、歴史を考えてもら

いたい。いずれにせよ、未来図は、過去の経験と現在の選

択においてしか描かれることはない。 

1. はじめに―国際社会のなかの日本― 
2. 講和への胎動（１） 
3. 講和への胎動（２） 
4. 講和をめぐる国内政治－全面講和と多数講和 
5. 講和をめぐる国際関係－連合国の対応 
6. サンフランシスコ講和会議 
7. 「55年体制」の形成－保守勢力の混迷 
8. 「55年体制」の成立－保守合同と社会党の統一 
9. 「55年体制」の展開－鳩山・岸内閣 

10. 60年安保騒動と政党政治 
11. 高度成長期の政治と外交－池田政権 
12. 高度成長期の政治と外交－佐藤政権 
13. 混迷の70年代（１） 
14. 混迷の70年代（２） 
15. おわりに－憲法と安保 

到達目標 歴史を「考える」意識をもって、歴史的事実とその因果関係を正確に解釈し、個別の事象について見解を

示すことができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストの指定された箇所を事前に精読しておくこと。その上で講義ノートと照らし合わせて要点をまと

めること。 
テキスト、

参考文献 
福永文夫『日本占領史 1945～1952』中公新書およびプリント配布。参考文献については、適宜講義中に

指示する。 

評価方法 講義中に行う平常試験（50 点）と年度末の定期試験（50 点）によって判定する。詳細は講義中に指示す

る。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

国際機構と法Ⅰ 

国際交流研究Ⅲ（国際機構論） 担当者 鈴木 淳一 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
本講義の目的は、国際社会が抱える地球規模の問題（たとえば、

安全保障、テロ、世界規模の感染症等）とそれへの国際社会（特

に国際組織）の取り組みについて理解することです。 
〔講義概要〕 
国際社会には世界政府は存在しません。しかし、多様な国際組

織が、国家とともに、国際社会の共通利益の実現のために重要な

役割を担っています。本講義では、これら国際組織の様々な活動

分野をとりあげて、国際組織が各分野で果たしている機能を具体

的に説明します。 
本講義の履修にあたっては、国際法の知識は必ずしも必要では

ありませんが、講義の中では主に国際法の視点から分析を行うた

め、一連の講義に先立ち、国際社会と国際法についての簡単なレ

クチャーを行います（なお国際教養学部や経済学部の学生が履修

する場合は2年生以上で受講することをお勧めします）。 

1. はじめに 
2. 国際組織と国際法 
3. 紛争の平和的解決に関わる国際組織（１） 
4. 紛争の平和的解決に関わる国際組織（２） 
5. 安全保障に関わる国際組織（１） 
6. 安全保障に関わる国際組織（２） 
7. 軍備管理・軍縮・不拡散に関わる国際組織 
8. 人権問題にかかわる国際組織 
9. 人道・難民問題に関わる国際組織 
10. 国際貿易・国際金融に関わる国際組織 
11. 開発援助と南北問題に関わる国際組織 
12. 教育・文化に関わる国際組織 
13. 国際保健に関わる国際組織 
14. 海洋に関わる国際組織 
15. まとめ 

到達目標 国際機構、および国際組織法の基本的な考え方、および、国際組織法に関する重要な判例、学説を正確に理解

し、個別の事象について見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

①事前学習：あらかじめ指定されたテキストの箇所を熟読。②講義中：教員から提示される今日のポイン

トを授業レポートとして提出。③事後学習：教員の添削・コメントを読んで復習。 
テキスト、

参考文献 参考文献：大森正仁編著『よくわかる国際法（第２版）』（ミネルヴァ書房） 

評価方法 学期末に実施する試験により評価し(100%)、平常点を加点材料とします(ただし上限 10%)。 

 

13 年度以降 国際機構と法Ⅱ 担当者 鈴木 淳一 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕本講義は、国際連合を中心とする国際組織を規律し

ている法に関する講義を提供することを目的とします。 
〔講義概要〕今日、国際連合をはじめとした多くの国際組織が活

動し、多くの人々がいわゆる「国際公務員」として活躍していま

す。しかし、これらの活動は、国際組織の設立条約や地位協定、

職員規則などのルールに従っています。本講義は、国際組織や国

際公務員の活動を規律しているルールについて、主に国際連合を

例として分析を行います。 
本講義は、国際法や国際組織法１を履修していなくても履修で

きます(主に国際法の視点から国際組織の分析を行うため、全学共

通授業科目の国際法や法学部の国際法も同時に受講することを奨

励します)。また、この講義では、教室で行う通常の授業を補うた

め、授業レポート・システム等を活用して、教員とのコミュニケ

ーションを図ります。 

1. はじめに 
2. 国際組織の概念と歴史 
3. 国際法の基礎知識 
4. 国際組織の設立と解散 
5. 国際組織の国際法上の地位 
6. 国際組織の国内法上の地位 
7. 国際組織と加盟国 
8. 国際組織間の連携・協力 
9. 国際組織とNGO（民間団体） 
10. 国際公務員 
11. 国際組織の意思決定 
12. 国際組織と財政・分担金・運営上の諸問題 
13. 国際組織に関する事例研究(1) 
14. 国際組織に関する事例研究(2) 
15. まとめ 

到達目標 国際機構、および国際組織法の基本的な考え方、および、国際組織法に関する重要な判例、学説を正確に理解

し、個別の事象について見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

①事前学習：あらかじめ指定されたテキストの箇所を熟読。②講義中：教員から提示される今日のポイン

トを授業レポートとして提出。③事後学習：教員の添削・コメントを読んで復習。 
テキスト、

参考文献 浦部・望月編『国際機構論[総合編]』（国際書院、2015 年） 

評価方法 学期末に実施する試験により評価し(100%)、平常点を加点材料とします(ただし上限 10%)。 
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13 年度以降 地域研究論 担当者 浦部 浩之 

講義目的、講義概要 授業計画

学問の世界には、特定の事象を分析するうえで有用な、

地理学、歴史学、政治学、経済学、文化人類学といった個

別のディシプリン(専門分野と方法論)がある。 
しかし、ある特定の地域の本質を理解しようとする場

合、これらの個別的な研究手法に依拠するだけでは必ずし

も十分でない。自然環境、歴史、宗教、思想、政治、経済、

言語、芸術、文化など、広範な学問領域を横断して、総合

的に対象に迫ることがきわめて重要になってくる。

本講義では、事例としてはラテンアメリカを取り上げ、

地域を総合的に理解することの意味を考えたい。「地域研

究」であるから、この地域への理解を深めることは本講義

の目的の一つである。ただ、それを超えて狙いとしている

のは、受講生の履修言語や関心地域に関わらず、「地域」

への総合的なアプローチを体感し、地域理解のために必要

な基本的な視座と応用力を身につけてもらうことである。

1. 地域研究とは何か (個別の学問と学際研究)
2. (地域研究の誕生) 
3. 自然環境と生活 (アマゾン地域の自然・生業・食)
4. (アンデス地域の自然・生業・食) 
5. 歴史と社会 (植民地社会の形成)
6. (ラテンアメリカ諸国の独立と近代化) 
7. 人と文化 (ラテンアメリカの人種と民族)
8.          (ラテンアメリカの宗教・家族・価値規範) 
9. 近代化と政治 (ナショナリズムとポピュリズム政権)
10. (軍事政権と国家発展の追求) 
11. 現代社会の形成 (民主化運動と人権)
12. (市場経済化と地域統合) 
13. 現代社会の諸問題 (貧困・格差と教育問題)
14. (組織犯罪と麻薬問題) 
15. 地域を総合的に捉えることの意義を考える

到達目標
各地域独自の社会文化が成立した過程や要因、および各地域の特徴等について分析し、見解を提示できる

ようにする。

事前・事後

学修の内容
授業効果を高めるための課題(基本事項の事前確認や文献の講読)について毎回指示する。 

テキスト、

参考文献
参考文献は授業で随時紹介する。

評価方法 期末試験で評価(これに授業への参加状況を加味する場合がある)。 
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13 年度以降 グローバル社会特殊研究（在外日本人研究） 担当者 山本 英政 

講義目的、講義概要 授業計画 
異郷で生きた日本人の足跡をたどり、「日本人ってなん

なのか」を考えてみたい。 
 明治のころ、一攫千金を夢みて太平洋を越えた日本人た

ちはハワイへ、アメリカ本土へ、あるいは南米へと渡って

いった。そうした人びとの子孫はいまや270万人にのぼる。

 
 授業では、①一時滞在のつもりで日本を離れた彼らが帰

国せず、②そのうち家族をもち異国で骨を埋める覚悟をも

つようになる。しかし、③白人からの激しい差別を受け、

日本人たちは、④それに忍従で対応して、⑤今日の確固と

した地位を確立する、過程をみていく。 
 ただ、このようにダイジェストすると美点だけが強調さ

れるが、授業では日本人の狡猾で日和見的な姿もとり上げ

る。 
 
この授業はグローバルの「特殊研究」といって、講義の

一部は参考文献を用いて講義の理解を深めることとする。

1. ガイダンス  
2. 夢のハワイへ 
3. ポリネシアハワイの生活 
4. アメリカ西海岸への移動 
5. 敵意のはじまり 
6. 差別のメカニズム— 
7. 日本人の完全排除 
8. 日米戦争と強制収容 
9. 収容キャンプの生活 
10. アメリカへの忠誠と従軍 
11. 二世部隊 
12. 帰米二世 
13. 中南米へ渡った日本人 
14. 戦後の人権獲得と汚名返上 
15. まとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 指定された参考文献などを読み、講義理解の補助とする。 

テキスト、

参考文献 『ハワイの日本人移民』山本英政 明石書店 

評価方法 学期末試験 レポート 
受講希望者は初回のガイダンスに必ず出席してください。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（滞日外国人研究） 
多文化共生特殊研究Ⅰ（滞日外国人研究） 担当者 田房 由起子 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、日本社会における外国人の状況を知るこ

とにより、国際移動によって「異文化」の中で生活する人々

の抱える問題について理解を深めることを目的とする。 

まず、人の国際移動や、人種、エスニシティに関する理

論について紹介する。次に、いくつかのエスニック集団を

取り上げ、個々の集団に特徴的な状況について知識を得て

もらう。また、教育や労働などのテーマからもかれらの抱

える問題を取り上げてみたい。さらに、受け入れ社会側の

人々にとって「異文化」を持つ人々を受け入れるとはどの

ようなことかを考え、そこから「多文化共生」の可能性を

模索したい。 

1. ガイダンス・日本における外国人の概況（1） 
2. 日本における外国人の概況（2） 
3. なぜ人は移動するのか 
4. 人種とエスニシティ 
5. オールドカマー 
6. ニューカマー（1） 
7. ニューカマー（2） 
8. ニューカマー（3） 
9. 労働問題（1） 
10. 労働問題（2） 
11. 子どもたちと教育（1） 
12. 子どもたちと教育（2）・アイデンティティ 
13. 人種／エスニシティと差別 
14. 「多文化共生」の可能性 
15. 総括 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 講義テーマに関連する新聞記事やニュース、授業時に紹介する文献に目を通すこと。 

テキスト、

参考文献 
テキストはなし。必要に応じてプリントを配布する。 

参考文献は授業時に紹介する。 

評価方法 平常授業における課題レポート（40％）、期末試験（60％）により評価。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合 a）
国際交流特殊研究Ⅲ（アジア太平洋地域交流 a） 担当者 高安 健一 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、東南アジアで事業を展開している日本企

業の視点から、各国の経済発展の軌跡と経済の特徴を学び

ます。 
講義には二つの軸があります。一つは、東南アジア諸国

の多様性に焦点をあてることです。もう一つは、共通の分

析項目を設定することにより、各国経済を横並びで捉える

ことです。経済発展の初期条件、経済発展戦略、マクロ経

済動向、産業構造の特徴、外国直接投資、日本との経済関

係などについて解説します。第13回に、800字程度のペー

パーを作成のうえ、全員ディスカッションを実施する予定

です。 
受講生が講義内容を、大学での研究や就職活動のみなら

ず、卒業後も活用することを期待します。東南アジア経済

論bも履修してください。他学部生の履修も歓迎します。

第1回の講義に必ず出席してください。 

1． 講義の目的、成績評価 
2． 東南アジア経済の概要 
3． タイ(1)：経済発展の軌跡と特徴 
4． タイ(2)：産業集積と輸出主導型経済 
5． シンガポール(1)：経済発展の軌跡と人材戦略 
6． シンガポール(2)：産業高度化戦略 
7． シンガポール(3)：多国籍企業のグローバル拠点 
8． マレーシア：脱工業化の模索 
9． インドネシア：世界最大のイスラム国家の挑戦 
10． ベトナム：ドイモイ（刷新）政策の意義と限界 
11． カンボジア：経済復興から経済成長への道筋 
12． ミャンマー：経済再建の胎動 
13． 全員ディスカッション 
14． 講義のまとめ 
15． 成績評価と期末試験 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前に授業に関連する文献や統計類に目を通す。事後に各自論点整理メモを作成する。 

テキスト、

参考文献 教員が作成した資料を配布する。参考文献：石川幸一他（2015）『現代 ASEAN 経済論』文眞堂 

評価方法 学期末試験（100%）。ペーパー提出とスピーチによる加点あり。出席が一定回数を下回ると学期末試験を

受けられなくなるので注意のこと（詳細は第１回の講義で説明）。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（東南アジアの経済と地域統合 b）
国際交流特殊研究Ⅳ（アジア太平洋地域交流 b） 担当者 高安 健一 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、東南アジアで事業を展開している日本企

業の視点から、地域経済共同体としての東南アジア諸国連

合（ASEAN）について学びます。 
講義の柱は3つあります。第1は、1967年に発足した

ASEANが地域経済共同体として発展し、多国籍企業をひ

きつけてきた理由を理解することです。第2は、経済発展

の担い手である華橋・華人資本や日本企業の事業展開につ

いて学ぶことです。第3は、わが国が経済発展のために担

うべき役割を考えることです。第14回に、東南アジアに関

する800字程度のペーパーを作成のうえ、学生にスピーチ

を披露してもらいます。 
受講生が講義内容を、大学での研究や就職活動のみなら

ず、卒業後も活用することを期待します。東南アジア経済

論aも履修してください。他学部生の履修も歓迎します。

第1回の講義に必ず出席してください。 

1． 講義の目的、成績評価等  
2． 第2次世界大戦後の経済発展の軌跡 
3． ASEAN市場に挑む日本企業（映像） 
4． 地域経済共同体としてのASEAN(1)：形成過程 
5． 地域経済共同体としてのASEAN(2)：共同体の実現 
6． 地域経済共同体としてのASEAN(3)：将来構想 
7． 大メコン圏開発とインフラ整備 
8． ASEANの対域外自由貿易協定（FTA）戦略 
9． わが国自動車メーカーの東南アジアでの事業展開 
10． 邦銀の東南アジアでの事業展開 
11． 経済発展の担い手としての華僑・華人資本 
12． わが国と東南アジアの経済関係(1)：ASEANの視点 
13． わが国と東南アジアの経済関係(2)：日本の視点 
14． 東南アジアに関する学生スピーチ 
15． 講義のまとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前に授業に関連する文献や統計類に目を通す。事後に各自論点整理メモを作成する。 

テキスト、

参考文献 教員が作成した資料を配布する。参考文献：石川幸一他（2015）『現代 ASEAN 経済論』文眞堂 

評価方法 学期末試験（100%）。ペーパー提出とスピーチによる加点あり。出席が一定回数を下回ると学期末試験を

受けられなくなるので注意のこと（詳細は第１回の講義で説明）。 
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13 年度以降 グローバル社会特殊研究（東南アジアの開発と社会） 担当者 江藤 双恵 

講義目的、講義概要 授業計画 

講義目的 
 東南アジアの開発／発展がもたらした社会の変化について、ま

た文化的な影響について、グローバルな視点とローカルな視点の

両面から批判的に検討する。東南アジアの人々について、よその地域

の他人ごとの話ではなく、さまざまな形で自分とつながる人々であるこ

とを理解し、この講義で学びを自分自身の今後の生き方を考える機会と

する。 

講義概要 

 東南アジア社会が直面する課題について、さまざまな視角から学習し、

望ましい発展とは何か、また、今日のグローバルな発展／開発に対して、

自分自身のとるべきスタンスを考える。また、主としてタイを事例に、

１、開発／発展に関わる政府の政策、NGOsなどによるオルタナティブな

アプローチについて紹介し、２、開発／発展によって生じた問題を解決

するためのさまざまな福祉的アプローチについて検討する。 

第1回： 地域研究的な思考方法について 
第2回： 東南アジアの地域的特徴 
第3回： 東南アジア地域研究の課題 
第4回： 東南アジア社会の多様性  
第5回： 東南アジアにおける都市—農村間の格差 
第6回： 東南アジアと私たちの関わり 
第7回： 東南アジアにおける開発政策の展開 
第8回： オルタナティブな開発／発展観／思想 
第9回： タイにおける開発／発展と宗教 
第10回： タイにおける開発／発展と環境 
第11回： タイにおける開発／発展と労働力 
第12回： タイにおける開発／発展と家族・子ども 
第13回： タイにおける開発／発展と女性 
第14回： タイにおける社会保障／福祉 
第15回： まとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 参考文献を読んでおく。講義中に示された資料をヒントに、さらに関連事項を調べる。 

テキスト、

参考文献 
『地域研究』（JCAS Review）Vol.7 No.1 （2005 年 6 月発行） 

北川隆吉監修『地域研究の課題と方法 アジアアフリカ社会研究入門』 文化書房博文社 （2006 年） 

評価方法 定期試験が 60 パーセント、授業中に提出された課題を 40 パーセントとして総合的に判断する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（アメリカ合衆国のラティーノ社会）

多文化共生特殊研究Ⅱ（アメリカ合衆国のラティーノ社会） 担当者 佐藤 勘治 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、米国におけるラティーノ（ヒスパニック）

概念誕生の経緯を歴史的に追い、さらに米国ラティーノ社

会の現状を、文化や米国内の人種間関係だけでなく隣接地

域間の人的交流・相互関係という新しい視点を組み込んで

論じたいと思う。トランプ大統領の誕生により「非合法移

民」排斥の動きが明確化しているが、米国ラティーノの今

後にどのような影響を与えることになるのだろうか。 
 一般に米国における人種およびエスニック集団とラテ

ンアメリカの人種をめぐる認識はまったく違うものと考

えられてきた。しかし、近年の米国におけるラテンアメリ

カ系住民の急激な増加は、こうした人種認識の差異に変化

をもたらしているように思われる。典型的にはラティーノ

の「人種」化である。 
 また、ラティーノが米国を変えるかもしれないという議

論の是非を、広い歴史的スパンのなかで履修者とともに考

えていこうと思う。 

1 はじめに：トランプ大統領と「非合法移民」 
2 ラティーノとは① 国勢調査から 出身地域と分布 
3 ラティーノとは② 人種化するラティーノ 
4 米国ラティーノ文化  
5 米ネイティビズムの動向 
6 麻薬戦争 エルパソとフアレス市 
7 国境ツインシティ：ティフアナとサンディエゴ 
8 なぜひとは国境を越えて移動するのだろうか。 

サッセン『労働と資本の国際移動』を読む 
9 移動の歴史① プエルトリコ系とキューバ系 

10 移動の歴史② メキシコ系 
11 アストラン伝説とチカノ運動 
12 トランスナショナル・シティズンの誕生 
13 映像資料   
14 ラティーノは米国を変えるのか 
15 まとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 ポルタおよび授業で配る資料を事前に読むこと。事後学習については授業中に指示する。 

テキスト、

参考文献 授業内で指示する。 

評価方法 授業での発言内容、数回の小レポート５割と期末レポート５割で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（地球環境と法 a） 
国際交流特殊研究Ⅴ（グローバル・ガバナンス a） 担当者 井上 秀典 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕  
国際社会における環境問題に対処するための国際環境

法のしくみを概観し、同時に国際環境法が私たちの生活と

どのように関連しているのかを理解する。 
 
〔講義概要〕 
 講義では総論にあたる部分を扱う。国際社会における環

境問題に対処するための法の歴史、諸原則、規範の構造、

紛争解決などを考察する。 

1． ガイダンス 
2． 国際環境法の歴史。 
3． 国際環境法の特徴 
4． 国際環境法の基本原則1 
5． 国際環境法の基本原則2 
6． 国際環境保全と条約、慣習国際法  
7． 国際環境保全とソフト・ロー 
8． 国際環境保全と事前防止 
9． 国際環境保全と事後救済 
10． 国際環境保全と紛争解決1 
11． 国際環境保全と紛争解決2 
12． 国際環境法の履行・遵守 
13． 地球規模の環境問題と責任 
14． 地球規模の環境問題と国際組織 
15． まとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

講義終了後、疑問点がある場合、教員に質問し、また図書館等において参考文献を自分で調べた内容をノ

ートに書き込み、整理すること。 
テキスト、

参考文献 
教科書：使用せず。適宜、資料を配付する。参考文献：松井芳郎『国際環境法の基本原則』東信堂、『国際

条約集』有斐閣 

評価方法 学期末試の成績験 100％で評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

グローバル社会特殊研究（地球環境と法 b） 
国際交流特殊研究Ⅵ（グローバル・ガバナンス b） 担当者 井上 秀典 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
国際社会における環境問題に対処するための国際環境

法のしくみを概観し、同時に国際環境法が私たちの生活と

どのように関連しているのかを理解する。 
〔講義概要〕 
 各論にあたる部分を扱う。国際社会における環境問題に

ついて気候変動、海洋汚染などの事象ごとに考察する。 

1． ガイダンス 
2． 気候変動1 
3． 気候変動2 
4． オゾン層保護、酸性雨 
5． 海洋汚染1 
6． 海洋汚染2 
7． 生物多様性 
8． 漁業資源 
9． 南極地域の環境保護 
10． 有害廃棄物の越境移動 
11． 化学物質 
12． 原子力 
13． 環境影響評価 
14． 環境と貿易 
15． まとめ 

到達目標 「グローバル社会研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたってグローバル社会を

研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

講義終了後、疑問点がある場合、教員に質問し、また図書館等において参考文献を自分で調べた内容をノ

ートに書き込み、ノートを整理すること。 
テキスト、

参考文献 教科書：使用せず。適宜、資料を配付する。参考文献：『国際条約集』有斐閣 

評価方法 学期末試験の成績 100％で評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

教育学概論Ⅰ（教職論） 
教育科学研究Ⅳ（教職論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
本講義は、教育職員免許法に規定された教職の意義等に

関する科目であり、教職課程履修の基礎的・基本的な科目

として位置づけられている。本講義においては、教職の概

要を理解するとともに、教職に必要不可欠な基礎的・基本

的な知識や技能を習得することを目的とする。 
 
【授業の概要】 
本講義では、グループ討議や研究協議などを通して教職

の意義、教員の身分や服務、職務の内容や必要とされる資

質などについての主体的な理解を深めていく。教員が直面

している諸課題についても取り上げ、教育に対する質の高

い関心と教職に対する情熱や使命感の醸成を図っていく。

第1回： オリエンテーション  
第2回： 期待される教師像と目指す教師像 
第3回： 児童・生徒の成長と教員の役割 
第4回： 教員の資質と能力 
第5回： 教員養成と教員免許 
第6回： 教員の任用と教育委員会 
第7回： 教員の身分と服務 
第8回： 教員の職務(1)  学校と教員の一年 
第9回： 教員の職務(2) 学校運営と校務分掌 
第10回： 教員の職務(3)  学習指導と生徒指導 
第11回： 教員の研修(1)  年次研修と教員のキャリア 
第12回： 教員の研修(2) 自主的研修（教育センター等における

研修機会）の活用 
第13回： 様々な進路選択の問題を考える(1) 

他の仕事と比較した教職の特質 
第14回： 様々な進路選択の問題を考える(2) 

学校教育の体験―学校支援員等について― 
第15回： まとめ 

到達目標 教育学の研究対象である、教育の本質・目的・方法および制度・行政・歴史・現代的課題などについて基

本的知識を習得し、これについて分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

（事前学修）は提示された資料、テキストを読む 
（事後学修）は授業レポートなど 

テキスト、

参考文献 
（テキスト）講義毎に配布する資料 
（参考文献）講義内容に応じて適宜紹介 

評価方法 課題レポート、定期試験等により総合的に評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

教育学概論Ⅰ（教職論） 
教育科学研究Ⅳ（教職論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

教育学概論Ⅱ（教育の原理） 
教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
教育の本質を理解するために、自らの教育観を相対化し

つつ、さまざまな基本的概念を学び、教育に対する考え方

の基礎を養う。 
 
【授業の概要】 
１．教育の思想と歴史の概略を基礎として、子どもの権利

条約や教育基本法等を素材にし、人権と子どもの権

利、能力の問題、義務教育等の、教育において基本的

な概念や考え方を学ぶ。 
 
２．教育と学習との関係を、ビデオ、教育の時事問題や教

育実践などを教材として、様々な角度から考えてい

く。 

第1回： 講義の進め方の説明 
第2回： 教育の意義 
第3回： 人間形成と学習 
第4回： 教育の思想と歴史（その１）近代教育思想のめばえ 
第5回： 教育の思想と歴史（その2） 

紳士の教育から人間の教育へ 
第6回： 教育の思想と歴史（その3）近代市民教育と国民教育 
第7回： 教育の思想と歴史（その4）日本の教育思想の歴史 
第8回： 教育の思想と歴史（その5）戦後の教育思想と教育問題 
第9回： 教育の思想と歴史（その6） 

21世紀の教育思想と教育課題 
第10回： 学力問題と国際比較 
第11回： 能力と指導を考える－ 

習熟度別指導と発達の最近接領域説－ 
第12回： 教育における競争と自由の問題を考える 
第13回： 子どもの権利条約の精神 
第14回： 子どもに固有の権利と人権との関係 
第15回： 子どもとはどういう存在か 

（系統発達と子どもの発見） 

到達目標 教育学の研究対象である、教育の本質・目的・方法および制度・行政・歴史・現代的課題などについて基

本的知識を習得し、これについて分析および見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

（事前学修）提示された資料を事前に読んでくること 
（事後学修）講義を振り返り授業レポートを作成すること 

テキスト、

参考文献 
【テキスト】『ポケット版 子どもの権利ノート』（300 円） 
【参考文献】適宜紹介する。 

評価方法 期末試験に授業レポート等を加味して評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

教育学概論Ⅱ（教育の原理） 
教育科学研究Ⅰ（教育の原理） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

心理学概論Ⅰ（こころの世界） 
教育科学研究Ⅵ（こころの世界） 担当者 田口 雅徳 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では，まず，現代心理学の成立過程を概観する。

その後，性格の形成，ストレス，心の健康とカウンセリン

グなどのテーマについて，心理学的研究に基づく調査や実

験のデータを示しながら説明していく。 
本講義を通して，心理学がいかにして人の心を科学的に

とらえようとしてきたかを理解してもらいたい。また，心

理学の基本的知識を習得し，同時に，社会の諸問題や人間

の行動を心理学的視点で捉える力を身につけてほしい。 

1. はじめに：科学としての心理学 
2. 心理学のあゆみ①：哲学的心理学・心理学の誕生 
3. 心理学のあゆみ②：ゲシュタルト心理学 
4. 心理学のあゆみ③：行動主義の心理学 
5. 心理学のあゆみ④：精神分析理論 
6. 性格とは？：自己の性格理解 
7. 性格をとらえる枠組み：性格理論 
8. 性格の形成：遺伝的要因と双生児研究 
9. 性格の形成：環境的要因 

10. ストレス①：ストレスと性格 
11. ストレス②：ストレス・コーピング 
12. ストレス③：ストレスの生理心理学 
13. 現代社会とストレス 
14. 現代社会とこころの病 
15. カウンセリングとこころの健康 

到達目標 心理学に関する概論的知識のうえに、社会の諸問題や人間の行動を「人の心」という観点から科学的に検

証し、あるいはその検証成果を様々な場面において応用できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前学習では授業計画に示した各回のテーマについて参考文献をもとに予習する。事後学習では講義内容について文献

をもとにまとめ直す。事前・事後学習について授業内レポートにより適宜確認をおこなう。 

テキスト、

参考文献 テキストは使用しない。事前事後学習用の参考文献は授業にて適宜提示する。 

評価方法 授業におけるレポート(20%)と試験(80%)により総合的に評価する 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

心理学概論Ⅱ（心理検査法と自己理解） 
教育科学特殊研究Ⅲ（心理検査法と自己理解） 担当者 田口 雅徳 

講義目的、講義概要 授業計画 
受講者にさまざまな心理検査やグループ・ワークなどを

実践してもらう。これらの学習を通して，心理学の基本的

知見を習得してほしい。また，心理検査の結果を分析して

自己理解を深めてもらうことも本講義の目的である。心理

検査やグループワークを実践した後には、結果をレポート

にまとめてもらう。 
 
※履修者には授業で使用する心理検査用紙の実費（2000
円）を負担してもらう。履修が決定したら自動発行機で申

請書を購入すること。授業時に申請書と引き換えに検査用

紙を配布する。初回の授業にて履修制限や検査用紙代納入

方法について説明するので欠席しないこと。 

1. 心理検査とは？ 
2. 心理検査の種類と理論 
3. 質問紙による性格検査①（Ｙ－Ｇ） 
4. 質問紙による性格検査②（Ｙ－Ｇ） 
5. ストレス・コーピング 
6. 職業への興味 
7. 知能検査 
8. EQS 
9. 性格５因子 

10. TEG 
11. グループ・ワークによる自己理解① 
12. グループ・ワークによる自己理解② 
13. グループ・ワークによる自己理解③ 
14. テスト・バッテリーに基づく自己理解 
15. まとめ 

到達目標 心理学に関する概論的知識のうえに、社会の諸問題や人間の行動を「人の心」という観点から科学的に検

証し、あるいはその検証成果を様々な場面において応用できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

各回で扱う心理検査について、その背景理論などを事前に学習する。事後にあっては、心理検査の結果を

踏まえて授業で指示した課題をおこないレポートにより提出する。 
テキスト、

参考文献 各種の心理検査用紙は一括で購入する。検査用紙購入にかかる費用を履修登録時に負担してもらう。 

評価方法 実施した心理検査の結果をレポートにまとめて提出してもらう(50%)。また、最終レポートを課す(50%)。
これらのレポート内容を総合し、最終の評価を決定する。 
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13 年度以降 スポーツ・レクリエーション概論 担当者 和田 智 

講義目的、講義概要 授業計画

平和で、豊かな生活が可能な日本では、生涯生活時間の 2 割か

ら 3 割の自由時間を享受することができます。労働時間は、1 割
です。あなたは 1 割の時間の価値観にとらわれすぎていませんか。

自由時間を「レジャー」（生きがい）とするために、自由時間につ

いてもっとよく考えて見ましょう。そうすれば、あなたは一人十

色の魅力的な個性豊かな生き方に気づくはずです。あなたが、遊

びの範疇でおこなってきたことが、大きな価値を持ち始めるでし

ょう。何も持っていない人は、この授業をきっかけに始められる

でしょう。この授業では、あなたの自由時間を学問的に意義付け

し、その価値に目覚めていただくことを目的にします。また、旅

行業など余暇関連産業の仕事をめざす学生には必須の知識となる

でしょう。

秋学期には、実践編として全学総合講座で「自由時間の達人」

たちにその方々の実践、考え方をお話していただきますので、ぜ

ひこの授業と「自由時間の達人」を継続して履修してほしいと思

います。

1 オリエンテーション 
2 自由時間とは 
3 生活時間の構成 
4 自由時間の推移と現状 
5 自由時間「三つの意味」その１ 
6 自由時間「三つの意味」その２ 
7 少子化とライフスタイル 
8 古典的解釈から知るレジャー 
9 「スコレー」とは 
10 余暇享受能力を開発していますか 
11 ビデオ「森と老人」に見る余暇享受能力 
12 クオリティオブライフ 
13 環境と健康 
14 幸福感 
15 まとめ 

授業で通信端末を大教室における双方向授業としてライブアン

ケート等に必要に応じて利用しますので、大講義室での授業をよ

り活性化するために必要ですので、ぜひご協力をお願いします。

到達目標
スポーツ・レクリエーションに関する概論的知識のうえに、余暇を有効に活用し、健康・体力の保持・増

進、他者との交流を図ることができるようにする。

事前・事後

学修の内容

身近な社会人の労働と余暇について時間配分、余暇享受能力という観点で観察しておくこと。学習後は授

業内で考えたことを実践するための自らの自由時間設計を行う。

テキスト、

参考文献
講義支援システムまたは Porta に授業資料をアップロードしますので、授業前に印刷してお持ちください。

評価方法 授業への取り組み姿勢・授業内レポート（50％）、学期末試験（50％）により評価します。 
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13 年度以降 スポーツ科学概論 担当者 依田 珠江 

講義目的、講義概要 授業計画

〔講義目的〕

スポーツ科学分野は近年目覚ましい発展を遂げている。

「スポーツ」を「科学」することによってトップアスリー

トの身体機能やパフォーマンスの秘密が明らかになり、効

率的なトレーニング方法が開発されている。また健康の維

持増進にも寄与する実験科学的データや、社会科学的分野

でも日々新たな知見が得られており、私たちの生活にもス

ポーツ科学は貢献している。スポーツを科学することによ

って個々の受講生がスポーツに対する理解を深めること

を目標とする。

2020年に開催される東京でオリンピック・パラリンピッ

クを今までとは違った視点から見てみよう。

1． ガイダンス 
2． スポーツ科学とは 
3． スポーツの起源と歴史 
4． 世界のスポーツ 
5． 筋の科学① 
6． 筋の科学② 
7． 持久力の科学① 
8． 持久力の科学② 
9． スポーツテクノロジー 
10． 競技スポーツの科学① 
11． 競技スポーツの科学② 
12． 競技スポーツの科学③ 
13． メンタルトレーニング 
14． オリンピック・パラリンピック 
15． スポーツと熱中症 

到達目標
身体機能の発達や運動パフォーマンスの向上といったスポーツ科学について基本的な知識を習得し、これ

について分析および見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

新聞やメディアなどで取り上げられるスポーツ科学の情報を収集し、講義で得た知識をもとに分析するこ

と。

テキスト、

参考文献
特に指定しない。

評価方法 授業内レポート（40％）と定期試験（60％）により評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

比較教育制度論 
教育科学研究各論Ⅰ（比較教育制度論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
本講義は、教育職員免許法に規定された教育の基礎理論

に関する科目であり、教職課程履修の基礎的・基本的な科

目として位置づけられている。本講義においては、日本の

教育制度の意義や構造の概要を理解するとともに、生涯学

習社会における学校教育、家庭教育、社会教育の関係性に

も触れながら教育制度全般に対する基礎的・基本的な識見

をはぐくむことを目的とする。 
 

【授業の概要】 
 本講義では、グループ討議や全体討議などを通して、日

本の教育制度の意義や構造、教育改革の現状と課題などに

ついて主体的な理解を深めていく。教育行政、学校・家庭・

社会教育との関連や諸外国の教育制度にも触れながら教

育に対する関心・情熱や使命感の醸成を図っていく。 

第１回：オリエンテーション 
第２回：教育の制度化 
第３回：学校教育制度の概要 
第４回：学校教育制度の変遷 
第５回：公教育と私教育 
第６回：教育行財政 
第７回：教育委員会制度 
第８回：教育課程と学習指導要領 
第９回：諸外国の教育制度 
第１０回：家庭教育の現状と課題 
第１１回：社会教育の現状と課題 
第１２回：教育改革(1)学校評価・人事評価 
第１３回：教育改革(2)学校選択制・小中高一貫教育 
第１４回：教育改革の現状と課題(3)学校評議員・ 
     学校運営協議会 
第１５回：教育改革の現状と課題(4) 

到達目標 日本と他国の教育制度を比較し、それぞれの特徴、および制度上の問題点などについて分析を行い、見解

を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

（事前学修）提示された資料を事前に読んでくること 
（事後学修）講義を振り返り授業レポートを作成すること 

テキスト、

参考文献 
（テキスト）講義内で指示する 
（参考文献）教育小六法、他は講義内で指示する。 

評価方法 期末試験に授業レポート等を加味して評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

比較教育制度論 
教育科学研究各論Ⅰ（比較教育制度論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

教育課程論 
教育科学研究各論Ⅱ（教育課程論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
教育課程の編成と評価 
本講は、学力、評価、総合的学習など、今日の学校教育の内容

をめぐる問題状況をふまえながら、教育課程の研究、実践に関す

る今日的課題について考察することを目的とする。 
 
【授業の概要】 
 学校において展開されている毎日の授業や諸活動は、一定の教

育目的を達成するために編成される教育内容に関する計画である

教育課程に基づいて行われている。いわば、教育課程は、学校教

育における中核としての役割を果たしている。本講では、以上の

ような観点から、教育課程の編成と評価という問題を中心に、わ

が国の戦後教育の歩みと教育課程の変遷、新教育課程の分析と課

題の検討、今日の学力問題等の問題を取り上げ、各種資料、ＶＴ

Ｒ教材などを用いながら、多面的に検討を加え、教育課程研究に

関する理解を深めていく。 

第１回：教育課程と学力問題 
第２回：教育課程とは何か 
第３回：日本の教育課程(1)教育課程編成のプロセス 
第４回：日本の教育課程(2)学習指導要領と教育課程 
第５回：教育課程編成の理論と方法(1)経験カリキュラム 
第６回：教育課程編成の理論と方法(2)教科カリキュラム 
第７回：教育課程編成の理論と方法(3)教育課程構成法 
第８回：学習指導要領と教育課程(1)昭和20年代 
第９回：学習指導要領と教育課程(2)昭和30-40年代 
第１０回：学習指導要領と教育課程(3)昭和50-60年代 
第１１回：学習指導要領と教育課程(4)平成1-10年代 
第１２回：現行学習指導要領の検討 (1)改訂の経緯と概要

第１３回：現行学習指導要領の検討 (2)実践課題 
第１４回：教育課程と評価 
第１５回：次期学習指導要領改訂の課題 

到達目標 教育課程と学習指導要領の歴史的変遷を踏まえ、教育課程の全体構造や具体的編成に関する基礎的理論を

用いて、よりよい教育課程の在り方を分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

前時の授業内容を確認した上で、指定されたテキスト・参考書がある場合には関連箇所を読み、課題意識

を持って、本時の授業に臨むこと。授業時に提示された課題を遂行し、それを次回の授業で提出すること。

テキスト、

参考文献 
【テキスト】担当教員の指示に従うこと 
【参考文献】文部科学省『中学校学習指導要領』『同解説 総則編』『高等学校学習指導要領』『同解説 総則編』。その他は、講義の中で紹

介する。 

評価方法 平常点（50％、授業内課題を含む）、試験またはレポート（50％）、総合点 60 点以上合格。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

教育課程論 
教育科学研究各論Ⅱ（教育課程論） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

教育心理学 
教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
教育心理学においてこれまで得られてきた知見が，今日

の学校臨床における生徒理解あるいは生徒指導にいかに

生かすことができるかを受講者とともに検討する。受講生

には，こうした講義を通して教育現場にたつ人間に必要と

される心理学の基礎的知識について理解を深めてほしい。

 
【授業の概要】 
 教育心理学には大きく（１）測定・評価，（２）人格・

適応，（３）発達，（４）学習という４つの領域がある。本

授業では、これら４領域の内容を解説する。すなわち、１．

教育評価と学力問題，２．学習の過程と学習への動機付け，

３．発達および発達障害について講義していく予定であ

る。 

第１回：教育心理学の領域とその歴史 
第２回：教育測定と教育評価 
第３回：教育評価の方法 
第４回：教育評価と学力問題 
第５回：学習の原理 
第６回：学習における動機付け 
第７回：学習意欲と原因帰属 
第８回：学習意欲と目標理論 
第９回：学習意欲と教師の役割 
第１０回：発達期と発達課題 
第１１回：心理アセスメントと発達障害 
第１２回：学習障害の理解 
第１３回：ADHDの理解 
第１４回：自閉性障害の理解 
第１５回：発達障害への心理支援 

到達目標 教育の過程で生じる子供の精神発達、人格形成などに関する知見を、実際の教育活動に応用できるように

する。 

事前・事後 
学修の内容 

授業計画に示された各課の内容を参考文献をもとに事前に学習する。事後にあっては授業内容を参考文献

をもとにまとめておく。また、各教員が授業で事前・事後学習として個別に指示した課題も含まれる。 
テキスト、

参考文献 
【テキスト】必要な資料を配付する。 
【参考文献】授業にて適宜紹介する。 

評価方法 学期末の試験などにより，総合的に評価をおこなう 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

教育心理学 
教育科学研究Ⅴ（発達と学習の心理学） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

カウンセリング論 
教育科学研究各論Ⅲ（カウンセリング論） 担当者 白砂 佐和子 

講義目的、講義概要 授業計画 
カウンセリングとは、心理療法とは何か、ということに

ついて、考える機会を作ることを目的とする。カウンセリ

ングでは何が行われているのか、なぜ治療につながるの

か、治るとはどういうことか、健康とは、病気とは何を意

味するのか、または、人が人を理解するとはどういうこと

なのか、といったことも考えていくことになる。知識の伝

達ではないので、授業への主体的な参加が求められる。 

１． 授業の概要 
２． カウンセリング・心理療法の概説（１） 
３． カウンセリング・心理療法の概説（２） 
４． カウンセリング・心理療法の概説（３） 
５． 意識と無意識 
６． 精神分析の考え方（１） 
７． 精神分析の考え方（２） 
８． 人のこころのなりたち（１） 
９． 人のこころのなりたち（２） 
１０． 日本人と心理療法 
１１． 表現と心理療法 
１２． 事例（１） 
１３． 事例（２） 
１４． 事例（３） 
１５． まとめ 

到達目標 カウンセリングに関する諸理論を習得し、実際のカウンセリングに応用できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 自分のこころを通して考える授業のため、自分自身に開かれていることが求められる 

テキスト、

参考文献 適宜、紹介する 

評価方法 授業への参加姿勢、授業中のレポート、期末試験を合わせて評価する 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

パーソナリティ理論 
教育科学研究各論Ⅳ（パーソナリティ理論） 担当者 白砂 佐和子 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的は、人が人を理解するということはどうい

うことなのかを、一人一人が考えていくことである。まず

は、自分自身を理解するという目的で、心理学のパーソナ

リティ理論や実践について勉強する。そして、それらのパ

ーソナリティ理解がどのような意味があるのか、どのよう

に生かされていくのかということについて、論じていく。

知識の伝達ではないため、主体的に自分自身を振り返りな

がら参加することが求められる。 

１． 授業の概要 
２． パーソナリティの考え方（１） 
３． パーソナリティの考え方（２） 
４． 心理検査の実際（１） 
５． 心理検査の実際（２） 
６． 意識と無意識、防衛機制 
７． コンプレックスとパーソナリティ 
８． パーソナリティと病理（１） 
９． パーソナリティと病理（２） 
１０． 表現とパーソナリティ 
１１． 人間関係とパーソナリティ 
１２． 日本文化とパーソナリティ 
１３． こころの発達とパーソナリティ 
１４． こころの発達とパーソナリティ 
１５． まとめ 

到達目標 ヒトの人格や性格、気質を研究対象とするとパーソナリティ研究の理論、形成、発達等について理解し、

実際の諸問題について分析を行い、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 自分のこころを通して考える授業のため、自分自身に開かれていることが求められる 

テキスト、

参考文献 適宜、紹介する 

評価方法 授業への参加姿勢、授業中のレポート、期末試験を合わせて評価する 
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13 年度以降 
12 年度以前 

学校カウンセリング 
教育科学研究各論Ⅴ（学校カウンセリング） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
【授業の到達目標及びテーマ】 
本講義では、カウンセリングの基本的な理論や技法に加

え、学校現場で生じる問題の解決のために実際にカウンセ

リングがどのように用いられているのかについて扱う。学

校カウンセリングに関する「知識」を習得することにとど

まらず、学校現場で起こりうる様々な問題への対処につい

て、自分自身で「考える力」を身につけることをこの講義

の目標とする。 
 
【授業の概要】 
 本講義では、教員が学校で生徒と接する際に必要とされ

るカウンセリングの基本的な理論や技法について講義す

る。さらに、実習やグループワークなどを通じ、いじめ、

不登校など学校現場で実際に起こっている問題について、

どのように対応すべきか、実際に受講生が考える機会を設

ける。 

第1回： 学校カウンセリングとは何か 
第2回： 教師が行う学校カウンセリングの特徴 
第3回： 学校カウンセリングの理論① 

－来談者中心療法とカウンセリングマインド 
第4回： 学校カウンセリングの理論②－その他の理論 
第5回： 学校カウンセリングの理論③－カウンセリングの体験 
第6回： 予防的カウンセリング① 

－構成的グループエンカウンター 
第7回： 予防的カウンセリング② 

－ソーシャルスキルトレーニング 
第8回： 思春期の心の発達と危機 
第9回： 学校カウンセリングの実際①：いじめ 
第10回： 学校カウンセリングの実際②：不登校・ひきこもり 
第11回： 学校カウンセリングの実際③：非行 
第12回： 学校カウンセリングの実際④： 

発達障害の理解と支援 
第13回： 学校カウンセリングの実際⑤： 

精神障害の理解と支援 
第14回： 学校カウンセリングの実際⑥： 保護者との協調 
第15回： まとめ：学級運営に活かすカウンセリング 

到達目標 学校カウンセリングの基礎的知識と技法を習得し、教育現場において適切な指導や支援ができるようにす

る。 

事前・事後 
学修の内容 

授業計画に示された各課の内容を参考文献をもとに事前に学習する。事後にあっては授業内容を参考文献

を踏まえて再度まとめる。また、各教員が授業にて事前・事後学習として個別に指示した課題も含まれる。

テキスト、

参考文献 
【テキスト】特になし。 
【参考文献】特になし。講義内で適宜、紹介する。 

評価方法 定期試験の結果によって評価するが、平常授業における課題レポートなどの提出物等も評価対象とする。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

学校カウンセリング 
教育科学研究各論Ⅴ（学校カウンセリング） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
 
 
 
 
（半期完結科目のため、講義目的等は春学期と同じ） 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（子ども論 a） 
教育科学研究各論Ⅵ（こども論）

担当者 小島 優生 

講義目的、講義概要 授業計画

●講義目的

子どもを取り巻く子育て、貧困、少年事件などのトピックに

関する政策を再度検討することを目的としている。

 政策が立案される背景には、言説があるがそれらははたして

本当なのか。本当だとしたなら、その現状に照らして政策は適

切なのか。これらを考える契機となるような入門的な講義にし

たいと考えている。

●講義概要

２〜５では子どもの貧困の現状や政策の現状を概観し、検討

していく。

６〜９では、改正された少年法の内容とその意味を考える。

合わせて厳罰化で少年犯罪が減少するのかもアメリカ等の事

例を参考に検討していく。

１０から１５では、日本、韓国、フランス、アメリカ、スウ

ェーデンなどの子育て支援策を紹介し、比較検討する。

各講義の最後にリアクションペーパーを使用し、質疑や論点

整理を行う。

１． ガイダンス（授業の進め方等について）

２． 子どもの貧困①（子どもの貧困を測る）

３． 子どもの貧困②（誰のための政策か）

４． 子どもの貧困③（母子世帯の子ども）

５． 近年の動向（含ディスカッション）

６． 少年事件①（少年事件は増加したか）

７． 少年事件②（少年法が変わった）

８． 少年事件③（共生の可能性を探って）

９． 近年の動向（含ディスカッション）

１０． 日本における子育て支援

１１． 子育て支援の国際比較①

１２． 子育て支援の国際比較②

１３． 子育て支援の国際比較③

１４． 子育て支援の国際比較④

１５． 近年の動向（含ディスカッション）

到達目標
「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容
事前学修）指定された資料・文献を読む、事後学修）リアクションペーパーを作成・提出

テキスト、

参考文献

代表的なものとして、阿部彩(2008)『子どもの貧困』岩波書店、石井小夜子（2001）『少年犯罪と向き合

う』、牧野カツコ他編著（2010）『国際比較に見る世界の家族と子育て』等他は講義内で指示・紹介する。

評価方法 ①小テスト３０％、②レポート４０％、③リアクションペーパーや発言など３０％で評価する。
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13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（認知科学） 
教育科学研究各論Ⅶ（認知科学） 担当者 田口 雅徳 

講義目的、講義概要 授業計画 
認知科学は、人間の「知」のしくみやはたらきを明らか

にしようとする学際的な学問であり，その研究領域は広範

囲におよぶ。ここでは、とくに認知心理学で得られた研究

成果を中心にみていくことにする。また，授業では受講者

自身に実験や調査（文献調査も含む）を実施してもらい，

その結果をまとめて，授業にてレポート発表してもらう予

定である。 
授業内容は，まず，人間の「知」のしくみの基盤をなす

「知覚」についてあつかう。つぎに，動物にとって重要な

認知機能である「記憶」についてみていく。さらに，近年

飛躍的に解明が進んでいる「脳の機能」についてビデオ教

材なども使用してみていくことにする。初回授業にて授業

の進め方をより詳しく説明するので履修予定者には必ず

出席することを求める。 

1. 認知科学とは（授業概要） 
2. 認知科学の歴史 
3. 視知覚の特性①（概説） 
4. 視知覚の特性②（実験・調査） 
5. 視知覚の特性③（レポート発表） 
6. 音の知覚 
7. 言語と脳（脳の機能局在） 
8. 言語と脳（言語野） 
9. 認知工学と脳 

10. 記憶のしくみ①（記憶の過程） 
11. 記憶のしくみ②（実験と調査） 
12. 記憶のしくみ③（レポート発表） 
13. 記憶のしくみ④（実験と調査） 
14. 記憶のしくみ⑤（レポート発表） 
15. まとめ 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

授業計画に示した各テーマについて事前に学習するとともに、各テーマについてデータ収集等の課題をお

こなってもらう。事後には講義内容を踏まえて調査レポートなどを作成してもらう。 
テキスト、

参考文献 授業にて必要な資料は配付する。テキストは使用しない。 

評価方法 授業での発表内容や授業内レポートを 50%、課題報告と調査レポートを 50%として総合評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（認知科学） 
教育科学研究各論Ⅶ（認知科学） 担当者 田口 雅徳 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 

半期完結授業のため、内容は春学期と同一である 

 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 春学期と同一 

テキスト、

参考文献 春学期と同一 

評価方法 春学期と同一 
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13 年度以降 人間発達科学特殊研究（社会心理学 a） 担当者 樋口 匡貴 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
人間は必ず，他者と関わりを持ちながら生きている。そ

の中で，他者から影響を受け，そして他者に影響を与えて

いる。つまり，人間の関わる事象はすべて社会心理学の研

究対象と言える。社会心理学a，bでは，日常生活の中に存

在する様々なトピックを科学的にとらえ，社会心理学的に

解釈していく。特に社会心理学aでは，個人の心の働きに

主に焦点を当てる。 

1. イントロダクション -「社会心理学」講義の前に 
2. 社会心理学の概要 
3. 社会的認知(1)：人の印象はどう決まるか 
4. 社会的認知(2)：ステレオタイプと差別 
5. 社会的アイデンティティ理論(1)：個人の中の集団 
6. 社会的アイデンティティ理論(2)：差別は集団からうまれる 
7. 自己(1)：自分はどんな人間か 
8. 自己(2)：自分のことを相手にどう伝えるか 
9. 態度と態度変容：好きになるのはどうしてか 
10. 社会的影響(1)：集団での意思決定における個人の役割

11. 社会的影響(2)：規範的影響と情報的影響 
12. 社会的影響(3)：「助けて!」と聞こえてきたらどうするか

13. 社会的影響(4)：そして集団全体が動き出す 
14. 期末試験と振り返り 
15. 社会的影響(5)：人間の力 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

毎回，事前に配布する資料に目を通してくること。またリアクションペーパーにコメントした内容につい

て，授業後に自らの答えを出してくること。 
テキスト、

参考文献 
テキストは使用しない。参考書として以下 2 冊を勧める。亀田達也・村田光二（2000）. 『複雑さに挑む

社会心理学－適応エージェントとしての人間』 有斐閣; 池田謙一 他（2010）. 『社会心理学』 有斐閣 

評価方法 中間レポート 30%，期末試験 60%，その他 10%で評価する。なお，第 1 回目の授業において授業実施上

の注意点等を詳細に説明する。特に，授業中に他者に迷惑をかける行為を禁止する。 
 

13 年度以降 人間発達科学特殊研究（社会心理学 b） 担当者 樋口 匡貴 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
人間は必ず，他者と関わりを持ちながら生きている。そ

の中で，他者から影響を受け，そして他者に影響を与えて

いる。つまり，人間の関わる事象はすべて社会心理学の研

究対象と言える。社会心理学a，bでは，日常生活の中に存

在する様々なトピックを科学的にとらえ，社会心理学的に

解釈していく。特に社会心理bでは，主に個人と社会との

間の相互作用や，社会心理学の応用的発展領域に焦点を当

てる。 

1. イントロダクション：「社会心理学」講義の前に 
2. コミュニケーション(1)：言語的・非言語的コミュニケーション

3. コミュニケーション(2)：コミュニケーションと対人行動

4. コミュニケーション(3)：コミュニケーションのズレ 
5. ソーシャルネットワーク(1)：ネットワークの諸相 
6. ソーシャルネットワーク(2)：つながりを生み出すもの 
7. ソーシャルネットワーク(3)：つながりが生み出すもの 
8. 信頼社会と安心社会 
9. 社会的感情(1)：互恵性を生み出す感情～感謝 
10. 社会的感情(2)：表情と感情 
11. 社会的感情(3)：生死を分ける感情 
12. 健康行動と社会心理学(1)：健康に関する様々な理論 
13. 健康行動と社会心理学(2)：感染予防のための挑戦 
14. 期末試験と振り返り 
15. 社会心理学の未来 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

毎回，事前に配布する資料に目を通してくること。またリアクションペーパーにコメントした内容につい

て，授業後に自らの答えを出してくること。 
テキスト、

参考文献 
テキストは使用しない。参考書として以下 2 冊を勧める。亀田達也・村田光二（2000）. 『複雑さに挑む

社会心理学－適応エージェントとしての人間』 有斐閣; 池田謙一 他（2010）. 『社会心理学』 有斐閣 

評価方法 中間レポート 30%，期末試験 60%，その他 10%で評価する。なお，第 1 回目の授業において授業実施上

の注意点等を詳細に説明する。特に，授業中に他者に迷惑をかける行為を禁止する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（リーダーシップ論） 
教育科学特殊研究Ⅵ（リーダーシップ論） 担当者 和田 智 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
問題解決活動を実践し、その中から集団と個の関わりを考えて

もらいます。問題解決活動は学生が互いに指導役割を交代しなが

ら行うことで、指導経験の機会を得ることも目的としています。

 グループ単位で企画作成と発表を行う過程でリーダーシップ理

論を参考にしながら自己と他者の特性と役割を理解していくこと

を目的とします。 
 授業の最初には集団の形成に必要ないくつかの方法を実践しま

す。次の段階ではリーダーシップ発現の機会としてのイニシアテ

ィブゲームを実施し、リーダーシップを取る人の特性について考

えます。その人の性格と経験等の特性をサンプルとして扱いいく

つかのリーダーシップ理論と対照します。次の段階では、イベン

ト企画を題材として企画と実践に向けた取り組みの中で個々の学

生が自分の役割を果たすトレーニングを実施します。 
 いくつかのグループによって提案された企画は投票によって 1
位を決定し、1 位を取ったグループによってそのイベントが実施

され、評価を含めたまとめを行います。 
グループでの話し合いと実践を中心にしたアクティブラーニン

グを行います。 

 

1 オリエンテーション 

2 集団形成：アイスブレーキング 

3 グループワークによる問題解決活動と発表 

4 イニシアティブゲームによる問題解決活動１ 

5 イニシアティブゲームによる問題解決活動２ 

6 グループ内での課題についての討論と発表 

7 リーダーシップ理論 

8 イベント企画作成の手順 

9 イベント企画コンテストに向けてのグループ討論 

10 イベント企画案の作成 

11 イベント企画プレゼンテーション第1回 

12 イベント企画プレゼンテーション第2回 

13 イベントの実施 

14 イベントの評価とまとめ 

15 授業のまとめ 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前にリーダーシップ理論について学習し、授業で実践した方法を所属する集団で実施すること。 

テキスト、

参考文献 必要に応じ資料を配布します。 

評価方法 授業への取り組み姿勢・態度（80％）、小レポート・期末レポート（20％）、企画コンテストを評価します。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（ボランティア論） 

教育科学特殊研究Ⅷ（ボランティア論） 担当者 未 定 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
 
詳細は秋学期にお知らせします。 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（スポーツパフォーマンス分析）

教育科学特殊研究Ⅳ（スポーツコーチ学 a） 担当者 依田 珠江 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
 スポーツ選手の競技力向上には運動中の身体各部の機

能や適応について理解し、各種トレーニングの計画・実践、

また動作解析やゲーム分析などのパフォーマンスチェッ

クが欠かせない。そこで本講義ではスポーツに関わる身体

の基本的な機能と測定・分析方法を学び、実際にスポーツ

パフォーマンスに関係する様々な測定を経験し、各自のス

ポーツへのかかわり方がその新たな知識を生かして工夫

されることを目指す。 
〔講義概要〕 
 実際にスポーツ中のパフォーマンスに関連するデータ

を測定し、試合や演技の映像を持ち寄って分析を行う。成

果を学期末に発表する。 
☆35周年記念館アリーナ、グラウンドを使用するので室内および

屋外用スポーツシューズと運動に相応しい服装を用意すること。

1． ガイダンス 
2． 運動強度測定（室内スポーツ） 
3． 運動強度測定（屋外スポーツ） 
4． フィジカルテストの基礎 
5． フィジカルテストの実践（グループワーク） 
6． フィジカルテストの分析（グループワーク） 
7． 動作分析の基礎 
8． 動作分析の実践①（グループワーク） 
9． 動作分析の実践②（グループワーク） 
10． ゲーム分析の基礎 
11． ゲーム分析の実践（グループワーク） 
12． 成果発表① 
13． 成果発表② 
14． 成果発表③ 
15． 春学期のまとめ 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各種スポーツに必要な身体能力、技術について調べ、講義内で得られたデータをもとに分析すること。 

テキスト、

参考文献 特に指定しない。（必要に応じてプリント等を配布する） 

評価方法 授業への参加態度・貢献度（50％）、レポート（30％）、発表（準備を含む：20％）で総合的に評価する。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（スポーツ指導実習） 
教育科学特殊研究Ⅴ（スポーツコーチ学 b） 担当者 松原 裕 

講義目的、講義概要 授業計画 
[目的] 
スポーツコーチ学のなかで特にコーチング方法につい

て、実践・実習をすることを目的とする。 
 
[概要] 
アリーナで種目により担当者と受講者に分かれて、コー

チングの実践・実習を行う。 

 
注意：受講者の人数や運動経験により授業計画が変更 
になる。 

1. ガイダンス 
2. スポーツコーチ学の概念と写真付受講票作成 
3. バスケットボール＆フットサル研究 
4. バスケットボール＆フットサル実技① 
5. バスケットボール＆フットサル実技② 
6. バドミントン＆卓球研究 
7. バドミントン＆卓球実技① 
8. バドミントン＆卓球実技② 
9. バレーボール研究 
10. バレーボール実技① 
11. バレーボール実技② 
12. スポーツテスト研究 
13. スポーツテスト実技① 
14. スポーツテスト実技② 
15. スポーツ指導評価 

到達目標 「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 体調管理をしてベストコンディションで授業に臨むこと。毎回の実施内容と課題を纏めること。 

テキスト、

参考文献 適宜紹介する。 

評価方法 授業への参加度、参加後の変化を担当者の観察により総合的に評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

人間発達科学特殊研究（スポーツマネージメント）
教育科学特殊研究Ⅶ（体育経営スポーツマネージメント）

担当者 川北 準人 

講義目的、講義概要 授業計画

マネジメントは成果によって定義されるといわれている。スポーツ・マネジメントを定

義するためには、「成果を得るためには何が必要か」を追求しなければならない。諸外国

からの輸入文化として広がったスポ−ツの発展・普及における過程を理解し、現代社会に

おけるスポ−ツの可能性を模索する。そして“今何が求められているか”を問う。身近な

スポ−ツ活動からトップ・プロの動向など幅広く題材として扱い、スポ−ツの普及とは如何

にあるべきかを考える。また、昨今の社会情勢から、わが国におけるスポーツ活動の可能

性を模索する。1980 年から 1990 年は、メディアの発達、各種企業のグローバル化によ

ってスポーツ・マーケティングの時代といわれている。このようにスポーツは、社会情勢

の影響を受けながら人々の期待に応えてきた。そこで、我が国における体育とスポーツの

関わりを歴史的背景から理解し、その発展過程から現代社会における体育・スポーツの問

題を考えていく。特に組織論観点からマネジメントを捉え、我が国における現状のみなら

ず、諸外国の事例なども扱ってスポーツ・マネジメントの理解を深めていく。具体的には、

アメリカ４大プロスポーツの中でも最も成功していると言われている NFL を中心にプロ

スポーツのマネジメントを理解する。また、NCAA やヨーロッパサッカーなどのトップ

組織を扱うだけではなく、身近な健康問題、アダプテッド・スポーツ、さらには 2020 年

の東京オリンピック等も題材として扱う。

1. オリエンテーション

2. スポーツ・マネジメントの概要

3. 我が国におけるスポーツ・体育の歴史的背景

4. 体育とスポーツ教育学

5. 我が国における健康教育のマネジメント

6. 北米における学生スポーツの発展

7. プロスポーツとアマチュアスポーツ

8. 我が国における学生スポーツのマネジメント

9. アダプテッド・スポーツ

10. プロスポーツのマネジメント

11. メンタル・マネジメント

12. 高度競技スポーツにおけるマネジメント

13. スポーツ・マーケティング

14. これからのスポーツ・マネジメント

15. 総括

到達目標
「人間発達科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人間発達に関する諸

科学を研究分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

初回に配布する資料を参考に、毎回重要となる用語を事前に調べておくこと。また、関連するトピックス

を調べ、授業内で発言できる準備をすること。

テキスト、

参考文献
授業内で配布する。

評価方法 授業への参加度・貢献度 50% レポート 30% 小テスト 10％ 授業での発言 10％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

社会学Ⅰ 
多文化共生研究Ⅲ（社会学 a） 担当者 岡村 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
私たちのまわりには、さまざまな他者がいる。電車で隣

に座った人も、家族や親しい友人も「他者」である。たい

ていの場合、他者は自分の思い通りに動いてはくれない。

しかし、そういった他者たちと社会的関係を築かなくては

私たちは生活できない。それゆえ、社会を扱う学問である

社会学では「他者other(s)」が重要なキー概念となってい

る。さらに、他者について考えることは、「自己（わたし）」

について考えることでもある。本講義では、社会学の基礎

知識をふまえつつ、先行研究を現代的な文脈で捉え、社会

学が生まれた経緯と社会学的視点、さらにアイデンティテ

ィ形成のメカニズムについて学ぶ。それをとおして社会の

なかに生きる「他者と自己」の関係を考えてみよう。 

1. イントロダクション 
2. 社会学的視座とは 
3. 社会学の歴史（１）――A.コント、H.スペンサー 
4. 社会学の歴史（２）――E.デュルケム 
5. 社会学の歴史（３）――M.ウェーバー 
6. 社会の類型（１）――コミュニティとアソシエーション 
7. 社会の類型（２）―ゲマインシャフトとゲゼルシャフト 
8. 社会の類型（３）――第一次集団 
9. Identity形成と社会（１）――鏡に映った自己 
10. Identity形成と社会（２）――重要な他者 
11. Identity形成と社会（３）――マージナル・マン 
12. Identity形成と社会（４）――未定 
13. 補完的アイデンティティについて 
14. 他者と自己の社会学 
15. まとめ 

到達目標 「社会学」という学問が成立した経緯をふまえて、社会学的な分析の仕方、社会集団の類型やアイデンティティ

形成のメカニズム等を理解し、多文化社会における自己と他者について分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 身分証明書以外に、私たちはどのようにして自分が自分であることを証明するか考えておく。 

テキスト、

参考文献 
G.ジンメル『社会学の根本問題（個人と社会）』世界思想社、E.デュルケム『自殺論』中央公論社 
M.ウェーバー『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』、G.H.ミード『社会的自我』恒星社厚生閣   

評価方法 授業への積極性(小レポートや提出物) 50%、期末試験 50% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

社会学Ⅱ 
多文化共生研究Ⅳ（社会学 b） 担当者 岡村 圭子 

講義目的、講義概要 授業計画 
わたしたちが日常的に何気なく行っていることや「あた

りまえ」だと思っていること、あるいは「社会問題」と呼

ばれる事象について、社会学的な見地から分析してみると

どうだろうか。それまで見えていなかったことが見えてく

るかもしれない。それまで気づいてさえいなかったこと

が、突然気になりだすかもしれない。 
本講義では、近代の都市社会やグローバル化が抱える問

題についての研究業績を知り、それを手がかりにしなが

ら、わたしたちにとって身近な出来事を社会学的に考えて

みたい。とくに「都市」「移民」「地域」「大量消費」「社会

的逸脱」といったキー概念を中心に扱う。 

1. イントロダクション 
2. 社会的性格と「自由からの逃走」――E.フロム 
3. 同調様式の３類型――D.リースマン 
4. 都市化と移民――W.I.トマスとF.W.ズナニエツキ 
5. 同心円地帯説――E.バージェス 
6. シカゴ学派と都市問題――R.パーク 
7. 予言の自己成就――R.K.マートン 
8. 誇示的消費――T.ヴェブレン 
9. 認知的不協和の理論――L.フェスティンガー 
10. 文化的再生産――P.ブルデュー 
11. コンフルエント・ラブ――A.ギデンズ 
12. 現代社会を社会学的にみる（１）情報技術とメディア

13. 現代社会を社会学的にみる（２）グローバル化 
14. 現代社会を社会学的にみる（３）ローカル化 
15. まとめ 

到達目標 社会学の学説をふまえて、近代社会が抱える問題や、多文化の共生を視野に入れながら、現代の日本社会

が直面する課題について分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 グローバル化と都市化がもたらす光と影について考えておく。 

テキスト、

参考文献 
E.フロム『自由からの逃走』東京創元社、D.リースマン『孤独な群集』みすず書房 
A.ギデンズ『親密性の変容』而立書房 ほか 

評価方法 授業への積極性（小レポートや提出物）50%、 期末試験 50% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

文化人類学Ⅰ 
多文化共生研究Ⅰ（文化人類学 a） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
文化人類学への入門授業である。学問としての成り立ち

や、主要な関心に触れながら、文化人類学の基本概念を理

解することを目的とする。 

本授業は講義形式で行うが、履修生には授業への積極的

な参加を求める。また、授業中に小課題の提出を課す。小

課題は原則小レポートであるが、一部調査課題を課す。こ

の小課題は全て提出していない学生は、成績評価の対象と

しない。 

※授業の進め方については初回の授業で説明するので、ガ

イダンスには必ず参加すること。 

※後続科目の文化人類学Ⅱとは開講時限が異なっている

ので注意すること。 

1. ガイダンス 
2. 未開とは何か 
3. 文化と文明 
4. 言語と文字 
5. 日常と非日常 
6. 通過儀礼 
7. 年齢と分類 
8. タブー 
9. 宗教と人類学 
10. ジェンダーと人類学 
11. 家族・親族 
12. 贈与と交換 
13. 伝統の創造 
14. 文化の書き方 
15. まとめ 

到達目標 文化人類学の誕生の歴史を理解し、「文化」の概念を「自然」の概念から明確に切り離して分析のうえ、見

解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題等に反映させること。 
テキスト、

参考文献 
テキストは山下晋司等著『文化人類学キーワード 改訂版』（有斐閣）とする。その他のものは授業内で指

示する。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、小課題・調査課題［70%］を評価対象とする。小課題・調査課題の

全提出を成績評価の必須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

文化人類学Ⅱ 
多文化共生研究Ⅱ（文化人類学 b） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画 
春学期に学習した文化人類学の基本概念をふまえて、応

用的で現代的なトピックを扱うとともに調査を実践する

ことで、人類学の方法論と考え方を学ぶ。 

本授業は講義形式を中心に行うが、履修生には授業への

積極的な参加を求める。具体的には教員の解説する概念や

視点について理解を深めるために簡単な調査を行っても

らう。特に秋学期は主体的に課題をこなすことが重要とな

る。また、授業中に小課題の提出を課す。 

※授業の進め方については初回の授業で説明するので、ガ

イダンスには必ず参加すること。この授業は原則として文

化人類学Ⅰを履修していることを前提とする。 

※文化人類学Ⅰとは開講時限が異なっているので注意す

ること。 

1. ガイダンス 
2. 文化とは何か 
3. 食と政治 
4. 自然とは何か 
5. 可視化・単純化 
6. 調査実習 1 
7. 可視化：再説 
8. 調査実習 2 
9. 可視化と地域知 
10. 調査実習 3 
11. 地域知と実践知 
12. 調査実習 4 
13. 地域の中の多様なアクター 
14. 政策への多様な評価 
15. まとめ 

到達目標 文化人類学の「実地調査」について理解し、さまざまな社会の慣習について、どの点が「文化」であるか

を指摘したうえで分析のうえ、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。 
テキスト、

参考文献 
教材は教員が用意するが、調査用に二種類のノートを用意してもらう必要がある（詳しくは授業内で指示

する）。春学期にテキストとして使用した『文化人類学キーワード』は参考文献とする。 

評価方法 平常点（授業への参加度等）［30%］、調査課題と小課題［70%］を評価対象とする。調査課題・小課題の

全提出を成績評価の必須条件とする。また一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

倫理学Ⅰ 
宗教・文化・歴史研究Ⅵ（倫理学 a） 担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画 
 倫理学の主な論理を概説し、グローバル化世界における

価値の普遍性を模索する。また、共生への可能性をも探究

する。 

 授業の進行としては、各論理に関する文献を纏めて講義

を行う一方、グループ・ディスカッションを通して議論す

る。教職科目でもあり、学校という現場で伝達・理解しや

すい表現にて倫理學全般の基礎を幅広く修得するもので

ある。 

1. 授業計画の説明とグループ分け 

2. 倫理学の定義 

3. 倫理学の方法論 
4. 功利主義I、発表および議論I  
5. 功利主義II、発表および議論II 

6. 義務論I 、発表および議論III 
7. 義務論II、発表および議論IV  
8. 徳倫理学I 、発表および議論V 

9. 徳倫理学II 、発表および議論VI 

10. 正義と平等I、発表および議論VII 
11. 正義と平等II 、発表および議論VIII 
12. 共生倫理学I、発表および議論IX 
13. 共生倫理学II、発表および議論X 
14. 共生倫理学II、発表および議論XI 
15. まとめ 

到達目標 近世倫理思想を理解し、これを用いて現代の倫理的諸問題を検証、分析のうえ、見解を提示できるように

する。 

事前・事後 
学修の内容 文献を事前に精読し、授業中に積極的に議論する。 

テキスト、

参考文献 授業時に適宜指示 

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

倫理学Ⅱ 
宗教・文化・歴史研究Ⅶ（倫理学 b） 担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画 
 応用倫理学の諸論理を概説し、現代社会の問題に沿って

検討する。各課題を論理的に分析しながら、実際にどう向

き合うか考えていく。 

 授業の進行としては、各論理に関する文献を纏めて講義

を行う一方、グループ・ディスカッションを通して議論す

る。教職科目でもあり、学校という現場で伝達・理解しや

すい表現にて倫理學全般の基礎を幅広く修得するもので

ある。 

   

1. 授業計画の説明とグループ分け 

2. 応用倫理学の定義 

3. 応用倫理学の方法論 

4. 科学技術倫理学I、発表および議論I 

5. 科学技術倫理学II、発表および議論II 

6. 環境倫理学I 
7. 環境倫理学II 
8. 医療倫理学I、発表および議論III 

9. 医療倫理学II、発表および議論IV 

10. 情報倫理学I、発表および議論VII 

11. 情報倫理学II、発表および議論VIII 

12. ビジネス倫理学I、発表および議論IX 

13. ビジネス倫理学II、発表および議論X 

14. ビジネス倫理学II、発表および議論XI 

15. まとめ 

到達目標 近世倫理思想を理解し、これを用いて現代における犯罪あるいは生命倫理的問題を検証、分析のうえ、見

解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 文献を事前に精読し、授業中に積極的に議論する。 

テキスト、

参考文献 授業時に適宜指示 

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

文化史入門 
宗教・文化・歴史研究Ⅰ（文化史入門） 担当者 古川 堅治 

講義目的、講義概要 授業計画 
グローバル化した現代社会にあって、私たちは自分の帰

属意識や自己認識に揺らぎを感じ、改めて自分のアイデン

ティティーの確立の必要性を意識します。その時、自分が

育ち、身に付けた文化が大きな役割を果たします。文化は、

狭義にはさまざまな文化遺産や文化事象そのものを意味

しますが、広義にはそれらを包括しつつ、歴史的に形成さ

れてきた生活や思考の様式を意味し、そこに体現された社

会や集団の個性や特質をも表わす概念です。本講義では、

どちらも歴史的総体として考えねばならないとの問題関

心から、個別文化事象も生活・思考様式もいかなる具体的

な歴史社会と密接に結びついているか古代ギリシア・ロー

マ世界を例に取り上げ、自己の帰属意識や自己認識にとっ

ていかに文化理解が不可欠であるかを明らかにすること

を目的としています。授業は講義形式で行いますが、討議

形式になるテーマもあるので積極的に参加して下さい。 

１． はじめに（講義の目的、概要、その他） 
２． 技術文化：動力とエネルギー源（奴隷労働の意義）

３． 技術文化：水の供給と浴場（テルマエ・ロマエ） 
４． 運送手段：船と海上輸送（三段櫂船と商船） 
５． 輸送手段：陸上輸送（一般道と高速道） 
６． 造形芸術：建築と彫刻（アルカイック・スマイル）

７． 文学の世界：叙事詩と演劇（ギリシア悲劇の普遍性）

８． 宗教と祭祀：神々と人間（ギリシア神話とは何か？）

９． 性愛の諸相（１）男と女（同性愛） 
１０． 性愛の諸相（２）男と女（結婚と異性愛） 
１１． 競技（アゴン）的人間類型：理想的人間とは？ 
１２． クリエンテーラ・パトロネージ関係 
１３． 民主政の中の人間関係（１）：デマゴーグの意味 
１４． 民主政の中の人間関係（２）：ポピュリズム？ 
１５． 討論会：総括と展望 

到達目標 広義の文化史と狭義の文化史について理解し、個々の文化事象とそれらを生み出した社会との関係を関連

付けて分析のうえ、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

配布されたプリントの指定された箇所を事前に精読して、必要に応じて参考文献を読んでおいて下さい。

毎回出される課題に答えて授業後、あるいは次回に提出して下さい。 
テキスト、

参考文献 
テキストは使用せず、プリントを配布します。また、初回の授業時に「参考文献一覧表」を配布します。

それ以外に各授業の際に、追加の参考文献を紹介することがあります。 

評価方法 定期のレポート６０％、毎回の課題２０％、授業の参加度２０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（世界の宗教と文化－一神教と多神教） 
宗教・文化・歴史特殊研究Ⅰ（世界の宗教と文化－一神教と多神教）

担当者 古川 堅治 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、世界史的にこれまで大きな役割を果たしてき

た地中海世界の「宗教と文化」に焦点を絞り、キリスト教

という一神教が成立する過程を歴史的に考察することに

より、宗教と文化を含む歴史がいかに密接に関連し、しか

も人々の考え方、生き方（心性）の変化と連動しているか

をさぐることで、現代の私たちの自己認識や帰属意識がど

こに由来するかを考えることを目的にしています。 
講義は、概説的に進めて行きますが、関連するテーマの

ビデオや映画、DVDなどの映像資料もできるだけ使って理

解を深めるのに役立てたいと考えています。この授業で

は、細かな年代や事項を知識として知ってもらおうという

よりは、それぞれのテーマごとに問題を提起し、それにつ

いて考えてもらうことを主眼においているので、積極的か

つ活発な質問や意見が出ることが期待されています。その

意味でも、自由な発言ができる雰囲気で進めて行きます。

１． はじめに（講義の目的、概要、その他） 
２． メソポタミアの宗教と文化：可死の人間と不死の神

３． エジプトの宗教と文化（１）来世信仰とピラミッド

４． 同（２）一神教革命とツタンカーメンの死 
５． パレスティナ地域の宗教と文化（１）カナンの宗教

６． 同（２）イスラエルの民とユダヤ教 
７． ギリシアの宗教と文化（１）オリンポスの神々 
８． 同（２）密儀宗教（エレウシスの密儀など） 
９． ヘレニズムの宗教と文化（１）コスモポリタニズム

１０． 同（２）諸神の習合（シンクレティズム） 
１１． ローマ帝国の宗教と文化（１）キリスト教の成立 
１２． 同（２）グノーシス主義 
１３． 同（３）キリスト教会の確立 
１４． 多神教から一神教への道筋 
１５． まとめ（総括と展望） 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

配布されたプリントの指定された箇所を事前に精読して、必要に応じて参考文献を読んでおいて下さい。

また、毎回出される課題に答えて、授業後あるいは次回に提出して下さい。 
テキスト、

参考文献 
テキストは使用せず、プリントを配布します。また、初回の授業時に「参考文献一覧」を配布します。 
それ以外に各授業の際、追加の参考文献を紹介することがあります。 

評価方法 定期のレポート６０％、毎回の課題２０％、授業への参加度２０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

東洋思想史Ⅰ 
宗教・文化・歴史研究Ⅱ（東洋思想史 a） 担当者 犬塚 悠 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的は、東洋という大きな文化圏の古代からの

思想史を学ぶことによって、現代の日本における私たちの

考え方や社会の特性への理解を高めることである。具体的

には、今学期は日本にも大きな影響を及ぼした仏教と儒教

が、それぞれインドと中国でどのように誕生しその後発展

していったかを中心的に扱う。 
私たち自身の考え方や私たちが生きる社会の特性を自

覚することは、国際社会において活躍する際に強みとな

る。各文化の芸術作品が美というものを多様な形で表して

いるように、多様性があるからこそ互いを補い世界を豊か

なものにできるという意識をこの講義を通して養ってほ

しい。 

1. イントロダクション：本講義の見取り図 
2. （インド）古代インドの思想 
3. （インド）原始仏教１ 
4. （インド）原始仏教２ 
5. （インド）大乗仏教１ 
6. （インド）大乗仏教２ 
7. （チベット）チベット仏教 
8. （中国）諸子百家の登場 
9. （中国）孔子・儒教 
10. （中国）孟子・荀子 
11. （中国）朱子・王陽明 
12. （中国）墨子 
13. （中国）老荘思想 
14. 古代・中世の東洋思想のまとめ 
15. 東洋思想史と日本 

到達目標 インド古代思想および中国古代思想の代表例を理解し、古代東洋思想が現代の日常生活にどのような影響

を及ぼしているかを分析のうえ、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業中に配布された資料、指示された参考文献をよく読むこと。 

テキスト、

参考文献 授業中に適宜指示する。 

評価方法 レポート 50%、授業内小試験 50% 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

東洋思想史Ⅱ 
宗教・文化・歴史研究Ⅲ（東洋思想史 b） 担当者 犬塚 悠 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義の目的は、東洋という大きな文化圏の古代からの

思想史を学ぶことによって、現代の日本における私たちの

考え方や社会の特性への理解を高めることである。具体的

には、今学期はインドと中国で誕生した仏教・儒教等がど

のように日本に影響を与えてきたか、古代からの日本思想

史を通して見ていく。 
私たち自身の考え方や私たちが生きる社会の特性を自

覚することは、国際社会において活躍する際に強みとな

る。各文化の芸術作品が美というものを多様な形で表して

いるように、多様性があるからこそ互いを補い世界を豊か

なものにできるという意識をこの講義を通して養ってほ

しい。 

1. イントロダクション：本講義の見取り図 
2. 古代日本の宗教観・人間観 
3. 仏教の受容、平安時代の仏教 
4. 鎌倉時代の仏教 
5. 江戸時代の儒教 
6. 江戸時代の民衆の思想 
7. 国学・神道・洋学・幕末の思想 
8. 啓蒙思想、キリスト教、国粋主義 
9. 人間解放の思想 
10. 近代的自我：ロマン主義・理想主義の文学 
11. 京都学派 
12. 民衆の伝承と自然環境の保存 
13. 戦後の日本の思想 
14. 日本の思想のまとめ 
15. 日本思想史と現代 

到達目標 中世・近世中国思想、近世現代日本思想の代表例を理解し、中世・近世・現代の東洋思想が現代の日常生

活にどのような影響を及ぼしているかを分析のうえ、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業中に配布された資料、指示された参考文献をよく読むこと。 

テキスト、

参考文献 授業中に適宜指示する。 

評価方法 レポート 50%、授業内小試験 50% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

文明史研究Ⅰ 
宗教・文化・歴史研究Ⅳ（文明史研究 a） 担当者 髙橋 裕子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
【講義目的】 
 講義全体をとおして、文明とは何かを考えていくことを

目的とします。多彩な文明を作り出してきた人類の歴史に

ついて、はば広く学んでいきます。それにより多角的な視

野を獲得し、現代社会を生きていく上で求められる国際的

な教養や自らの価値観、世界観を築き上げていくことを目

指します。 
 
【講義概要】 
 前半は文明というものを考える上での様々な課題や問

題点、さらには初期人類やメソポタミアなどを扱います。

後半は日本に的を絞り、古墳時代にいたるまでの社会の変

遷を講義をしていきます。 

1. イントロダクション 
2. 史・資料に関する諸問題 
3. 文明の発達と地域差 
4. 道具の発明：初期人類 
5. 象徴と創造：ホモ・サピエンス 
6. 農業の発達：メソポタミア 
7. 氷河期の日本列島：旧石器時代（１） 
8. 氷河期の日本列島：旧石器時代（２） 
9. 土器の発明と社会の発展：縄文時代（１） 

10. 土器の発明の社会の発展：縄文時代（２） 
11. 稲作と戦争：弥生時代（１） 
12. 稲作と戦争：弥生時代（２） 
13. 巨大墳墓と支配の確立：古墳時代（１） 
14. 巨大墳墓と支配の確立：古墳時代（２） 
15. まとめ 

到達目標 文明の概念と文明単位での歴史を体系的に理解し、具体的な文明単位としての「ギリシア・ローマ文明」

を文明成立発展の歴史として捉えて分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業後復習をし、興味を持った箇所について参考文献を読むなど、より深く掘り下げて勉強してください。

テキスト、

参考文献 配布資料を主に使用します。参考文献は授業中に適宜指示します。 

評価方法 定期試験 ５０％、レポート ４０％、授業への参加度 １０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

文明史研究Ⅱ 
宗教・文化・歴史研究Ⅴ（文明史研究 b) 担当者 髙橋 裕子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
【講義目的】 
 同上。 
 
【講義概要】 
 ヨーロッパに焦点を当て、その歴史や文明を学んでいき

ます。 
 また右記の授業計画はあくまでも一応の目安であり、人

数や皆さんの関心に応じて、授業内容を多少変更する可能

性があります。 

1. ケルト 
2. 古代ギリシア 
3. 古代ローマ 
4. キリスト教の誕生 
5. 中世 
6. 大航海時代 
7. ルネサンス 
8. オランダの繁栄 
9. ヨーロッパ諸国の海外進出と奴隷制 

10. 革命の時代 
11. 第一次世界大戦 
12. 第二次世界大戦 
13. 戦後の世界 
14. ヨーロッパの統合とそれからの離脱 
15. まとめ 

到達目標 文明の概念と文明単位での歴史を体系的に理解し、具体的な文明単位としての「ヨーロッパ文明」を文明

成立発展の歴史として捉えて分析を行い、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 同上。 

テキスト、

参考文献 同上。 

評価方法 定期試験 ５０％、レポート ４０％、授業への参加度 １０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

科学史Ⅰ 
自然・環境研究Ⅰ（科学史 a） 担当者 野澤 聡 

講義目的、講義概要 授業計画 
 われわれは科学が永遠不変の真理であって、人間とは関

わりなく存在していると思いがちである。だが、科学は人

間によって形成されてきたのであり、その有様は歴史の中

で変化し続けてきた。この講義では、歴史の中で科学を捉

えることによって、われわれが科学とどのように関わって

ゆけば良いのか考えることを目的とする。 
 
 春学期は、古代から１７世紀の科学革命を経て、「科学

者（scientist）」という言葉が登場した１９世紀初めまでに、

科学的なものの見方や考え方がどのように移り変わって

きたのかについて、代表的な人物や事例に焦点を当てて概

観する。 

1. イントロダクション、科学とはなにか？ 
2. 科学的な考え方の始まり（古代） 
3. タームペーパーの書き方について 
4. 古代世界の宇宙観 
5. 地中海世界からアラビア世界へ 
6. アラビア世界からヨーロッパ世界へ 
7. 宇宙観の転換―天動説から地動説へ 
8. 魔術と科学 
9. 機械論的自然観の登場 
10. ニュートンと科学革命 
11. 科学アカデミーの誕生と展開 
12. 科学史における女性 
13. 産業革命と科学 
14. フランス革命と科学 
15. 「科学者（Scientist）」の誕生 

到達目標 「科学とは何か」という問題に対して正しい理解を得て、人類が得てきた科学的知見を歴史的視点から分

析し、科学を学ぶことの意義や楽しさを表現できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 タームペーパー作成に向けて、各自で文献調査をおこない、執筆・推敲する。 

テキスト、

参考文献 教科書は使用せず、参考になる文献や Web 資料などを随時紹介する。 

評価方法 タームペーパー（期末レポート）（７０％）と、獨協大学レポート用紙の記述（３０％）により評価する。

 

13 年度以降 
12 年度以前 

科学史Ⅱ 
自然・環境研究Ⅱ（科学史 b） 担当者 野澤 聡 

講義目的、講義概要 授業計画 
 われわれは科学が永遠不変の真理であって、人間とは関

わりなく存在していると思いがちである。だが、科学は人

間によって形成されてきたのであり、その有様は歴史の中

で変化し続けてきた。この講義では、歴史の中で科学を捉

えることによって、われわれが科学とどのように関わって

ゆけば良いのか考えることを目的とする。 
 
 秋学期は、「科学者（scientist）」という言葉が登場した

１９世紀の初めから現代までを扱い、科学が社会の中で大

きな力を獲得してく過程について、具体的な事例に焦点を

当てて概観する。 

1. イントロダクション、“Scientist”とは誰か 
2. 蒸気機関と熱力学の誕生 
3. タームペーパーの書き方について 
4. 科学の制度化と専門職業化 
5. 科学の産業化 
6. 公害の発生と科学 
7. 進化論と社会 
8. 帝国主義と科学 
9. 研究所の誕生 
10. 科学と国家 
11. 現代科学の登場と自然観の転換 
12. 科学と戦争 
13. ビッグサイエンスの誕生 
14. 環境科学の誕生と展開 
15. 科学の過去・現在・未来 

到達目標 「科学とは何か」という問題に対して正しい理解を得て、人類が得てきた科学的知見を歴史的視点から分

析し、科学を学ぶことの意義や楽しさを表現できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 タームペーパー作成に向けて、各自で文献調査をおこない、執筆・推敲する。 

テキスト、

参考文献 教科書は使用せず、参考になる文献や Web 資料などを随時紹介する。 

評価方法 タームペーパー（期末レポート）（７０％）と、獨協大学レポート用紙の記述（３０％）により評価する。

 
173



 

 

13 年度以降 科学技術基礎論Ｉ 担当者 野澤 聡 

講義目的、講義概要 授業計画 
現在の科学技術は、専門分化が極度に進行しているた

め、科学技術の専門家でさえ自分の専門分野以外のことは

分からないことが増えている。だが、現在に生きるわれわ

れは、知らないうちに科学技術の成果を利用したり、科学

技術的なものの見方や考え方の影響を受けたりしている。

また、われわれが直面する問題を解決するためには、文

系・理系という枠を超えて、様々な分野の人々と協働する

ことがますます必要になっている。 
 この講義では、われわれにとって身近な事例から出発し

て、その背後にある科学技術の考え方や、価値観、法律や

経済など、他分野との関わりを分析することによって、科

学技術への関心を高めるとともに、異分野の人々との協働

することの意義を理解することを目的とする。 
 春学期は主として生命に関する事例を取り上げて考察

する。 

1. イントロダクション、生命とは何か 
2. いつから生命か 
3. タームペーパーの書き方について 
4. いつまで生命か 
5. 遺伝とはなにか 
6. 品種改良と遺伝子 
7. 進化・遺伝・優生学 
8. 病気とは何か―正常と異常を考える 
9. 感染と免疫 
10. 生命と食品 
11. 食のリスクと安全 
12. 生命から見た環境 
13. 環境問題とは何か―オゾンホール問題を例に 
14. 環境の持続可能性と不確実性 
15. 先端の科学技術と生命 

到達目標 各種の科学技術を一般的に理解し、そうした技術の応用が人間の生活、文化、社会がどのような影響、変

化を及ぼすかについて分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 タームペーパー作成に向けて、各自で文献調査をおこない、執筆・推敲する。 

テキスト、

参考文献 教科書は使用せず、参考になる文献や Web 資料などを随時紹介する。 

評価方法 タームペーパー（期末レポート）（７０％）と、獨協大学レポート用紙の記述（３０％）により評価する。

 

13 年度以降 科学技術基礎論Ⅱ 担当者 野澤 聡 

講義目的、講義概要 授業計画 
現在の科学技術は、高度化・専門化が極度に進行したた

め、科学技術の専門家でさえ自分の専門分野以外のことは

分からないことが増えている。その一方で、現在に生きる

われわれは、知らないうちに科学技術の成果を利用した

り、科学技術的なものの見方や考え方の影響を受けたりし

ている。また、われわれが直面する問題を解決するために

は、文系・理系という枠を超えて、様々な分野の人々と協

働することがますます必要になっている。 
 この講義では、われわれにとって身近な事例から出発し

て、その背後にある科学技術の考え方や、価値観、法律や

経済など、他分野との関わりを分析することによって、科

学技術への関心を高めるとともに、異分野の人々との協働

の意義を理解することを目的とする。 
 秋学期は主として物質や情報に関する事例を取り上げ

て考察する 

1. イントロダクション、科学と不確実性 
2. 科学的予測の原理と実態 
3. タームペーパーの書き方について 
4. 事故と科学技術 
5. 「情報」とは何か 
6. プライバシーと科学技術 
7. デジタルディバイドと科学技術 
8. 科学技術における安全 
9. 科学技術とリスク 
10. 科学技術と確率 
11. 科学技術と統計 
12. 物質とは何か 
13. 物質が存在するとはどういうことか 
14. 物質とエネルギー 
15. 物質から見た環境 

到達目標 各種の科学技術を一般的に理解し、そうした技術の応用が人間の生活、文化、社会がどのような影響、変

化を及ぼすかについて分析を行い、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 タームペーパー作成に向けて、各自で文献調査をおこない、執筆・推敲する。 

テキスト、

参考文献 教科書は使用せず、参考になる文献や Web 資料などを随時紹介する。 

評価方法 タームペーパー（期末レポート）（７０％）と、獨協大学レポート用紙の記述（３０％）により評価する。
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13 年度以降 
12 年度以前 

数学Ⅰ 
自然・環境研究Ⅲ（数学 a） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、自然や社会において偶然に支配されている

とみなされる現象を解析する数学の一分野である「確率

論」について学びます。「確率」については、高等学校数

学で扱われていますが、ここでは、その内容を復習しつつ、

実際に様々な分野で応用されている、「確率」を基にした

「統計」の基本的な考え方につなげることを目標に授業を

進めていきます。 
なお、2016年度以前の数学Ⅱと同じ内容になります。制

度上数学Ⅰの既修者は履修できませんが、聴講することは

可能です。また、2016年度以前の数学Ⅱ履修者は履修する

ことができません。 

1. はじめに 
2. 場合の数と集合 
3. 順列・組合せ 
4. 標本空間と事象 
5. 確率１ 
6. 確率２ 
7. 条件付確率と事象の独立 
8. 確率変数と確率分布１ 
9. 確率変数と確率分布２ 
10. 確率分布の平均 
11. 確率分布の分散 
12. 二項分布 
13. 正規分布 
14. 問題演習 
15. まとめ 

到達目標 数学理論の習得を通じて、数量や空間を扱う考え方を身につけるだけでなく、物事を数理的に考え、正確

に判断し、的確に類推できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

プリントを事前に配布します。当日の部分を予習してください。 
毎回出される課題は「授業レポーシステム」で結果を確認、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：授業最初にプリント配布 
参考文献：石村園子『すぐわかる確率・統計』（東京図書 2001 年） 

評価方法 授業中の問題解答 10％、授業最後の課題 10％、学期最後の問題演習 80％により評価 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

数学Ⅱ 
自然・環境研究Ⅳ（数学 b） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義では、自然や社会において存在するまとまった数

値や符号の集合体の性質を解析する「統計学」の基本的な

考え方を学び、大学での学習や社会に出てからの仕事で必

要となる統計処理の初歩を身につけることを目的としま

す。 
最初に、集合体の性質を決める情報がすべて得られる場

合の「記述統計」、次に、情報がすべて得られない場合の

「推測統計」を扱います。推測統計では確率の考え方が応

用されますので、まず、そこで使われるいくつかの確率分

布について解説し、その後、それらを基にした推定や検定

といった解析手法を紹介し、同時に課題演習も行います。

計算はコンピュータで行いますが、統計処理された数値

の意味を把握するため、統計解析ソフトは使いません。 
なお、2016年度以前の数学Ⅱ既修者は制度上履修できま

せんが、聴講することは可能です。 

1. はじめに 
2. １変量データ１ 
3. １変量データ２ 
4. ２変量データ 
5. 母集団と標本 
6. 標本平均と標本分散 
7. 確率分布１ 
8. 確率分布２ 
9. 母平均の区間推定 
10. 母分散の区間推定 
11. 母平均の検定 
12. 母平均の差の検定 
13. 等分散性の検定 
14. 問題演習 
15. まとめ 

到達目標 数学理論の習得を通じて、数量や空間を扱う考え方を身につけるだけでなく、物事を数理的に考え、正確

に判断し、的確に類推できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

テキストで当日の部分を予習してください。 
毎回出される課題の結果を確認、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 テキスト：石村園子『すぐわかる確率・統計』（東京図書 2001 年） 

評価方法 授業中出された課題の評価を総合して評価する 
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13 年度以降 物理学Ⅰ 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
私たちの身の回りの様々な自然現象は、多くの要素が入

り混じって起き、複雑なものとなっています。しかし、そ

れらの現象の中に、主要でない要素を取り除くことによっ

て、ある普遍的な法則に支配されている基本的なものを見

つけられることがあります。物理学は、そのような法則を

発見し、そこから導かれた結果を研究して体系化する学問

です。自然を深く認識することに寄与するばかりでなく、

その応用への道も開きます。 
本講義では、物理学の中でも２０世紀までに確立され、

すでに様々な場面で応用されている分野を扱います。これ

らは、高等学校までの理科や物理で学んでいる内容です

が、もう一度、私たちの身の回りの生活との関係という視

点で見直すことを目標として、学習を進めていきます。 

1. はじめに 
2. 力と運動１－物体の運動 
3. 力と運動２－物体に働く力 
4. 力と運動３－運動の法則 
5. 力と運動４－万有引力 
6. 熱１－温度と熱 
7. 熱２－熱と分子運動 
8. 波動１－媒質の振動と波 
9. 波動２－音波と光波 
10. 電磁気１－電気と磁気 
11. 電磁気２－電流と磁場 
12. 電磁気３－電磁誘導 
13. 電磁気４－電磁波 
14. 問題演習 
15. まとめ 

到達目標 普遍的、基本的な物理法則について理解を深め、その応用として、私たちの生活に身近なものを物理学的

に捉えることができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前に授業で使うスライドのハンドアウトをポータルサイトに上げておきます。予習してください。 
毎回出される課題は「授業レポーシステム」で結果を確認し、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 毎回の授業における「授業レポート」の評価を総合して評価する。 

 

13 年度以降 物理学Ⅱ 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
私たちの身の回りの様々な自然現象は、多くの要素が入

り混じって起き、複雑なものとなっています。しかし、そ

れらの現象の中に、主要でない要素を取り除くことによっ

て、ある普遍的な法則に支配されている基本的なものを見

つけられることがあります。物理学は、そのような法則を

発見し、そこから導かれた結果を研究して体系化する学問

です。自然を深く認識することに寄与するばかりでなく、

その応用への道も開きます。 
本講義では、２０世紀以降物理学の分野で得られた新し

い知見について紹介します。一つは「時間と空間」に関す

るもの、もう一つは「物質の究極像」に関するものです。

これら人類の得た新しい知見を題材にして、自然に対する

認識を深めることを目標に授業を進めていきます。 
なお、春学期開講「物理学Ⅰ」の授業で学習した知識が

あることを前提とします。 

1. はじめに 
2. 時間と空間１－電磁気学と相対性原理 
3. 時間と空間２－ローレンツ変換 
4. 時間と空間３－４次元不変量 
5. 時間と空間４－等価原理 
6. 時間と空間５－時空の歪み 
7. 時間と空間６－ブラックホール 
8. 物質の究極像１－元素と原子 
9. 物質の究極像２－原子の構造 
10. 物質の究極像３－前期量子論 
11. 物質の究極像４－量子力学 
12. 物質の究極像５－素粒子論 
13. 物質の究極像６－統一理論 
14. 問題演習 
15. まとめ 

到達目標 普遍的、基本的な物理法則について理解を深め、その応用として、私たちの生活に身近なものを物理学的

に捉えることができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

事前に授業で使うスライドのハンドアウトをポータルサイトに上げておきます。予習してください。 
毎回出される課題は「授業レポーシステム」で結果を確認し、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 毎回の授業における「授業レポート」の評価を総合して評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

天文学Ⅰ 
自然・環境研究Ⅶ（天文学 a） 担当者 内田 俊郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義では、恒星や太陽、惑星の見かけの運動のよう

な肉眼で観察できる現象から話を始め、ケプラーの法則、

太陽系の様々な天体、太陽系・惑星の形成と話を進める。

 身近な天文現象をとおして宇宙に興味を持ってもらう

こと、広大な宇宙の中で太陽系とはどのような天体なのか

を理解することが講義の目標である。 
 

1. 講義内容の紹介、資料の配布方法の説明など 
2. 天球の考え方 
3. 太陽の年周運動 
4. 惑星の見かけの運動 
5. ケプラーの法則１ 第一法則 
6. ケプラーの法則２ 第二法則 
7. ケプラーの法則３ 第三法則 
8. ニュートンの万有引力の法則 
9. 太陽系の広がり 
10. 太陽系の姿 惑星と小惑星 
11. 太陽系の姿 彗星や太陽系外縁天体 
12. 太陽系の形成１ 原始惑星系円盤と微惑星 
13. 太陽系の形成２ 木星型惑星、地球型惑星の形成 
14. 系外惑星 
15. まとめ 

到達目標 天文学について理解を深め、太陽系惑星や地球における各種の天体事象を詳しく解説できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 予習：資料を読んでくる。復習：資料の練習問題を解く。 

テキスト、

参考文献 
テキストなし。資料を配布する。参考書：大金要次郎著 新版地学教育講座 11『星の位置と運動』（東海大

出版会）、小森長生著 新版地学教育講座 12『太陽系と惑星』（東海大出版会） 

評価方法 試験 100％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

天文学Ⅱ 
自然・環境研究Ⅷ（天文学 b） 担当者 内田 俊郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
この講義の目標は、恒星とはどのようなもので、どのよ

うに誕生し、どのような終末を迎えるのか大要を理解する

ことと、我々と恒星の関係を理解することである。 
 天文学が他の自然科学の分野と大きく異なる点のひと

つは、対象を直接調べることができないことである。この

講義では恒星の表面から来る光という間接的な情報から

どのように恒星の物理量が推定され、そこからどのように

恒星の内部や進化が理解できるかを説明していく。 

1. 講義内容の紹介、資料の配布方法の説明など 
2. 星の見かけの明るさ 
3. 星までの距離 
4. 星の光度と絶対等級 
5. 星のスペクトルと表面温度 
6. HR 図 
7. 星の半径と質量 
8. 星のエネルギー源 
9. 星の進化１ 星の誕生から主系列星へ 
10. 星の進化２ 主系列以後の星の進化 
11. 高密度星 白色矮星と中性子星 
12. ブラックホール 
13. 超新星 
14. 元素の起源 
15. まとめ 

到達目標 天文学について理解を深め、太陽系惑星や地球における各種の天体事象を詳しく解説できるようにする。

事前・事後 
学修の内容 資料を読んでくる。復習：資料の練習問題を解く。 

テキスト、

参考文献 
テキストは使用しない。資料を PDF ファイルで配布する。参考書：米山忠興著『教養のための天文学講

義』（丸善）、 中嶋浩一著『天文学入門 星とは何か』（丸善） 

評価方法 試験 100％ 
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13 年度以降 生物学Ⅰ 担当者 飯泉 恭一 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義の目的】生命科学の著しい進歩は我々の生活に様々

な恩恵を与えてきました。しかしその反面、これまで考え

る必要のなかった新たな問題を生み出しています。クロー

ン人間、出生前診断、遺伝子操作の是非など、我々は様々

な判断を迫られています。これらを的確に判断するために

は幅広い教養と生物学の知識が不可欠です。新聞やニュー

スで報道される生命科学の問題に関し、自分自身の頭で判

断するための基礎知識を身につけます。 
【講義の概要】本講義では細胞レベルの生物学を概説しま

す。講義形式の授業ですが、授業の途中に実験なども組み

込みたいと考えています。  

1. はじめに －履修の注意・キャンパス内の生物の観察－ 
2. 生命の誕生 －生命誕生の謎－ 
3. 細胞の特徴 －細胞膜の性質－ 
4. 細胞の特徴 －細胞小器官とは－ 
5. 細胞の観察 －顕微鏡による細胞の観察－ 
6. 細胞を構成する物質 －細胞の生存に必要な物質－ 
7. 細胞の分裂 －細胞が増えるしくみ－ 
8. 染色体 －顕微鏡による染色体の観察－ 
9. 遺伝と遺伝子 －子はなぜ親に似る？－ 
10. 核酸 －DNA と RNA－ 
11. DNA を見る －レバーから DNA を抽出－ 
12. タンパク質と酵素 －ホタルの発光と酵素の関係－ 
13. プレゼンテーション（１） 
14. プレゼンテーション（２） 
15. まとめ 

到達目標 生物学の基礎、生物の生態環境とその変化および生物の適応について理解し、様々な地域に生息する生物

について詳しく解説できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前学修：授業の最後に次回の概要を伝えますので、図書館等で関連文献を熟読してください。 
事後学修：指定したテーマに関するレポートを作成し提出してください。 

テキスト、

参考文献 資料を配付します。 

評価方法 期末試験 50%、レポート 30%、授業への参加度（質問・発言など）20%で評価します。 

 

13 年度以降 生物学Ⅱ 担当者 飯泉 恭一 

講義目的、講義概要 授業計画 
【講義の目的】「生物学Ⅰ」と同様に、最新の生命科学を

理解するために必要な生物学の基礎知識を身につけます。

そして、友人たちとの議論（プレゼンテーションと質疑応

答）を通して、さらに深い理解を目指します。 
 
【講義の概要】「生物学Ⅰ」の知識を基礎に、組織や器官

レベルの生物学を学習します。講義形式の授業ですが、簡

単な実験なども組み込みたいと考えています。１回目の授

業で履修の注意点を話しますので、履修希望者は必ず出席

してください。また、本講義は「生物学Ⅰ」の知識を持っ

ていることを前提に実施します。「生物学Ⅰ」を履修して

いない方は注意して下さい。 

1. はじめに －履修の注意－ 
2. 身近な生物 －キャンパス内の生物を観察－ 
3. 光る生物 －ウミホタルの観察－ 
4. 刺激の受容 －眼の構造と働き－ 
5. 刺激の受容 －耳、舌、皮膚の構造と働き－ 
6. 神経細胞 －体の中の情報伝達－ 
7. 筋収縮 －体を動かすしくみ－ 
8. 病原体から体を守るしくみ （１）－体液性免疫－ 
9. 病原体から体を守るしくみ （２）－細胞性免疫－ 
10. 寄生生物 －寄生性の多細胞生物－ 
11. 寄生生物 －寄生性の単細胞生物－ 
12. ウイルス －インフルエンザ－ 
13. プレゼンテーション（１） 
14. プレゼンテーション（２） 
15. まとめ 

到達目標 生物学の基礎、生物の生態環境とその変化および生物の適応について理解し、様々な地域に生息する生物

について詳しく解説できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

事前学修：授業の最後に次回の概要を伝えますので、図書館等で関連文献を熟読してください。 
事後学修：指定したテーマに関するレポートを作成し提出してください。 

テキスト、

参考文献 資料を配付します。 

評価方法 期末試験 50%、レポート 30%、授業への参加度（質問・発言など）20%で評価します。 
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13 年度以降 生理学Ⅰ 担当者 依田 珠江 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
 生理学はその名の意味するように「生きる」ことの「理

（ことわり）」を考える学問である。私たちのからだは60
兆個の様々な細胞がそれぞれに役割を担い、協調しながら

生命活動を行っている。この講義では生命現象や生体機能

の仕組みを学び、ヒトの身体の機能系統の器官と働きを理

解することを目指す。 
〔講義概要〕 
 本講義では身体の仕組みや機能について概説する。ここ

では呼吸、循環、消化・吸収、排泄、代謝といった生命現

象、血液・体液、神経、内分泌、筋・骨といった機能系統

について、できるだけ身近な題材と組み合わせて説明す

る。また各自が興味を持った「からだ」に関する情報を受

講生同士（グループにわかれて）で発表・討論することで

共有する形式も取り入れる。 

1． ガイダンス・自己紹介 
2． 生理学の基礎‐ホメオスタシスって‐ 
3． 血液・体液‐体の中に海？‐ 
4． 呼吸・循環‐息して生きてる・高血圧低血圧‐ 
5． 消化・吸収‐食べ物の行方‐ 
6． 代謝・体温‐からだを温めると健康によい？‐ 
7． 内分泌‐ホルモン、男らしさ女らしさ 
8． 神経‐「運動神経」がない人はいない！‐ 
9． 感覚‐第６感？‐ 
10． 筋・骨‐からだの屋台骨‐ 
11． 免疫‐からだの防衛隊‐ 
12． 「からだ」の情報交換会①（グループ発表） 
13． 「からだ」の情報交換会②（グループ発表） 
14． 「からだ」の情報交換会③（グループ発表） 
15． 春学期のまとめ 

到達目標 生命現象や生体機能の仕組、ヒトの身体の機能系統の器官と働きを理解し、各種の生理現象を解説できる

ようにする。 

事前・事後 
学修の内容 日常生活上の生理機能について意識し、講義によって得た知識と照らし合わせ理解を深めること 

テキスト、

参考文献 特に指定しない（必要に応じてプリント等を配布する）。 

評価方法 授業への参加態度・貢献度（30％）、授業内レポート（20％）、学期末レポート（30％）、発表（準備を含

む：20％）により総合的に判断する。 
 

13 年度以降 生理学Ⅱ 担当者 依田 珠江 

講義目的、講義概要 授業計画 
〔講義目的〕 
「脳」は身体の機能の司令塔であり、また心の源でもあ

る。そしてまだまだ未知な領域として多くの研究者がその

機能の解明に取り組んでいる。この講義では、ヒトの身体

制御機構である脳機能について学習し、様々な生理機能と

の関連を理解することを目指す。 
〔講義概要〕 
 春学期の生理学Ⅰで学んだ身体の仕組みや機能の基礎

をもとに、秋学期の生理学Ⅱでは私たちの身体の中枢であ

る脳とその機能に焦点をあてて講義する。 
 また、各自が興味を持った「脳機能」に関する情報を受

講生同士（グループに分かれて）で発表・討論することで

共有する形式も取り入れる。 

1． ガイダンス・自己紹介 
2． 神経科学の基礎 
3． ニューロン・シナプス・神経伝達物質 
4． 中枢神経系（大脳・小脳・脳幹・脊髄）と末梢神経系

5． 味覚・視覚・聴覚・平衡感覚・体性感覚① 
6． 味覚・視覚・聴覚・平衡感覚・体性感覚② 
7． 摂食調節‐なぜ食べる？‐ 
8． 脳・脊髄による運動制御 
9． 脳と睡眠‐なぜ眠る？‐ 
10． 学習と記憶 
11． 情動‐好き嫌い‐ 
12． 「脳機能」の情報交換会①（グループ発表） 
13． 「脳機能」の情報交換会②（グループ発表） 
14． 「脳機能」の情報交換会③（グループ発表） 
15． 秋学期のまとめ 

到達目標 生命現象や生体機能の仕組、ヒトの身体の機能系統の器官と働きを理解し、各種の生理現象を解説できる

ようにする。 

事前・事後 
学修の内容 日常生活上の生理機能について意識し、講義によって得た知識と照らし合わせ理解を深めること 

テキスト、

参考文献 特に指定しない（必要に応じてプリント等を配布する）。 

評価方法 授業への参加態度・貢献度（30％）、授業内レポート（20％）、学期末レポート（30％）、発表（準備を含

む：20％）により総合的に判断する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

地球環境論Ⅰ 
自然・環境研究各論Ⅰ（地球環境論 a） 担当者 大竹 伸郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義の目的は地理的なものの見方や考え方を学ぶこと

で、自然環境の成り立ちやそれぞれの地域で育まれた文化

と自然環境の関わりについて理解し、現代社会に関する基

礎的な素養を身につけることである。 
 講義では、現代社会の暮らしの基盤となっている地球の

自然環境や各地域によって異なる人文現象（衣食住など）

に焦点をあて、人の暮らしと自然の関わりについて講義す

るとともに、現代の社会生活が起因となっている世界規模

の諸問題についても取り上げる。 

1 オリエンテーション 
2 我々の暮らしと自然環境 
3 環境の諸要素①（地球の成り立ちと地形） 
4 環境の諸要素②（地球の周りの気団と気候） 
5 環境の諸要素③（地球の植生と土壌） 
6 環境の諸要素④（地球に暮らす様々な生き物） 
7 熱帯地域①（熱帯地域の人々の暮らと文化） 
8 熱帯地域②（焼畑農業と熱帯の稲作） 
9 熱帯地域③（熱帯開発と環境問題１） 

10 熱帯地域④（熱帯開発と環境問題２） 
11 乾燥帯地域①（乾燥帯地域の人々の暮らしと文化） 
12 乾燥帯地域②（一神教と自然環境） 
13 乾燥帯地域③（資源ナショナリズムの台頭） 
14 乾燥帯地域④（中東問題の遠因と現状） 
15 まとめ 

到達目標 地理学における研究アプローチを総合的に理解し、地理学的や見方・考え方を養成しながら地球環境問題

に関する諸事象を分析のうえ、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 テキストの指定された箇所を事前に精読する。授業後には配布資料により学修内容を整理する。 

テキスト、

参考文献 山本正三・犬井正他編『自然環境と文化』原書房 

評価方法 定期試験の結果に（80%）によって評価するが、平常授業におけるレポートなどの実績（20%）も評価対

象とする。 
 

13 年度以降 
12 年度以前 

地球環境論Ⅱ 
自然・環境研究各論Ⅱ（地球環境論 b） 担当者 大竹 伸郎 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義の目的は地理的なものの見方や考え方を学ぶこと

で、自然環境の成り立ちやそれぞれの地域で育まれた文化

と自然環境の関わりについて理解し、現代社会に関する基

礎的な素養を身につけることである。 
 講義では、現代社会の暮らしの基盤となっている地球の

自然環境や各地域によって異なる人文現象（衣食住など）

に焦点をあて、人の暮らしと自然の関わりについて講義す

るとともに、現代の社会生活が起因となっている世界規模

の諸問題についても取り上げる。 

1 オリエンテーション 
2 温帯地域①（温帯地域の特徴と人々の暮らし） 
3 温帯地域②（地中海性気候の人々の暮らしと文化） 
4 温帯地域③（大陸西岸気候の人々の暮らしと文化） 
5 温帯地域④（モンスーン気候の人々暮らしと文化） 
6 温帯地域⑤（北米温帯地域の人々の暮らしと文化１）

7 温帯地域⑥（北米温帯地域の人々の暮らしと文化２）

8 冷帯地域 （冷帯地域の人々の暮らしと文化） 
9 寒帯地域 （寒帯地域の人々の暮らしと文化） 

10 山地地域 （山地地域の暮らしと文化） 
11 世界の環境問題①（人口問題と食料） 
12 世界の環境問題②（越境する大気汚染） 
13 世界の環境問題③（我々の暮らしと地球温暖化１） 
14 世界の環境問題④（我々の暮らしと地球温暖化２） 
15 まとめ 

到達目標 地理学における研究アプローチを総合的に理解し、地理学的や見方・考え方を養成しながら地球環境問題

に関する諸事象を分析のうえ、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 テキストの指定された箇所を事前に精読する。授業後には配布資料により学修内容を整理する。 

テキスト、

参考文献 山本正三・犬井正他編『自然環境と文化』原書房 

評価方法 定期試験の結果に（80%）によって評価するが、平常授業におけるレポートなどの実績（20%）も評価対

象とする。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

コンピュータと言語 
多言語情報処理研究Ⅰ（コンピュータと言語） 担当者 呉 浩東 

講義目的、講義概要 授業計画 
高度情報化社会に生きる個人として、情報とそのシステ

ムに関する基本的な素養を修得することは、必要不可欠に

なっています。とくに、コンピュータを使用する多言語情

報処理の重要性がますます増大しています。 
本講義では、（１）コンピュータと情報処理に関する基

礎知識（２）コンピュータのハードウェアとソフトウェア

の仕組み（３）コンピュータによる多言語処理の技術と応

用法などについて知識の形成と応用力の育成を目標とし

ます。 
 本講義はまず、人間とコンピュータとの関わり、情報と

コンピュータシステムの関係、コンピュータのハードウェ

アとソフトウェアについて学びます。そのうえで、コンピ

ュータとインターネット技術を利用した多言語情報処理

の仕組みについて学びます。さらに、実習を通じて、多言

語情報の活用法などの理解を深めます。 

1. 講義の概要と目標、情報科学の発展 
2. データ表現、基数変換、論理演算 
3. コンピュータの構成要素 
4. ソフトウェアの役割、体系と種類 
5. オペレーティングシステム（OS） 
6. プログラム言語 
7. データ構造―リスト、スタック、キュー、2分木 
8. アルゴリズムの表現法、アルゴリズムの例 
9. コンピュータによる言語情報処理技術（１） 
10. コンピュータによる言語情報処理技術（２） 
11. 総合演習 
12. 情報検索と質問応答システム 
13. インターネット上の多言語処理技術 
14. 講義のまとめ 
15. 講義のまとめ 

到達目標 人間とコンピュータとの関わり、情報とコンピュータシステムの関係、コンピュータのハードウェアとソフトウェアの関係、コンピュー

タとインターネット技術を利用した多言語情報処理の仕組などを理解し、コンピュータ言語を処理できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 サーバー上に開示するテキストの指定される内容を予習し、前回出される課題を次回に提出してください。

テキスト、

参考文献 授業中指示するテキスト・参考文献を使用します。 

評価方法 定期試験の成績、課題の完成度、授業への参加度を併せて評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

データベース論 
多言語情報処理研究各論Ⅳ（データベース） 担当者 黄 海湘 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
【目的】本講義は，Microsoft Office Access を利用して，

データベースの概念，設計，構築手法について学習する。

【概要】データベースの歴史から始め，データベースの概

念や，設計方法や，構築手法などを解説しながら，Microsoft
Office Access というソフトウェイアを利用して，実際の操

作を行う。さらに，実習問題を通して，データベースの概

念及び設計に対する理解を深める。 
【受講者への要望】講義と実習を織り交ぜて授業を進める

ため，休まず出席すること。 

1. 授業ガイダンス 
2. データベース概論（1）：概念と歴史と種類 
3. データベース概論（2）：設計方法と構築手法 
4. Microsoft Office Access 入門 
5. Microsoft Office Access 基本操作（1） 
6. Microsoft Office Access 基本操作（2） 
7. Microsoft Office Access 基本操作（3） 
8. テーブルの構築と操作（1） 
9. テーブルの構築と操作（2） 
10. クエリ（1） 
11. クエリ（2） 
12. リレーションシップの構築 
13. レポートの印刷 
14. 総合演習 
15. 授業のまとめ 

到達目標 データベースの概念と設計方法について理解し、アプリケーションソフトを用いて、実際にデータベース

の操作と構築ができるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

授業で指示した予習内容を事前に精読しておいてください。 
また、出される課題やレポートなどを解いて提出してください。 

テキスト、

参考文献 初めの授業で指定する。 

評価方法 授業の参加態度（20％），レポート（20％）及び筆記試験（60％）により総合的に評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

情報科学各論Ⅰ 
多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション）

担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的・概要：この授業は、ExcelおよびPowerPointの
使い方について、より広い知識を習得することを目的とす

る半期完結授業である。 
実習を中心とした授業であるから、欠席や遅刻をしない

こと。やむを得ず欠席した場合には、必ず自習して遅れを

取り戻しておくこと。なお、受講生の習熟度等によって、

進度・扱う内容が多少異なることがある。 

1. ガイダンス・基本操作の確認 
2. 表の編集、計算式、セル参照方法の確認(1) 
3. 表の編集、計算式、セル参照方法の確認(2)、 

フィルタによる抽出 
4. グラフ作成、装飾の確認 
5. 関数の利用(1) 
6. 関数の利用(2) 
7. 関数の利用(3) 
8. マクロの利用(1) 
9. マクロの利用(2) 

10. プレゼンテーション実習(1)-1 
11. プレゼンテーション実習(1)-2 
12. プレゼンテーション実習(2)-1 
13. プレゼンテーション実習(2)-2 
14. まとめ 
15. まとめ 
クラスによって多少進度が異なることがある。 

到達目標 コンピュータの応用理論およびアプリケーションソフトに関する知識を習得し、コンピュータを用途に応

じて操作できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 担当教員より随時指示する。 

テキスト、

参考文献 適宜指示する。 

評価方法 担当教員より指示する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

情報科学各論Ⅰ 
多言語情報処理研究各論Ⅰ（表計算とプレゼンテーション）

担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的・概要：この授業は、ExcelおよびPowerPointの
使い方について、より広い知識を習得することを目的とす

る半期完結授業である。 
実習を中心とした授業であるから、欠席や遅刻をしない

こと。やむを得ず欠席した場合には、必ず自習して遅れを

取り戻しておくこと。なお、受講生の習熟度等によって、

進度・扱う内容が多少異なることがある。 

1. ガイダンス・基本操作の確認 
2. 表の編集、計算式、セル参照方法の確認(1) 
3. 表の編集、計算式、セル参照方法の確認(2)、 

フィルタによる抽出 
4. グラフ作成、装飾の確認 
5. 関数の利用(1) 
6. 関数の利用(2) 
7. 関数の利用(3) 
8. マクロの利用(1) 
9. マクロの利用(2) 

10. プレゼンテーション実習(1)-1 
11. プレゼンテーション実習(1)-2 
12. プレゼンテーション実習(2)-1 
13. プレゼンテーション実習(2)-2 
14. まとめ 
15. まとめ 
クラスによって多少進度が異なることがある。 

到達目標 コンピュータの応用理論およびアプリケーションソフトに関する知識を習得し、コンピュータを用途に応

じて操作できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 担当教員より随時指示する。 

テキスト、

参考文献 適宜指示する。 

評価方法 担当教員より指示する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

情報科学各論Ⅱ 
多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的・概要： 
この授業は、主にホームページ作成の基礎を習得するこ

とを目的とする半期完結授業である。 
まず、コンピュータとコンピュータネットワークの基本

構成、ファイルの種類やフォルダの構造といったコンピュ

ータに関する基礎知識を復習する。その上で、インターネ

ットサービスの１つであるWWW（World Wide Web）に

おける情報の構成単位である「ページ」の構造と、それを

記述する「HTML」（Hyper-Text Markup Language）を

学ぶ。また、簡単な自分自身のホームページの試作もする。

実習を中心とした授業であるから、欠席や遅刻をしない

こと。やむを得ず欠席した場合には、必ず自習して遅れを

取り戻しておくこと。なお、受講生の習熟度等によって、

進度・扱う内容が多少異なることがある。 

1. ガイダンスとコンピュータの基本操作の復習 
2. WWWとホームページの基礎知識 
3. 情報の単位と情報通信 
4. ハイパーテキストとHTML 
5. インターネットと情報倫理 
6. ページの構造とHTML 
7. ホームページの作成 テキスト 
8. ホームページの作成 イメージ 
9. ホームページの作成 リンク 

10. ホームページの作成 テーブル 
11. ホームページの作成 その他 
12. ホームページの作成 完成 
13. ファイルの転送とページの更新 
14. 総合復習 
15. 総合復習 

到達目標 コンピュータの応用理論およびアプリケーションソフトに関する知識を習得し、コンピュータを用途に応

じて操作できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 担当教員より随時指示する。 

テキスト、

参考文献 適宜指示する。 

評価方法 担当教員より指示する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

情報科学各論Ⅱ 
多言語情報処理研究各論Ⅲ（ホームページ設計） 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
講義目的・概要： 
この授業は、主にホームページ作成の基礎を習得するこ

とを目的とする半期完結授業である。 
まず、コンピュータとコンピュータネットワークの基本

構成、ファイルの種類やフォルダの構造といったコンピュ

ータに関する基礎知識を復習する。その上で、インターネ

ットサービスの１つであるWWW（World Wide Web）に

おける情報の構成単位である「ページ」の構造と、それを

記述する「HTML」（Hyper-Text Markup Language）を

学ぶ。また、簡単な自分自身のホームページの試作もする。

実習を中心とした授業であるから、欠席や遅刻をしない

こと。やむを得ず欠席した場合には、必ず自習して遅れを

取り戻しておくこと。なお、受講生の習熟度等によって、

進度・扱う内容が多少異なることがある。 

1. ガイダンスとコンピュータの基本操作の復習 
2. WWWとホームページの基礎知識 
3. 情報の単位と情報通信 
4. ハイパーテキストとHTML 
5. インターネットと情報倫理 
6. ページの構造とHTML 
7. ホームページの作成 テキスト 
8. ホームページの作成 イメージ 
9. ホームページの作成 リンク 

10. ホームページの作成 テーブル 
11. ホームページの作成 その他 
12. ホームページの作成 完成 
13. ファイルの転送とページの更新 
14. 総合復習 
15. 総合復習 

到達目標 コンピュータの応用理論およびアプリケーションソフトに関する知識を習得し、コンピュータを用途に応

じて操作できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 担当教員より随時指示する。 

テキスト、

参考文献 適宜指示する。 

評価方法 担当教員より指示する。 
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13 年度以降 データ構造とアルゴリズム論 担当者 黄 海湘 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】データ構造とアルゴリズムは難しそうなイメージ

であるが，実は日常の生活と仕事の中でよく利用する身近

なものである。情報爆発といわれる現代社会において，い

かにデータを構造化し，必要なアルゴリズムで素早く処理

する能力は不可欠である。本講義は実習を通してデータ構

造とアルゴリズムに対する理解を深めることを目的とす

る。 
【概要】データ構造とアルゴリズムに関する基本的な理論

と方法について，講義形式とパソコンを使った実習形式で

体験する．講義内容は，文系の学生でも理解できるように，

ゲームを取り入れ、体験しながら学ぶ。 
【受講者への要望】講義と実習を織り交ぜて授業を進める

ため，休まず出席すること。 

1. 講義の概要、基礎知識、目標 
2. リスト 
3. スタックとキュー 
4. 再帰 
5. 計算量解析 
6. 解析木 
7. 二分探索木 
8. ソート１ 
9. ソート２ 
10. 二分探索 
11. 平衡木 
12. ハッシュ 
13. グラフ 
14. 動的計画法 
15. 授業のまとめ 

到達目標 データ構造とアルゴリズムについて理解し、アルゴリズムを駆使したプログラミングができるようにする。

事前・事後 
学修の内容 

授業で指示した予習内容を事前に精読しておいてください。 
また、出される課題やレポートなどを解いて提出してください。 

テキスト、

参考文献 
授業中指示するテキスト・参考文献を使用します。 
参考サイト：http://www.ieice-hbkb.org/portal/doc_579.html 

評価方法 授業の参加態度（20％），レポート（20％）及び筆記試験（60％）により総合的に評価する。 

 

13 年度以前 
12 年度以降 

統計と調査法 
多言語情報処理研究各論Ⅴ（統計と調査法） 担当者 安間 一雄 

講義目的、講義概要 授業計画 
授業の目的 
基礎的な統計手法の学習とその背景にあるデータの性質の理解

を通して科学的なものの考え方を身につける。 
授業概要 
・1世帯当たりの平均年間所得は約600万円→実感と違うのはな

ぜ？ 
・この店の料理とあの店の料理はどっちがおいしい？→違いがあ

るとは？ 
・「どっきょ」まで入力したら次に最も来やすい文字は何？→確率

が高いとは？ 
私達は常にこのようなデータに囲まれており、それを巧みに利

用しながら生活している。「大まかな感覚」は大切な知恵ではある

が、より客観的で厳密な判断ができればさらに賢い生活をするこ

とができる。この授業では日常的なデータを素材として、その性

質を記述し、現象の本質を推測できるように、科学的な分析方法

を使うことを学ぶ。基礎的な統計手法を学ぶことで身の回りの世

界を客観的に理解することを目標とする。授業期間の後半は，自

分たちで収集したクイズ問題の解答をさまざまな角度から分析

し、前半で学んだ理論の応用を試みる。 

1. 統計量の種類（量的変量・質的変量）：比例変量，間隔変量，

順位変量，名義変量 
2. アンケートの取りかた，クイズ問題作成説明 
3. 度数分布，相対度数，度数分布表 
4. 量的変数のグラフ表現，質的変数のグラフ表現 
5. 代表値（平均値，中央値，最頻値），値の広がり，能力テスト

と到達度テスト 
6. 正規分布，散布度（標準偏差），歪度，尖度，標準得点，偏差

値 
7. クイズ問題解答集計 
8. 信頼性係数，項目分析，ロジスティック回帰分析 
9. 記述統計と推測統計，仮説（帰無仮説，対立仮説） 
10. 相関散布図，相関係数，回帰直線，欠損値の推定，相関検定

11. 対応がない場合のt検定，分散分析 
12. 対応がある場合のt検定，プリテスト・ポストテスト，時系列

分析 
13. クロス集計，カイ二乗検定 
14. 多変量解析(1) 主成分分析・因子分析・クラスター分析 
15. 多変量解析(2) 要因計画法・重回帰分析・対応分析 

到達目標 統計学の基礎的概念を理解し、的確な手法を選択して、実際に統計調査ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各回とも十分な予習・復習を必要とする。また、課題は必ず提出しなければならない。 

テキスト、

参考文献 
参考文献 
内田治『数量化理論とテキストマイニング』（日科技連, 2010）ISBN 978-4-8171-9292-9 

評価方法 定期試験（授業への積極的参加度により評価を加減する）。 
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13 年度以降 社会調査法 担当者 田端 章明 

講義目的、講義概要 授業計画 
「社会調査法」とは、社会学における調査手法の総称で

す。この講義では社会調査の代表的な手法を紹介し、実習

をまじえながら理解を深めていきます。 
 この講義の目的は2つあります。1つは、現代社会に氾濫

するデータとの接し方を理解し、データに振り回されない

ようになることです。もう1つは、レポートや卒論を書く

際に、間違ったデータを引用したり、いいかげんな調査を

したりしないようになることです。 
 なお、社会調査法を学ぶには、単に方法を覚えるだけで

はなく、「なぜこういうやり方をするのか」と考えること

が必要です。だからこの講義では、受け身の姿勢ではなく

積極的に疑問に取り組み続けられる人を歓迎します。 
 
※履修者数などの条件に応じて、授業計画を変更する場合

があるので、あらかじめご了承ください。 

1. 講義の概要、さしあたり「社会調査」とは 
2. 調査計画（1）調査に値する「問い」とは 
3. 調査計画（2）「問い」から仮説へ 
4. 調査計画（3）調査対象の決め方 
5. データの収集（1）質問づくりのポイント 
6. データの収集（2）予備調査としてのインタビュー 
7. データの収集（3）選択肢づくりのポイント 
8. データの収集（4）プレテスト 
9. データの収集（5）実査の開始 
10. データの分析（1）データ入力とクリーニング 
11. データの分析（2）自由回答のコーディング 
12. データの分析（3）単純集計とクロス集計 
13. データの分析（4）調査報告書のスタイル 
14. データの分析（5）調査の成果は何か 
15. 講義のまとめ、あらためて「社会調査」とは 

到達目標 統計的、あるいは記述的な調査手法について理解し、実際に社会調査ができるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業時間外に文献調査、データの収集・入力・分析などの作業をしてもらいます。 

テキスト、

参考文献 テキストは使用しません。参考文献は授業中に紹介します。 

評価方法 調査報告書 40%、その他の提出物 40%、授業への参加度 20% 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究（不動産取引と法） 担当者 新井 剛 

講義目的、講義概要 授業計画 
 賃貸マンションを借りる、分譲マンションを買う、一戸

建てを買う。人が生活をするにあたって、「住むところ」

の存在は必要不可欠なものである。したがって、ほとんど

全ての人は、一生のうちに、一度は不動産取引を経験する

ことになる。しかしながら、その不動産取引の際に法律問

題が生じた場合、どうすれば良いのかを学んでいる人は、

あまり多くない。そのため、欠陥住宅問題などの社会問題

が絶えず生じているのである。 
 そこで、本講義は、獨協大学で学ぶ学生諸君に向けて、

不動産取引の際に法律問題が生じた場合に、どのように対

処すれば良いか、そのために必要な知識を伝授することを

目的とする。同時に、本講義は、不動産という物の見方や

注意点をも講義することで、法的問題が生じるのを未然に

防ぐ方法も伝授しようと考えている。 

１．不動産取引にあたり知っておくと良いこと 
２．不動産の登記とその見方 
３．建築の際に基準となる法律 
４．不動産売買に関する問題① 
５．不動産売買に関する問題② 
６．分譲マンションに関する法律① 
７．分譲マンションに関する法律② 
８．借地と借家の種類 
９．借地借家と金銭 
１０．借地借家契約の更新と終了 
１１．借地借家契約の解除事由① 
１２．借地借家契約の解除事由② 
１３．借地借家に関するその他の問題 
１４．不動産業者 
１５．講義のまとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎回、講義で学修した内容を復習しておくこと。 

テキスト、

参考文献 六法必携。テキストは初回に指示する。 

評価方法 定期試験 100％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（地中海世界の宗教と文化 a） 
宗教・文化・歴史研究各論Ⅰ（地中海世界の宗教と文化 a） 担当者 髙橋 裕子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
【講義目的】 
 地中海周辺地域は古代より多彩な文化や世界的な宗教

を生み出し、世界史上重要な役割を担ってきました。この

地域について学ぶことにより、幅広い世界観を養い、国際

的な視野や教養を身につけることを目指します。 
 
【講義概要】 
 古代ギリシアに焦点を当て、その歴史や宗教、文化につ

いて講義していきます。 
  

1. イントロダクション 
2. 神話とその世界 
3. ミノア文化 
4. ミケーネ文化（１） 
5. ミケーネ文化（２） 
6. 初期鉄器時代 
7. ホメロスと神話 
8. 前古典期 
9. 古典期の歴史と文化 

10. 古典期の宗教とその儀式 
11. ヘレニズム時代（１） 
12. ヘレニズム時代（２） 
13. 神殿とその建築 
14. 彫刻と神々の像 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業後復習すると同時に、興味を持った箇所をさらに掘り下げるべく、参考文献を精読してください。 

テキスト、

参考文献 配布資料を使用します。参考文献は適宜指示します。 

評価方法 定期試験４０%、レポート３０％、授業中での提出物１０％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（地中海世界の宗教と文化 b） 
宗教・文化・歴史研究各論Ⅱ（地中海世界の宗教と文化 b） 担当者 髙橋 裕子 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
【講義目的】 
 同上。 
 
【講義概要】 
 地中海周辺地域の宗教や文化を幅広く講義していきま

す。現代にいたるまで多大な影響を与えている地中海周辺

地域の多様な歴史や宗教、文化を扱います。 
 

1. イントロダクション 
2. 古代ギリシア（１） 
3. 古代ギリシア（２） 
4. 古代ギリシア（３） 
5. ローマ帝国とキリスト教（１） 
6. ローマ帝国とキリスト教（２） 
7. ローマ帝国とキリスト教（３） 
8. ローマ帝国とキリスト教（４） 
9. ビザンツ帝国とギリシア正教（１） 

10. ビザンツ帝国とギリシア正教（２） 
11. 両シチリア王国（１） 
12. 両シチリア王国（２） 
13. ユダヤ人の歴史と宗教（１） 
14. ユダヤ人の歴史と宗教（２） 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 同上。 

テキスト、

参考文献 同上。 

評価方法 定期試験 ５０％、レポート ４０％、平常点 １０％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（アラブ文化・芸術 a） 
宗教・文化・歴史研究各論Ⅵ（アラブ文化・芸術 a） 担当者 師岡 カリーマ エルサムニー

講義目的、講義概要 授業計画 
アラブと聞いて、多くの人はまず何を思い浮かべるでし

ょうか。石油や砂漠、テレビのニュースで見る戦場やテロ

の報道、戒律が厳しいと言われるイスラームや女性の抑

圧、混乱を招いた「アラブの春」、そしてトンネルの先が

見えないパレスチナ問題など、「怖い」「暗い」「分かりに

くい」といったネガティブなイメージが強いのではないで

しょうか。 
しかし、テレビで報道されるアラブ像はアラブ世界のほ

んの小さな一面でしかなく、しかも中には歪曲されたイメ

ージも少なからず紛れ込んでいます。そういったイメージ

の蓄積によって作り上げられるステレオタイプを打破し

ようというのがこの講座の目的です。 
アラブの芸術、芸能、文学、そして生活文化を通してア

ラブ人の心と表現世界に親しみ、みなさん独自のアラブ像

を形成してもらいたいと思います。 

１．  イントロダクション：アラブ人とは？ 
２．３．「イスラム」と「イスラーム」 
４．  ムスリムにとって「クルアーン」とは 
５．  アラブ人の生活文化 １）食生活と祭 
６．  アラブ人の生活文化 ２）家族・女性 
７．  アラブ音楽入門 I 
８．  アラブ音楽入門 II 
９．  パレスチナ問題と芸術 １）ドキュメンタリー 

「五つのカメラが壊された」鑑賞・ディスカッション 
１０． ２）ドキュメンタリー 「レインボー」 
１１． ３）演劇「アライブ・フロム・パレスチナ」鑑賞 
１２． 演劇鑑賞レポート提出・ディスカッション 
１３． ４）小説 ガッサーン・カナファーニ著  
     中編「太陽の男たち」「ハイファに戻って」  
１４． ５）詩人 「パレスチナの声」M・ダルウィーシュ 
１５． まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 ガッサーン・カナファーニの上記課題図書をできるだけ早く図書館で入手して読み始めてください。 

テキスト、

参考文献 
ガッサーン・カナファーニ著 中編「太陽の男たち」「ハイファに戻って」 読後レポート提出・ディスカ

ッションが評価の大きなポイントになります 

評価方法 演劇鑑賞後レポート、小説読後レポートに重点を置くほか、積極的な授業参加も考慮に入れます。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（アラブ文化・芸術 b） 
宗教・文化・歴史研究各論Ⅶ（アラブ文化・芸術 b） 担当者 師岡 カリーマ エルサムニー

講義目的、講義概要 授業計画 
アラブの芸術といえば，世界一有名なファンタジー，そ

して SF の原点とも言われる「千夜一夜物語」がまず浮び

ますが，同時にアラブの文化は詩人の文化であり，また非

常に洗練された音楽芸術を育んできました。近年ではノー

ベル文学賞に輝いたナギーブ・マハフーズやカンヌ映画祭

で表彰された映画監督ヨーセフ・シャヒーンなど、国際的

な評価を得ている芸術家も少なくありません。この講座で

はまず誤解の多いイスラームの解説も交えながら、宗教が

今も深く根付いている生活文化を知ると同時に、音楽、映

画、演劇、文学作品を味わいながら、楽しく真剣にアラブ

人の社会やメンタリティーを探っていきます。 
ディスカッションには積極的に参加し、反対意見を恐れ

ずにどんどん自己主張してください。 

1. 後期イントロダクション―アラブの日常 
2. アラブの芸能界と歌謡曲（１） 
3. アラブの芸能界と歌謡曲（２） 
4. ノーベル賞作家 N.マフフーズの小説「バイナル・カスライ

ン（「張り出し窓の街」）を理解するためのエジプト近代史

5. アラビアンナイトは逆輸入？「千夜一夜物語」 
6. レバノン映画「キャラメル」とアラブ女性 
7. 映画鑑賞レポート提出・ディスカッション 
8. ハリウッド映画になったアラブ旅行文学 
9. マルコ・ポーロよりすごい中世アラブの旅行家 
10. イスラームというファクターを正しく理解する 
11. アラブ文化は詩の文化：イスラームより古いアラブの詩 
12. 詩の文化（続き）：中世ヒップホップと恋愛歌 
13. 詩の文化（続き）：映像で見る現代のアイドル詩人 
14. 小説「バイナルカスライン」（新訳タイトル：「張り出し窓の

街」）読後レポート提出 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 ナギーブ・マフフーズの上記課題図書をできるだけ早く図書館で入手して読み始めてください。 

テキスト、

参考文献 課題図書：ナギーブ・マフフーズ著「バイナルカスライン」（新訳タイトル：「張り出し窓の街」） 

評価方法 課題図書の読後レポート提出・ディスカッションが評価の重要なポイントになります。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（宇宙論 a） 
自然・環境研究Ⅴ（宇宙論 a） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
「宇宙論」とは、宇宙の全体としての構造や進化を研究

する学問です。人類は古代から、自分たちを取り囲む宇宙

やその起源について思索してきました。かつて、それらは

哲学や宗教の言葉で語られてきましたが、近代科学が成立

して以降、科学的な研究の対象となりました。現代では、

観測機器や技術の発達により、より精密に検証のできる科

学の一分野となっています。一方で、宇宙の全体としての

姿は、人間が生きる時間や空間をはるかに超えており、そ

の探求には、哲学的視点や人間の価値観が入り込む余地が

あります。人間の豊かな知的活動の場である「宇宙論」に

触れ、自然と人間とのかかわりについての理解を深めるこ

とを目標に、講義を進めていきます。 
「宇宙論ａ」では、まず、近代科学以前の宇宙論を概観

し、次に、近代的宇宙観の成立と現代的宇宙観の成立を見

ていきます。そして、現代宇宙論で確立されたビッグバン

宇宙について解説します。 

1. はじめに 
2.  近代科学以前の宇宙論 
3.  天体の運行法則の発見と新たな宇宙像の誕生 
4. ガリレイによる動力学の発見と相対性原理 
5. ニュートン力学とニュートン的宇宙観 
6.  ニュートン的宇宙観の発展と電磁気学の成立 
7. ニュートン的宇宙観への批判と特殊相対性理論の成立

8.  同時概念・時間概念の相対性 
9. 空間概念の相対性と新しい時間空間概念の成立 
10. 等価原理と一般相対性理論の成立 
11. アインシュタイン方程式と時空の歪み 
12. 宇宙の時間的・空間的広がりと宇宙の一様性・等方性

13. 膨張宇宙論 
14. ビッグバン宇宙論 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前に授業で使うスライドのハンドアウトをポータルサイトに上げておきます。予習してください。 
毎回出される課題は「授業レポートシステム」で結果を確認し、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：佐藤勝彦『宇宙論入門』（岩波新書 2008 年） 

評価方法 毎回の授業における「授業レポート」の評価を総合して評価する。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（宇宙論 b） 
自然・環境研究Ⅵ（宇宙論 b） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
「宇宙論」とは、宇宙の全体としての構造や進化を研究

する学問です。人類は古代から、自分たちを取り囲む宇宙

やその起源について思索してきました。かつて、それらは

哲学や宗教の言葉で語られてきましたが、近代科学が成立

して以降、科学的な研究の対象となりました。現代では、

観測機器や技術の発達により、より精密に検証のできる科

学の一分野となっています。一方で、宇宙の全体としての

姿は、人間が生きる時間や空間をはるかに超えており、そ

の探求には、哲学的視点や人間の価値観が入り込む余地が

あります。人間の豊かな知的活動の場である「宇宙論」に

触れ、自然と人間とのかかわりについての理解を深めるこ

とを目標に、講義を進めていきます。 
「宇宙論ｂ」では、現代宇宙論において近年得られた知

見について解説します。 
なお、春学期開講「宇宙論ａ」の内容についての知識が

あることを前提に講義を進めます。 

1. はじめに 
2. 宇宙論が対象とする宇宙 
3. 宇宙の階層構造 
4. 物質の階層構造 
5. 膨張宇宙の観測 
6. 膨張宇宙の理論 
7. ビッグバン理論と物質の形成 
8. 宇宙の構造形成 
9. 物質の究極像 
10. 宇宙の進化 
11. ビッグバン理論の問題点 
12. インフレーション宇宙 
13. 宇宙の特異点と量子宇宙論 
14. 超ひも理論と膜宇宙 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

事前に授業で使うスライドのハンドアウトをポータルサイトに上げておきます。予習してください。 
毎回出される課題は「授業レポートシステム」で結果を確認し、復習しておいてください。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：佐藤勝彦『宇宙論入門』（岩波新書 2008 年） 

評価方法 毎回の授業における「授業レポート」の評価を総合して評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（自然観察 a） 
自然・環境特殊研究Ⅰ（自然観察 a） 担当者 飯泉 恭一 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】この授業では、様々な実験と観察を行い生物学の

基礎を学びます。さらに、その結果をレポートにまとめる

作業を通して、論理的な文章の書き方を学びます。 
【概要】身近な生物を用いて実験および観察を行います。

初回に注意事項を説明しますので、受講する意思のある学

生は必ず出席して下さい。実験では衣服が汚れることがあ

りますので、汚れてもよい服を着用してください。 
【注意】天候により生物の採集（または購入）が困難な場

合、実験の順番や内容を変えることがあります。 
 
 
※受講する学生は2回目の授業までに実習費（¥2,000）を

支払う必要があります。 

1. 海と生命 －海水を調べる－ 
2. 細胞分裂の観察 －タマネギの根の細胞分裂を観察－ 
3. 微生物の観察 －カビ（麹）の観察－ 
4. 微生物の有用性 －味噌造りにおける微生物の役割－ 
5. 光合成色素の観察 －ペーパークロマトグラフィー－ 
6. 光合成と糖質 －ジャガイモからデンプンを精製－ 
7. タンパク質の性質 ―豆腐造りから考える－ 
8. 脂質の性質 －バター造りから考える－ 
9. 多糖類の性質 －テングサとカンテン－ 
10. 動物組織の観察（１）－メダカの色素胞を観察－ 
11. 動物組織の観察（２）－魚の脳を解剖 
12. 動物組織の観察（３）－イカの神経系を観察－ 
13. 原生生物の観察 －ゾウリムシの観察－ 
14. 発生の観察 －ムラサキウニの発生を観察－ 
15. プレゼンテーション 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

事前学修：授業の最後に次回の概要を伝えますので、図書館等で関連文献を熟読してください。 
事後学修：毎回レポートを作成して提出してください。 

テキスト、

参考文献 資料を配付します。 

評価方法 レポート 50%、期末試験の結果 30%、授業への参加度（質問・発言など）20%で評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（自然観察 b） 
自然・環境特殊研究Ⅱ（自然観察 b） 担当者 飯泉 恭一 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】この授業では、様々な実験と観察を行い生物学の

基礎を学びます。さらに、プレゼンテーション（生物学に

おいて興味をもった内容）を実施することで、聴衆が理解

しやすい発表方法を身につけます。 
【概要】身近な生物を用いて実験および観察を行います。

初回に注意事項を説明しますので、受講する意思のある学

生は必ず出席して下さい。実験では衣服が汚れることがあ

りますので、汚れてもよい服を着用してください。 
【注意】天候により生物の採集（または購入）が困難な場

合、実験の順番や内容を変えることがあります。 
 
 
※受講する学生は2回目の授業までに実習費（¥2,000）を

支払う必要があります。 

1. 動物の再生 －プラナリアの再生－ 
2. 微生物の有用性 －酵母と発酵－ 
3. DNA －ブロッコリーから DNA を抽出－ 
4. 刺胞動物 －ヒドラの摂食行動を観察－ 
5. 光合成 －葉緑体の観察－ 
6. 緩歩動物 －クマムシの採集と観察－ 
7. 寄生生物 －食べたら痛い!? 魚に潜む寄生虫－ 
8. 染色体 －ユスリカ唾腺染色体の観察－ 
9. 節足動物 －クルマエビの心臓と神経系を観察－ 
10. 魚類 －魚類の標本を作製－ 
11. 軟体動物 －カキの心臓を調べる－ 
12. タンパク質の性質 －うどん作りでグルテンを考える－

13. 発生の観察 －バフンウニの発生を観察－ 
14. プレゼンテーション 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

事前学修：授業の最後に次回の概要を伝えますので、図書館等で関連文献を熟読してください。 
事後学修：毎回レポートを作成して提出してください。 

テキスト、

参考文献 資料を配付します。 

評価方法 レポート 50%、期末試験の結果 30%、授業への参加度（質問・発言など）20%で評価します。 
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13 年度以降 総合科学特殊研究（サイエンスライティング a） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
サイエンスライティングとは「科学について書く」とい

うことです。広くとらえれば科学論文も含みますが、ここ

では、科学研究を専門としない人々が、科学に関する一般

向け解説や新聞・雑誌の記事、科学読み物・エッセイ等を

書くことを指すこととします。 
サイエンスライティングは科学についての知識・理解を

教養として高めるだけでなく、文章を通して考えているこ

とを人々に伝える実践ともなります。これは、書く内容が

サイエンスに限らずあらゆる分野に応用でき、社会に出て

からも役に立つことです。 
春学期「サイエンスライティングａ」では、科学に関す

る一般向けの講義、ビデオ、書物の中のあるテーマについ

て文章にまとめる作業を通して、科学について書く能力を

高めていきます。 

1. はじめに 
2. 科学に関する講義の内容の一部をまとめる１ 
3. 科学に関する講義の内容の一部をまとめる２ 
4. 科学に関する講義の内容の一部をまとめる３ 
5. 科学に関する講義の内容の一部をまとめる４ 
6. まとめ文の講評 
7. 科学に関するビデオの内容の一部をまとめる１ 
8. 科学に関するビデオの内容の一部をまとめる２ 
9. 科学に関するビデオの内容の一部をまとめる３ 
10. 科学に関するビデオの内容の一部をまとめる４ 
11. まとめ文の講評 
12. 科学に関する本の内容の一部をまとめる１ 
13. 科学に関する本の内容の一部をまとめる２ 
14. 科学に関する本の内容の一部をまとめる３ 
15. まとめ文の講評 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 ライティングの添削と講評を基に書き直したものを毎回提出。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 各テーマにおける「まとめ文」の完成度を総合的に評価する。 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究（サイエンスライティング b） 担当者 東 孝博 

講義目的、講義概要 授業計画 
サイエンスライティングとは「科学について書く」とい

うことです。広くとらえれば科学論文も含みますが、ここ

では、科学研究を専門としない人々が、科学に関する一般

向け解説や新聞・雑誌の記事、科学読み物・エッセイ等を

書くことを指すこととします。 
サイエンスライティングは科学についての知識・理解を

教養として高めるだけでなく、文章を通して考えているこ

とを人々に伝える実践ともなります。これは、書く内容が

サイエンスに限らずあらゆる分野に応用でき、社会に出て

からも役に立つことです。 
秋学期「サイエンスライティングｂ」では、春学期「サ

イエンスライティングａ」での実践を前提に、科学に関す

る一般向けの講義、ビデオ、書物等の解説文を実際に書く

という作業を通して、文章力をさらに高めていきます。 

1. はじめに 
2. 科学に関する講義の解説文を書く 
3. 添削と講評を基に書き直し 
4. 科学に関する論文形式の文章の解説文を書く 
5. 添削と講評を基に書き直し 
6. 科学に関するビデオの解説文を書く 
7. 添削と講評を基に書き直し 
8. 科学者へのインタビュー記事を書く 
9. 添削と講評を基に書き直し 
10. 科学に関する本の解説文を書く１ 
11. 添削と講評を基に書き直し１ 
12. 科学に関する本の解説文を書く２ 
13. 添削と講評を基に書き直し２ 
14. 添削と講評を基に書き直し３ 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 ライティングの添削と講評を基に書き直したものを毎回提出。 

テキスト、

参考文献 
テキスト：なし 
参考文献：授業中に紹介 

評価方法 各テーマにおける「解説文」の完成度を総合的に評価する。 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（情報検索演習） 
多言語情報処理研究各論Ⅱ（情報検索と加工） 担当者 黄 海湘 

講義目的、講義概要 授業計画 
【目的】情報爆発といわれている現代社会において，情報

検索の技術を駆使し，いかに必要な情報を素早く，的確に

見つける能力は不可欠である．本講義は情報検索の仕組を

解説し，実習を通して「情報検索力」を身に付けることを

目的とする． 
【概要】情報検索システムの基本的な理論と方法につい

て，講義と実習形式で解説する． 
講義内容は，文系の学生でも理解できるように，情報検索

の歴史，情報検索ための情報収集，情報整理，情報抽出，

情報評価の順番で説明する． 
【受講者への要望】講義と実習を織り交ぜて授業を進める

ため，休まず出席すること． 

1.  授業ガイダンス 
2.  情報検索の基本（1）：パソコンの世界 
3.  情報検索の基本（2）：情報の表現 
4.  情報検索の基本（3）：データベース 
5.  情報検索の種類 
6.  情報検索システムの構成と役割 
7.  情報の収集 
8.  情報の整理（1） 
9.  情報の整理（2） 
10.  情報の抽出（1） 
11.  情報の抽出（2） 
12.  情報の検索と評価 
13.  情報検索システムの例：図書検索 
14.  情報検索システムの例：ネット検索 
15.  まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

授業で指示した予習内容を事前に精読しておいてください． 
また、出される課題やレポートなどを解いて提出してください． 

テキスト、

参考文献 
テキスト：必要に応じて資料を配布する． 
参考文献：原田，江草，小山，澤井共著『情報検索演習』 新・図書館学シリーズ 6，2007（樹村房） 

評価方法 授業の参加態度（20％），レポート（20％）及び筆記試験（60％）により総合的に評価する． 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究（市民生活と法） 担当者 齋藤 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
この授業は身近な法律問題ではあるが、従来の講義体系

や学問体系の中に十分に組み込まれていなかった諸問題

を取り上げるものである。 

1. 序  章 
2. お墓の件 
3. 交通事故の被害に遭ったとしたらの件 
4. 盗聴法の件 
5. 共謀罪の件 
6. 近隣紛争は願い深い件 
7. 万引きは窃盗であった件 
8. 民暴の件 
9. 精神疾患者に対する法を調べてみた件 
10. 薬物問題を調べてみた件 
11. ブラック・アルバイトの件 
12. 条例を調べてみた件 
13. 福祉サービスについて調べた件 
14. 身近な外国人問題の件 
15. 総  括 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 各テーマについて事前に予習することが望ましい 

テキスト、

参考文献 開講時に指示する 

評価方法 11 回以上出席している受講生のレポート報告（口頭報告及び報告書） 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（自然言語処理 b） 
多言語情報処理特殊研究Ⅱ（自然言語処理 b） 担当者 呉 浩東 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は、コンピュータを使用した自然言語の処理に関

する方法、そして利用実態について解説し、演習を通じて

自然言語処理のノウハウを身につくことを目標とします。

 本講義では、自然言語処理 a での知識を踏まえた上で、

自然言語処理基礎技術のである意味解析、文脈解析、知識

の表現法を学ぶ。世の中に研究・開発されている応用技術

に力を入れ、典型的な応用例を紹介します。特に、自動要

約システム、機械翻訳システム、文書校正支援システム、

自然言語対話システム、質問応答システム、情報検索シス

テムなどの基本技術・アーキテクチャを説明し、演習を行

います。そして、現在の自然言語処理システムの問題点な

どを議論します。 
 

1. 講義の概要と入門知識 
2. 自然言語処理のプロセス 
3. 自然言語処理における言語資源 
4. 知識の表現法 
5. 文書処理 言い換えと自動要約の原理 
6. 機械翻訳（１） 機械翻訳の処理方式と原理 
7. 機械翻訳（２） 機械翻訳システムと性能評価 
8. 質問応答システム 
9. 情報検索における言語処理技術 
10. 対話システム 
11. WEBによる自然言語処理 
12. 自然言語処理のこれから 
13. 総合演習 
14. 授業のまとめ 
15. 授業のまとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 指定した内容を事前に予習し、毎回出される課題を指定期日まで提出してください。 

テキスト、

参考文献 
（１）  最初の講義で指示します。 
（２） 必要な資料を配布します。 

評価方法 レポート、出席状況と筆記試験の結果を併せて評価します。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（思想と文化） 
宗教・文化・歴史特殊研究Ⅱ（思想と文化） 担当者 林 永強 

講義目的、講義概要 授業計画 
本講義は哲学的に文化の定義、方法論、基礎、構造、意

義などを検討する。 
 グローバル化が加速する中、文化における特殊性と普遍

性、同化と異化、消失と創出などの対峙や葛藤に対しては、

文化そのものを根本的に問い直すべきである。また、日本

から世界へ、そして世界から日本へという相互的角度か

ら、日本文化のあり方をも再考していく。 
 授業の進行としては、各課題の文献に沿って概説する一

方、グループ・ディスカッションを通して議論する。留学

生を含め、英語にて講義やディスカッションがなされる場

合もありうる。各自の思索により、新たな文化論を掘り出

す。 

1. 授業計画の説明とグループ分け 

2. 文化哲学の定義 

3. 文化哲学の方法論 
4. 文化の基礎I、発表および議論I  
5. 文化の基礎II、発表および議論II 

6. 文化の構造I 、発表および議論III 
7. 文化の構造II、発表および議論IV  
8. 文化の構造III、発表および議論V 

9. 文化の構造IV 、発表および議論VI 

10. 文化の構造V、発表および議論VII 

11. 文化の構造VI、発表および議論VIII 

12. 文化多様性の意義I、発表および議論IX 
13. 文化多様性の意義II 、発表および議論X 
14. 文化多様性の意義II 、発表および議論XI 
15. まとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 文献を事前に精読し、授業中に積極的に議論する。 

テキスト、

参考文献 授業時に適宜指示 

評価方法 発表および議論 40%、レポート 60% 
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（プログラミング論 a） 
多言語情報処理特殊研究Ⅲ（プログラミング論 a） 担当者 呉 浩東 

講義目的、講義概要 授業計画 
コンピュータで問題解決のプログラムを作成すること

を「プログラミング」と呼びます。本講義では、プログラ

ムの経験のない初心者から、プログラミングの基礎、すな

わちプログラムをどう作成するか、プログラミング言語は

どのような構造を持つか、どのような手順で行うか、デー

タをどのような形にして扱うかについて解説と実習によ

って明らかにします。履修者にプログラミングのノウハウ

や方法を身につけることに目指します。 
 初めにコンピュータの構成要素やプログラミング言語

について概説します。続いて、プログラミング言語の一つ

であるVisual  Basicを用いてプログラミングの設計手順

や方法、プログラミング言語の構造、プログラムの仕組み

などについて学習します。いくつのプログラムの設計につ

いて講義および実習を行います。 

1. 授業のガイダンスとコンピュータ構成の概説 
2. 開発ツールとしての Visual Basic の基本知識 
3. Visual Basic の基本操作 
4. 簡単なプログラムの作成 
5. イベント駆動型プログラムの仕組み 
6. 総合演習（１） 
7. 選択構造をもつプログラム 
8. 総合演習（２） 
9. 繰り返しあるプログラムの作成 
10. 総合演習（３） 
11. クラス、配列や構造体の基礎 
12. グラフェックスの基礎 
13. 課題の作成（１） 
14. 課題の作成（２） 
15. 講義のまとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 指定した内容を事前に予習し、毎回出される課題を指定期日まで提出してください。 

テキスト、

参考文献 最初の授業に説明します。 

評価方法 最終レポート、課題および授業への参加度を併せて評価します。 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究（科学技術と社会 b） 担当者 野澤 聡 

講義目的、講義概要 授業計画 
我々は科学技術に囲まれて生きている。科学技術は宇宙

や生命の謎を解き明かしたり、新しい治療薬や画期的な通

信手段を作り出したりして、我々の人生や生活を豊かにす

る。他方、インターネットを利用したサイバーテロや、受

精卵のゲノム編集のように、我々の安全を脅かしたり、生

命観を揺るがしたりする問題も発生している。2011年3月
11日の東日本大震災と、その後に発生した東京電力福島第

一原子力発電所の事故は、我々が科学技術と社会との関係

を真剣に考えなければならないことを示している。 
 
この講義では、科学技術と社会との関わりを示す代表的

な事例とその意義を理解し、科学技術と社会との関わりを

学ぶことによって、社会の中で科学技術を生かにはどうし

たらよいのか考えることを目的とする。 

1. イントロダクション、科学、技術、社会とは 
2. 科学技術とイノベーション 
3. タームペーパーの書き方について 
4. 科学技術の発達は人々の仕事を奪うか 
5. 公害と科学技術 
6. 気候変動問題と科学技術 
7. 気候変動問題の解決に向けて 
8. 知的財産と科学技術 
9. 製造物責任と科学技術 
10. 研究不正を考える 
11. 科学者の社会的責任 
12. 巨大科学技術と社会 
13. なぜ理系に進む女性は少ないのか 
14. 専門家と市民との関係 
15. 科学技術政策 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 タームペーパー作成に向けて、各自で文献調査をおこない、執筆・推敲する。 

テキスト、

参考文献 教科書は使用せず、参考になる文献や Web 資料などを随時紹介する。 

評価方法 タームペーパー（期末レポート）（７０％）と、獨協大学レポート用紙の記述（３０％）により評価する。
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13 年度以降 
12 年度以降 

総合科学特殊研究（マルチメディア論） 
多言語情報処理特殊研究Ⅵ（マルチメディア論） 担当者 田中 雅英 

講義目的、講義概要 授業計画 
マルチメディアというのは、文字だけに限らず画像（写

真を含む）や音声もまとめて扱うことを意味しているが、

ここででは画像（特に動画）に的を絞る。動画などは今や

インターネットの世界では日常的なことになっているが、

それはブログなどでただ単に指定通りに張り付けるだけ

であり、その原理を理解・認識している人は少ない。その

基本的原理はパラパラ漫画にも見受けられるが、その処理

などを理解し、インターネットの世界での標準ともいえる

ソフトのフラッシュを用いて自分の力でコントロールで

きるようになることを目指す。もちろんこれは、ソフトの

使いこなしだけを目指すのではなく、自ら作画し、それを

動かせるようにすることから始める。 

1.  ガイダンス 
2.  イラストの作成① 
3.  イラストの作成② 
4.  イラストの作成③ 
5.  イラストの作品制作 
6.  アニメーションの基礎。モーショントゥイーン 
7.  シンボルの制作、保存。レイヤーの利用 
8.  トゥイーンアニメーション 
9.  シェイプトゥイーン① 
10.  シェイプトゥイーン② 
11.  作品の制作① 
12.  作品の制作② 
13.  作品の制作③ 
14.  作品の制作④ 
15.  作品の制作予備日 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 

特別な準備は必要としないが、静止画については Windows に付録でついているペイントなどで基本を押

さえておくことが望ましい。 
テキスト、

参考文献 授業中に適宜指示する。 

評価方法 制作した作品で評価する。参加度を重視し、欠席回数が多いと不可とする。 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究（からだの機能を測る） 担当者 依田 珠江 

講義目的、講義概要 授業計画 
 普段、何気なく生活している中では気づかないが、私た

ちのからだは様々な環境・状況の変化に対して適応反応を

示している。今、メディアなどでも盛んに健康に関する情

報が溢れている。まずはもっとも身近な私たち自身のから

だの中のことを知って、快適な生活について考える、工夫

するきっかけを提供することが本講義の目的である。 
 
 講義内容はからだの仕組みや機能について概説し、実際

に自分自身のからだを使ってその機能の一部を確かめる、

つまり実験・測定を行う（グループワーク）。得られたデ

ータを分析し、まとめることで理解を深める。 

1． ガイダンス・自己紹介 
2． 体温調節の基礎‐冷え症・低体温、熱中症‐ 
3． 体温調節実験‐寒冷血管拡張反応‐ 
4． 体温調節‐まとめ（グループでデータの解析） 
5． 血圧調節の基礎‐身近な健康のバロメータ‐ 
6． 血圧調節実験‐姿勢変化、運動‐ 
7． 血圧調節‐まとめ（グループでデータの解析） 
8． 運動調節の基礎‐スムーズに動くには‐ 
9． 運動調節実験‐プリズム順応‐ 
10． 運動調節‐まとめ（グループでデータの解析） 
11． 学習・記憶の基礎‐効率よく勉強するには‐ 
12． 学習効率実験‐「ながら」暗記課題‐ 
13． 学習・記憶‐まとめ（グループでデータの解析） 
14． 成果発表 
15． 総合討論 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

各テーマの実験データに関連する論文を調査すること、また生理機能の理解を深めるため実験のレポート

を都度作成し、提出すること。 
テキスト、

参考文献 特に指定しない（必要に応じてプリント等を配布する）。 

評価方法 授業への参加態度・貢献度（40％）、レポート（40％）、発表（準備を含む：20％）で総合的に評価する。
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13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（科学の方法と実験 a） 
自然・環境特殊研究Ⅲ（観察と実験生物学 a） 担当者 内田 正夫 

講義目的、講義概要 授業計画 
科学とはなんだろうか。小学校以来「理科」の授業で学

んできた自然についてのいろいろな知識はどれだけ身に

ついているだろうか。科学とは私たちをとりまく自然世界

についての体系的な知識であるが、またそれは、多様な要

因が複合的に作用しあった結果として現実に生起する事

象を、その絡み合った諸要因を丹念に解きほぐして本質を

解明する学問の方法と言うことができよう。これは自然科

学のみならず、あらゆる学問分野について言える。だから、

身についたというのはそのような方法でものを考えるこ

とができる、ということである。そのためには紙の上での

学習だけでなく、実験を交え経験を通して考察することが

可能かつ必要である。「百聞は一"験"に如かず」である。 
この授業では、いくつかの身近な～一見単純に見える～

事象を、実験しながら自然の法則性を考え、理解を深める

ことを目標とする。 

1. イントロダクション 科学的とはどういうことか 
2. 記述的科学と論証的科学 定性と定量 
3. 「はかる」① 科学における「はかる」ことの意義 
4. 「はかる」② 単位のいろいろ 
5. 「はかる」③ 精密さ・正確さと大雑把 
6. 「はかる」④ 誤差 有効数字 
7. 「はかる」⑤ 統計的確からしさ 
8. 光と色① 光とはなにか：反射と屈折 
9. 光と色② スペクトル 分光器を作る 
10. 光と色③ 物質の色 
11. 顕微鏡観察① 微小生物の観察 
12. 顕微鏡観察② 単レンズ顕微鏡の製作 
13. 顕微鏡観察③ ブラウン運動 
14. 静水力学① 密度・比重 鉄船が浮くのはなぜか 
15. 静水力学② サイフォンはなぜ流れるか 浮沈子 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 授業で指定した参考文献の学習 

テキスト、

参考文献 テキストなし プリントを配布する 

評価方法 実験レポート 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

総合科学特殊研究（科学の方法と実験 b） 
自然・環境特殊研究Ⅳ（観察と実験生物学 b） 担当者 内田 正夫 

講義目的、講義概要 授業計画 
 科学における思い違いを解剖する 
 科学の思い違いには、単純なうっかり間違いだけでな

く、根本的に異なる世界観の対立、夢想的な思い込み、嘘

や詐欺、捏造や剽窃や曲解やこじつけ、予想外の副作用、

政治的な引き回し、権力的な弾圧など、さまざまあって、

真理の探究を目ざす科学研究だが、賢くもない人間たちが

やることゆえその成果は常に正しいとは限らない。いっぽ

う、科学とはつねに間違え、それを正すことによって進歩

するものだ、というのもまた正論である。また、誤りと決

めつけられた学説が後年になって正しかったことがわか

ることも多い。歴史上のさまざまな思い違いの事例を解剖

してみることによって、教科書を鵜呑みにするのでない、

各自自分なりの科学観を鍛えるきっかけとしてほしい。 

1. イントロダクション 科学における思い違い 
2. 思い違いのいろいろなパターン 
3. 占星術と錬金術 
4. 生物は自然発生するか 
5. 熱素、燃素、電気、磁気の正体 
6. 進化論と創造説 
7. 心霊術、こっくりさん、オカルトブーム 
8. UFO、地球外知的生命、タイムマシン 
9. トンデモな科学言説・都市伝説 
10. 疫学的方法の大切さ 
11. 統計の扱い方① 
12. 統計の扱い方② 
13. 不適切な科学研究、差別と偏見の助長 
14. 不適切な科学研究、剽窃、データ捏造、こじつけ 
15. 科学技術の進歩と人間性 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 授業で指示した参考文献等を読むこと 

テキスト、

参考文献 
参考文献：ブロード、ウェイド著『背信の科学者たち』講談社ブルーバックス、2014、 
その他各回のテーマに沿った参考文献を指示する 

評価方法 レポート 50％、授業での小レポート 30％、授業での発言 20％ 
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13 年度以降 
12 年度以前 総合科学特殊研究（暮らしの中の民法入門） 担当者 新井 剛 

講義目的、講義概要 授業計画 
民法とは、一般市民が社会生活を送る際に生じた問題を

解決するための法律である。たとえば、お金を貸す、お金

を借りる、スマホを買う、ワンルームマンションを借りる。

このような行為の際に生じた問題を解決するための法

律が民法である。したがって、民法は皆さんにとって、最

も身近な法律であり、また最も重要な法律でもあるといえ

よう。 
 そこで、本講義は、皆さんが社会生活を送る上で、法律

問題に直面した場合に、当惑することの無い様、必要な法

的知識を伝授することを目的とする。 
法学部の学生はもちろん、外国語学部や国際教養学部、

経済学部の学生も、本講義で扱う法的知識はしっかり身に

付けて、社会に巣立っていって欲しい。  

１．お金の貸し借りに関する法律－消費貸借契約 
２．債権の回収法－担保法 
３．債権の回収の際の注意点－消滅時効等 
４．借金返済に関する法律①－貸金業法等 
５．借金返済に関する法律②－自己破産等 
６．お金の紛失・盗難・詐欺に関する法律 
７．人に関する法律 
８．不動産に関する法律① 
９．不動産に関する法律② 
１０．動産に関する法律 
１１．契約とは何か 
１２．各種の契約の問題点① 
１３．各種の契約の問題点② 
１４．各種の契約の問題点③ 
１５．講義のまとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎回、講義で学修した内容を必ず復習すること。 

テキスト、

参考文献 六法必携。テキストは初回に指示する。 

評価方法 定期試験 100％ 

 

13 年度以降 
12 年度以前 総合科学特殊研究（続・暮らしの中の民法入門） 担当者 新井 剛 

講義目的、講義概要 授業計画 
民法とは、一般市民が社会生活を送る際に生じた問題を

解決するための法律である。たとえば、自動車事故にあう、

結婚する、離婚する、財産を相続する。このような行為の

際に生じた問題を解決するための法律が民法である。した

がって、民法は皆さんにとって、最も身近な法律であり、

また最も重要な法律でもあるといえよう。 
 そこで、本講義は、皆さんが社会生活を送る上で、法律

問題に直面した場合に、当惑することの無い様、必要な法

的知識を伝授することを目的とする。法学部の学生はもち

ろん、外国語学部や国際教養学部、経済学部の学生も、本

講義で扱う法的知識はしっかり身に付けて、社会に巣立っ

ていって欲しい。 
 なお、本講義は、春学期に開講した「現代社会１（暮ら

しの中の民法入門）」の続編であるが、本科目のみの受講

でも差し支えない。 

１．損害賠償の法律①－総論 
２．損害賠償の法律②－債務不履行 
３．損害賠償の法律③－不法行為1 
４．損害賠償の法律④－不法行為2 
５．損害賠償の法律⑤－交通事故 
６．結婚の法律 
７．夫婦の法律 
８．親子の法律 
９．離婚の法律 
１０．相続に関する法律①－相続財産、相続人 
１１．相続に関する法律②－相続分 
１２．相続に関する法律③－相続の承認・放棄 
１３．相続に関する法律④－遺言 
１４．最近の判例 
１５．講義のまとめ 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 毎回、講義で学修した内容を必ず復習すること。 

テキスト、

参考文献 六法必携。テキストは初回に指示する。 

評価方法 定期試験 100％ 
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13 年度以降 総合科学特殊研究 日本の司法（１） 担当者 齋藤 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
 

司法は，国民の権利の実現を図るとともに、基本的人権を擁護

し、更には安全な社会を維持するなど、国民生活にとって極めて

重要な役割を果たしている。21世紀の日本国では、社会の複雑・

多様化、国際化などに加え、規制緩和などの改革により、「事前規

制型」から「事後監視・救済型」に移行するなど，社会の様々な

変化に伴って、司法の役割は、より一層重要なものになると考え

られ、平成11年７月に内閣に「司法制度改革審議会」が設置され、

２年間の審議の結果、平成13年６月に司法制度改革審議会意見書

が取りまとめられ、司法制度の機能を充実強化し，自由かつ公正

な社会の形成に資するため、(1)国民の期待にこたえる司法制度の

構築、(2)司法制度を支える法曹の在り方、(3)国民的基盤の確立

を３つの柱として掲げ改革が断行された。あれから15年、日本の

司法の現在について、解説する。 

日本の司法制度について、比較法を交えながら、沿革的な解説

をしながら、問題点について検討していく。授業では映像やその

他の資料を配布しながら、概説を試みる。 

第１部 市民の司法参加 

第１章 市民裁判官  第２章 陪審制度 

第３章 参審制度   第４章 検察審査会 

第５章 調停委員   第６章 司法委員   

第７章 参与員    第８章 裁判員制度 

第２部 紛争解決機関と市民社会 

 第９章 概説     第 10 章 地方裁判所 

第 11 章 家庭裁判所 第 12 章 簡易裁判所 

第 13 章 高等裁判所 第 14 章 最高裁判所 

第 15 章 その他の紛争解決機関  

第３部 司法を支える人的基盤等 

 第 16 章 法曹一元と法科大学院－法曹養成制度 

第 17 章 裁判官制度  第 18 章 検察官制度 

 第 19 章 弁護士制度  第 20 章 司法書士制度

第 21 章 裁判所職員  第 22 章 訴訟 

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 事前の予習が望ましい 

テキスト、

参考文献 開講時にお知らせする。 

評価方法 11 回以上出席している受講生の期末試験又はレポート報告（口頭報告及び報告書） 

 

13 年度以降 総合科学特殊研究 日本の司法（２） 担当者 齋藤 哲 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
訴訟事件は概ね民事訴訟と刑事訴訟に分けることがで

きるが、両手続きの概要と問題点を検討する。 
訴訟事件は概ね民事訴訟と刑事訴訟に分けることがで

きる。講義では、両手続きを比較検討しながら、それぞれ

の手続きの特色や問題点を検討するという、これまでにな

い授業を試みる。 

 
裁判手続きの流れに沿って、授業を進める予定である。

到達目標 「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。 
事前・事後 
学修の内容 

受講者を春学期・総合科学特殊研究（日本の司法（１））単位取得者に限定する。課題を頻繁に
与えるので、予習等の余裕のない者は受講に向かない。 

テキスト、

参考文献 開講時にお知らせする。 

評価方法 11 回以上出席している受講生のレポート報告（口頭報告及び報告書）又は期末試験 
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13 年度以降 総合科学特殊研究（文化について調べて書く b） 担当者 松岡 格 

講義目的、講義概要 授業計画

文化に関わる、調査にもとづいたレポートや論文を書く

ことができる能力を身につけることを目標とする。 

ここで言う調査とは、フィールド調査・文献調査を含む。

文化人類学や関連の学問（地域研究・社会学・民俗学な

ど）の授業を履修したことがある者の参加を歓迎する。 

本授業は実践研究形式で行う。履修生には授業への積極

的な参加を求める。 

毎年具体的なテーマを設定して研究・調査をしてもら

う。本年度のテーマは「見ることと見られること」とする

予定である。 

※「文化について調べて書くa」を履修したことがなくて

も、この授業を履修することができる。それも含めて授業

の進め方については初回の授業で説明するので、ガイダン

スには必ず参加すること。 

1. ガイダンス

2. テーマについての文献学習１

3. テーマについての文献学習２

4. テーマについて文献学習３

5. 模擬調査準備

6. 模擬調査

7. 文献調査実習１

8. 文献調査実習２

9. 調査成果報告

10. フィールド調査準備

11. フィールド調査実習１

12. フィールド調査実習２

13. フィールド調査実習３

14. 調査成果報告

15. まとめ

到達目標
「総合科学研究科目群」の他科目では触れることが難しい分野や領域にわたって人文・社会・自然科学を

総合的に研究分析し、見解を提示できるようにする。

事前・事後

学修の内容

それぞれの授業のテーマについて自分なりに調べて授業に望むこと。また授業各回の内容をよく復習して、

次回の授業に備えること。こうした教室外の学習を小課題に反映させること。

テキスト、

参考文献

教材は教員が用意するが、調査用に指示したものを持参する必要がある（ノートなど）。参考文献について

は授業内で指示する。

評価方法
平常点（授業への参加度等）［30%］、授業内課題・調査課題［70%］を評価対象とする。調査課題・授業

内課題の全提出を成績評価の必須条件とする。一定回数以上欠席した学生は成績評価の対象としない。
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13 年度以降 
12 年度以前 

卒業研究 

卒業研究 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
国際教養学部では、全在学期間を通して学んだ集大成と

して、卒業研究を必修にしています。形式は、卒業論文や

卒業制作などですが、各自、所属する演習の担当教員と相

談してください。そこで指導をうけながら、卒業研究の進

め方を決めていってください。  

 
 
各担当教員による 

到達目標 特定研究課題を設定して詳細な調査等を行い、その成果を一定程度整理し、体系化できるようにする。 

事前・事後 
学修の内容 各自が設定した研究テーマについて主体的に学習・研究を進めていくこと。 

テキスト、

参考文献 各担当教員による 

評価方法 各担当教員による。ただし、卒業論文の提出は必須である。 

 

13 年度以降 
12 年度以前 

卒業研究 

卒業研究 担当者 各担当教員 

講義目的、講義概要 授業計画 
 
 
春学期参照 

 

到達目標  

事前・事後 
学修の内容  

テキスト、

参考文献  

評価方法  
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17 年度 スポーツ・レクリエーション（学生交流支援プログラム）

国際教養学部指定クラス
担当者 松原裕 依田珠江 和田智 

講義目的、講義概要 授業計画

[目的] 
この科目は、現在および将来の健康で充実した生活のために、

健康を創り、維持し、守ること、自由時間をより充実させるため

の態度、知識、技術を身につけること、身体活動を通じて、国際

教養学部新入生のコミュニケーションを図ることを目的にして設

置されています。 

[概要] 
この授業用に指定クラスを編成し、各クラスが３人の教員の授

業をローテーションで受講します。松原担当はテニス・フットサ

ル・アルティメットなどを人工芝グラウンドで行う予定。依田担

当はボール・ラケット競技などをアリーナで行う予定。和田担当

はコミュニケーションゲーム（アイスブレーキング）・イニシア

ティブゲーム・ペタンク・アウトドアクッキング又はレクリエー

ショナルスポーツなどを行う予定。

1. 指定教室でガイダンスと写真付受講票作成

2. 実技 松原 AD 依田 BE 和田 CF ①

3. 理論 救急法 AED の使用法

4. 実技 松原 AD 依田 BE 和田 CF ②

5. 実技 松原 AD 依田 BE 和田 CF ③

6. 実技 松原 AD 依田 BE 和田 CF ④

7. 実技 松原 CF 依田 AD 和田 BE ①

8. 実技 松原 CF 依田 AD 和田 BE ②

9. 実技 松原 CF 依田 AD 和田 BE ③

10. 実技 松原 CF 依田 AD 和田 BE ④

11. 実技 松原 BE 依田 CF 和田 AD ①

12. 実技 松原 BE 依田 CF 和田 AD ②

13. 実技 松原 BE 依田 CF 和田 AD ③

14. 実技 松原 BE 依田 CF 和田 AD ④

15. 理論 世界のスポーツ

到達目標

事前・事後

学修の内容
体調管理をしてベストコンディションで授業に臨むこと。毎回の実施内容と課題を纏めること。

テキスト、

参考文献
必要に応じて紹介する。

評価方法 毎回の参加度、受講態度を総合して評価する。
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